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はじめに 

 

石原昌英（琉球大学） 

 

 本書は、平成２８年文化庁委託事業「平成２８年度危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化

を想定した実地調査研究」の報告書である。「危機的な状況にある言語・方言」に関する文化庁の委託

事業は、平成２３年度から平成２６年度までの４カ年間にわたり、「危機的な状況にある言語・方言の

実態に関する調査研究事業」（平成２３年度・平成２５年）と「危機的な状況にある言語・方言の保存・

継承に係る取組等の実態に関する調査研究事業」（平成２４年度・２６年度）として実施された。八丈

方言および奄美・琉球諸方言の危機の実態と保存・継承に係る取組等の実態については、これまでの

研究である程度の目途がついたと思われる。（集落により方言に差異があるということを考慮すると、

これまでの実態に関する研究で十分とは言えないことは明らかではある。）危機的な状況にある言語・

方言の保存・継承にむけた取組のひとつとなるアーカイブ化を想定した記録・保存を目的とした実地

調査研究が平成２７年度から開始され、今年度は昨年度の調査対象となった方言（鹿児島県の喜界方

言、瀬戸内方言、沖縄県の津堅方言、平安座方言、久高方言、奥武方言、宮良方言、黒島方言）につ

いて、調査内容を変えた実地調査を実施した。また、同様な実地調査が必要とされる方言（鹿児島県

奄美大島の笠利方言、沖縄県伊平屋島の伊平屋方言及び西表島の船浮方言）について予備調査を実施

した。 

 

 以下に、本事業の目的・計画を記しておく。本報告書を利用していただくことの参考となれば幸い

である。 

 

【業務の目的と概要】 

我が国における言語・方言のうち、消滅の危機にあるものについて、ユネスコが平成21年に発行し

た”Atlas of the World's Languages in Danger”の内容及び、平成23年度から平成26年度にかけて

大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所及び琉球大学国際沖縄研究所が実施した文化

庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言の実態に関する調査研究事業」及び「危機的な状況にあ

る言語・方言の保存・継承に係わる取組等の実体に関する調査研究事業」を参照の上、消滅の危機に

ある６つ（奄美方言、国頭方言、沖縄方言、宮古方言、八重山方言、与那国方言）の区画において、

昨年度に引き続き、調査研究が十分とは言えない区画内の地域の方言について、当該地域の方言の保

存・継承に資するため、アーカイブとして公開することを想定した音声資料や映像資料の収録を中心

とした実地調査研究を行う。 

 

奄美・琉球諸島の消滅の危機に瀕した６つの方言については、研究蓄積の多い島・地域と不足して

いる島・地域とがあり、その質と量は一様ではない。また、同じ島とはいっても大きな島もあれば小

さな島もあり、一つの島の中にも大きな言語差がある。同じ島の中でも研究蓄積の多い地域と全く不

足している地域がある。沖縄島、奄美大島、喜界島、徳之島、沖永良部島、久米島、宮古島、石垣島、

西表島などの大きな島の内部には、母音の数や子音の数が異なったり、文法体系や語彙体系の大きく

異なったりする個性的な下位方言が多くある。それほど大きな島とは言えない宮古伊良部島には六つ
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の集落があるが、発音上の特徴及び文法上の特徴の違いによって個性的な4つの下位方言に区分される。

沖縄島、奄美大島、喜界島、石垣島等の大きな島の内部には多くの個性的な下位方言が存在する。 

島ごとの研究蓄積の多寡の差が大きいだけでなく、島の内部でも研究蓄積の多寡に大きな差がある。

沖縄県の沖縄島南部の那覇方言、首里方言、北部の今帰仁方言に関しては数多くの研究と音声資料が

ある。しかし、那覇方言、首里方言、今帰仁方言以外の個性的な小規模集落や沖縄島の周辺離島につ

いては研究も研究蓄積も不足している。石垣島の中心市街地の方言については多くの研究があるが、

その周辺の集落や地域、石垣島以外の離島では研究が不足している。奄美大島については、旧名瀬市

市街地の方言の研究が多く、瀬戸内町の加計呂麻島、請島や与路島の研究が不足している。また、喜

界島の方言も研究蓄積のある下位方言とほとんど無い下位方言がある。特に喜界島北部の方言の研究

は不足している。一方で、公開されている音声・映像資料については、琉球大学附属図書館のホーム

ページ上に公開している琉球語音声データ、日本放送協会編『全国方言資料第11巻琉球編Ⅰ』、『全

国方言資料第12巻琉球列島編Ⅱ』等があるが、琉球諸語全体の多様性の維持と継承を考慮すると、質、

量ともに絶対数が不足している。 

 

本事業の調査対象地は、昨年度に引き続き、鹿児島県喜界町（喜界島）、鹿児島県瀬戸内町（奄美

大島南部）、沖縄県うるま市平安座島、沖縄県うるま市津堅島、沖縄県南城市久高島、沖縄県南城市

奥武島、沖縄県石垣市、沖縄県竹富町黒島の７地点である。また、昨年度の調査対象ではなかった、

奄美大島笠利町（奄美方言）、伊平屋島（国頭方言）、西表島船浮（八重山方言）において、アーカ

イブ化を想定した研究の予備調査を行う。なお、現地調査についてはインフォームドコンセントを徹

底し、調査協力者と同意書と取り交わし、同意した者のみを対象に音声資料・映像資料の収録を行う。 

 

調査研究ついては、琉球大学東京オフィスでの報告会及び事業報告書によりその成果を公表する。

また、琉球大学国際沖縄研究所のHPに本事業のHPを開設し、昨年度と今年度の研究成果等を公表する。 

 

本調査で収録・編集した音声データ・映像データを調査協力者が同意した方法で公開するアーカイ

ブの開設について琉球大学附属図書館との協議を開始する。なお、同図書館は、「琉球語音声データ

ベース」を公開している。 

 

 本事業で調査対象地としている８地点での調査（音声資料・映像資料を含む）は2年計画のもので

ある。2年目となる本年度は、当該方言のアーカイブ化を想定して、以下の調査を実施する。 

１） 言語的な特徴（動詞・形容詞の用法）を収録する。 

２） 日本放送協会編『全国方言資料第11・12巻』に示された場面を参考として、複数場面（計5分

程度）の会話を収録する。 

３） 当該方言バージョンの「大きな蕪」を収録する。 

４） 新たに調査地点を若干追加し、アーカイブ化を想定した研究の予備調査を実施する。 
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【業務実施計画】 

本年度の業務実施計画は次の通りである。 

 

（１）消滅の危機に瀕しているとされる琉球諸島の６方言の区画内で、緊急度の高い以下の８地点の

伝統方言の調査を実施する。 

鹿児島県 

1.喜界島（国頭方言）、2.奄美大島瀬戸内町（奄美方言） 

沖縄県 

3.うるま市平安座島（沖縄方言）4.うるま市津堅島（沖縄方言）、5.南城市奥武島（沖縄方言）、

6.南城市久高島（沖縄方言）、7.石垣市・宮良（八重山方言）、8.竹富町黒島（八重山方言） 

当該区画内での地域方言の調査については、将来のアーカイブ化を想定して、次の項目の臨地調査

と、伝統方言話者をインフォーマントとした音声・映像記録の収録を行う。 

 (1-1) 当該方言の文法概要がわかるような動詞、形容詞の基本的な活用形の一覧表と例文の記述と

録音を行う。 

(1-2) 挨拶・依頼等の場面を設定した短い会話を、できるだけ自然会話に近い形で音声・映像記録

として収録する。併せて、その文字化作業を行なう。 

(1-3) 「大きな蕪」の当該方言訳をインフォーマントに読んでもらい音声・映像記録として収録す

る。併せて、その文字化作業を行なう。  

 

（２）危機度が高く、音声・映像資料を含めた既存の方言資料もほとんどなく、近年の実態について

の情報も乏しい、下記の方言についての予備的な調査を実施し、今後の対策検討の基礎資料を得

る。 

   

・鹿児島県奄美大島笠利町 

・沖縄県伊平屋島 

・沖縄県竹富町西表島船浮 

 

 

（３）調査研究の結果については、国際沖縄研究所のHPに開設する本事業のHP,琉球大学東京オフィス

で開催する報告会、及び事業報告書で発表する。 

 

なお、言語・方言（例えば「奄美語」「沖縄語」）の名称については調査担当者が提出した原稿に記

されて名称をそのまま使用し、報告書全体で統一させてはいない。 

  





平成28年度

危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した

実地調査研究

目　次

はじめに……………………………………………………………………… 石　原　昌　英 　　

調査報告

　鹿児島県喜界町小野津方言……………………………………………… 白　田　理　人　 １

　将来の「教材化」を目指した言語資料のコンテンツについての考察　

　　　奄美大島瀬戸内町での事例を通して……………………………… 前　田　達　朗　 29

　沖縄県うるま市平安座方言の動詞と形容詞の活用…………………… 當　山　奈　那　 57

　沖縄県奥武島方言………………………………………………………… 中　本　　　謙　 75

　沖縄県久高島方言………………………………………………………… 新　永　悠　人　 97

　沖縄県津堅方言の報告

　　　― 動詞形態論と言語資料としての翻訳テキスト ―… ………… 又　吉　里　美　115

　八重山語・宮良言葉(めーらむに)：

　　　記述文法と学習資料に向けた形容詞の記述………………… Christopher Davis　137

　沖縄県黒島方言の動詞・形容詞・談話…………… 荻　野　千砂子・原　田　走一郎　145

予備調査報告

　鹿児島県奄美大島佐仁方言……………………………………………… 白　田　理　人　177

　沖縄県伊平屋方言の名詞の格体系………………… 平　良　尚　人・備　瀬　百合音　181

　伊平屋島田名方言の動詞の活用…………………… 崎　山　拓　真・上　門　梨　緒　195

　沖縄県西表船浮方言……………………………………………………… 荻　野　千砂子　203



文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

南琉球 
北琉球 

与論島 

沖永良部島 

徳之島 

奄美大島 
喜界島 

小野津集落 

(396 人)

56.94km2 

 

 

鹿児島県喜界島小野津方言 

白田理人 

 

 

１ はじめに 

 奄美語喜界島方言（以下喜界島方言）は，鹿児島県大島郡喜界町で話されている方言で

ある。喜界島には 30 余の集落があり，語彙面・音韻面・形態面に渡る集落差が見られる。

小野津（おのつ）集落１（以下地図参照）で話される方言（以降小野津方言）を含む北部

諸方言は，中舌母音を持つ点で中南部の諸方言と異なる（平山ほか 1966, 上村 1972・1992, 
中本 1976, 松本 2000, 大野 2002・2003, 木部 2011・2012）。本稿では筆者が現地調査２で得

たデータに基づき，小野津方言を対象に，動詞・形容詞の活用，小野津方言による童話「う

ふかぶー（おおきなかぶ）」及び会話例を報告する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  1 琉球列島／奄美群島／喜界島／小野津集落の位置３

 
 
２ 前提 

 本節では，次節以降の前提として，まず 2.1 で小野津方言の音韻体系の概略について述

べる。次に，2.2 では異形態の交替の分析に関して本稿が採る立場について述べる。  
 

                             
１ 方言名は unucu である。神宮（かみや，方言名  hamya ）と前金久（まえ

がねく，方言名 mëënuku の二つの行政地区からなる。  
２ 小野津集落出身・在住の 70 代女性 2 名（梅田明子氏：昭和 12 年生，田畑繁子氏：昭和

20 年生）を調査協力者とした聞き取り調査である。本稿には，文化庁プロジェクトの調査

で得たデータに加え，JSPS 科研費 15J02695「北琉球諸語の文法記述・ドキュメンテーショ

ン及び歴史的研究」の助成を受けて行った調査で得たデータも含まれる。なお，活用の調

査のための語彙項目の選定に当たって上野（1995）を参考にした。  
３ 本稿では，国土地理院発行の地図データをもとに Thomas Pellard 氏が作成した地図を適

宜加筆・編集して用いている。（  ）内は喜界町役場発行の資料に基づく 2015 年 4 月現在

の人口である。  

（7,527 人）



調査報告





鹿児島県喜界町小野津方言
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表  2 子音音素一覧

  両唇  歯茎  歯茎硬口蓋  軟口蓋  唇軟口蓋  声門

破裂音  

無声無気  p�pˀ� t��ˀ�   k�kˀ� kʷ[k� pˀ~kˀʷ]  

無声有気  pʰ�p�~�� tʰ   kʰ    

有声無気  b d   g��� gʷ����~�ʷ�  

破擦音  
無声    c[ts] č����      

有声    z���~�� ǰ���~��      

摩擦音  無声    s     h 

鼻音  m n ɲ ŋ    

弾音    r���        

接近音      y[j]   w  

 
 

２.２ 形態音韻論的分析の方針  

 小野津方言の動詞語幹と接辞の境界では異形態の交替が見られる。例えば，以下のよう

なデータに対し，(1), (2), (3)それぞれの語例の共通部分は iǰi- ，nu-となるが，これらを語幹

として取り出すと，残りの部分は非過去が-yui, -myui，過去が-ti, -di となり，接辞にそれぞ

れ二つずつの異形態を認めることとなる。一方，語末の共通部分を接辞として取り出すと

非過去が-yui，過去が-i となり，語幹について(1)が iǰir-, iǰit-，(2)が num-, nud-のようにそ

れぞれ二つずつの異形態を認めることになる。  
 
(1) a. iǰiyui「出る」   b. iǰiti「出た」  (2) a. numyui「飲む」  b. nudi「飲んだ」  
 
 このような異形態の交替の分析に関して，大まかに二つの立場がある。一つは，異形態

を分布によって説明する構造主義的な立場である。もう一つは，基底形から（弁別素性を

用いた）規則により表層形を導き出す生成音韻論的な立場である。この二つの立場の違い

が大きく現れるのは，音韻論的不透明性（opacity）が見られる場合である。不透明性は規

則による説明でいうところの「反奪取順序（counterbreeding order）による過剰適用（over- 
application）」の場合と「反供給順序（counterfeeding order）による過少適用（underapplication）」
の場合に見られる。上の(1), (2)の異形態を例にとると，規則による分析では，次頁(3)のよ

うな基底形，規則及び適用順序により，(4)のように説明される。次頁の規則中の C は子音，

C[+voice]は有声子音，C[+labial]は両唇音，C[+coronal]は歯茎音，φ は分節音なしを表す。

すなわち，(i)は有声子音に後続する t が d と交替する規則，(ii)は歯茎音に先行する両唇音

が削除される規則である。規則の適用順序として，(i)は(ii)に先んじて適用される。もし順

序が逆の場合は(5)に示すように，(ii)の適用により m が削除され，(i)が適用されなくなる。

(ii)→(i)のような順序は規則の適用環境を奪う順序であり，奪取順序（bleeding order）とい

う。(i)→(ii)のような順序はその逆の順序であるため，反奪取順序（counterbleeding order）
と呼ばれる。反奪取順序の場合，規則 x の適用をもたらした条件（音環境）がその後に適

用される規則 y により削除されるため，表層では規則 x が適用される条件が満たされてい
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２.１ 音韻体系について  

 以下に，本稿で用いる表記により，小野津方言の母音音素一覧を示す。[ ]内は音声実現

である。音声上の長母音，二重母音は，短母音の連続として解釈する（例 mii ��ʲiː�「見ろ」，

utai��u��i� 「歌い（不定形）」）。前舌母音と中舌母音の対立があるのは両唇音あるいは軟口

蓋音に後続する場合のみであり，歯茎音／歯茎硬口蓋音／声門音の後に前舌母音は分布す

るが中舌母音は分布せず，唇軟口蓋音の後に中舌母音は分布するが前舌母音は分布しない。

中舌母音と前舌母音の（音声上の）相違は，母音自体の調音位置ではなく先行する子音及

び子音から母音への渡りにある。前舌母音に先行する子音は口蓋化し（例 mii ��ʲiː�「見ろ」，

iki [ikˀʲi�「行き（不定形）」，amee ���ʲ�ː�「網は」，kʰeeti �k�ʲ�ː�i�「来ました」），中舌母音に

先行する子音は口蓋化せず，両唇音の場合は軟口蓋化する（例 mïï ���iː�「目」，ikï �ikˀi�
「行け」，amëë �����ː�「網は」，kʰeeti��k��ː�i�「掛けた」）。構造主義的に立てる音素として

は，母音の対立／子音の区別のどちらの解釈も可能であるが，本稿では先行研究に従って

母音の対立として解釈する４。  
 

表  1 母音音素一覧

  前舌 中舌  後舌

狭  i ï u 

半狭  e ë o 

広  a 

  
 次に，本稿で用いる表記により，次頁の表に小野津方言の子音音素一覧を示す。借用

語には以下に加えて子音音素として š[ɕ], ç も見られる。 [ ]内は音声実現である。異音に

ついて，pʰ, dz, dʑ はそれぞれ母音間で摩擦音���, ���, �ʑ�で現れる。pʰについては老年層（80
代以上）を除いては語頭（特に円唇母音 u, o の前）においても���で現れることがある。無

声摩擦音 s, h は i の前で口蓋化しそれぞれ[ɕ], [ç]で実現する。音節構造は(C)(y)V(V)(C)で
ある。y に先行するオンセット子音は両唇音または軟口蓋音に限られる。母音及びコーダ

子音はそれぞれ一モーラの長さを持つ。音節末子音は鼻音／阻害音の区別のみが弁別的で

あり，調音点の対立がなく，後続する子音に調音点が同化する。阻害音の連続の場合は重

子音として解釈するが，音節末子音は音声的に破裂音／破擦音の前で無声閉鎖音で（例 
abba����̚���「油」，muččii���u�ʲ̚��iː�「餅」，kuǰǰa �kˀu�ʲ̚dʑ��「鯨」），摩擦音の前では摩擦音

で現れる（例 hassaŋïï ��������iː�「髪の毛」，assi�����i�「そう」）。語末のコーダ子音として

は鼻音のみが分布し，��� �~�ɴ�で現れる。語末及び形態素末の音節末鼻音は n と交替する５

ため音素としては n を立て，形態素中では音声実現に応じて m, n, ŋ を用いて表記する。  
 
 

                             
４ 服部（1959:284）は，子音の対立として解釈している。  
５ 例として，kin [kˀʲiɴ]「着物」，kinoo [kˀʲinoo]「着物は」，dʑin [dʑin]「膳」，kurudʑinuu 
[kˀuɾudʑinuː]「黒膳」，numan [numaɴ]「飲まない」，numanu [numanu]「飲まない（強調形）」

などがある。  
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表  2 子音音素一覧

  両唇  歯茎  歯茎硬口蓋  軟口蓋  唇軟口蓋  声門

破裂音  

無声無気  p�pˀ� t��ˀ�   k�kˀ� kʷ[k� pˀ~kˀʷ]  

無声有気  pʰ�p�~�� tʰ   kʰ    

有声無気  b d   g��� gʷ����~�ʷ�  

破擦音  
無声    c[ts] č����      

有声    z���~�� ǰ���~��      

摩擦音  無声    s     h 

鼻音  m n ɲ ŋ    

弾音    r���        

接近音      y[j]   w  

 
 

２.２ 形態音韻論的分析の方針  

 小野津方言の動詞語幹と接辞の境界では異形態の交替が見られる。例えば，以下のよう

なデータに対し，(1), (2), (3)それぞれの語例の共通部分は iǰi- ，nu-となるが，これらを語幹

として取り出すと，残りの部分は非過去が-yui, -myui，過去が-ti, -di となり，接辞にそれぞ

れ二つずつの異形態を認めることとなる。一方，語末の共通部分を接辞として取り出すと

非過去が-yui，過去が-i となり，語幹について(1)が iǰir-, iǰit-，(2)が num-, nud-のようにそ

れぞれ二つずつの異形態を認めることになる。  
 
(1) a. iǰiyui「出る」   b. iǰiti「出た」  (2) a. numyui「飲む」  b. nudi「飲んだ」  
 
 このような異形態の交替の分析に関して，大まかに二つの立場がある。一つは，異形態

を分布によって説明する構造主義的な立場である。もう一つは，基底形から（弁別素性を

用いた）規則により表層形を導き出す生成音韻論的な立場である。この二つの立場の違い

が大きく現れるのは，音韻論的不透明性（opacity）が見られる場合である。不透明性は規

則による説明でいうところの「反奪取順序（counterbreeding order）による過剰適用（over- 
application）」の場合と「反供給順序（counterfeeding order）による過少適用（underapplication）」
の場合に見られる。上の(1), (2)の異形態を例にとると，規則による分析では，次頁(3)のよ

うな基底形，規則及び適用順序により，(4)のように説明される。次頁の規則中の C は子音，

C[+voice]は有声子音，C[+labial]は両唇音，C[+coronal]は歯茎音，φ は分節音なしを表す。

すなわち，(i)は有声子音に後続する t が d と交替する規則，(ii)は歯茎音に先行する両唇音

が削除される規則である。規則の適用順序として，(i)は(ii)に先んじて適用される。もし順

序が逆の場合は(5)に示すように，(ii)の適用により m が削除され，(i)が適用されなくなる。

(ii)→(i)のような順序は規則の適用環境を奪う順序であり，奪取順序（bleeding order）とい

う。(i)→(ii)のような順序はその逆の順序であるため，反奪取順序（counterbleeding order）
と呼ばれる。反奪取順序の場合，規則 x の適用をもたらした条件（音環境）がその後に適

用される規則 y により削除されるため，表層では規則 x が適用される条件が満たされてい
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ないにも関わらず規則 x が適用されている。一見すると規則が過剰に適用されているため，

これを過剰適用（overapplication）という。過剰適用が見られる場合，「過去接辞-ti の異形

態-di は m の直後に分布する」といった音環境による分布の説明ができない。このため，

分布による説明では「非過去接辞が後接する語幹は num-，過去接辞が後接する語幹は nud-
である」のように，分布を語彙的な条件で説明する必要が生じる。  
 
(3) 基底形：/iǰi-/, /num-/, /-yui/, /-ta/ 
    規則：(i)  t → d / C[+voice]-_    (ii)  C[+labial] → φ/ _-C[+coronal] 
    規則の適用順序：(i)  →  (ii) 
 
(4)                規則(i)          規則(ii) 
     /num-/ + /-ti/    →     numdi    →      nudi 
 
(5)                規則(ii)         規則(i) 
     /num-/ + /-ti/    →      nuti     →      *nuti 
 
 次に，以下(6), (7)の異形態を例にとると，規則による分析では，以下(8)のような基底形，

規則及び適用順序により，(9)のように説明される。(iii)は i に先行する t が口蓋化して č に
なる規則， (iv)は t に後続する ï が i になる規則である。規則の適用順序として，(ii)は(iv)
に先んじて適用される。もし順序が逆の場合は(10)に示すように，(iv)の適用により t と i
の連続が生じ，(iii)が適用されて t が č に変わる。(iv)→(iii)は，規則の適用環境を与える順

序であり，供給順序（feeding order）という。(iii)→(iv)はその逆の順序であるため，反供給

順序（counterfeeding order）と呼ばれる。反供給順序の場合，規則 x の適用後にその後に適

用される別の規則 y により新たに規則 x を適用できる音列が生じるため，表層では規則 x
の適用可能な音列が残ってしまう。一見すると規則の適用が不十分であるため，これを過

少適用（underapplication）という。過少適用が見られる場合，「語幹 ut-（打つ）の異形態

uč-は i の直前に分布する」といったような音環境による分布の説明ができない。このため，

上述の過剰適用の場合と同様，分布による説明では「命令接辞が後接する語幹は ut-，不定

接辞が後接する語幹は uč-である」のように，分布を語彙的な条件で説明する必要が生じ

る。  
 
(6) a. numi 「飲み（不定形）」    b. numï 「飲め」  
 
(7) a. uči   「打ち（不定形）」     b. uti   「打て」   
 
(8) 基底形：/num-/, /ut-/, /-ï/, /-i/ 
    規則：(iii)  t →  č/ _ -i 
          (vi)   ï → i / t-_ 
    規則の適用順序：(iii)  →  (vi) 
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(9)              規則(iii)  
     /ut-/ + /-i/     →     uči 
 
                規則(iv)  
     /ut-/ + /-ï/     →     uti 
 
 
(10)              規則(iv)      規則(iii) 
     /ut-/ + /-ï/      →     uti     →     *uči 

 
 ここまで見てきたように，規則を用いた場合，基底形の分節音の条件のみから異形態を

説明できる場合あっても，過剰適用もしくは過少適用が見られる場合には，分布による説

明では分節音の条件のみからは異形態の分布を説明できず，接辞の機能を条件に含める必

要が生じる。また，規則による説明では，弁別素性を用いることにより異なる分節音の交

替も統一的に説明できる（ tʰub-「飛ぶ」の交替について以下(11)参照）。このように，説

明の経済性の観点からは，分布による説明よりも規則による説明の方が優れている。  
  
(11)               規則(i)        規則(ii) 
     /tʰub-/ + /-ti/   →    tʰubdi    →     tʰudi 
 
 しかしながら，規則による説明は分布による説明に比べて音韻論の知識をより多く必要

とし，当該方言の教育活動には不向きである。本プロジェクトは継承活動に利用可能な資

料をアーカイブ化することを想定したものであるため，規則による説明はプロジェクトの

趣旨とは合致しないと考えられる。このため，本稿では，経済性の点で劣るものの，より

平易で教育活動にも適した分布による説明を採り，動詞に複数の語幹（異形態）を立て，

後続する接辞（の意味機能）を条件として語幹の分布を説明する。ただし，分布の条件を

音環境によっても語彙的条件によっても記述できる場合には，説明原理としては音環境の

方を優先する方針とし，隣接する形式の機能による異形態の交替は可能な限り少なくする

方針とする。なぜなら，語形の予測に関して，語幹及び接辞の音形が分かっていることは

必要不可欠であり，さらに語彙的な条件を必要とする説明よりも，音形のみから予測でき

る説明の方がより経済的であると考えるためである。例えば，以下(12), (13)の異形態に対

して，分布による説明としては(14)と(15)が考えられる。(13)では動詞「見る」の語幹に関

して，後続する接辞の機能に応じて二つの異形態が生じている。(14)では否定接辞に関し

て先行する語幹末の分節音に応じて二つの異形態が生じているものの，動詞「見る」の語

幹については異形態の交替を認めずにすんでいる。本稿の立場では，語彙的条件による交

替の少ない(15)のような分析の方が優れていると考える。  
 
(12) a. iǰiraa 「出ない」     b. iǰiri 「出ろ」 (13) a. miyaa 「飲まない」 b. mii 「見ろ」  
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ないにも関わらず規則 x が適用されている。一見すると規則が過剰に適用されているため，

これを過剰適用（overapplication）という。過剰適用が見られる場合，「過去接辞-ti の異形

態-di は m の直後に分布する」といった音環境による分布の説明ができない。このため，

分布による説明では「非過去接辞が後接する語幹は num-，過去接辞が後接する語幹は nud-
である」のように，分布を語彙的な条件で説明する必要が生じる。  
 
(3) 基底形：/iǰi-/, /num-/, /-yui/, /-ta/ 
    規則：(i)  t → d / C[+voice]-_    (ii)  C[+labial] → φ/ _-C[+coronal] 
    規則の適用順序：(i)  →  (ii) 
 
(4)                規則(i)          規則(ii) 
     /num-/ + /-ti/    →     numdi    →      nudi 
 
(5)                規則(ii)         規則(i) 
     /num-/ + /-ti/    →      nuti     →      *nuti 
 
 次に，以下(6), (7)の異形態を例にとると，規則による分析では，以下(8)のような基底形，

規則及び適用順序により，(9)のように説明される。(iii)は i に先行する t が口蓋化して č に
なる規則， (iv)は t に後続する ï が i になる規則である。規則の適用順序として，(ii)は(iv)
に先んじて適用される。もし順序が逆の場合は(10)に示すように，(iv)の適用により t と i
の連続が生じ，(iii)が適用されて t が č に変わる。(iv)→(iii)は，規則の適用環境を与える順

序であり，供給順序（feeding order）という。(iii)→(iv)はその逆の順序であるため，反供給

順序（counterfeeding order）と呼ばれる。反供給順序の場合，規則 x の適用後にその後に適

用される別の規則 y により新たに規則 x を適用できる音列が生じるため，表層では規則 x
の適用可能な音列が残ってしまう。一見すると規則の適用が不十分であるため，これを過

少適用（underapplication）という。過少適用が見られる場合，「語幹 ut-（打つ）の異形態

uč-は i の直前に分布する」といったような音環境による分布の説明ができない。このため，

上述の過剰適用の場合と同様，分布による説明では「命令接辞が後接する語幹は ut-，不定

接辞が後接する語幹は uč-である」のように，分布を語彙的な条件で説明する必要が生じ

る。  
 
(6) a. numi 「飲み（不定形）」    b. numï 「飲め」  
 
(7) a. uči   「打ち（不定形）」     b. uti   「打て」   
 
(8) 基底形：/num-/, /ut-/, /-ï/, /-i/ 
    規則：(iii)  t →  č/ _ -i 
          (vi)   ï → i / t-_ 
    規則の適用順序：(iii)  →  (vi) 
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(14)  動詞語幹形式：  「出る」iǰir-，「見る」miy-/mi-  
     接辞形式：否定-aa，命令-i 
     語幹「見る」異形態分布（後続接辞）：否定接辞の前 miy-，命令接辞の前 mi- 
 
(15)  動詞語幹形式：  「出る」idʑir-，「見る」mi- 
     接辞形式：否定-aa/-yaa，命令-i 
     否定接辞異形態分布（先行語幹末音）：  母音の後-yaa，子音の後-aa 
 

３ 動詞・形容詞の活用 

 本節では動詞・形容詞の活用について記述する６。  
 形態論的振る舞いのうち，動詞による大きな相違として，非過去接辞の異形態がある。

存在動詞 ar-「ある」／ur-「いる」に後接する非過去接辞の異形態は-i であるのに対し，そ

の他の動詞に後続する非過去接辞の異形態は-yui/-ui である７（以下例参照）。非過去接辞の

異形態-yui/-ui をとる動詞をタイプ I，-i をとる動詞をタイプ II と呼ぶことにする。  

 
(1) a. u-i（いる-非過去），a-i（ある-非過去）  
    b. u-yui（売る-非過去），num-yui（飲む-非過去），pʰus-ui（干す-非過去）  
 
 以下 3.1 では，まずタイプ I について，語幹末音とその交替のパターンにもとづいて動

詞クラスに下位区分し，語例を示す。次に，3.2 では，動詞の内部構造について記述し，

語例を示す。3.3 では，タイプ II の動詞及び形容詞の活用を扱う。  
  

３.１ 語幹クラスと語例    

 小野津方言の動詞は，本稿での分析方針に従えば，二つから四つの異形態を示すものが

ある８。よって A 語幹／B 語幹／C 語幹／D 語幹の四つの語幹を立て９，この四つの語幹の

末尾音の交替パターンごとに，動詞クラスを設ける。ただし，語幹末が子音連続（または

重子音）CiCj の場合，語幹末の Cj が単子音を語幹末に持つクラスと同じ交替を示す場合は，

Cj の交替に応じて Ci が同化交替を起こしても，独立したクラスは設けない（次頁表の m/d
クラスの「頼む」，「埋める」，k/č クラスの「歩く」，「動く」を参照）。動詞クラスは動詞タ

イプの下位区分として位置づける。B 語幹及び C 語幹は A 語幹から予測可能であるため，

動詞クラスの呼び名には，「A 語幹末音／D 語幹末音」を用いることとする。  
 次頁にタイプ I の動詞クラスの一覧と語幹例を示す。表に示すように，本稿では 25 の

クラスを認める。A〜D 語幹の異同のパターンとしては，ABC/D，A/BCD ，AB/C/D，  
A/BC/D，A/B/C/D の五つのパターンが見られる。  
 
                             
６ 巻末に補足資料として用例を示す。 
７  この相違に対し，非状態動詞の非過去形が通時的には「連用形＋ヲリ（存在動詞）」に

由来する形であるという歴史的説明が適用できる（服部 1959: 334-338 参照）。  
８ ただし，kʰur/čč クラス「来る」は命令形と条件形で一部不規則な語形変化を示す（後述）。  
９ A 語幹，C 語幹，D 語幹はいわゆる基本語幹，連用語幹，音便語幹に相当する。  

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

表  3 タイプ I 動詞クラス一覧

語幹 

クラス  
語幹異形態  

語幹例（語幹「意味」）  
A B C D 

1  pp/tt Xpp- Xtt- app-/att-「遊ぶ」（1 例のみ）  
2  b/d Xb- Xd- tʰub-/tʰud-「飛ぶ」，narab-/narad-「並ぶ」  
3  bb/tt Xbb- Xtt- habb-/hatt-「被る」，nibb-/nitt-「眠る」  
4  bb/č Xbb- Xčč- kubb-/kučč-「括る」（1 例のみ）  

5  m/d Xm- Xd- 
num-/nud-「飲む」，kʰam-/kʰad-「食べる」，  
tʰamm-/tʰand-「頼む」，umm-/und-「埋める」  

6  t/čč Xt- Xč- Xčč- 
ut-/uč-/učč-「打つ」，  
mat-/mač-/mačč-「待つ」  

7  ǰǰ/tt Xǰǰ- 
Xtt- 

(~Xčč)
hiǰǰ-/hitt-(~hičč-)「削る」，  
pʰaǰǰ-/pʰatt-(~pʰačč-)「外す，脱ぐ」  

8  s/č Xs- Xč- 
noos-/nooč-「治す」us-/uč-「押す」，  
pʰus-/pʰuč-「干す」，  

9  k/č Xk- Xč 
yak-/yač-「焼く」，kik-/kič-「聞く」，  
akk-/ačč-「歩く」，iŋk-/iɲč-「動く」  

10 k/ǰ Xk- Xǰ- ik-/iǰ-「行く」（1 例のみ）  

11 ŋ/ǰ Xŋ- Xǰ- 
huŋ-/huǰ-「漕ぐ」，siŋ-/siǰ-「死ぬ」，  
ooŋ-/ooǰ-「扇ぐ」  

12 ŋŋ/nt Xŋŋ- Xnt- mïŋŋ-/mïnt-「回る」（1 例のみ）  

13 ŋŋ/ɲč Xŋŋ- Xɲč- 
ɲiŋŋ-/ɲiɲč-「握る」，tʰuŋŋ-/tʰuɲč-「跳ぶ」，  
tʰaŋŋ-/tʰaɲč-「沸騰する」  

14 ar/a Xar- Xa- 
arar-/ara-「洗う」，har-/ha-「借りる」，  
kʰaar- /kʰaa-「掛かる」  

15 ur/u Xur- Xu- 
ur-/u-「売る」，kuur-/kuu-「閉める」，  
tʰuur-/tʰuu-「通る」  

16 or/o Xor- Xo- hoor-/hoo-「買う」，noor-/noo-「治る」  

17 or/oč Xor- Xo- Xoč- 
misoor-/misoo-/misooč-「召し上がる」，  
umoor-/umoo-/umooč-「行く／来る（尊敬語）」

18 ir/i Xir- Xi- iǰir-/iǰi-「出る」，hir-/hi-「蹴る」  
19 ïr/ï Xïr- Xï- humïr-/humï-「褒める」，wïïr-/wïï-「起きる」  
20 er/e Xer- Xe- useer-/usee-「教える」，pʰudeer-/pʰudee-「育つ」

21 ër/ë Xër- Xë- wëër-/wëë-「分ける」，kʰëër-/kʰëë-「掛ける」  

22 i/ič Xi- Xič- 
mi-/mič-「見る」，ɲi-/ɲič-「煮る」，  
ki-/kič-「着る」，i-/ič-「言う」  

23 i/ičč Xi- Xičč- i-/ičč-「入る」，si-/sičč-「知る」  
24 sir/ss sir- si- s- (s)s- sir-/si-/(s)s-「する」（1 例のみ）  
25 kʰur/čč kʰur- kʰu- kʰ- (č)č- kʰur-/kʰu-/(č)č-「来る」（1 例のみ）  
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(14)  動詞語幹形式：  「出る」iǰir-，「見る」miy-/mi-  
     接辞形式：否定-aa，命令-i 
     語幹「見る」異形態分布（後続接辞）：否定接辞の前 miy-，命令接辞の前 mi- 
 
(15)  動詞語幹形式：  「出る」idʑir-，「見る」mi- 
     接辞形式：否定-aa/-yaa，命令-i 
     否定接辞異形態分布（先行語幹末音）：  母音の後-yaa，子音の後-aa 
 

３ 動詞・形容詞の活用 

 本節では動詞・形容詞の活用について記述する６。  
 形態論的振る舞いのうち，動詞による大きな相違として，非過去接辞の異形態がある。

存在動詞 ar-「ある」／ur-「いる」に後接する非過去接辞の異形態は-i であるのに対し，そ

の他の動詞に後続する非過去接辞の異形態は-yui/-ui である７（以下例参照）。非過去接辞の

異形態-yui/-ui をとる動詞をタイプ I，-i をとる動詞をタイプ II と呼ぶことにする。  

 
(1) a. u-i（いる-非過去），a-i（ある-非過去）  
    b. u-yui（売る-非過去），num-yui（飲む-非過去），pʰus-ui（干す-非過去）  
 
 以下 3.1 では，まずタイプ I について，語幹末音とその交替のパターンにもとづいて動

詞クラスに下位区分し，語例を示す。次に，3.2 では，動詞の内部構造について記述し，

語例を示す。3.3 では，タイプ II の動詞及び形容詞の活用を扱う。  
  

３.１ 語幹クラスと語例    

 小野津方言の動詞は，本稿での分析方針に従えば，二つから四つの異形態を示すものが

ある８。よって A 語幹／B 語幹／C 語幹／D 語幹の四つの語幹を立て９，この四つの語幹の

末尾音の交替パターンごとに，動詞クラスを設ける。ただし，語幹末が子音連続（または

重子音）CiCj の場合，語幹末の Cj が単子音を語幹末に持つクラスと同じ交替を示す場合は，

Cj の交替に応じて Ci が同化交替を起こしても，独立したクラスは設けない（次頁表の m/d
クラスの「頼む」，「埋める」，k/č クラスの「歩く」，「動く」を参照）。動詞クラスは動詞タ

イプの下位区分として位置づける。B 語幹及び C 語幹は A 語幹から予測可能であるため，

動詞クラスの呼び名には，「A 語幹末音／D 語幹末音」を用いることとする。  
 次頁にタイプ I の動詞クラスの一覧と語幹例を示す。表に示すように，本稿では 25 の

クラスを認める。A〜D 語幹の異同のパターンとしては，ABC/D，A/BCD ，AB/C/D，  
A/BC/D，A/B/C/D の五つのパターンが見られる。  
 
                             
６ 巻末に補足資料として用例を示す。 
７  この相違に対し，非状態動詞の非過去形が通時的には「連用形＋ヲリ（存在動詞）」に

由来する形であるという歴史的説明が適用できる（服部 1959: 334-338 参照）。  
８ ただし，kʰur/čč クラス「来る」は命令形と条件形で一部不規則な語形変化を示す（後述）。  
９ A 語幹，C 語幹，D 語幹はいわゆる基本語幹，連用語幹，音便語幹に相当する。  

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

表  3 タイプ I 動詞クラス一覧

語幹 

クラス  
語幹異形態  

語幹例（語幹「意味」）  
A B C D 

1  pp/tt Xpp- Xtt- app-/att-「遊ぶ」（1 例のみ）  
2  b/d Xb- Xd- tʰub-/tʰud-「飛ぶ」，narab-/narad-「並ぶ」  
3  bb/tt Xbb- Xtt- habb-/hatt-「被る」，nibb-/nitt-「眠る」  
4  bb/č Xbb- Xčč- kubb-/kučč-「括る」（1 例のみ）  

5  m/d Xm- Xd- 
num-/nud-「飲む」，kʰam-/kʰad-「食べる」，  
tʰamm-/tʰand-「頼む」，umm-/und-「埋める」  

6  t/čč Xt- Xč- Xčč- 
ut-/uč-/učč-「打つ」，  
mat-/mač-/mačč-「待つ」  

7  ǰǰ/tt Xǰǰ- 
Xtt- 

(~Xčč)
hiǰǰ-/hitt-(~hičč-)「削る」，  
pʰaǰǰ-/pʰatt-(~pʰačč-)「外す，脱ぐ」  

8  s/č Xs- Xč- 
noos-/nooč-「治す」us-/uč-「押す」，  
pʰus-/pʰuč-「干す」，  

9  k/č Xk- Xč 
yak-/yač-「焼く」，kik-/kič-「聞く」，  
akk-/ačč-「歩く」，iŋk-/iɲč-「動く」  

10 k/ǰ Xk- Xǰ- ik-/iǰ-「行く」（1 例のみ）  

11 ŋ/ǰ Xŋ- Xǰ- 
huŋ-/huǰ-「漕ぐ」，siŋ-/siǰ-「死ぬ」，  
ooŋ-/ooǰ-「扇ぐ」  

12 ŋŋ/nt Xŋŋ- Xnt- mïŋŋ-/mïnt-「回る」（1 例のみ）  

13 ŋŋ/ɲč Xŋŋ- Xɲč- 
ɲiŋŋ-/ɲiɲč-「握る」，tʰuŋŋ-/tʰuɲč-「跳ぶ」，  
tʰaŋŋ-/tʰaɲč-「沸騰する」  

14 ar/a Xar- Xa- 
arar-/ara-「洗う」，har-/ha-「借りる」，  
kʰaar- /kʰaa-「掛かる」  

15 ur/u Xur- Xu- 
ur-/u-「売る」，kuur-/kuu-「閉める」，  
tʰuur-/tʰuu-「通る」  

16 or/o Xor- Xo- hoor-/hoo-「買う」，noor-/noo-「治る」  

17 or/oč Xor- Xo- Xoč- 
misoor-/misoo-/misooč-「召し上がる」，  
umoor-/umoo-/umooč-「行く／来る（尊敬語）」

18 ir/i Xir- Xi- iǰir-/iǰi-「出る」，hir-/hi-「蹴る」  
19 ïr/ï Xïr- Xï- humïr-/humï-「褒める」，wïïr-/wïï-「起きる」  
20 er/e Xer- Xe- useer-/usee-「教える」，pʰudeer-/pʰudee-「育つ」

21 ër/ë Xër- Xë- wëër-/wëë-「分ける」，kʰëër-/kʰëë-「掛ける」  

22 i/ič Xi- Xič- 
mi-/mič-「見る」，ɲi-/ɲič-「煮る」，  
ki-/kič-「着る」，i-/ič-「言う」  

23 i/ičč Xi- Xičč- i-/ičč-「入る」，si-/sičč-「知る」  
24 sir/ss sir- si- s- (s)s- sir-/si-/(s)s-「する」（1 例のみ）  
25 kʰur/čč kʰur- kʰu- kʰ- (č)č- kʰur-/kʰu-/(č)č-「来る」（1 例のみ）  
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 一つの A 語幹末音に対して複数のクラスが認められるものには，歴史的要因が指摘で

きるものがある。 bb/tt, bb/ttɕ, ŋŋ/nt, ŋŋ/ntɕ の各語幹クラスについて，歴史的には

*kabur->habb-, *kubir->kubb-, *megur->miŋŋ-, *nigir->ɲiŋŋ-のように語末が狭母音+r だった

ものが重子音化したと考えられるが，脱落した母音が*u の場合は D 語幹末が非口蓋化音

の t に，脱落した母音が*i の場合は D 語幹末が口蓋化音の tɕ になっている。k/ǰ クラスに

ついて，服部四郎（1955: 334）は，首里方言の動詞 ik-「行く」の過去形が「往ぬ」から

の補充形に由来する可能性を示している。また，or/otɕ クラスに含まれる動詞は尊敬動詞

であるが，首里方言の尊敬動詞について一部補充法が見られることが指摘されている（西

岡 2002）。小野津方言においても同様の歴史的説明が可能である。  
 次頁の表に A 語幹と B 語幹の語例を，次々頁の表に C 語幹と D 語幹の語例を示す。  
 A 語幹には否定接辞 -(y)aa，命令接辞-ï/-i，意志勧誘接辞-(y)oo などが後続する。否定接

辞-(y)aa および意志勧誘接辞 -(y)oo について，子音に後続する場合にはそれぞれ y を伴わ

ない -aa/-oo で，母音 i に後続する場合はそれぞれ接辞初頭に y が挿入された異形態

-yaa/-yoo で現れる。命令接辞 -ï は両唇音／軟口蓋音に後続する場合は ï で，歯茎音／歯

茎硬口蓋音／母音に後続する場合は異形態 -i で現れる。また，「来る」の命令形は kʰuu
という不規則な形式になる１０。  
 B 語幹に後接する屈折接辞は禁止接辞 -nna/-una のみが確認されている。子音の後には

-una が，母音の後には異形態 -nna が分布する。  
 C 語幹には，非過去接辞-(y)ui，同時接辞 -(y)aaruu，不定接辞 -i/-ii/-φ など１１が後続す

る。非過去接辞-(y)ui 及び同時接辞-(y)aaruu は，母音に後続する場合はそれぞれ y を保っ

た-yui/-yaaruu で，子音に後続する場合はそれぞれ y が削除された -ui /-aaruu で現れる。

不定接辞の -i は，単子音語幹の後では異形態 -ii で現れ，二モーラ以上の長さで末尾に前

舌母音／中舌母音を持つ語幹１２の後ではゼロになり，それ以外の環境では-i として現れ

る。  
 D 語幹には，過去接辞-(t)a，継起接辞 -(t)i などが後続する。母音に後続する場合は接辞

初頭の子音を保った -ta/-ti で，子音に後続する場合は接辞初頭の t が脱落した -a/-i で現れ

る。ǰǰ/tt クラスの語幹末音には tt と čč の両方が見られる。sir/ss クラスと kʰur/čč クラスの( )
の子音は，先行形式の末尾が母音の場合に現れる。  
 
 
 

                             
１０ この他の不規則性として，条件形が kʰuuba になる点，非過去接辞にさらに接辞が後接

する場合，開音節であれば非過去接辞が長母音化する点（例  kʰ-yuu-roo 来る-非過去-推量

1「来るだろう」，cf. num- yu-roo 飲む-非過去-推量 1「飲むだろう」）が挙げられる。  
１１この他，C 語幹に後接する接辞として目的接辞-(i)ɲɲa があり，母音に後続する場合異

形態-ɲɲa で，子音に後続する場合 -iɲɲa で現れる（例 num-iɲɲa 飲む-目的「飲みに」，ara-ɲɲa
洗う-目的「洗いに」，mi-ɲɲa 見る-目的「見に」）。  
１２ ir/i クラスの語幹でも，一モーラ語幹の場合音形を伴った接辞が現れる（例 hi-i 蹴る-
不定）。ただし，ir/i クラスで語頭の分節音の脱落によって一モーラ化した語幹の場合-i と-φ
の両方が見られる（例  *sute > ti-i〜ti-φ 捨てる-不定，*cuke > ki-i〜ki-φ 付ける-不定）。  
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表  4  A 語幹／B 語幹語例

語幹 

クラス  

 機能  A 
語  
幹  

否定  命令  意志勧誘 B 
語  
幹  

禁止  

異形態  -(y)aa -ï/-i -(y)oo -una/-nna 

意味  〜しない 〜しろ  〜しよう 〜するな  

pp/tt 遊ぶ  Xpp- app-aa app-ï app-oo Xpp- app-una 

b/d 飛ぶ  Xb- tʰub-aa tʰub-ï tʰub-oo Xb- tʰub-una 

bb/tt 被る  Xbb- 
habb-aa 
���p̚���� 

habb-ï 
���p̚���� 

habb-oo 
���p̚���� Xbb- 

habb-una 
���p̚�u��� 

bb/č 括る  Xbb- 
kubb-aa 
�kˀup̚����

kubb-ï 
[kˀup̚����

kubb-oo 
�kˀup̚���� Xbb- 

kubb-una 
�kˀup̚�u��� 

m/d 飲む  Xm- num-aa num-ï num-oo Xm- num-una 

t/čč 打つ  Xt- ut-aa ut-i ut-oo Xt- ut-una 

ǰǰ/tt 削る  Xǰǰ- 
hiǰǰ-aa 
���� ʲ̚ �����

hiǰǰ-i 
����� ʲ̚ ����

hiǰǰ-oo 
���� ʲ̚ ����� Xǰǰ- 

hiǰǰ-una 
����ʲ̚��u���

s/č 押す  Xs- us-aa 
us-i 
�u��� us-oo Xs- us-una 

k/č 焼く  Xk- yak-aa yak-ï yak-oo Xk yak-una 

k/ǰ 行く  Xk- ik-aa ik-ï ik-oo Xk- ik-una 

ŋ/ǰ 漕ぐ  Xŋ- huŋ-aa huŋ-ï huŋ-oo Xŋ- huŋ-una 

ŋŋ/nt 回る  Xŋŋ- mïŋŋ-aa mïŋŋ-ï mïŋŋ-oo Xŋŋ- mïŋŋ-una 

ŋŋ/ɲč 握る  Xŋŋ- ɲiŋŋ-aa ɲiŋŋ-ï ɲiŋŋ-oo Xŋŋ- ɲiŋŋ-una 

ar/a 洗う  Xar- arar-aa arar-i arar-oo Xa- ara-nna 

ur/u 売る  Xur- ur-aa ur-i ur-oo Xu- u-nna 

or/oo 買う  Xor- hoor-aa hoor-i hoor-oo Xo- hoo-nna 

or/oč 
召し上

がる  
Xor- misoor-aa misoor-i ― Xo- misoo-nna 

ir/i 出る  Xir- iǰir-aa iǰir-i iǰir-oo Xi- iǰi-nna 

ïr/ï 褒める Xïr- humïr-aa humïr-i humïr-oo Xi- humï-nna 

er/e 教える Xer- useer-aa useer-i useer-oo Xe- usee-nna 

ër/ë 分ける Xër- wëër-aa wëër-i wëër-oo Xë- wëë-nna 

i/ič 見る  Xi- mi-yaa mi-i mi-yoo Xi- mi-nna 

i/ičč 入る  Xi- i-yaa i-i i-yoo Xi- i-nna 

sir/ss する  sir- sir-aa sir-i sir-oo si- si-nna 

kʰur/čč 来る  kʰur- kʰur-aa kʰuu kʰur-oo kʰu- kʰu-nna 
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表  5  C 語幹／D 語幹語例

語幹  
クラス  

C 
語 

幹  

非過去  同時  不定 D 
語 

幹  

継起  過去  

-(y)ui -(y)aanuu -i/-ii/-φ  -(t)i -a/-ta 

〜する  〜しながら  〜し  〜して  〜した  

pp/tt Xpp- app-yui app-yaaruu app-i Xtt- att-i att-a 

b/d Xb- tʰub-yui tʰub-yaaruu tʰub-i Xd- tʰud-i tʰud-a 

bb/tt Xbb- 
habb-yui 
����ʲ̚����� 

habb-yaaruu 
����ʲ̚��������

habb-i 
����ʲ̚���� Xtt- hatt-i hatt-a 

bb/č Xbb- 
kubb-yui 
�����ʲ̚����� 

kubb-yaaruu 
����� ʲ̚ ��������

kubb-i 
�����ʲ̚���� Xčč-

kučč-i 
�����̚���� 

kučč-a 
�����̚���� 

m/d Xm- num-yui num-yaaruu num-i Xd- nud-i nud-a 

t/čč Xč- uč-ui uč-aaruu uč-i Xčč-
učč-i 
���̚���� 

učč-a 
���̚���� 

ǰǰ/tt Xǰǰ- 
hiǰǰ-ui 
����ʲ̚����� 

hiǰǰ-aaruu 
����ʲ̚��������

hiǰǰ-i 
����ʲ̚���� 

Xtt-
Xčč-

hitt-i 
hičč-i 
����̚���� 

hitt-a 
hičč-a 
����̚���� 

s/č Xs- us-ui us-aaruu 
us-i 
����� Xč- uč-i uč-a 

k/č Xk- yak-yui yak-yaaruu yak-i Xč yač-i yač-a 

k/ǰ Xk- ik-yui ik-yaaruu ik-i Xǰ- iǰ-i iǰ-a 

ŋ/ǰ Xŋ- huŋ-yui huŋ-yaaruu huŋ-i Xǰ- huǰ-i huǰ-a 

ŋŋ/nt Xŋŋ- mïŋŋ-yui mïŋŋ-yaaruu mïŋŋ-i Xnt- mïnt-i mïnt-a 

ŋŋ/ɲč Xŋŋ- ɲiŋŋ-yui ɲiŋŋ-yaaruu ɲiŋŋ-i Xɲč- ɲiɲč-i ɲiɲč-a 

ar/a Xa- ara-yui ara-yaaruu ara-i Xa- ara-ti ara-ta 

ur/u Xu- u-yui u-yaaruu u-i Xu- u-ti u-ta 

or/o Xo- hoo-yui hoo-yaaruu hoo-i Xo- hoo-ti hoo-ta 

or/oč Xo- misoo-yui misoo-yaaruu misoo-i Xoč- misooč-i misooč-a 

ir/i Xi- iǰi-yui iǰi-yaaruu iǰi-φ  Xi- iǰi-ti iǰi-ta 

ïr/ï Xï- humï-yui humï-yaaruu humï-φ  Xi- humï-ti humï-ta 

er/e Xe- usee-yui usee-yaaruu usee-φ  Xe- usee-ti usee-ta 

ër/ë Xë- wëë-yui wëë-yaaruu wëë-φ  Xë- wëë-ti wëë-ta 

i/ič Xi- mi-yui mi-yaaruu mi-i Xič- mič-i mič-a 

i/ičč Xi- i-yui i-yaaruu i-i Xičč- ičč-i ičč-a 

sir/ss s- s-ui s-aaruu s-ii (s)s- (s)s-i (s)s-a 

kʰur/čč kʰ- kʰ-yui kʰ-yaaruu kʰ-ii (č)č (č)č-i (t)č-a 
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３.２ 形態的構造と語例 

 本節では動詞の構造について述べ，動詞「飲む」を例に活用形を示す。本稿では動詞

の活用形のうち，主節及び単文の主動詞として機能しうるものを定動詞，名詞句に前置

され，これを修飾する機能を持つものを連体動詞 ，動詞句（及び節）に先行し，これを

副詞的に修飾する機能を持つ動詞を副動詞と呼ぶ。  

 まず，定動詞について，以下表に語形変化を示す。意志形の形態素境界での交替は否

定形に準じる。直説法の動詞は，後続する文末助詞によって複数の形式が見られる。次

頁の表に例を示す。また，強調形は，焦点助詞=du を含む文にに用いられる（例 ari=ŋa=du 

nud-a-ru 彼=主格=焦点  飲む-過去-強調）。  

 
表  6 定動詞語形変化表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機能ラベル（日本語訳例）  接辞形式  語幹  語例「飲む」  

命令（しろ）  -ï/-i A num-ï 

禁止（するな）  -una/-nna B num-una 

意志（しよう）  -(y)a A num-a 

意志勧誘（しよう）  -(y)oo A num-oo 

直説  
（する）  

非過去  
-(y)ui C num-yui 

-(y)un C num-yun 

否定―非過去  
-(y)aa-φ  A num-aa-φ  

-(y)an-φ  A num-an-φ  

過去  

-(t)i C nud-i 

-(t)a C nud-a 

-(t)an C nud-an 

否定―過去  

-(y)an-ti A num-an-ti 

-(y)an-ta A num-an-ta 

-(y)an-tan A num-an-tan 

推量 1 
（するだろう）  

非過去  -(y)u-roo C num-yu-roo 

過去  -(t)a-roo D nud-a-roo 

否定―過去  -(y)an-ta-ro
o

A num-an-ta-roo 

推量 2 
（するだろう）  

過去  -(t)a-ra D nud-a-ra 

否定―過去  -(y)an-ta-ra A num-an-ta-ra 

強調  

非過去  -(y)u-ru C num-yu-ru 

否定―非過去  -(y)an-φ-u A num-an-φ-u 

過去  -(t)a-ru D nud-a-ru 

否定―過去  -(y)an-ta-ru A num-an-ta-ru 
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表  7 直説法動詞と文末助詞１３

 

 

 

 

 

 

 

 定動詞の構造は，以下(2)のように一般化できる１４。定動詞はムード接辞／テンス接辞

のいずれか一方のみが語末に置かれる構造を持つ場合と，テンス接辞に後続してさらに

ムード接辞が語末に置かれる構造を持つ場合がある。  
 

(2) 定動詞の構造：  a. 語幹 ― ムード接辞  

                b. 語幹 ― 極性接辞 ― テンス接辞  

 c. 語幹 ― 極性接辞 ― テンス接辞 ― ムード接辞  

 
 次に，連体動詞は，テンスを取った定動詞に連体接辞-n を後接させて作られる１５。連体

動詞の語形変化と構造は以下の通りである。  

表  8 連体動詞語形変化表

 
 
 
 
 
 
 

 

(3) 連体動詞の構造：語幹  ― 極性接辞 ― テンス接辞 ― 連体接辞  
 
 次頁に副動詞の語形変化と構造を示す。並列接辞及び状況接辞の形態音韻論的交替は過

去接辞に，条件接辞の交替は命令接辞に，否定理由接辞の交替は否定接辞にそれぞれ準じ

る（目的接辞の交替は注 10 参照）。否定接辞と共起するかどうかは，副動詞接辞によって

決まっており，条件接辞-(i)ba 及び並列接辞-(t)ai は否定接辞と共起する。  

                             
１３ ここに挙げた=doo, =ɲa/=na, =kai は，名詞述語においては名詞に後接しうるため，動詞

接辞ではなく文末助詞として分析している。  
１４ 極性接辞のスロットは否定接辞で占められて否定が標示されるか，空のままで肯定を

表す。後者の場合，煩雑さを避けるためゼロ標示（-φ-）は行わない。  
１５ 連体接辞は，話者及び動詞（／形容詞）によっては母音 u を伴って非過去-(y)u-nu（タ

イプ I では-φ-nu），否定非過去 -(y)an-φ-u，過去-(t)a-nu の形で現れることがある。 

分布  非過去  非過去否定  過去  

単独  num-yui num-aa nud-i 

断定助詞  num-yun=doo num-an=doo nud-an=doo 

真偽疑問助詞  num-yun=ɲa num-an=na nud-i=na 

疑念助詞  num-yuk=kai num-an=kai nud-a=kai 

機能ラベル  接辞形式  語幹  語例「飲む」  

連体  

非過去  -(y)u-n C num-yu-n 

否定―非過去  -(y)an-φ-φ  A num-an-φ-φ  

過去  -(t)a-n D nud-a-n 

否定―過去  -(y)an-ta-n A num-an-ta-n 
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表  9 副動詞語形変化表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(4) 副動詞の構造：  a. 語幹 ― 副動詞接辞  

                b. 語幹 ― 極性接辞 ― 副動詞接辞  

 

 
３.３ タイプ II 及び形容詞の活用 

 本節では，タイプ II の動詞及び形容詞の活用について記述する。形容詞は語根に形容

詞化接辞 -sa が後接した形式をとる。tʰaa-sa「高い」のように -sa のみが後接した形式も平

叙文の述語に用いうる１６が，さらに動詞と同じ接辞をとってタイプ II の動詞に準じた活

用も示す。ただし，否定形は持たず，-sa 形と状態動詞の否定形 nee（動詞「ある」の否

定形 nee と同形）によって分析的に標示する（例  tʰaa-sa nee「高くない」）。  
 以下の二つの表に存在動詞「いる」，「ある」と形容詞「高い」を例にタイプ II の動詞

と形容詞の語形変化を示す。タイプ I との相違点として，前述のように直接法で非過去

形が-(y)ui ではなく -i となるほか，非過去接辞にムード接辞及び連体接辞が後接する場合

に非過去がゼロになる。存在動詞「ある」の否定形には nee という補充形が用いられる。  
 

 

                             
１６ -sa 形を用いた文の特徴として，主語が属格助詞=nu でも標示されうる（例  haǰi=nu ču-sa
風=属格 強い-形容詞化，haǰi=ŋa ču-sa 風=属格 強い-形容詞化 cf. haǰi=ŋa ču-sa-i 風=主格 強
い-形容詞化-非過去  *haǰi=nu ču-sa-i 風=属格  強い-形容詞化-非過去）。  

機能ラベル（日本語訳例）  接辞形式  語幹  語例「飲む」  

不定（し）  -i/-ii/-φ  C num-i 

目的（しに）  -(i)ɲɲa C num-iɲɲa 

同時（しながら）  -(y)aanuu A num-yaaruu 

継起（して）  -(t)i D nud-i 

並列  
（したり）  

並列  -(t)ai D nud-ai 

否定―並列  -(y)an-tai A num-an-tai 

条件  
（すれば）  

非過去  -ïba/-iba A num-ïba 

否定  -(y)an-ba A num-an-ba 

状況  
（したら）  

過去  -(t)ariba D nud-ariba 

否定―過去  -(y)an-tariba A num-an-tariba 

否定理由（しないから）  -(y)adana A num-adana 
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表  10 タイプ II 動詞／形容詞語形変化表 1

機能ラベル  接辞形式  語
幹

語例  

「いる」  「ある」  「高い」  

命令  -i A ur-i ― ― 

禁止  -nna B u-nna ― ― 

意志  -a A ur-a ― ― 

意志勧誘  -oo A ur-oo ― ― 

直  
説  

非過去  
-i C u-i a-i tʰaa-sa-i 

-n C u-n a-n tʰaa-sa-n 

否定―非過去  
-aa-φ  A ur-aa-φ  nee ― 

-an-φ  A ur-an-φ  nen ― 

過去  

-ti C u-ti a-ti tʰaa-sa-ti 

-ta C u-ta a-ta tʰaa-sa-ta 

-ta C u-tan a-tan tʰaa-sa-tan 

否定―過去  

-an-ti A ur-an-ti nen-ti ― 

-an-ta A ur-an-ta nen-ta ― 

-an-tan A ur-an-tan nen-tan ― 

推  
量  
1 

非過去  -φ-roo C u-φ-roo a-φ-roo tʰaa-sa-φ-roo 

過去  -ta-roo D u-ta-roo a-ta-roo tʰaa-sa-ta-roo 

否定―過去  -an-ta-roo A u-ran-ta-roo nen-ta-roo ― 
推  
量  
2 

過去  -ta-ra D u-ta-ra a-ta-ra tʰaa-sa-ta-roo 

否定―過去  -an-ta-ra A u-ran-ta-ra nen-ta-ra ― 

連
体  

非過去  -φ-n C u-φ-n a-φ-n tʰaa-sa-φ-n 

否定―非過去  -an-φ-φ  A ur-an-φ-φ  nen-φ-φ  ― 

過去  -ta-n D u-ta-n u-ta-n tʰaa-sa-ta-n 

否定―過去  -an-ta-n A ur-an-ta-n nen-ta-n ― 

不定  -i C u-i a-i ― 

継起  -ti D u-ti a-ti tʰaasa-ti 

並
列  

並列  -tai D u-tai a-tai tʰaa-sa-tai 

否定―並列  -an-tai A ur-an-tai nen-tai ― 

条
件  

非過去  -iba A ur-iba ar-iba tʰaa-sar-iba 

否定  -an-ba A ur-an-ba nen-ba ― 

状
況  

過去  -tariba D u-tariba a-tariba tʰaa-sa-tariba 

否定―過去  -an-tariba A ur-an-tariba nen-tariba ― 

否定理由  -adana A ur-adana needana ― 
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４ 童話「うふかぶー（おおきなかぶ）」 

 本節では，小野津方言による童話「うふかぶー（おおきなかぶ）」を報告する。方言で子

どもに語る昔話として自然なかたちにしたため，丁寧語は用いず，また伝聞助詞=či が用

いられている。グロスの略号は巻末を参照されたい。  
 
(1) aǰi=ŋa            kʰabu-n+tʰanii     mač-an=či  
    おじいさん=NOM カブ-LNK-種 .CM   蒔く-PST=REP  
    おじいさんが  かぶのたねを  まきました。   
   
(2) amaa-sa-nu         amaa-sa-nu         kʰabu=ɲi   nar-i=yoo.  
    甘い-ADJ.NPST-ADN  甘い-ADJ.NPST-ADN  カブ=DAT  なる-IMP=SFP  
    「  あまい  あまい  かぶになれ。  
   
(3) ubïï-sa-nu            ubïï-sa-nu            kʰabu=ɲi  nar-i=yoo.  
    大きい-ADJ.NPST-ADN  大きい-ADJ.NPST-ADN  カブ=DAT なる-IMP=SFP  
    おおきな  おおきな  かぶになれ。」   
   
(4) amaa-sa-nu         ikiyui=nu   yuta-sa-nu 
    甘い-ADJ.NPST-ADN  元気=GEN 良い-ADJ.NPST-ADN 
    あまい  げんきのよい   
  
(5) ippai   ubïï-sa-nu            kʰabu=ŋa   dikï-tan=či  
    とても   大きい-ADJ.NPST-ADN  カブ=NOM できる-PST=REP  
    とてつもなくおおきいかぶが  できました。   
 
(6) aǰi=ya          kʰabu=yoba   haŋar-oo=čči     ss-an=či  
    おじいさん=TOP カブ=ACC    抜く-INT=QUOT   する-PST=REP  
    おじいさんは  かぶを  ぬこうと  しました。   
   
(7) yoišo  kʰorašo  
    INTJ   INTJ   
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(8) ǰammun   kʰaboo     haŋar-ar-aa  
    けれど     カブ .TOP   抜く-POT-NEG.NPST  
    ところが  かぶは  ぬけません。   
   
(9) aǰi=ya           a mmaa      abï-ti     čč-an=či  
    おじいさん=TOP おばあさん   呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    おじいさんは  おばあさんを  よんできました。   

－ 14 －

平成28年度　文化庁委託事業『危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究』報告書



文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

４ 童話「うふかぶー（おおきなかぶ）」 

 本節では，小野津方言による童話「うふかぶー（おおきなかぶ）」を報告する。方言で子

どもに語る昔話として自然なかたちにしたため，丁寧語は用いず，また伝聞助詞=či が用

いられている。グロスの略号は巻末を参照されたい。  
 
(1) aǰi=ŋa            kʰabu-n+tʰanii     mač-an=či  
    おじいさん=NOM カブ-LNK-種 .CM   蒔く-PST=REP  
    おじいさんが  かぶのたねを  まきました。   
   
(2) amaa-sa-nu         amaa-sa-nu         kʰabu=ɲi   nar-i=yoo.  
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(9) aǰi=ya           a mmaa      abï-ti     čč-an=či  
    おじいさん=TOP おばあさん   呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    おじいさんは  おばあさんを  よんできました。   
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(10) amma=ŋa         aǰii=yoba         pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM  おじいさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(11) aǰi=ŋa           kʰabu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM  カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
 
(12) yoišo  kʰorašo   
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(13) asissimu kʰaboo    haŋar-ar-aa  
    それでも   カブ .TOP 抜く-POT-NEG.NPST  
    それでも  かぶは  ぬけません。   
   
(14) amma=ya       umaŋaa abï-ti     čč-an=či  
    おばあさん=TOP 孫       呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    おばあさんは  まごを  よんできました。   
   
(15) umaŋaa=ŋa ammaa=yoba      pʰippa-ti  
    孫=NOM   おばあさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    まごが  おばあさんを  ひっぱって，   
   
(16) amma=ŋa         aǰii=yoba         pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM おじいさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(17) aǰi=ŋa           kʰabu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
   
(18) yoišo  kʰorašo  
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(19) nakanaka  kʰaboo    haŋar-ar-aa  
    なかなか   カブ .TOP  抜く-POT-NEG.NPST  
    まだまだ  かぶは  ぬけません。   
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(20) umaŋaa=ya  iŋŋaa  abï-ti     čč-an=či  
    孫=TOP     イヌ    呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    まごは  いぬを  よんできました。   
   
(21) iŋŋaa=ŋa   umaŋaa=yoba  pʰippa-ti  
    イヌ=NOM  孫=ACC       引っ張る-SEQ  
    いぬが  まごを  ひっぱって，   
   
(22) umaŋaa=ŋa  ammaa=yoba      pʰippa-ti  
    孫=NOM    おばあさん=ACC  引  っ張る-SEQ  
    まごが  おばあさんを  ひっぱって，   
   
(23) amma=ŋa         aǰii=yoba         pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM  おじいさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(24) aǰi=ŋa           k h abu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
   
(25) yoišo  kʰorašo  
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(26) nakanaka  nakanaka  haŋar-ar-aa  
    なかなか   なかなか   抜く-POT-NEG.NPST  
    まだまだ  まだまだ  ぬけません。   
   
(27) iŋŋaa=ya  mayaa  abï-ti    čč-an=či  
    イヌ=TOP ネコ   呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    いぬは  ねこを  よんできました。   
   
(28) mayaa=ŋa  iŋŋaa=yoba  pʰippa-ti  
    ネコ=NOM イヌ=ACC   引っ張る-SEQ  
    ねこが  いぬを  ひっぱって，   
   
(29) iŋŋaa=ŋa   umaŋaa=yoba  pʰippa-ti  
    イヌ=NOM  孫=ACC      引っ張る-SEQ  
    いぬが  まごを  ひっぱって，   
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(10) amma=ŋa         aǰii=yoba         pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM  おじいさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(11) aǰi=ŋa           kʰabu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM  カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
 
(12) yoišo  kʰorašo   
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(13) asissimu kʰaboo    haŋar-ar-aa  
    それでも   カブ .TOP 抜く-POT-NEG.NPST  
    それでも  かぶは  ぬけません。   
   
(14) amma=ya       umaŋaa abï-ti     čč-an=či  
    おばあさん=TOP 孫       呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    おばあさんは  まごを  よんできました。   
   
(15) umaŋaa=ŋa ammaa=yoba      pʰippa-ti  
    孫=NOM   おばあさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    まごが  おばあさんを  ひっぱって，   
   
(16) amma=ŋa         aǰii=yoba         pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM おじいさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(17) aǰi=ŋa           kʰabu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
   
(18) yoišo  kʰorašo  
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(19) nakanaka  kʰaboo    haŋar-ar-aa  
    なかなか   カブ .TOP  抜く-POT-NEG.NPST  
    まだまだ  かぶは  ぬけません。   
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(20) umaŋaa=ya  iŋŋaa  abï-ti     čč-an=či  
    孫=TOP     イヌ    呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    まごは  いぬを  よんできました。   
   
(21) iŋŋaa=ŋa   umaŋaa=yoba  pʰippa-ti  
    イヌ=NOM  孫=ACC       引っ張る-SEQ  
    いぬが  まごを  ひっぱって，   
   
(22) umaŋaa=ŋa  ammaa=yoba      pʰippa-ti  
    孫=NOM    おばあさん=ACC  引  っ張る-SEQ  
    まごが  おばあさんを  ひっぱって，   
   
(23) amma=ŋa         aǰii=yoba         pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM  おじいさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(24) aǰi=ŋa           k h abu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
   
(25) yoišo  kʰorašo  
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(26) nakanaka  nakanaka  haŋar-ar-aa  
    なかなか   なかなか   抜く-POT-NEG.NPST  
    まだまだ  まだまだ  ぬけません。   
   
(27) iŋŋaa=ya  mayaa  abï-ti    čč-an=či  
    イヌ=TOP ネコ   呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    いぬは  ねこを  よんできました。   
   
(28) mayaa=ŋa  iŋŋaa=yoba  pʰippa-ti  
    ネコ=NOM イヌ=ACC   引っ張る-SEQ  
    ねこが  いぬを  ひっぱって，   
   
(29) iŋŋaa=ŋa   umaŋaa=yoba  pʰippa-ti  
    イヌ=NOM  孫=ACC      引っ張る-SEQ  
    いぬが  まごを  ひっぱって，   
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(30) umaŋaa=ŋa  ammaa=yoba      pʰippa-ti  
    孫=NOM     おばあさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    まごが  おばあさんを  ひっぱって，   
   
(31) amma=ŋa         aǰii=yoba         pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM  おじいさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(32) aǰi=ŋa           kʰabu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM  カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
   
(33) yoišo  kʰorašo  
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(34) asissimu   kʰaboo    haŋar-ar-aa  
    それでも    カブ .TOP  抜く-POT-NEG.NPST  
    それでも  かぶは  ぬけません。   
   
(35) mayaa=ya  kaakïï   a bï-ti     čč-an=či  
    ネコ=TOP  ネズミ   呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    ねこは  ねずみを  よんできました。   
   
(36) kaakïï=ŋa    mayaa=yoba  pʰippa-ti  
    ネズミ=NOM  ネコ=ACC    引っ張る-SEQ  
    ねずみが  ねこを  ひっぱって，   
   
(37) mayaa=ŋa   iŋŋaa=yoba  pʰippati  
    ネコ=NOM   イヌ=ACC   引っ張る-SEQ  
    ねこが  いぬを  ひっぱって，   
   
(38) iŋŋaa=ŋa   umaŋaa=yoba pʰippa-ti  
    イヌ=NOM  孫=ACC      引っ張る-SEQ  
    いぬが  まごを  ひっぱって，   
   
(39) umaŋaa=ŋa  ammaa=yoba      pʰippa-ti  
    孫=NOM     おばあさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    まごが  おばあさんを  ひっぱって，   
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(40) amma=ŋa         aǰii=yoba        pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM  おじいさん=ACC 引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(41) aǰi=ŋa        `   kʰabu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM  カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
   
(42) yoišo  kʰorašo  
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(43) yattukattu  kʰaboo    haŋar-att-an=či  
    やっと    カブ .TOP  抜く-POT-PST=REP  
    やっと  かぶは  ぬけました。   
   
 

５ 会話例 

本節では，小野津方言による会話の例を報告する。一つ目は，早朝，友人の家に鍬を

借りにいった場面の会話の例，二つ目は，夕方に鍬を返しに来た場面の会話の例，三つ

目は，道で友人に久しぶりに出会った場面の会話の例である。前節同様，グロスの略号

は巻末を参照されたい。  
 
［朝の会話］  
(1) α:  hooi   hooi 
       おーい  おーい  
       おーい，おーい。  
 
(2) β:  akïï  han+bëë-sa        tʰaru=ka 
       INTJ こんな+早い-ADJ    誰=Q 
       あれ，こんな早くに誰だろう？  
 
(3) α :  wan ǰa=ŋa=yo 
        1.SG COP.NPST=ADVRS1=SFP 
        私だけど。  
 
(4) β :  nuŋassi=ya 
        なぜ=Q 
        どうしたの？  
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(30) umaŋaa=ŋa  ammaa=yoba      pʰippa-ti  
    孫=NOM     おばあさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    まごが  おばあさんを  ひっぱって，   
   
(31) amma=ŋa         aǰii=yoba         pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM  おじいさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(32) aǰi=ŋa           kʰabu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM  カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
   
(33) yoišo  kʰorašo  
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(34) asissimu   kʰaboo    haŋar-ar-aa  
    それでも    カブ .TOP  抜く-POT-NEG.NPST  
    それでも  かぶは  ぬけません。   
   
(35) mayaa=ya  kaakïï   a bï-ti     čč-an=či  
    ネコ=TOP  ネズミ   呼ぶ-SEQ  来る-PST=REP  
    ねこは  ねずみを  よんできました。   
   
(36) kaakïï=ŋa    mayaa=yoba  pʰippa-ti  
    ネズミ=NOM  ネコ=ACC    引っ張る-SEQ  
    ねずみが  ねこを  ひっぱって，   
   
(37) mayaa=ŋa   iŋŋaa=yoba  pʰippati  
    ネコ=NOM   イヌ=ACC   引っ張る-SEQ  
    ねこが  いぬを  ひっぱって，   
   
(38) iŋŋaa=ŋa   umaŋaa=yoba pʰippa-ti  
    イヌ=NOM  孫=ACC      引っ張る-SEQ  
    いぬが  まごを  ひっぱって，   
   
(39) umaŋaa=ŋa  ammaa=yoba      pʰippa-ti  
    孫=NOM     おばあさん=ACC  引っ張る-SEQ  
    まごが  おばあさんを  ひっぱって，   
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(40) amma=ŋa         aǰii=yoba        pʰippa-ti  
    おばあさん=NOM  おじいさん=ACC 引っ張る-SEQ  
    おばあさんが  おじいさんを  ひっぱって，   
   
(41) aǰi=ŋa        `   kʰabu=yoba  pʰippa-ti  
    おじいさん=NOM  カブ=ACC   引っ張る-SEQ  
    おじいさんが  かぶを  ひっぱって。   
   
(42) yoišo  kʰorašo  
    INTJ   INTJ  
    「  うんとこしょ  どっこいしょ。」   
   
(43) yattukattu  kʰaboo    haŋar-att-an=či  
    やっと    カブ .TOP  抜く-POT-PST=REP  
    やっと  かぶは  ぬけました。   
   
 

５ 会話例 

本節では，小野津方言による会話の例を報告する。一つ目は，早朝，友人の家に鍬を

借りにいった場面の会話の例，二つ目は，夕方に鍬を返しに来た場面の会話の例，三つ

目は，道で友人に久しぶりに出会った場面の会話の例である。前節同様，グロスの略号

は巻末を参照されたい。  
 
［朝の会話］  
(1) α:  hooi   hooi 
       おーい  おーい  
       おーい，おーい。  
 
(2) β:  akïï  han+bëë-sa        tʰaru=ka 
       INTJ こんな+早い-ADJ    誰=Q 
       あれ，こんな早くに誰だろう？  
 
(3) α :  wan ǰa=ŋa=yo 
        1.SG COP.NPST=ADVRS1=SFP 
        私だけど。  
 
(4) β :  nuŋassi=ya 
        なぜ=Q 
        どうしたの？  
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(5) α:  wanoo   kʰora kʷëë=nu yii=ŋa   uri-ti=yo=yaa 
       1.SG.TOP INTJ  鍬=GEN 柄=NOM  折れる -SEQ=DSC=DSC 
       私は，鍬の柄が折れてね，  
 
(6) α:  kʰyuu pʰiččii har-ar-ak=ka=čči             umu-ti  kʰ-ii    ǰa=ŋa 
       今日  一日   借りる -POT-NEG.NPST=Q=QUOT 思う -SEQ 来る-INF COP.N PST=ADVRS1 
       今日一日借りられないかと思って来たんだけど。  
 
(7) β:  ee    hagëë  wanoo   kʰyuu=ya  kʷëë=ya  kar-an=karaɲi=yaa 
       INTJ  INTJ   1.SG.TOP 今日=TOP 鍬=TOP  使う-NEG.NPST=CSL1=DSC 
       私は今日は鍬は使わないからね，  
 
(8) α:  in 
       RES 
       うん。  
  
(9) β :  mata  wannaa   kʷëë=ya ippai  ka-i+yas-sa-n=karaɲi            
        また  1.EXCL .PL 鍬=TOP とても使う -不定+易い -ADJ-NPST=CSL1 
        また，うちの鍬はとても使いやすいから，   
 
(10) β:  uda     kar-iba 
       どうぞ  使う-COND 
       どうぞ使ったら。  
 
(11) α:  assi=na 
       そう=YNQ 
       そうなの。  
 
(12) α:  akï  uri  y-un=nee          ippai   ka-i+yas-sa-n=nessu-i=yaa 
       INTJ FIL  言う-NPST=ように   とても  使う-INF+易い-NPST=ようだ-NPST=SFP 
       言う通りとても使いやすそうだね。  
 
(13) α:  assee   kʰyuu  pʰiččii ha-ti        mata  yundai=ɲi  mučč-i    kʰ-yu-ssa 
       じゃあ  今日   一日   借りる -SEQ  また  夕方=DAT  持つ-SEQ  来る-NPST-CSL2 
       じゃあ，今日一日借りてまた夕方に持ってくるから。  
 
(14) β:  in    kʰyaa=mu nen=doo. 
       RESP どう=ADD ない .NPST=ASRT 
       うん，構わないよ。  
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(5) α:  wanoo   kʰora kʷëë=nu yii=ŋa   uri-ti=yo=yaa 
       1.SG.TOP INTJ  鍬=GEN 柄=NOM  折れる -SEQ=DSC=DSC 
       私は，鍬の柄が折れてね，  
 
(6) α:  kʰyuu pʰiččii har-ar-ak=ka=čči             umu-ti  kʰ-ii    ǰa=ŋa 
       今日  一日   借りる -POT-NEG.NPST=Q=QUOT 思う -SEQ 来る-INF COP.N PST=ADVRS1 
       今日一日借りられないかと思って来たんだけど。  
 
(7) β:  ee    hagëë  wanoo   kʰyuu=ya  kʷëë=ya  kar-an=karaɲi=yaa 
       INTJ  INTJ   1.SG.TOP 今日=TOP 鍬=TOP  使う-NEG.NPST=CSL1=DSC 
       私は今日は鍬は使わないからね，  
 
(8) α:  in 
       RES 
       うん。  
  
(9) β :  mata  wannaa   kʷëë=ya ippai  ka-i+yas-sa-n=karaɲi            
        また  1.EXCL .PL 鍬=TOP とても使う -不定+易い -ADJ-NPST=CSL1 
        また，うちの鍬はとても使いやすいから，   
 
(10) β:  uda     kar-iba 
       どうぞ  使う-COND 
       どうぞ使ったら。  
 
(11) α:  assi=na 
       そう=YNQ 
       そうなの。  
 
(12) α:  akï  uri  y-un=nee          ippai   ka-i+yas-sa-n=nessu-i=yaa 
       INTJ FIL  言う-NPST=ように   とても  使う-INF+易い-NPST=ようだ-NPST=SFP 
       言う通りとても使いやすそうだね。  
 
(13) α:  assee   kʰyuu  pʰiččii ha-ti        mata  yundai=ɲi  mučč-i    kʰ-yu-ssa 
       じゃあ  今日   一日   借りる -SEQ  また  夕方=DAT  持つ-SEQ  来る-NPST-CSL2 
       じゃあ，今日一日借りてまた夕方に持ってくるから。  
 
(14) β:  in    kʰyaa=mu nen=doo. 
       RESP どう=ADD ない .NPST=ASRT 
       うん，構わないよ。  
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(15) α:  aigatoo 
       ありがとう  
       ありがとう。  
 
［夕方の会話］  
 
(16) α:  akiko+nee  kʰyuu=ya  kʷëë aigatoosama 
       アキコ+姉  今日=TOP 鍬   ありがとう  
       アキコ姉，今日は鍬ありがとう。  
 
(17) β:  ɲaa  anoo  ari=na 
       FIL  FIL   あれ=YNQ 
       あれなの？  
 
(18) β:  anoo  wannaa-soo         yuu kar-att-an=dooŋa 
       FIL   1.EXCL.PL-NMLZ.TOP よく  使う-POT-PST=SFP 
       うちのはよく使えたでしょう？  
 
(19) α:  ippai   ka-i+yas-sa-tan=doo=wa 
       とても  使う-INF+易い-ADJ-PST=ASRT=SFP 
       とても使いやすかったよ。  
 
(20) β:  hagïï da=ya     nuu=nu  kiba-i      ss-a-su=yo 
       INTJ  2.SG=TOP  何=GEN  頑張る -INF する-PST-NMLZ=WHQ 
       あんた，何の仕事をしたの？  
 
(21) α:  tʰaŋkan=yoba=yoo   ɲihon  wïï-yun=čiči=yaa        ana  pʰu-i+pʰaǰimï-tariba 
       タンカン=ACC=DSC  二本   植える -NPST=QUOT=DSC  穴   掘る-INF+始める-CIRC 
       タンカンをね，二本植えるってね，穴を掘り始めたら，  
 
(22) α:  iššaku=bëë  ss-ariba   ɲaa  isi+mamï=yo 
       一尺=APPR1 する-CIRC FIL  石+だらけ=SFP 
       一尺ぐらいしたらもう石だらけなのよ。  
 
(23) β:  hakïï 
       INTJ 
       あれまあ。  
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(24) α:  ǰammun kʷëë=ŋa  ippai   ka-i+yas-sa-tan=nati          yuka  guwai na-tan=doo 
       だけど  鍬=NOM  とても  使う-INF+易い-ADJ-PST=CSL3 良い  具合 なる -PST=ASRT 
       だけど，鍬がとても使いやすかったから，良い具合になったよ。  
 
(25) β:  ee    assi  ar-iba      nadee  a-ta-soo=wa 
       INTJ  そう  COP-COND  良い   COP-PST-SFS=SFP 
       ならよかったね。  
 
(26) α:  in    aigatoo 
       RESP  ありがとう  
       うん，ありがとう。  
 
(27) β:  mata  ari   s-u-n         dukee     icu=dimu    har-i=yoo 
       また  あれ  する-NPST-ADN  とき .TOP いつ=CONC  借りる -IMP=SFP 
       またあれするときはいつでも借りてね。  
 
(28) α:  in    aigatoo=yaa 
       RESP  ありがとう=DSC 
       うん，ありがとうね。  
 
(29) β:  anoo  kʰora da=ya     huma=ǰi   wattai 
       FIL   INTJ  2.SG=TOP  ここ=LOC 1.DU.INCL 
       あんた，ここで二人で，  
 
(30) β:  saa=dimu  nud-i    ik-an=na=yoo 
       茶=APPR2 飲む-SEQ 行く-NEG.NPST=YNQ=SFP 
       お茶でも飲んで行かないかね？  
 
(31) α:  assi s-ii+bu-sa-n=mun                 ɲaa 
       そうする -INF+欲しい -ADJ-NPST=ADVRS2 FIL 
       そうしたいけど，  
 
(32) α:  wan=mu  mata  yii   sir-an-ba       ik-an=nati=yaa 
       1.SG=ADD また  夕食  する-NEG-COND いける -NEG.NPST=CSL3=DSC 
       私もまた夕飯を作らないといけないからね。  
 
(33) α:  mata=yaa  dooka   cugi=yaa 
       また=DSC どうか   次=SFP 
       またね，どうか次ね。  
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(34) β:  ee    assee   mata  icu=ka      yukkuri   saa num-yun=nen      si-roo 
       INTJ  じゃあ  また  いつ=INDEF ゆっくり  茶  飲む-NPST=ように   する-HORT 
       じゃあ，またいつかゆっくりお茶を飲む機会を持とうね。  
 
(35) α:  in  aigatoo 
       RESP ありがとう。  
       うん，ありがとう。  
 
［夕方の会話］  
(36) β:  hagïï uŋan+duu-saa       nuuka=yo=wa 
       INTJ  拝む+遠い -ADJ.TOP  なぜ=SFP=SFP 
       あらまあ，久しぶりだね。  
 
(37) β:  hagï  ikkyaa-yu-n       kʰutu=mu   a-soo=wa 
       INTJ  出会う -NPST-ADN  こと=ADD  ある .NPST-SFS=SFP 
       出会うこともあるんだね。  
 
(38) β:  icu=mu=yo=yaa      kʰyaasi   ss-u-k=ka=čči 
       いつ=ADD=DSC=DSC  どう     する-PROG-NPST=Q=QUOT   
       いつも，どうしているかと，  
 
(39) β:  ippai   ki=ɲi    na-tu-tan=doo 
       とても  気=DAT  なる-PROG-PST=ASRT 
       とても気になっていたよ。  
 
(40) α:  ittuki=yoo      tʰookyoo  i-ǰi       čč-i=doo=yo 
       しばらく=DSC  東京      行く-SEQ  来る-SEQ=ASRT=SFP 
       しばらく東京に行ってきたんだよ。  
 
(41) β:  assi=nati=yaa 
       そう=CSL3=SFP 
       だからだね。  
 
(42) β:  hagëë  waakya   kʰora  tʰusi  tʰur-iba 
       INTJ   1.INCL.PL  INTJ   年    取る-COND 
       私たち，年取ったら  
 
(43) β:  ano  ari yuu  kʰarada=ɲi  an   kii  cukï-tu-ti 
       FIL  FIL 良く  体=DAT    FIL  気   付ける -PROG-SE Q 
       よく体に気をつけていて，  
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(24) α:  ǰammun kʷëë=ŋa  ippai   ka-i+yas-sa-tan=nati          yuka  guwai na-tan=doo 
       だけど  鍬=NOM  とても  使う-INF+易い-ADJ-PST=CSL3 良い  具合 なる -PST=ASRT 
       だけど，鍬がとても使いやすかったから，良い具合になったよ。  
 
(25) β:  ee    assi  ar-iba      nadee  a-ta-soo=wa 
       INTJ  そう  COP-COND  良い   COP-PST-SFS=SFP 
       ならよかったね。  
 
(26) α:  in    aigatoo 
       RESP  ありがとう  
       うん，ありがとう。  
 
(27) β:  mata  ari   s-u-n         dukee     icu=dimu    har-i=yoo 
       また  あれ  する-NPST-ADN  とき .TOP いつ=CONC  借りる -IMP=SFP 
       またあれするときはいつでも借りてね。  
 
(28) α:  in    aigatoo=yaa 
       RESP  ありがとう=DSC 
       うん，ありがとうね。  
 
(29) β:  anoo  kʰora da=ya     huma=ǰi   wattai 
       FIL   INTJ  2.SG=TOP  ここ=LOC 1.DU.INCL 
       あんた，ここで二人で，  
 
(30) β:  saa=dimu  nud-i    ik-an=na=yoo 
       茶=APPR2 飲む-SEQ 行く-NEG.NPST=YNQ=SFP 
       お茶でも飲んで行かないかね？  
 
(31) α:  assi s-ii+bu-sa-n=mun                 ɲaa 
       そうする -INF+欲しい -ADJ-NPST=ADVRS2 FIL 
       そうしたいけど，  
 
(32) α:  wan=mu  mata  yii   sir-an-ba       ik-an=nati=yaa 
       1.SG=ADD また  夕食  する-NEG-COND いける -NEG.NPST=CSL3=DSC 
       私もまた夕飯を作らないといけないからね。  
 
(33) α:  mata=yaa  dooka   cugi=yaa 
       また=DSC どうか   次=SFP 
       またね，どうか次ね。  
 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

(34) β:  ee    assee   mata  icu=ka      yukkuri   saa num-yun=nen      si-roo 
       INTJ  じゃあ  また  いつ=INDEF ゆっくり  茶  飲む-NPST=ように   する-HORT 
       じゃあ，またいつかゆっくりお茶を飲む機会を持とうね。  
 
(35) α:  in  aigatoo 
       RESP ありがとう。  
       うん，ありがとう。  
 
［夕方の会話］  
(36) β:  hagïï uŋan+duu-saa       nuuka=yo=wa 
       INTJ  拝む+遠い -ADJ.TOP  なぜ=SFP=SFP 
       あらまあ，久しぶりだね。  
 
(37) β:  hagï  ikkyaa-yu-n       kʰutu=mu   a-soo=wa 
       INTJ  出会う -NPST-ADN  こと=ADD  ある .NPST-SFS=SFP 
       出会うこともあるんだね。  
 
(38) β:  icu=mu=yo=yaa      kʰyaasi   ss-u-k=ka=čči 
       いつ=ADD=DSC=DSC  どう     する-PROG-NPST=Q=QUOT   
       いつも，どうしているかと，  
 
(39) β:  ippai   ki=ɲi    na-tu-tan=doo 
       とても  気=DAT  なる-PROG-PST=ASRT 
       とても気になっていたよ。  
 
(40) α:  ittuki=yoo      tʰookyoo  i-ǰi       čč-i=doo=yo 
       しばらく=DSC  東京      行く-SEQ  来る-SEQ=ASRT=SFP 
       しばらく東京に行ってきたんだよ。  
 
(41) β:  assi=nati=yaa 
       そう=CSL3=SFP 
       だからだね。  
 
(42) β:  hagëë  waakya   kʰora  tʰusi  tʰur-iba 
       INTJ   1.INCL.PL  INTJ   年    取る-COND 
       私たち，年取ったら  
 
(43) β:  ano  ari yuu  kʰarada=ɲi  an   kii  cukï-tu-ti 
       FIL  FIL 良く  体=DAT    FIL  気   付ける -PROG-SE Q 
       よく体に気をつけていて，  
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(44) β:  kibar-an-ba        ik-aa=yaa 
       頑張る -NEG-COND  いける -NEG.NPST=SFP 
       頑張らないといけないね，  
 
(45) β:  amacukihumacuki  tʰusi  tʰur-iba     namaar-an=doo 
       あちこち         年    取る-COND  難儀しない -NEG.NPST=ASRT 
       （体の）あちこち，年取ると大変だよ。  
 
(46) α:  assi  ǰa=yaa 
       そう  COP.NPST=SFP 
       そうだね。  
 
(47) α:  ɲama  yasee  sikoo-i    ss-u-n=ɲa 
       今     野菜   作る-INF  する-PROG-NPST=YNQ 
       今野菜作りしているの？  
 
(48) β:  in    ɲaa  ano  ari 
       RESP  FIL  FIL  FIL 
       うん，  
 
(49) β:  huri=kusa  ano  hima+cubushi=ɲi  ano  yasee cuku-tu-n=doo 
       それ=こそ  FIL  暇+潰し=DAT     FIL  野菜  作る-PROG-NPST=ASRT 
       それこそ暇潰しに野菜を作っているよ。  
  
(50) α:  mata=yaa  wan=mu  hora pʰuyu+yasee sikoor-an-ba    ik-an=si 
       また=DSC 1.SG=ADD INTJ 冬+野菜     作る-NEG-COND いける -NEG.NPST=CSL4 
       また，私も冬野菜を作らないといけないし，  
  
(51) α:  mata  nuuhii  hatar-iba=yaa 
       また  何でも  教える -COND=SFP 
       また何でも教えてね。  
 
(52) β:  in    mata  un   dukee     waakya=ǰi      issu=ɲi   ari  sir-an=mun=wa 
       RESP  また  その  とき .TOP  1.INCL.PL=INST  一緒=DAT あれ  する-NEG.NPST=SFP=SFP 
       またそのときは私たちで一緒にしようね。  
 
(53) α:  dooka   dooka 
       どうか  どうか  
       どうかどうか（お願いね）  。  
 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

(54) β:  assee   mata=yaa 
       じゃあ  また=SFP 
       じゃあまたね。  
 
(55) α:  in     mata=yaa 
       RESP   また=SFP 
       うん，またね。  
 
 
補足資料 

(1) num-iɲɲa  kʰuu 
    飲む-PURP  来る .IMP 
    飲みに来い。  
 

(2) sui num-ïba    noo-yui 
    薬  飲む-COND 治る-NPST 
    薬を飲めば治る。  
 

(3) sui num-an-ba     noor-aa 
    薬  飲む-NEG-COND 治る-NEG.NPST 
    薬を飲まなければ治らない。  
 

(4) sui nud-ariba  noo-ti 
    薬  飲む-CIRC  治る-PST 
    薬を飲んだら治った。  
 

(5) sui num-an-tariba   ya-di 
    薬  飲む-NEG-CIRC  痛む-PST 
    薬を飲まなかったら痛くなった。  
 

(6) sui num-adana    noor-aa 
    薬  飲む-NEG.CSL  治る-NEG.NPST 
    薬を飲まないから治らない。  
 

(7) yaa=ɲi  ur-iba      oor-att-an=mun 
    家=DAT いる-COND 会う-POT-PST=SFP 
    家にいれば会えたのに。  
 
(8) yaa=ɲi   ur-an-ba       oor-ar-aa 
    家= DAT  いる-NEG-COND 会う-POT-NEG.NPST 
    家にいないと会えない。  
 
(9) yaa=ɲi   u-tariba    tʰakasi=ŋa    čč-i 
    家= DAT  いる-CIRC タカシ=NOM  来る-PST 
    家にいたらタカシが来た。  
     
(10) yaa=ɲi   ur-an-tariba     tʰakasi=tu   oor-ar-an-ti 
    家= DAT  いる-NEG-CIRC  タカシ=COM  会う-POT-NEG-PST 
    家にいなかったからタカシと会えなかった。  
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(44) β:  kibar-an-ba        ik-aa=yaa 
       頑張る -NEG-COND  いける -NEG.NPST=SFP 
       頑張らないといけないね，  
 
(45) β:  amacukihumacuki  tʰusi  tʰur-iba     namaar-an=doo 
       あちこち         年    取る-COND  難儀しない -NEG.NPST=ASRT 
       （体の）あちこち，年取ると大変だよ。  
 
(46) α:  assi  ǰa=yaa 
       そう  COP.NPST=SFP 
       そうだね。  
 
(47) α:  ɲama  yasee  sikoo-i    ss-u-n=ɲa 
       今     野菜   作る-INF  する-PROG-NPST=YNQ 
       今野菜作りしているの？  
 
(48) β:  in    ɲaa  ano  ari 
       RESP  FIL  FIL  FIL 
       うん，  
 
(49) β:  huri=kusa  ano  hima+cubushi=ɲi  ano  yasee cuku-tu-n=doo 
       それ=こそ  FIL  暇+潰し=DAT     FIL  野菜  作る-PROG-NPST=ASRT 
       それこそ暇潰しに野菜を作っているよ。  
  
(50) α:  mata=yaa  wan=mu  hora pʰuyu+yasee sikoor-an-ba    ik-an=si 
       また=DSC 1.SG=ADD INTJ 冬+野菜     作る-NEG-COND いける -NEG.NPST=CSL4 
       また，私も冬野菜を作らないといけないし，  
  
(51) α:  mata  nuuhii  hatar-iba=yaa 
       また  何でも  教える -COND=SFP 
       また何でも教えてね。  
 
(52) β:  in    mata  un   dukee     waakya=ǰi      issu=ɲi   ari  sir-an=mun=wa 
       RESP  また  その  とき .TOP  1.INCL.PL=INST  一緒=DAT あれ  する-NEG.NPST=SFP=SFP 
       またそのときは私たちで一緒にしようね。  
 
(53) α:  dooka   dooka 
       どうか  どうか  
       どうかどうか（お願いね）  。  
 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

(54) β:  assee   mata=yaa 
       じゃあ  また=SFP 
       じゃあまたね。  
 
(55) α:  in     mata=yaa 
       RESP   また=SFP 
       うん，またね。  
 
 
補足資料 

(1) num-iɲɲa  kʰuu 
    飲む-PURP  来る .IMP 
    飲みに来い。  
 

(2) sui num-ïba    noo-yui 
    薬  飲む-COND 治る-NPST 
    薬を飲めば治る。  
 

(3) sui num-an-ba     noor-aa 
    薬  飲む-NEG-COND 治る-NEG.NPST 
    薬を飲まなければ治らない。  
 

(4) sui nud-ariba  noo-ti 
    薬  飲む-CIRC  治る-PST 
    薬を飲んだら治った。  
 

(5) sui num-an-tariba   ya-di 
    薬  飲む-NEG-CIRC  痛む-PST 
    薬を飲まなかったら痛くなった。  
 

(6) sui num-adana    noor-aa 
    薬  飲む-NEG.CSL  治る-NEG.NPST 
    薬を飲まないから治らない。  
 

(7) yaa=ɲi  ur-iba      oor-att-an=mun 
    家=DAT いる-COND 会う-POT-PST=SFP 
    家にいれば会えたのに。  
 
(8) yaa=ɲi   ur-an-ba       oor-ar-aa 
    家= DAT  いる-NEG-COND 会う-POT-NEG.NPST 
    家にいないと会えない。  
 
(9) yaa=ɲi   u-tariba    tʰakasi=ŋa    čč-i 
    家= DAT  いる-CIRC タカシ=NOM  来る-PST 
    家にいたらタカシが来た。  
     
(10) yaa=ɲi   ur-an-tariba     tʰakasi=tu   oor-ar-an-ti 
    家= DAT  いる-NEG-CIRC  タカシ=COM  会う-POT-NEG-PST 
    家にいなかったからタカシと会えなかった。  
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(11) yaa=ɲi   ur-adana     oor-ar-aa 
    家= DAT  いる-NEG.CSL 会う-POT-NEG.NPST 
    家にいないから会えない。  
    
(12) tʰaa-sar-iba      hoor-aa 
    高い-ADJ-COND  買う-NEG.NPST 
    高ければ買わない。  
      
(13) tʰaa-sa-tariba   ticu=mu    urir-an-ti 
    高い-ADJ-COND 一つ=ADD  売れる -NEG-PST 
    高かったから一つも売れなかった。  
  
 
グロス略号一覧 

1 first person 一人称 IMP imperative 命令 

2 second person 二人称 INCL inclusive 包括 

ACC accusative 対格 INDEF indefinitizer 不定化 

ADD additive 添加 INF infinitive 不定形 

ADJ adjectivizer 形容詞化 INST instrumental 具格 

ADN adnominal 連体 INT intentional 意志 

ADVRS adversative 逆接 INTJ interjection 感嘆詞 

APPR approximative 曖昧 LNK linker 連結辞 

ASRT assertive 断定 LOC locative 所格 

CIRC circumstantial 状況 NEG negative 否定 

CM compound marker 複合標識 NMLZ nominalizer 名詞化接辞 

COM comitative 共格 NOM nominative 主格 

CONC concessive 譲歩 NPST non-past 非過去 

COND conditional 条件 PL plural 複数 

COP copula コピュラ POT potential 可能 

CSL causal 理由 PST past 過去 

DAT dative 与格 PURP purposive 目的 

DSC discourse marker 談話標識 Q question 疑問 

DU dual 双数 QUOT quotative 引用 

EXCL exclusive 除外 REP reportative 伝聞 

FIL filler フィラー RES resultative 結果 

GEN genitive 属格 RESP response 応答表現 

HORT hortative 勧誘 SEQ sequential 継起 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

SFP 
sentence final 

文末助詞 
WHQ wh question 疑問詞疑問 

particle YNQ yes-no question 真偽疑問 

SFS 
sentence final 

文末接辞 
- 接辞境界 

suffix = 接辞境界 

SG singular 単数 + 複合境界 

TOP topic 主題 

 

 

引用文献 

上村幸雄（1972）「琉球方言入門」『言語生活』251: 20–37. 
    （1992）「琉球列島の言語（総説）」亀井孝・河野六郎・千野栄一（編）『言語

学大辞典世界言語編下 2』771–814. 東京：三省堂 . 
上野善道（1995）「喜界島方言の活用形と複合名詞のアクセント資料」『アジア・アフリ

カ文法研究』23: 151-236. 
大野眞男（2002）「奄美方言における中舌母音の歴史的重層性」『国語研究』41: 78-69.   
        （2003）「北奄美周辺方言の音韻の特徴」『岩手大学教育学部研究年報』63: 51–

70. 
木部暢子（2011）「喜界島方言の音韻」木部暢子・窪薗晴夫・下地賀代子・ローレンス ウ

エイン・松森晶子・竹田晃子著『国立国語研究所共同研究報告 11-01 消滅危機方言の

調査・保存のための総合的研究  喜界島方言調査報告書』12–50. 東京：国立国語研究

所 .  
        （2012)「奄美喜界島方言の母音の特徴について」『国語研プロジェクトレビュー』

3(1): 3-14 
中本正智（1976）『琉球方言の音韻』東京：法政大学出版局 . 
西岡敏（2002）「沖縄語首里方言の敬語動詞「メンシェーン」の過去形」第 4 回「沖縄研

究国際シンポジウム実行委員会（編）『世界に拓く沖縄研究』280-289. 沖縄：第 4 回
「沖縄研究国際シンポジウム」事務局 . 

服部四郎（1955）.「文法」. 市河三喜・服部四郎（編）, 『世界言語概説（下）』328-352. 
東京：研究社 . 

        （1959）『日本語の系統』東京：岩波書店 . 
平山輝男・大島一郎・中本正智（1966）『琉球方言の総合的研究』東京：明治書院 . 
松本幹男（2000）「沖永良部島方言と喜界島方言における中舌母音について」『語学研究』

95: 169-173. 
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(11) yaa=ɲi   ur-adana     oor-ar-aa 
    家= DAT  いる-NEG.CSL 会う-POT-NEG.NPST 
    家にいないから会えない。  
    
(12) tʰaa-sar-iba      hoor-aa 
    高い-ADJ-COND  買う-NEG.NPST 
    高ければ買わない。  
      
(13) tʰaa-sa-tariba   ticu=mu    urir-an-ti 
    高い-ADJ-COND 一つ=ADD  売れる -NEG-PST 
    高かったから一つも売れなかった。  
  
 
グロス略号一覧 

1 first person 一人称 IMP imperative 命令 

2 second person 二人称 INCL inclusive 包括 

ACC accusative 対格 INDEF indefinitizer 不定化 

ADD additive 添加 INF infinitive 不定形 

ADJ adjectivizer 形容詞化 INST instrumental 具格 

ADN adnominal 連体 INT intentional 意志 

ADVRS adversative 逆接 INTJ interjection 感嘆詞 

APPR approximative 曖昧 LNK linker 連結辞 

ASRT assertive 断定 LOC locative 所格 

CIRC circumstantial 状況 NEG negative 否定 

CM compound marker 複合標識 NMLZ nominalizer 名詞化接辞 

COM comitative 共格 NOM nominative 主格 

CONC concessive 譲歩 NPST non-past 非過去 

COND conditional 条件 PL plural 複数 

COP copula コピュラ POT potential 可能 

CSL causal 理由 PST past 過去 

DAT dative 与格 PURP purposive 目的 

DSC discourse marker 談話標識 Q question 疑問 

DU dual 双数 QUOT quotative 引用 

EXCL exclusive 除外 REP reportative 伝聞 

FIL filler フィラー RES resultative 結果 

GEN genitive 属格 RESP response 応答表現 

HORT hortative 勧誘 SEQ sequential 継起 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

SFP 
sentence final 

文末助詞 
WHQ wh question 疑問詞疑問 

particle YNQ yes-no question 真偽疑問 

SFS 
sentence final 

文末接辞 
- 接辞境界 

suffix = 接辞境界 

SG singular 単数 + 複合境界 

TOP topic 主題 

 

 

引用文献 
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調査・保存のための総合的研究  喜界島方言調査報告書』12–50. 東京：国立国語研究
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        （2012)「奄美喜界島方言の母音の特徴について」『国語研プロジェクトレビュー』

3(1): 3-14 
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西岡敏（2002）「沖縄語首里方言の敬語動詞「メンシェーン」の過去形」第 4 回「沖縄研

究国際シンポジウム実行委員会（編）『世界に拓く沖縄研究』280-289. 沖縄：第 4 回
「沖縄研究国際シンポジウム」事務局 . 
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松本幹男（2000）「沖永良部島方言と喜界島方言における中舌母音について」『語学研究』

95: 169-173. 
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将来の「教材化」を目指した言語資料のコンテンツについての考察 

奄美大島瀬戸内町での事例を通して 

                前田達朗  

 

はじめに 

 今回の文化庁の事業による調査の成果は、最終的にはアーカイブ化され、こ

れら危機言語の研究者だけでなく一般の学習者に資するものとなることが期待

されている。Web 上でこれら資料にアクセスできることで新しい展開の可能性が

ひらけてくる。これまで琉球諸語の学習が、地域言語に直接関わる人々と地域

社会、すなわち現場での「継承」が主に想定されてきたのであるが、当該地域

から離れた場所からも情報を得られ、移住者やその家族、コミュニティでの活

用も考えられる。 

 もちろんこれまでにもネット上に様々なコンテンツが存在している。今回扱

う奄美語についても、沖縄言語研究センターの「奄美方言音声データベース

/http://133.13.160.25/rlang/amm/index.html」1は大和村出身の長田須磨の長

年の業績である北部方言のデータを中心に早くから公開されており研究者にも

使われることが想定されたものである。クリックすれば音声が出るというシン

プルな使いやすいインターフェイスである。五十音順、カテゴリー別の検索も

可能でさらに語彙数が増えれば辞書としての機能も持つことができるであろう。 

 You Tube などの動画サイトはさらににぎやかである。その質や目的はともか

くプロでなくともコンテンツを作ることができ、言語だけでなく文化・芸能の

記録としても媒体として有効であり、固くまじめなものをすぐ作ろうとしてし

まう「教育」に足りない部分も補ってくれる。魅力あるコンテンツとは何かを

考える機会も与えてくれる2。 

 共有された書記体型を持たない少数言語研究には共通の課題である「記録」

とさらには研究の枠からそれら成果を取り出し、地域社会だけでなく広く一般

に還元する方法を考えた時、映像と音声は有効な手段だと考え、これまでいく

つかの試みをしてきた。本稿ではその取り組みを振り返り、特に継承の場面で

                         
1 2013 年 2 月 3 日確認 
 
2 奄美大島北部笠利町 
出身の人気ミュージシャン「カサリンチュ」「サーモン＆ガーリック」のシマグチ動画が人

気である。 
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のニーズに応えるコンテンツとは何かを探った事例から、アーカイブを作った

後の活用法についての提言ができればと考えている。具体的には 2012 年度から

奄美大島瀬戸内町で制作している「瀬戸内のシマグチ」の制作過程の振り返り

と地域社会での反応を材料にする。 

 

１ 鹿児島県大島郡瀬戸内町の概要 

 瀬戸内町は大島南部の中心地である。人口約 89003人で、1950 年合併当時の

1/3 の水準にまでなっていて、奄美群島全体の中でも過疎化の進み方が激しい地

域である。いわゆる「昭和の大合併」で一町三か村が合併した際小さな島が点

在する景色が似ていると言う理由で「瀬戸内」という名前をつける。この合併

についての町民の評価は厳しい。中心地である古仁屋以外の地区では急速に過

疎化が進み、合併を悔いる声となる。かつてはそれぞれの地域の中心地であっ

た集落では特に強い。この経験が 2005 年に行われた一島で一市を構成すること

を目指した合併協議から早々に瀬戸内町が抜けた原因であると言われている。

「シマ」の人々は自分たちのコミュニティがより小さく弱くなっていく経験し

か持ち得なかった。地域社会の弱体化が生活語である地域言語の衰退につなが

ることはいうまでもない。 

 

1-1 公民館と小中学校 

 古仁屋にある中央公民館と 41 の集落に「分館」があったが、2009 年に分館制

度が廃止された。集落の自主的な運営・管理に任せられ年間 3 万円の補助に留

まり、事業だけでなく建物の維持管理などが相当に困難になっている。2015 年

に中央公民館が建て替えの予定で解体されたが、その後町長選挙で改革派が勝

利、いわゆる「箱物」の計画が見直され、2017 年 2 月現在建設は始まっていな

い。かつて公民館は「文化の中心」とされ、存在意義は住民の中で大きく、郵

便局、学校とともに公民館があることで「一人前の集落」と考えられていた。

公民館が担っていた社会教育活動の多くがこれら一連の動きの中で廃止・凍結

され、それらの中にはもちろん「シマグチ」継承活動が含まれていた。各集落

での子ども向けの「シマグチ教室」について言えば、かつてからプログラムの

成否はそれを運営する集落の規模、住民のモチベーションの高さや、能力に大

きく依存しており、「教えられる・教えたい人がいる」かどうかで集落ごと、学

                         
3 2016 年 10 月推計。この 10 年でおよそ 2000 人減 

校区ごとの温度差があった。シマグチ教室が開かれていたのは最盛期で 18 の集

落だった。 

 瀬戸内町は奄美の中でも「シマグチ」伝承活動が盛んだと言われた地域だっ

た。「子ども島口大会」は 1994 年に第一回大会が開かれ、2006 年に「子供島口

芸能大会」と改称されて続いている。子どもだけを対象とした催しとしては奄

美で唯一のものである。学校の代表が出場することになっているが、全ての学

校が代表を送っているわけではない。シマグチを指導できる教員が学校にはい

ないために、教え手を地域の老人に頼らざるを得ないと言う事情がある。教え

手がいない集落でも同様のことが言える。小中学校の教員に大島郡出身者がい

る場合はともかく学校での継続的な指導は望めず、シマに根強い「鹿児島への

不信感」も影を落としている。「シマグチ大会の前になると教えてくださいと言

ってくる。そんなのじゃだめだ、と言ってやるのだが学校は本当はどうでもい

いようだ」（04 年 某集落の老人）という大会の審査員までつとめる老人のいる

集落では、学校の協力が得られず公民館での活動がない。子どもと教える気が

ある老人と理解のある教員が揃って初めて継続的な教室が開けるという微妙な

バランスの上に成立しており、教員の転入出、老人の体調、子どもの構成など

で年ごとに状況が変化してしまう。10 年以上にわたって継承活動の現場を見て

きたが、共通する問題がいくつか見られる。まずそれぞれの「シマ」ごとのこ

とばに強いこだわりを持っていることである。これは継承活動の強いモチベー

ションでもあるが小さな地域主義に陥ることを同時に意味している。これは教

材・教授法の問題にもつながる。どうしてもそれぞれのシマでの努力には限界

があり、共通した教材が準備できれば教える側の負担も確実に減る。数多くの

研究がなされているが、「教材」として使うことを考えられたものはこれまでの

ところはない。これら地域の実態と伝承活動に関わる人々の声が、教材の作成

を着想した。2000 年代の前半の集落での活動が盛んであった頃と現状では大き

な差がある。集落での定期的な伝承活動はほぼ途絶してしまった。ここまで上

げてきた問題点がそのまま明らかになったと考えられる。ネイティブ世代の減

少を考えるとそれを記録することも喫緊の課題である。こうして 2012 年に「瀬

戸内のシマグチ」の制作に取り掛かった。 
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ないために、教え手を地域の老人に頼らざるを得ないと言う事情がある。教え

手がいない集落でも同様のことが言える。小中学校の教員に大島郡出身者がい

る場合はともかく学校での継続的な指導は望めず、シマに根強い「鹿児島への

不信感」も影を落としている。「シマグチ大会の前になると教えてくださいと言

ってくる。そんなのじゃだめだ、と言ってやるのだが学校は本当はどうでもい

いようだ」（04 年 某集落の老人）という大会の審査員までつとめる老人のいる

集落では、学校の協力が得られず公民館での活動がない。子どもと教える気が

ある老人と理解のある教員が揃って初めて継続的な教室が開けるという微妙な

バランスの上に成立しており、教員の転入出、老人の体調、子どもの構成など

で年ごとに状況が変化してしまう。10 年以上にわたって継承活動の現場を見て

きたが、共通する問題がいくつか見られる。まずそれぞれの「シマ」ごとのこ

とばに強いこだわりを持っていることである。これは継承活動の強いモチベー

ションでもあるが小さな地域主義に陥ることを同時に意味している。これは教

材・教授法の問題にもつながる。どうしてもそれぞれのシマでの努力には限界

があり、共通した教材が準備できれば教える側の負担も確実に減る。数多くの

研究がなされているが、「教材」として使うことを考えられたものはこれまでの

ところはない。これら地域の実態と伝承活動に関わる人々の声が、教材の作成

を着想した。2000 年代の前半の集落での活動が盛んであった頃と現状では大き

な差がある。集落での定期的な伝承活動はほぼ途絶してしまった。ここまで上

げてきた問題点がそのまま明らかになったと考えられる。ネイティブ世代の減

少を考えるとそれを記録することも喫緊の課題である。こうして 2012 年に「瀬

戸内のシマグチ」の制作に取り掛かった。 

 

 

 

－ 31 －

将来の「教材化」を目指した言語資料のコンテンツについての考察　奄美大島瀬戸内町での事例を通して



２ 「瀬戸内のシマグチ」 

 概要 

 2012 年に助成金を得られ4制作に着手できた。プロダクトとしては計 120 分の

映像を収めた 2 枚組の DVD とシマグチ部分を書き起こしたものと日本語の対訳

のテキスト 70 ページであった。テキスト 250 部と DVD を 1000 組プレスし、瀬

戸内町をはじめ関係各所に配布した。町立図書館でも貸し出されている。また

関東と関西の出身者団体「同郷会」にも受け取ってもらった。  

 

2-1 編集委員会の構成 

 本節では本格的にコンテンツ制作にとりかかるまでの経緯を述べ、個別の事

例および教材全体の構成の理解の助けとなることを目指す。制作にあたって編

集員会を組織した。その目的は、まず制作の主体をあくまでも地元瀬戸内町に

置くことであった。これまでの伝承活動の研究において理解できたことなのだ

が、その主体が行政などにはなく、集落の人々の個人的な努力に依っているこ

との反映であり、またオマージュでもある。我々研究者は外部からその一部と

して関わっているという姿勢を、形式的にも示す必要があった。そして、瀬戸

内の人々に自分たちがこの教材作成においても主体であることを自覚してもら

い、忘れないための手立てでもあった。これらの目的は概ね達成できたと思う。 

 瀬戸内町在住で伝承活動及び社会教育関係者の 6名と、共同研究者を含めた 8

名が、「瀬戸内のシマグチ」編集委員会を結成した。誰が「長」であるかを決め

なかったのも編集委員会を設定したのと同じ理由である。 

 

2-2 集落の設定 

誰を編集員会メンバーとするか、というのを考えることは、どこの集落を題

材とするのかをあわせ考えることであった。既述の通り瀬戸内町は 1956 年に古

仁屋町（東方村）、西方村、鎮西村、実久村が合併してできた行政区分である。

しかし、旧来の区分けは人々にいまも意識されている。ひとつにはかつてはそ

れぞれに村落共同体の集合体があり、それぞれの「中央」があったものが、古

仁屋に行政・経済の中心が移ることで、それぞれの集落が衰退したと考えられ

ているのも一因である。取り上げる集落を決めた理由は、簡単にまとめると以

下のようなものである。篠川はいまでも比較的大きな集落であるが、際だった

                         
4 博報財団「第７回児童教育実践に関する研究助成」 

特徴はないが産業農林水産すべてがあり、古くからの集落共同体の雰囲気も残

っている。誤解はないと思うが、シマの「サンプル」としては最適であると判

断した。古仁屋は、港町として産業の中心として人口を集めた。ほかの集落と

違って都市化した地域といえる。町の成り立ちの経緯でも触れたが、ほかの集

落とは大きく違う特徴である。加計呂麻島の諸鈍は、「諸鈍シバヤ」5でも知られ

るが、シマグチが生活の中に存在し、歴史・文化的なコンテンツが豊富である。

同じ加計呂麻だが旧村としては別の村である俵は、集落としても古く、集落民

の手による民俗資料室があり、これを活かしたいと考えた。与路島は、人口が

激減している。与路のことを記録するとすれば急いだ方がいいと考えた。もち

ろんこれらの集落を決定するに当たっては、もう一つの重要なファクター、協

力者が得られるかどうかがあった。 

これらを総合的に判断し、上記編集委員会メンバーに協力を依頼した。 

 

2-3 篠川での習作作成と編集会議 

 編集委員会への参加を個別に依頼しそれぞれ快諾を得たが、企画を説明しな

がら、特に集落の編集委員には具体的なイメージが必要なことがわかった。そ

のために、全体の編集会議を持つ前に、篠川集落でパイロット版を撮影するこ

とにした。 

 「瀬戸内のシマグチ」の集落ごとのコンテンツは、大きく三つの部分にわか

れている。スクリプトを書いて演じてもらう「会話」とそこから取り出した重

要事項を確認する部分、集落の紹介、そしてその集落に独特のものを取り上げ

る部分である。取り急ぎこれら三つのパートを篠川で撮影し、ラフ編集をして、

編集会議に臨んだ。撮影できたのは、「教材」部分と「集落紹介」であったが、イ

メージを結んでもらう効果はあったといえる。2012 年 5月に瀬戸内町立図書館で

第一回の編集会議を開催した。目的はもういちど全体的な構想を説明し、仮編集

版を見た。そこで出た意見と議論は、まとめると以下のようなものである。 

 

・「うまい人」に出てもらうべきだ 

これは、シマグチの言語状況につながる話でもあるが、シマグチを話すこと

は、特別な場面と結びつく。本来のコミュニケーションの手段としてではなく

イベントなどで披露するものであることがある。編集委員の一部にも、記録し
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２ 「瀬戸内のシマグチ」 

 概要 

 2012 年に助成金を得られ4制作に着手できた。プロダクトとしては計 120 分の

映像を収めた 2 枚組の DVD とシマグチ部分を書き起こしたものと日本語の対訳

のテキスト 70 ページであった。テキスト 250 部と DVD を 1000 組プレスし、瀬

戸内町をはじめ関係各所に配布した。町立図書館でも貸し出されている。また

関東と関西の出身者団体「同郷会」にも受け取ってもらった。  

 

2-1 編集委員会の構成 

 本節では本格的にコンテンツ制作にとりかかるまでの経緯を述べ、個別の事

例および教材全体の構成の理解の助けとなることを目指す。制作にあたって編

集員会を組織した。その目的は、まず制作の主体をあくまでも地元瀬戸内町に

置くことであった。これまでの伝承活動の研究において理解できたことなのだ

が、その主体が行政などにはなく、集落の人々の個人的な努力に依っているこ

との反映であり、またオマージュでもある。我々研究者は外部からその一部と

して関わっているという姿勢を、形式的にも示す必要があった。そして、瀬戸

内の人々に自分たちがこの教材作成においても主体であることを自覚してもら

い、忘れないための手立てでもあった。これらの目的は概ね達成できたと思う。 

 瀬戸内町在住で伝承活動及び社会教育関係者の 6名と、共同研究者を含めた 8

名が、「瀬戸内のシマグチ」編集委員会を結成した。誰が「長」であるかを決め

なかったのも編集委員会を設定したのと同じ理由である。 

 

2-2 集落の設定 

誰を編集員会メンバーとするか、というのを考えることは、どこの集落を題

材とするのかをあわせ考えることであった。既述の通り瀬戸内町は 1956 年に古

仁屋町（東方村）、西方村、鎮西村、実久村が合併してできた行政区分である。

しかし、旧来の区分けは人々にいまも意識されている。ひとつにはかつてはそ

れぞれに村落共同体の集合体があり、それぞれの「中央」があったものが、古

仁屋に行政・経済の中心が移ることで、それぞれの集落が衰退したと考えられ

ているのも一因である。取り上げる集落を決めた理由は、簡単にまとめると以

下のようなものである。篠川はいまでも比較的大きな集落であるが、際だった
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特徴はないが産業農林水産すべてがあり、古くからの集落共同体の雰囲気も残

っている。誤解はないと思うが、シマの「サンプル」としては最適であると判

断した。古仁屋は、港町として産業の中心として人口を集めた。ほかの集落と

違って都市化した地域といえる。町の成り立ちの経緯でも触れたが、ほかの集

落とは大きく違う特徴である。加計呂麻島の諸鈍は、「諸鈍シバヤ」5でも知られ

るが、シマグチが生活の中に存在し、歴史・文化的なコンテンツが豊富である。

同じ加計呂麻だが旧村としては別の村である俵は、集落としても古く、集落民

の手による民俗資料室があり、これを活かしたいと考えた。与路島は、人口が

激減している。与路のことを記録するとすれば急いだ方がいいと考えた。もち

ろんこれらの集落を決定するに当たっては、もう一つの重要なファクター、協

力者が得られるかどうかがあった。 

これらを総合的に判断し、上記編集委員会メンバーに協力を依頼した。 

 

2-3 篠川での習作作成と編集会議 

 編集委員会への参加を個別に依頼しそれぞれ快諾を得たが、企画を説明しな

がら、特に集落の編集委員には具体的なイメージが必要なことがわかった。そ

のために、全体の編集会議を持つ前に、篠川集落でパイロット版を撮影するこ

とにした。 

 「瀬戸内のシマグチ」の集落ごとのコンテンツは、大きく三つの部分にわか

れている。スクリプトを書いて演じてもらう「会話」とそこから取り出した重

要事項を確認する部分、集落の紹介、そしてその集落に独特のものを取り上げ

る部分である。取り急ぎこれら三つのパートを篠川で撮影し、ラフ編集をして、

編集会議に臨んだ。撮影できたのは、「教材」部分と「集落紹介」であったが、イ

メージを結んでもらう効果はあったといえる。2012 年 5月に瀬戸内町立図書館で

第一回の編集会議を開催した。目的はもういちど全体的な構想を説明し、仮編集

版を見た。そこで出た意見と議論は、まとめると以下のようなものである。 

 

・「うまい人」に出てもらうべきだ 

これは、シマグチの言語状況につながる話でもあるが、シマグチを話すこと

は、特別な場面と結びつく。本来のコミュニケーションの手段としてではなく

イベントなどで披露するものであることがある。編集委員の一部にも、記録し
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保存すべきは、「名人」のシマグチであるという意識があるようで、うちの集落

ではお年寄りの名人をそろえようというコメントがあった。「上手ではない」個

人を積極的に取り上げることが必要であることを確信した。 

 

・敬語の扱いについて考えたい 

 避けては通れない課題である。結論をいうと最後まで「揺れ」があった。複

雑な待遇表現の体系を本来持っていたシマグチであるが、それらは封建的な身

分制度にも関連しており、現在では母語話者にも説明ができない部分がある。

敬意が過ぎない表現を使うことを求めるにとどめたが、全体を通じて共通の見

解を編集委員全体で持ち得たとは言いにくい。従って本教材の中での「敬意の

高さ」は、各個人でも厳密に言うと揃っていない。 

 

・集落「シマ」の紹介は、文化財などよりも、いまの生活について積極的にと

りあげる 

名所や旧跡、歴史的なものの紹介で最初の篠川の集落紹介は構成されていた。

外からやってくる人相手に説明をしたり、町の方から求められて集落史のよう

なものをまとめ、書いたり話をしたりした経験によるものである。しかし、こ

れらのうちに個人の業績を顕彰するものなどはあえて扱わない方がいいという

意見が出された。なによりも昔語りばかりになってしまっては退屈なコンテン

ツとなる可能性があった。現在も実際に見れるものにも積極的に触れてもらう

必要もあると考えた。そのほか解決すべき技術的な課題も見つかった。「習作」

としてしまうと申し訳ないが、この過程を経たことで大きな進展があった。ま

たテキスト化する際のかな表記については、編集委員それぞれの表記法をでき

るだけ尊重することを申し合わせた。無理な統一はしないことにした。 

 

３ 構成について 

 本章ではこれらの経緯を経て最終的に確定した「瀬戸内のシマグチ」の全体

的な構成について概括する。 

 

3-1 集落編 

 前述の通り、5つの集落を題材に制作したものは、大きく三つのパートにわけ

た。ここでは 5集落に共通の制作の過程をまとめる。 
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保存すべきは、「名人」のシマグチであるという意識があるようで、うちの集落

ではお年寄りの名人をそろえようというコメントがあった。「上手ではない」個

人を積極的に取り上げることが必要であることを確信した。 

 

・敬語の扱いについて考えたい 

 避けては通れない課題である。結論をいうと最後まで「揺れ」があった。複

雑な待遇表現の体系を本来持っていたシマグチであるが、それらは封建的な身

分制度にも関連しており、現在では母語話者にも説明ができない部分がある。

敬意が過ぎない表現を使うことを求めるにとどめたが、全体を通じて共通の見

解を編集委員全体で持ち得たとは言いにくい。従って本教材の中での「敬意の

高さ」は、各個人でも厳密に言うと揃っていない。 

 

・集落「シマ」の紹介は、文化財などよりも、いまの生活について積極的にと

りあげる 

名所や旧跡、歴史的なものの紹介で最初の篠川の集落紹介は構成されていた。

外からやってくる人相手に説明をしたり、町の方から求められて集落史のよう

なものをまとめ、書いたり話をしたりした経験によるものである。しかし、こ

れらのうちに個人の業績を顕彰するものなどはあえて扱わない方がいいという

意見が出された。なによりも昔語りばかりになってしまっては退屈なコンテン

ツとなる可能性があった。現在も実際に見れるものにも積極的に触れてもらう

必要もあると考えた。そのほか解決すべき技術的な課題も見つかった。「習作」

としてしまうと申し訳ないが、この過程を経たことで大きな進展があった。ま

たテキスト化する際のかな表記については、編集委員それぞれの表記法をでき

るだけ尊重することを申し合わせた。無理な統一はしないことにした。 

 

３ 構成について 

 本章ではこれらの経緯を経て最終的に確定した「瀬戸内のシマグチ」の全体

的な構成について概括する。 

 

3-1 集落編 

 前述の通り、5つの集落を題材に制作したものは、大きく三つのパートにわけ

た。ここでは 5集落に共通の制作の過程をまとめる。 

3-1-1 「教材」 

 会話を中心としたいわば「教材仕立て」のパートである。たとえば語学教材

であれば、文法事項を設定し、それを盛り込むことが最も重要になる。さらに

習熟度を考え、簡単なところから複雑なものへと積み上げて行く。たとえば日

本語だと名詞文から動詞文、単文から複文へと進んでいく。多くの語学教材が

最初は「つまらない」のは仕方のないところもある。当初はこの手順を踏むこ

とを考えたが、単発に終わる可能性もある中でこうした手順が優先させるべき

ものかということを検討した。そのため文法事項ではなく、その集落を舞台に

して不自然ではなく、かつ使う可能性が高い表現をまず考えた。序数、移動、

指示詞、親族呼称、基本動詞、疑問詞、地名を盛り込むことを考えた。かつ子

供が興味を持てるようなコンテンツにするべく、話として完結し、ストーリー

があることを目指した。スクリプトを日本語で作成、集落の編集委員に翻訳を

依頼し原稿を作成、それをもとに検討を重ねた。台本を演じてもらう形になる

わけである。本編ともいえる会話に引き続いて、重要事項をとり出した部分の

構成は、前田が決めた。 

 

3-1-2 「集落紹介」 

 今回の研究計画のもう一つの重要な柱が、シマグチの記録である。「教材」が演

じてもらう部分だとすれば、ここはできるだけ自然な談話を取り入れたいと考えた。

この部分については、最初から編集委員を主体としたそれぞれの集落の方に依頼し

た。これは既述のように、地元の人々に主体性を持ってもらうということと、スケ

ジュール的な関係で、我々が不在の間にも製作がすすむ部分が必要であった。篠川

の仮編集のところでも述べたが、過去の話だけで構成されることは避けたかったが、

それでもそれぞれの集落のプライドにつながる歴史をないがしろにするわけには

いかない。「集落の歴史、現在の産業」について話をしてくださいという大きな枠

だけを設定し、できるだけ編集委員が準備したものを尊重した。この部分の最大の

難関は書きおこしであった。「教材」では最初から文字化を前提として、シマグチ

訳も予め用意できたのだが、それぞれ自然になればなるほど、自身の話したことも

含めて、文字へとあるいは日本語への翻訳が困難であった。「母語話者」ゆえの行

き詰まりであったが、製作を進める中で介入できるようになってきた。 

 この部分はもちろん、単なる記録ではなく、シマグチ教材として、読み物として

あるいは郷土のことを知る手がかりとして十分に役立つものになったと考える。 
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3-1-3 集落ごとのコンテンツ 

 このパートは、一般化しにくいところである。共通しているのは、とりあげ

るべき題材を含めて誰が主導するということなく話し合って決めたということ

である。詳細はそれぞれの集落の事例で触れる。 

 

3-2 芸能編 

 芸能編を着想したのは、奄美では、伝統文化が子供たちに近い距離にあり興

味をひくコンテンツであること、そして特に若いアーティストの姿はさらにそ

の距離を近づけるであろうと考えたからであった。また諸鈍集落だけでなく瀬

戸内町が誇る伝統芸能「諸鈍シバヤ」を扱わないわけにはいかなかった。この

編については、ここで詳細を述べておく。島唄については、瀬戸内町出身のア

ーティストに出演を依頼した。諸鈍シバヤについては、2012 年 10 月のものを撮

影、編集している。いずれのアーティストも主旨に賛同し無償での演奏だった。

また曲の演奏と合わせて、子ども向けのメッセージも依頼、その模様も収録し

た。実は瀬戸内出身で在住のポップ・シンガーとしても全国的に有名な女性歌

手の出演も探ってみたが、所属事務所を通さなければ一切の露出ができない契約

らしく断念した。テキストにはアーティストの解説のみを付したが、伝統芸能を

知る教材として使用に十分耐えるものになる。またそれぞれのアーティストのメ

ッセージは、自由に話してもらったのだが、島唄やシマグチが、故郷を離れた奄

美出身者にとってどのような意義があるかを偶然にも三組とも語ってくれた。 

 

3-3 「島口ラジオ体操」 

「島口ラジオ体操」の詳細については本編に詳しいので重複は避けるが、7月

に CD が発売されてから瞬く間に奄美群島中で話題になり、地域・学校の行事で

使われ、子どもたちもよく知るものとなった。制作にあたった NPO「環境教育協

議会」も「瀬戸内のシマグチ」の制作意図を説明すると、使用を快諾してくれ

た。「瀬戸内バージョン」があったのは幸いであった。 

 このパートは当初は「古仁屋編」の一部として考えたが、協議して全体のエ

ンディングとして使用した。「オリジナリティ」という意味で議論になったが、

たとえば島唄も、かつては誰かの創作なわけである。今後もこの島口ラジオ体

操が人々に親しまれるであろうことと、同じ時期にシマグチの復興を目指した

プロジェクトがあったことに偶然以上のものを感じて、こういう使い方をした。 

４ 集落編制作での問題点 

 ここでは未解決の課題も含めて、制作していく中で起こった問題を挙げ、今

後同様の研究を行う際の参考にするべく報告する。 

 

4-1 表記の問題 

 全集落に共通したが、本編をテキスト化することを決めてから制作・テキス

ト編纂の最後までついてまわった問題である。既述の通り、集落の編集委員の

表記法を尊重する、とコンセンサスをとったが、同一の個人の中での揺れ、あ

るいは編集委員の間での正しい・間違っている、の議論は続いた。もちろん正

書法のない、あるいはかな表記がなじまないというという想定はしていたが、

文字化の経験のない編集委員もいた。第一回編集会議では地元編集委員のうち

の一人に「表記の統一」を依頼していたが、今後の地元編集委員同士の関係と

作業の効率を考えて、我々が責任を持つという方針に途中から変えた。今回の

テキストを通じて、完全には「統一」がとれているとは思えない。あるいは学

習者に混乱や負担がおこるかもしれない。この点については実際に使用しても

らってからのフィードバックもあった。また IPA を用いるかどうかは今回は議

論しなかったが、今後の課題である。 

 

4-2 翻訳の問題 

 編集委員やその周辺の協力者は、伝承活動に関わった経験はあるが、それま

での経験は様々である。もちろんシマグチを教えるプロは存在しないのだが、

教員経験者も含め教育歴や職歴など様々で、それぞれの集落での取り組み方も

様々であった。実はこうしたそれぞれの経験の違いが最も現れたのが、日本語

共通語とシマグチの間での翻訳であった。おそらくは外国語の学習経験による

と思うが、どうしても母語である話し言葉のシマグチと、それを書き言葉とす

るということが結びつかないという現象がおこったのである。話し言葉と書き

言葉の距離を経験することが少なくなった現在、今後考えなければならない課

題の一つである。 
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3-1-3 集落ごとのコンテンツ 

 このパートは、一般化しにくいところである。共通しているのは、とりあげ

るべき題材を含めて誰が主導するということなく話し合って決めたということ

である。詳細はそれぞれの集落の事例で触れる。 

 

3-2 芸能編 

 芸能編を着想したのは、奄美では、伝統文化が子供たちに近い距離にあり興

味をひくコンテンツであること、そして特に若いアーティストの姿はさらにそ

の距離を近づけるであろうと考えたからであった。また諸鈍集落だけでなく瀬

戸内町が誇る伝統芸能「諸鈍シバヤ」を扱わないわけにはいかなかった。この

編については、ここで詳細を述べておく。島唄については、瀬戸内町出身のア

ーティストに出演を依頼した。諸鈍シバヤについては、2012 年 10 月のものを撮

影、編集している。いずれのアーティストも主旨に賛同し無償での演奏だった。

また曲の演奏と合わせて、子ども向けのメッセージも依頼、その模様も収録し

た。実は瀬戸内出身で在住のポップ・シンガーとしても全国的に有名な女性歌

手の出演も探ってみたが、所属事務所を通さなければ一切の露出ができない契約

らしく断念した。テキストにはアーティストの解説のみを付したが、伝統芸能を

知る教材として使用に十分耐えるものになる。またそれぞれのアーティストのメ

ッセージは、自由に話してもらったのだが、島唄やシマグチが、故郷を離れた奄

美出身者にとってどのような意義があるかを偶然にも三組とも語ってくれた。 

 

3-3 「島口ラジオ体操」 

「島口ラジオ体操」の詳細については本編に詳しいので重複は避けるが、7月

に CD が発売されてから瞬く間に奄美群島中で話題になり、地域・学校の行事で

使われ、子どもたちもよく知るものとなった。制作にあたった NPO「環境教育協

議会」も「瀬戸内のシマグチ」の制作意図を説明すると、使用を快諾してくれ

た。「瀬戸内バージョン」があったのは幸いであった。 

 このパートは当初は「古仁屋編」の一部として考えたが、協議して全体のエ

ンディングとして使用した。「オリジナリティ」という意味で議論になったが、

たとえば島唄も、かつては誰かの創作なわけである。今後もこの島口ラジオ体

操が人々に親しまれるであろうことと、同じ時期にシマグチの復興を目指した

プロジェクトがあったことに偶然以上のものを感じて、こういう使い方をした。 

４ 集落編制作での問題点 

 ここでは未解決の課題も含めて、制作していく中で起こった問題を挙げ、今

後同様の研究を行う際の参考にするべく報告する。 

 

4-1 表記の問題 

 全集落に共通したが、本編をテキスト化することを決めてから制作・テキス

ト編纂の最後までついてまわった問題である。既述の通り、集落の編集委員の

表記法を尊重する、とコンセンサスをとったが、同一の個人の中での揺れ、あ

るいは編集委員の間での正しい・間違っている、の議論は続いた。もちろん正

書法のない、あるいはかな表記がなじまないというという想定はしていたが、

文字化の経験のない編集委員もいた。第一回編集会議では地元編集委員のうち

の一人に「表記の統一」を依頼していたが、今後の地元編集委員同士の関係と

作業の効率を考えて、我々が責任を持つという方針に途中から変えた。今回の

テキストを通じて、完全には「統一」がとれているとは思えない。あるいは学

習者に混乱や負担がおこるかもしれない。この点については実際に使用しても

らってからのフィードバックもあった。また IPA を用いるかどうかは今回は議

論しなかったが、今後の課題である。 

 

4-2 翻訳の問題 

 編集委員やその周辺の協力者は、伝承活動に関わった経験はあるが、それま

での経験は様々である。もちろんシマグチを教えるプロは存在しないのだが、

教員経験者も含め教育歴や職歴など様々で、それぞれの集落での取り組み方も

様々であった。実はこうしたそれぞれの経験の違いが最も現れたのが、日本語

共通語とシマグチの間での翻訳であった。おそらくは外国語の学習経験による

と思うが、どうしても母語である話し言葉のシマグチと、それを書き言葉とす

るということが結びつかないという現象がおこったのである。話し言葉と書き

言葉の距離を経験することが少なくなった現在、今後考えなければならない課

題の一つである。 
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4-3 「できる」ということ 

 まず強調したいのは、第一回編集会議についての部分で触れたように、母語

としてシマグチを獲得した世代が少なくなった今、「学習言語」としてシマグチ

を身につけた人々が存在することについての地元での理解が行き渡っていない、

ということである。篠川と諸鈍の集落紹介をしてくれたのは、それぞれ地元で

の生活経験の短い人であった。年代も話者の中では比較的若い。それでも編集

委員の依頼で協力をしてくれた人々であるが、明らかに様々な違い、たとえば

アクセントが日本語寄り、音声的な変異、などが見られる。しかし、これも現

在のシマグチの状況を現す記録であるとともに、若い世代にとっては、学習に

よってこのレベルまでくることができるというモデルである。また、30 代の出

演者については、その場で「口移し」で覚えてもらうというような事例もあっ

た。彼らの生活言語は日本語を基層とした現行の方言である。しかし、独特の

アクセントやイントネーションなどは身についており、その場で覚えると言う

ことが可能であったということは、シマグチの習得は可能性があるということ

でもある。古仁屋編に出てもらった秦珠奈（たいじゅな）さんは、中学二年生（当

時）であったが、祖父母に主に育てられたためシマグチの相当の運用能力がある。

「年寄りのつかうもの」というイメージがかなり強いシマグチに、こういった若

い話者がいることを同年代の子供たちが知ることの効果は計り知れない。 

 一方「シマグチの名人」として紹介された人が、シマグチでついに話せなかった

という事例があった。古仁屋編での集落紹介は、それぞれの出身集落の話をしても

らうと言うテーマだったが、ほかの参加者の前で「教養が邪魔をして方言で話せな

い」と言ってしまった。これを機に「話せないのに話せるふりをして、シマグチ大

会の審査員までしていた人」という評価になってしまった。この人を非難するのは

簡単なのだが、問題は別のところにある可能性がある。つまり、改まった場で日本

語共通語以外で話をする経験や能力が誰にでもあるわけではないのである。前節の

「翻訳」にも通じる問題である。年齢や生活歴から考えるとまったくシマグチの運

用能力がないとも考えにくいからである。複雑な背景を持った言語を扱うにあたっ

ては、こういったデリケートな問題が起こりうることを改めて記しておきたい。 

 

５ 集落編の概略と解説  

 ここでは本編のメインの部分である集落編の、それぞれの項目について、収

録順に要約と解説をくわえる。以下数字は本編にならう。 

まえがき  

この映像教材のねらいを、子供向けと大人向けにあげた。編集委員会全体の

意図するところである。 

 

しのかわ（しのほ）へん／篠川篇  

1-1 みてぅ うてぃたぼれ／みっつ売ってください 

 食料品店での買い物の場面。ここでのねらいは序数詞、指示詞である。名詞

文と疑問詞をふくめた文章を盛り込んだ。「よろず屋」的な商店での買い物とい

う、日常的な場面を設定した。すべてのプログラムの中で最初の撮影・制作で

あったため、音声の問題、長さ・量のバランスなど、解決すべき問題があった。

地元商店の協力により撮影できた。 

出演；計省造（編集委員）計隆徳 

 

1-2 ものと場所を指すことば／かずをかぞえよう 

1-1 でのポイントを取り出したものである。アニメーションを入れるなどのア

イデアはその場で話し合いながら積み上げていった。 

出演；勇和江、計省造 

 

1-3 しのかわ（しのほ）ぬしょうかい／篠川の紹介 

一般的な紹介、ということになったと思うが、ほかの集落においてもここで

の形式が踏襲された。その意味で有用な習作となった。金井直利氏は年上の方

に指導を受けながら話をしてくれた。シマグチ学習者の一例である。 

 

1-4 八月踊り 

 すべての集落に独特の八月踊りがあるが、人口減や高齢化で行事が維持でき

ない集落が出てきている。篠川は毎年盛んに行っているため、集落の人々の自

負もある。しかし、今回収録した映像は最近のものではなく、十年前のもので

ある。この十年前を最後に特に若年層の人口・参加者が減り、最後に大規模に

踊った映像が残っていたからである。画質・音質ともに現在の水準からすると

劣るものであったが、地域主導ということで、何を見せたいかを優先すること

にした。 
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4-3 「できる」ということ 

 まず強調したいのは、第一回編集会議についての部分で触れたように、母語

としてシマグチを獲得した世代が少なくなった今、「学習言語」としてシマグチ

を身につけた人々が存在することについての地元での理解が行き渡っていない、

ということである。篠川と諸鈍の集落紹介をしてくれたのは、それぞれ地元で

の生活経験の短い人であった。年代も話者の中では比較的若い。それでも編集

委員の依頼で協力をしてくれた人々であるが、明らかに様々な違い、たとえば

アクセントが日本語寄り、音声的な変異、などが見られる。しかし、これも現

在のシマグチの状況を現す記録であるとともに、若い世代にとっては、学習に

よってこのレベルまでくることができるというモデルである。また、30 代の出

演者については、その場で「口移し」で覚えてもらうというような事例もあっ

た。彼らの生活言語は日本語を基層とした現行の方言である。しかし、独特の

アクセントやイントネーションなどは身についており、その場で覚えると言う

ことが可能であったということは、シマグチの習得は可能性があるということ

でもある。古仁屋編に出てもらった秦珠奈（たいじゅな）さんは、中学二年生（当

時）であったが、祖父母に主に育てられたためシマグチの相当の運用能力がある。

「年寄りのつかうもの」というイメージがかなり強いシマグチに、こういった若

い話者がいることを同年代の子供たちが知ることの効果は計り知れない。 

 一方「シマグチの名人」として紹介された人が、シマグチでついに話せなかった

という事例があった。古仁屋編での集落紹介は、それぞれの出身集落の話をしても

らうと言うテーマだったが、ほかの参加者の前で「教養が邪魔をして方言で話せな

い」と言ってしまった。これを機に「話せないのに話せるふりをして、シマグチ大

会の審査員までしていた人」という評価になってしまった。この人を非難するのは

簡単なのだが、問題は別のところにある可能性がある。つまり、改まった場で日本

語共通語以外で話をする経験や能力が誰にでもあるわけではないのである。前節の

「翻訳」にも通じる問題である。年齢や生活歴から考えるとまったくシマグチの運

用能力がないとも考えにくいからである。複雑な背景を持った言語を扱うにあたっ

ては、こういったデリケートな問題が起こりうることを改めて記しておきたい。 

 

５ 集落編の概略と解説  

 ここでは本編のメインの部分である集落編の、それぞれの項目について、収

録順に要約と解説をくわえる。以下数字は本編にならう。 

まえがき  

この映像教材のねらいを、子供向けと大人向けにあげた。編集委員会全体の

意図するところである。 

 

しのかわ（しのほ）へん／篠川篇  

1-1 みてぅ うてぃたぼれ／みっつ売ってください 

 食料品店での買い物の場面。ここでのねらいは序数詞、指示詞である。名詞

文と疑問詞をふくめた文章を盛り込んだ。「よろず屋」的な商店での買い物とい

う、日常的な場面を設定した。すべてのプログラムの中で最初の撮影・制作で

あったため、音声の問題、長さ・量のバランスなど、解決すべき問題があった。

地元商店の協力により撮影できた。 

出演；計省造（編集委員）計隆徳 

 

1-2 ものと場所を指すことば／かずをかぞえよう 

1-1 でのポイントを取り出したものである。アニメーションを入れるなどのア

イデアはその場で話し合いながら積み上げていった。 

出演；勇和江、計省造 

 

1-3 しのかわ（しのほ）ぬしょうかい／篠川の紹介 

一般的な紹介、ということになったと思うが、ほかの集落においてもここで

の形式が踏襲された。その意味で有用な習作となった。金井直利氏は年上の方

に指導を受けながら話をしてくれた。シマグチ学習者の一例である。 

 

1-4 八月踊り 

 すべての集落に独特の八月踊りがあるが、人口減や高齢化で行事が維持でき

ない集落が出てきている。篠川は毎年盛んに行っているため、集落の人々の自

負もある。しかし、今回収録した映像は最近のものではなく、十年前のもので

ある。この十年前を最後に特に若年層の人口・参加者が減り、最後に大規模に

踊った映像が残っていたからである。画質・音質ともに現在の水準からすると

劣るものであったが、地域主導ということで、何を見せたいかを優先すること

にした。 
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ひゅうへん／俵篇  

2-1 くっりや ぬぅだりょうおるかい？／これはなんですか？ 

 ここでのねらいは名詞文のうちでも疑問詞、さらに「使う」「する」などの動

詞と疑問詞とのくみあわせである。それと同時に俵集落の貴重な財産である民

俗資料から近現代のシマの暮らしを伝えることを目指した。俵集落では編集委

員でもある祷一男氏が語りもひとりで全部つとめてくれた。かつては老人会を

中心に伝承活動のモデルとして紹介されたこともあるが、メンバーが減り、祷

氏の判断でこの形態をとった。我々の想定とは違う形になったが、今後も特に

小さな集落ではありうることである。 

 

2-2 瀬戸内のシマの名前 

 祷氏の得意分野でもある民俗史のうち、漢字の地名が本来であると誤解され

ていることの多い地名をとりあげた。歴史的な変遷や異説もあるところだが、

ひとまず「平凡社 地名辞典」と祷氏の知識との突き合わせ、町健次郎氏との

議論の中で現存の集落の旧地名を網羅した。 

 

2-3 ひゅうぬしょうかい／俵の紹介 

 ここでも祷氏の、特に自然信仰やノロ信仰についての知識が発揮された。民

俗資料として貴重な語りだと思う。このように話すべきことを持ち、それを自

身でプロデュースできるような能力のある個人がいる場合は、こちらの設定を

こえてもその人のやりやすいようにするべきである。「記録」のためにはそれが

最善であろう。 

 

2-4 ひゅうこじまぬむんがたり／俵小島の物語 

 かつては小中学校で地域のこども相手によく使われていた伝承活動のコンテ

ンツに、昔話がある。いまでは小学校教員の協力も得られず語られる機会もな

くなったいくつかの話のうち、この話をかたってもらった。全編シマグチだけ

で語ったことは祷氏にとっても初めてあり、貴重なものとなった。 

 

 

 

 

しょどん（しゅどん）へん／諸鈍篇  

3-1 うらや うじで うっかな あんまじゃもんや／ 

あんたがおじさんでかあちゃんはばあちゃんだもんね 

 ここでのテーマは親族呼称である。語彙として必ず必要なものであるだけで

なく家族を通じて地域社会への興味・関心のきっかけになる可能性もある。「と

ぅしのゆえ」（歳の祝い）という今も続く親族・地域社会をまきこんだ祝い事に

は、あらゆる親族が招かれるので、題材としても身近なものである。ただ、年

代や集落によって差が激しい語彙群であり、ほかのバリエーションについてど

う扱うかという課題は残した。 

出演；林京子（編集委員）、徳本明人 

 

3-2 家族と親せき 

 家系図のアニメーションを作成し、音声とともに可視化することで印象に残

るように考えた。しかし本編の中に現れるものと食い違いがあったため、音声

処理などに時間がかかった。 

声；徳本明人  

 

3-3 しょどん（しゅどん）ぬしょうかい／諸鈍の紹介 

 古くからの加計呂麻の中心地で、産業や歴史的な文物も豊富な諸鈍であるが、

ほかの集落とのバランスをとることに苦労した。当たり前のように「諸鈍シバ

ヤ」についての語りが準備されたが、シバヤは芸能編で紹介することにし、シ

マの暮らしの中で祭りに向けて準備する人々の様子をとりいれた。またかつて

の封建的な身分制度の上位にあったことを誇るような語りは、映画のロケ地で

あった話と差し替えた。人々のプライドを傷つけず、かつほかの集落の人々が

見ても誤解のないコンテンツをつくることに心を砕いた。語りを担当した上田

敏也氏も、諸鈍生まれではあるが、シマグチは学習言語である。 

 

3-4 すぃたつくり／砂糖作り 

 いまも続く産業として、精糖を題材とした。かつては数が多かった製糖工場

も少なくなる中、加計呂麻では付加価値をつけて高級品として生き残りをはか

っている。工程を説明するナレーションは動きやそのアスペクトを示す語彙が

豊富で、初級よりも上の学習者にはいい教材になり得る。声；上田敏也 
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 かつては小中学校で地域のこども相手によく使われていた伝承活動のコンテ
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ゆるへん／与路篇  

4-1 だーはちいきゅちな？／どこまで行くの？ 

 与路は離島としての「不利さ」が際立っていている。ほかの集落以上に厳し

い自然も相まって人口流出が止まらない。その中で人々の生活を描くにあたっ

て海と船をテーマにした。瀬戸内町の子どもでも行ったことがない子どもが多

い場所でもある。そして学習者にとって早い段階から重要なものだと考えられ

る、移動をめぐる様々な表現はこのテーマと非常になじみがいいと考えた。距

離もあり、天候の影響をいちばん受けた集落であったが瀬戸内の中でも特に独

特だと言われる保島豊氏の与路方言を記録できたことも成果である。古仁屋出

身の平田誠氏が、若い旅人役として、流ちょうではないが一生懸命にシマグチ

を話そうとする姿勢も、本研究の目的のひとつの具体化である。 

出演；保島豊、平田誠 

 

4-2 移動をあらわす文 

 起点、経由、目的地を現す表現と、少しではあるがアスペクトに触れること

をめざした。 

また本文中にはないが、時間の起点と終点を現す表現が、場所のそれとはシ

マグチでは異なるため、特にとりあげた。 

声；徳永允（編集委員）イラスト 岩元剛  

 

4-3 ゆるぬしょうかい／与路の紹介 

 与路での撮影がかなった貴重な機会を活かせたと考える。集落のコンテンツ

として数年に一度行われるサンゴの石垣の積み替えを計画していたが、台風で

与路港が破壊されるなどの損害があり島に行くことが困難になり、復旧作業な

どに集落の人々が追われ、かなわなかった。そのため与路編はほかの集落に比

べて短くなっている。また当初は保島豊氏によるナレーションを計画していた

が、古仁屋に録音にきてもらうことに困難があった。従って自身与路出身であ

る徳永允氏に担当してもらった。 

 

くにゃへん／古仁屋篇  

5-1 かりゆんことぅが でけりょうぉんにゃ？／借りることができますか？ 

 古仁屋では場面重視のコンテンツを考えた。図書館というなじみのある場所、

島尾敏雄や元ちとせという瀬戸内に縁の深い人物を登場させるなどの工夫をし

た。また現役の中学生を登場させることで、子どもたちとシマグチの距離を近

づけることを考えた。図書館職員役の義永氏も、シマグチのできない世代であ

るが、事前に練習をして臨んでくれた。 

出演；秦珠奈、義永正輝 

 

5-2 動きをあらわすことば 

 文法的なパラダイムを示した。シマグチの動詞にももちろん活用があること

を理解してもらえれば成功である。文法事項の教え方が難しい、子どもたちの

集中力がもたないと言われていた中でのひとつの提案である。 

出演；秦珠奈 

 

5-3 シマジマぬくとぅば／いろいろなシマのことば 

 このパートは、古仁屋の集落紹介にあたる。既述のように、古仁屋はほかの

集落との決定的な違いがある。近代以降都市化が進み、古仁屋以外の出身者が

人口の大半を占めている。そのことが古仁屋の特色であることをわかりやすく

するために、今回取り上げなかった集落の出身者で古仁屋在住の人々に集まっ

てもらった。元町長で伝承活動の象徴的存在でもある義永秀親氏を迎え、長時

間の談話が記録できた。 

出演；義永秀親、中島良、川上ムツ子、昭島良江 

 

６ テキストの編纂 

 DVD をメインにした映像教材としたため、テキストは副次的なものと位置づけ

たが、制作についてはかなりの労力と時間をかけた。「テキストがある」ことは、

その存在自体が瀬戸内の人々の意識に訴えかけることは大きいと思う。あくま

でも「瀬戸内の子ども向け」であることを目指したため、瀬戸内町や奄美語に

ついての基本的な情報は記載しなかったため、瀬戸内町の外に配布するぶんに

ついては、簡単な解説を挿入した。 

 

７ 瀬戸内での反応 

 2013 年の 3月の完成直後にはちょっとしたお祭り騒ぎになり6、地元メディア

                         
6 http://higyajiman.amamin.jp/e325348.html 
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にも取り上げられた7。瀬戸内町の行政、町長や教育長からも今後の「活用」につ

いて考えたいとのコメントもあった。編集委員会の人々も含めある種の達成感があ

った。その後瀬戸内町役場を通じ 41 集落と小中学校、古仁屋高校などに配布され

た。出演者などにも配布され、町内にはある程度行き渡ったはずであった。 

 6月になって状況を知るべくまずはコンテンツを収録した5集落の関係者から

話を聞いた。共通していたのは自分の集落が含まれたコンテンツ以外はほとん

ど見なかったということであった。集落の名前をタイトルにしたものとは別に

「芸能編」としてシマウタなどを収録したパートがあるのだが、そこを少し見

たという回答があった。高齢者のみならずその合併を経験していない世代にも

「旧村」が強く意識されている。「地域主義」的なものは根強い。そのためそ

れぞれの旧村から一つずつ題材とする集落を選ぶ方針は、編集委員会の中で賛

意を得た。逆にこのときに他の地域や集落には興味が無いということに考えが

至らなかった。それぞれのパートに集落の名前を冠したことで、自分に関わり

がある・ない、の判断が働いてしまったのだ。その後この 5 集落以外の場所で

「瀬戸内のシマグチ」の認知について聞き取りをするのだが、自集落の近くあ

るいは親族がいるなどのなんらかのきっかけがないと見る動機にならないこと

がわかった。興味をもって全てを通しで見たというコメントをくれたのは、「I

ターン」と呼ばれる移住者の人だった。 

 さらに深刻だったのは、これら 5 集落には編集委員が必ず一人はいたにも関

わらず「子どもに見せる機会を作った」という回答が皆無であったことである。

編集委員は子ども向けに伝承活動に関わってきた人々に参加してもらっており、

もちろんこれら映像コンテンツの目的は何度も説明し理解してもらっていたは

ずであるが、見せた相手はもっぱら高齢者だった。そしていま一つの大きな誤

算は「DVD プレイヤーが普及していない」ことであった。これまでの現地での研

究調査の中で、もちろん個人宅にあげてもらうことは何度もあった。PC も AV 機

器も見かけたように思ったがたとえば D 集落ではポータブルの DVD プレイヤー

を買うことから始めたという。 

 

８ 学校での反応 

 2016年9月に二度にわたって瀬戸内町内の14ある小中学校の内12校に訪問、

校長に聞き取りを行った。 

                         
7 http://tundie.blog.jp/archives/7858611.html 

・「瀬戸内のシマグチ」の認知 

・内容を見たか 

・評価 

・担当教員個人のシマグチと伝承活動への興味 

・地域の活動との連携・コミットメント 

・「子ども島口大会」への取り組み 

・シマグチ継承の意義 

・その他（教員の構成、児童生徒の構成など） 

 

「瀬戸内のシマグチ」は学校での使用も視野に入れて作成した。これは編集

委員会のメンバーだけでなく、奄美そして琉球語圏全域に言えることであるが、

学校教育の中で「方言」が奪われたという記憶が強いことがその理由としてあ

げられる。今でこそ学校で禁止されることはなくなったが、かつて学校は方言

撲滅の一つの象徴であった。8さらに地域社会の中での学校の「権力性」も付け

加える必要があるだろう。学校を持つ集落はそれを自分たちの集落が持たない

集落に対して優位であると考えて来た。実際人口が多い、すなわち産業があり

豊かな集落であることのわかりやすいしるしであった。さらに近年の少子化で

休校・廃校が相次ぎ、学校のそういった象徴性はより強くなっているともいえ

る。郵便局とともに「中央とつながる」感覚は、都市部に住む人間には理解し

にくいものだと思う。そういった通常期待されている以上の役割を与えられて

いる学校でシマグチが教えられることは、わかりやすいシマグチの「復権」な

のである。 

 学校ごとの対応の「ばらつき」は、教員個々人の「興味」によるということであ

ろう。質問項目のうちの「教員の構成」で最も重要な質問は、教員（職員も含む）

のうちどれくらいが奄美（大島郡）出身者であるかと言うことであった。 

 鹿児島県の小中学校の教員は 1970 年代半ばに導入された「三地区制」と呼ば

れる勤務地のローテーションの制度がある。これは離島部に赴任を希望する教

員が少なかったこと、1945 年まで、米軍占領期に教員になった地元出身者が多

かった奄美で、その年代の人々の退職が始まり教員の数が不足したからだとさ

れている。傾向としては、教員になりたての若い時期にその「義務」を果たし

多くは三年程度で島を離れるか、教頭や校長の管理職になってから赴任するか
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にも取り上げられた7。瀬戸内町の行政、町長や教育長からも今後の「活用」につ
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7 http://tundie.blog.jp/archives/7858611.html 
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れる勤務地のローテーションの制度がある。これは離島部に赴任を希望する教

員が少なかったこと、1945 年まで、米軍占領期に教員になった地元出身者が多

かった奄美で、その年代の人々の退職が始まり教員の数が不足したからだとさ
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のどちらかの場合が多い。 

 大島郡出身者の教員の場合、奄美勤務を希望する者は認められることが多い

とされている。また臨時採用の教員や、事務職やいわゆる用務員は現地採用の

ために構成員全体で見ると奄美出身者の教職員が一定割合で学校現場にいるこ

とになる。奄美出身者であれば必ずシマグチに理解があるというような断定は

できないが、鹿児島出身の教員に時折みられるある種の偏見は少なくともない。 

 とはいえ 3年から 5年で教員の構成は全く変わることが宿命づけられており、

その都度学校と集落の関係はかわり、シマグチへの取り組みも安定していると

はいえない。集落の人々もその点はよく理解しており、奄美出身の校長教頭の

赴任は歓迎される。かつての歴史的な経緯から、鹿児島出身の教員については

評価が厳しい時があるのも事実で、うまくいかないときには「あの先生は鹿児

島だから」で片付けられてしまう。学校と集落の関係はその教員、特に管理職

の離任まではぎくしゃくしてしまう事例を筆者もいくつか見ている。 

 またもう一つの理由として小中学校の、特に正課の時間の余裕のなさであろ

う。シマウタやシマグチの活動はどうしても課外になり、生徒をどのようにつ

なぎ止めるかという別の問題が出てくる。そしてここでもやはりメディアをど

のように見せるのかという問題が出てくる。どの学校にも再生装置とモニター

はあるのだが、子どもを集めて時間を作るという方が問題となってくるようだ。 

 

９ 「瀬戸内のシマグチ」の与えた課題と『瀬戸内のシマグチ２』」  

地域社会、行政関係者、学校関係者などへのフォローアップ調査のうち、集

落と学校の話に少しずつ立ち入ったが、次への課題としての問題点が見えてき

た。以下特に続編を立案する際に考慮に入れたものを中心に列挙していく。 

 

a メディアの形態 

 既述の DVD という配布の形が予想外な障害だったということ以上に深刻だっ

たのは、「瀬戸内のシマグチ」が映像媒体ではなく「本」だと理解されていたこ

とである。これはその体裁によるところが大きいであろう。確かにそれは本に

見えて、メインであるはずの DVD は巻末の付録だとしか思えない。説明文をつ

け、テキストはあくまでも映像を補うものであることを強調したが、「おもしろ

く読みました」のような感想があった。 

また数冊を寄贈した町立図書館でも、本館と移動図書館それぞれで何度か貸

し出しされているが、DVD は未開封のままである。「開けてはいけないもの」と

思われるようである。またコピーすることを前提とした製本も、ページを破る

ことに抵抗があると複数の感想を得た。これらの問題を解決することが課題と

なった。 

 

b コンテンツの問題、特に長さについて 

 「瀬戸内のシマグチ」は大きく 6 つのチャプターにわかれ、さらに全部で 30

を越えるコンテンツタイトルがある。最初の取り組みということで欲張ってし

まったことは否めない。地元からの編集委員や集落の人々の希望をできるだけ

取り入れようとした結果でもあるため、その点では目的は果たせたが、編集で

簡単にカットするというわけにいかなくなった。使いやすさという点では「記

録」と「教材」が混在する中でわかりにくいものになったとも言えよう。特に 5

分を越えるような長いプログラムは見る側の集中力を欠くことも理解できた。

なにを優先するか、見せたいものはなにかをはっきりさせること、色々盛り込

むことで散漫になることを避けることが次の展開につながると考えた。 

 

ｃ「規範」との対決 

 巻末の学校調査にも一部反映されているが、「正しいシマグチ」という意識が

人々の中に確実に存在する。正しさは古さであり、年長者が話すシマグチはよ

り正しいとされる。これはなにも瀬戸内や奄美に特有の意識ではなく、世界中

の継承が危ぶまれる危機言語話者コミュニティに見られるものである9。これを

「古典主義」と言い換えれば、あらゆる言語に共通しているとも言えよう。し

かしそういった規範主義は言語の継承の妨げにはなっても助けにはならないこ

とは明らかである。そのために若い話者や運用能力が発展途上の話者を積極的

に起用したが、こちらの意図がうまく伝っていない場合がいくつかあった。ま

たここに前述の「地域主義」が顔を出すことがある。「シマグチ」や沖縄の「し

まくとぅば」は言語の「固有名詞」もしくは「総称」ではないと言える。本来

シマとよばれるそれぞれの集落共同体に「特有」だと考えられていることばの

一般名詞であり、「瀬戸内のシマグチ」という名付けそのものがある種の矛盾を

                         
9 世界中どこでも「いちばん上手な人は誰？」「うちのばあちゃん！」というようなことが

繰り返されていると国際学会などでも話題となる。そしてその「ばあちゃん」に同じこと

を聞くと「うちのばあちゃん」というはずである、と。”Who is the best speaker?” “My 
granny is”とでも訳せるのか。 
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のどちらかの場合が多い。 

 大島郡出身者の教員の場合、奄美勤務を希望する者は認められることが多い

とされている。また臨時採用の教員や、事務職やいわゆる用務員は現地採用の

ために構成員全体で見ると奄美出身者の教職員が一定割合で学校現場にいるこ

とになる。奄美出身者であれば必ずシマグチに理解があるというような断定は

できないが、鹿児島出身の教員に時折みられるある種の偏見は少なくともない。 

 とはいえ 3年から 5年で教員の構成は全く変わることが宿命づけられており、

その都度学校と集落の関係はかわり、シマグチへの取り組みも安定していると

はいえない。集落の人々もその点はよく理解しており、奄美出身の校長教頭の

赴任は歓迎される。かつての歴史的な経緯から、鹿児島出身の教員については

評価が厳しい時があるのも事実で、うまくいかないときには「あの先生は鹿児

島だから」で片付けられてしまう。学校と集落の関係はその教員、特に管理職

の離任まではぎくしゃくしてしまう事例を筆者もいくつか見ている。 

 またもう一つの理由として小中学校の、特に正課の時間の余裕のなさであろ

う。シマウタやシマグチの活動はどうしても課外になり、生徒をどのようにつ

なぎ止めるかという別の問題が出てくる。そしてここでもやはりメディアをど

のように見せるのかという問題が出てくる。どの学校にも再生装置とモニター

はあるのだが、子どもを集めて時間を作るという方が問題となってくるようだ。 

 

９ 「瀬戸内のシマグチ」の与えた課題と『瀬戸内のシマグチ２』」  

地域社会、行政関係者、学校関係者などへのフォローアップ調査のうち、集

落と学校の話に少しずつ立ち入ったが、次への課題としての問題点が見えてき

た。以下特に続編を立案する際に考慮に入れたものを中心に列挙していく。 

 

a メディアの形態 

 既述の DVD という配布の形が予想外な障害だったということ以上に深刻だっ

たのは、「瀬戸内のシマグチ」が映像媒体ではなく「本」だと理解されていたこ

とである。これはその体裁によるところが大きいであろう。確かにそれは本に

見えて、メインであるはずの DVD は巻末の付録だとしか思えない。説明文をつ

け、テキストはあくまでも映像を補うものであることを強調したが、「おもしろ

く読みました」のような感想があった。 

また数冊を寄贈した町立図書館でも、本館と移動図書館それぞれで何度か貸

し出しされているが、DVD は未開封のままである。「開けてはいけないもの」と

思われるようである。またコピーすることを前提とした製本も、ページを破る

ことに抵抗があると複数の感想を得た。これらの問題を解決することが課題と

なった。 

 

b コンテンツの問題、特に長さについて 

 「瀬戸内のシマグチ」は大きく 6 つのチャプターにわかれ、さらに全部で 30

を越えるコンテンツタイトルがある。最初の取り組みということで欲張ってし

まったことは否めない。地元からの編集委員や集落の人々の希望をできるだけ

取り入れようとした結果でもあるため、その点では目的は果たせたが、編集で

簡単にカットするというわけにいかなくなった。使いやすさという点では「記

録」と「教材」が混在する中でわかりにくいものになったとも言えよう。特に 5

分を越えるような長いプログラムは見る側の集中力を欠くことも理解できた。

なにを優先するか、見せたいものはなにかをはっきりさせること、色々盛り込

むことで散漫になることを避けることが次の展開につながると考えた。 
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 巻末の学校調査にも一部反映されているが、「正しいシマグチ」という意識が

人々の中に確実に存在する。正しさは古さであり、年長者が話すシマグチはよ

り正しいとされる。これはなにも瀬戸内や奄美に特有の意識ではなく、世界中
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とは明らかである。そのために若い話者や運用能力が発展途上の話者を積極的
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たここに前述の「地域主義」が顔を出すことがある。「シマグチ」や沖縄の「し

まくとぅば」は言語の「固有名詞」もしくは「総称」ではないと言える。本来

シマとよばれるそれぞれの集落共同体に「特有」だと考えられていることばの

一般名詞であり、「瀬戸内のシマグチ」という名付けそのものがある種の矛盾を
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抱えることは既に述べたが、シマごとの違いは現実ではあるが場面によっては

誇張され、もはやその違いがわかる人、使い分けができる人がいないような状

況でもこの言説だけが生き残るのは「ばあちゃん最強説」同様にシマそのもの

の存続が危うい現状では拘泥することに意味は無いといえよう。この点につい

ても繰り返し訴える必要があるだろう。 

 

d 学校からの「切り離し」 

 1-3 で述べたことの繰り返しになるが、人々の意識の中にあるシマグチの衰退

への学校教育における「補償」の要求と学校現場の現状はあまりにもかけ離れ

ている。沖縄県域との大きな違いは、奄美が教育を含む行政を鹿児島に支配さ

れていることである。奄美群島だけで独自のことをすることは難しい。もちろ

んその範囲でできるだけのことをしている学校や教員個人もたくさんいるのだ

が、限界はある。さらに生活言語である「シマグチ」は本来集落共同体のコミ

ュニティ言語であり、その中で育まれ伝えられてきたものである。この「原点」

に回帰するべく、学校以外での教育、たとえば公民館活動などの社会教育に「返

す」手段となり得る方法を提案することが求められると考えた。これはもちろ

んコミュニティの人々の意識を変えることも含んでいる。 

 

e 編集に関わるスタッフについて 

 「瀬戸内のシマグチ」では我々と地元の伝承活動に関わっている/関わってい

た人々で編集委員会を組織し編集にあたった。伝承活動の主体は地元の人々で

あるべきだという考えからである。もちろんこの考えは今も変わってはいない

が、これまで述べてきたようなシマグチを取り巻く環境に変化を起こすために

は、従来の「送り手はネイティブ世代」という構図を変えることも方法の一つ

だと考えた。またよそ者」である筆者ら研究グループは彼ら・彼女らに依存し

ていたともいえる。そのため今回は研究グループと、若手の「唄者」（詳細は後

述）、撮影・編集担当者だけで製作することを試みた。もちろん前回の編集委員

と周辺にはきちんと説明をしたうえで少人数での作り込みを目指した。 

 

10 研究と制作計画について 

1 で述べてきたような背景から「瀬戸内のシマグチ２」の研究計画は次のよう

なものとなった。 

主に公民館活動など社会教育の場面での教材の活用をめざす。また運営側に

特別な知識や過度の負担がかからないようなプログラムの設計を実際に活動を

しながら行う。その目的は  

①伝統芸能や地域活動、風物などを題材とした教材と日常の活動を通じて、子

どもに伝統的なコミュニティは現在も有効で、その地域社会に育まれている

という感覚を獲得すること。  

②これまで「方言」だと貶まれてきた歴史社会的背景に気づき、自分に関わりのある

言語と文化について正しい理解をすること。それらを通じて「古くさい年寄りの使

うもの」という言語意識から解放することで言語継承への意識が高まること。  

③学校現場では郷土教育の教材として活用できる。また奄美以外の出身の教員

にとっても奄美の理解に有用なものとなり得ること。 

 

③についてはこれまでの議論と矛盾するかのように見えるが、活動の主体と

しての集落共同体とする際に学校が完全にその外にあるとも言いがたい。重要

なのはむしろ人々の意識の問題で、学校を複数ある装置の一つと考えれば利用

価値のあるものであることは間違いない。 

 

 またこれまで「高齢者」と「こども」の間の関係にのみ限定されてきたシマ

グチの伝承活動を集落共同体全体が主体であるとすること、言語そのものを教

えるというところから、言語を媒介とした文化に興味を持つようなコンテンツ

を目指すこともあわせ骨子とした。そして教材の作成にとどまらずそれをどの

ように使っていくかの提案までを目指すこととした。 

 

10-1 コンテンツ作成①〜シマウタを素材に 

 危機言語を扱う国際学会 Foundation for Endangered Languages は 2016 年の

大会で 20 回目を迎えるが10、2015 年のルイジアナ、チューレーン大学での大会

のテーマは”The Music of Endangered Languages”であった。つまり危機言語

の維持に音楽がいかに貢献できるのかというもので、二日間にわたって世界中

の 28 の事例研究が報告されている11。もちろん音楽といいながら、そのほとん

                         
10 2014 年の大会は Uchinaa つまり沖縄で開催され、筆者も基調講演を行ったが、琉球（諸）

語の研究は世界的な注目が集まっていると言える。言語学的なバラエティと歴史・社会的

背景の複雑さなどがその理由であろう。 
11 http://www.ogmios.org/conferences/2015/program.php 
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どの事例が歌についてのものである。言えることはつまり世界中の危機言語コ

ミュニティで歌が言葉を伝えているが、逆にいうと歌が有効な手段になり得る

ような伝承の危機が共通しているということでもある。ここでの議論の中心は

言語の”preservation”であったとも言える。つまりこれまでの言語伝承は、

言語維持”maintenance”を目指してきた。コミュニケーションの手段としての

日常の使用に耐えるだけの言語であることを、あるいはそこまで復活させるこ

とを目指してきた。しかしながらそれが困難になる言語が多い中で音楽や韻文

などの芸能や文学作品の中に「保存」しておくことも議論され始めたと言える。

これはもちろん「妥協」だとも考えられるし、「戦術」あるいは事態が好転した

際への「備え」とも考えられる。 

 現在の奄美の日常の中でもっともシマグチが使われる場面が「シマウタ」で

ある。沖永良部と与論島のそれはいわゆる琉球音階で、徳之島以北では和音階

でという違いはあるが、ほかの琉球語圏同様シマウタは生活に根付いている。

この「根付いている」という感覚は説明しにくいが、興味のある・なしはともあれ

シマウタを聞いたことがない人は子どもも含めていないであろう。シマウタを題材

とすることは「瀬戸内のシマグチ」についての聞き取りの中でも複数挙げられた。

そこで瀬戸内町を拠点に活動をし、長い間子ども向けに指導もしている永井しずの

氏、同じく瀬戸内町在住で高校生の頃から一線で演奏活動をしている米田みのり氏、

瀬戸内町出身で現在は関西を拠点に演奏活動をしている里朋樹氏に出演を依頼、快

諾を得てシマウタを中心としたコンテンツを作成することになった。そしてこれら

を「シマウタとぅシマグチ」とタイトルすることにした。 

特に永井氏の参加は、普段シマウタに絡めてシマグチを教えている経験からのアドバ

イスをもらうことができた。「シマウタとぅシマグチ」の構成に大いに助けになった。 

 

10-2 コンテンツ作成②〜再編集とテキスト 

 1-4,b で述べたように「瀬戸内のシマグチ」では多くのタイトルを盛り込んだ

が故にそれぞれの狙いがぼやけてしまったきらいがある。そのなかでも特に独

立したコンテンツとして教材として抜き出すことができ、時間も短く編集でき

るものを再編集することにした。序数詞と指示詞を扱った「数をかぞえることば・

場所を指すことば」、親族呼称と漢字表記導入以前のオリジナルの地名を扱った「家

族と親せき・瀬戸内のシマの名前」、移動に関する起点・終点、動詞のテンスとアス

ペクト、動詞の活用を扱った「移動をあらわすことば、動きをあらわすことば」の3

タイトルを「シマとぅシマグチ」として再編集することにした。またこれらのタイ

トルの選定の基準として、字幕スーパーだけで見られるかどうかということも検討

した。「瀬戸内のシマグチ」では書き起こしのテキストをつけ、それ故に「本」だと

捉えられたことは既に述べたが、大きな方針の転換としてテキストをつけないとい

う決定をした。そのため「シマウタとぅシマグチ」も全部字幕で処理をすることに

なり、その上で唄者たちと構成を考えることになった。 

 

11 メディアとデバイスの問題の解決策 

 DVD でコンテンツを配布することを巡る問題は制作に入っても解決しないま

まであった。前回同様 DVD にすることを考えていたところに、新しい形のデバ

イス、電子ブックの情報を得た。商品名は Book de Movie12というそれは、本来

は販促などのプレゼン用のツールとして開発されたものである。素人が一言で

表現するとすれば、ネットにつながらないタブレット端末である。DVD の代替案

として最初に考えたのは web へのアップであったが、瀬戸内町ではまだネット

環境が整備されていない。wi-fi もきわめて限られた場所にしかなく、スマホや

モバイルPC なども、子どもや若者が都市部ほど持っていると考える理由がない。開発

者のはなしでは、ネット環境のないところで動画を見ることに特化したために、現在の

形になりしかも比較的安価に製品化できたとのことであった。コンテンツの配布と同時

にそれを見るデバイスも配れるという意味では我々が求めている形であった。これで子

どもたちにも、もちろん大人でもすぐにコンテンツを見ることができるようになった。

さらにもう一つの課題の解決策ともなった。すなわち「集まって見る」という縛りから

解放され、一人でも少人数でもコンテンツを見ることができるようになったのである。

新しいデバイスの提案で子どもたちの興味をひくことも期待される。 

 

                         
12 http://www.tarohs.net/bookdemovie/index.html に詳しい。 
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12 「瀬戸内のシマグチ」の経験から 

 今後時間をかけていろいろな層の人々に意見をもらい、ネイティブ世代では

ない人にもシマグチの導入の「送り手」となり得る可能性を模索したい。また

ここで制作したコンテンツ群は、web 上での公開も想定して作られている。アー

カイブする、あるいは教材として公開することについても十分対応できるはず

である。どのようなコンテンツがもとめられているかだけでなく、こちらがど

のような提案をすれば学習者や伝承活動に関わる人々の活動に寄与できるかは

常に考えるべきで、それは言語学的な研究の興味や目的と必ずしも合致すると

はいえない。研究者のためのアーカイブやサイトではないことを目的とするの

であれば、この二つの試みでためしたような現場の人々の計画段階からの参加

が望ましいとも考える。 

  

13 コンテンツの一例 

以下にあげるのは、「瀬戸内のシマグチ」の中での古仁屋編 5-3 から、談話の

書き起こしと日本語訳、音声記号である。実際の映像とともにこのテキストが

参照できるようなインターフェイスの工夫でいろいろな用途に対応できると考

える。 

さらに単語単位ではないため、用法や文イントネーションなどもわかりやすい。 

 

瀬戸内ぬシマや 56 ぬ村々はら合併し  なとぅりょばん。 

[setoːtinɯʃimaja] [goʒɯɾokɯnɯː mɯɾamɯɾahara gappeːʃi]

 [nattoɾjombaɴ] 

瀬戸内のシマは、 56 の村々が合併して  成り立っている。 

 

ちきゃぎょろや 人口だろ わろーひなてぃ 古仁屋ぬシマなんてぃや 

[ʨikjagɯɾoja] [ʒiŋkoːdaɾo] [waɾoːçinaːtɨ] [kɯɲanɯʃimanantɨ] 

最近は、 人口が   かなりすくなくなって、古仁屋の街だけは、 

 

もともと 8,000 人べへりだろうちいうすが     なまや  

[mɯtɯmɯtɯ hassennimbeheɾidaɾoːʨiːɯsɯga]  [namaja] 

もともと 8,000 人くらいいただろうと言われていますが 今では 

 

あんまり古仁屋ぬシマ 変わんばむ 各田舎田舎や  

[ammaɾi kɯɲanʃima] [kawaɾambam] [kakɯinaːkainaːkaja] 

あまり古仁屋の町では  変わっていないが 各集落では 

 

にゃー とぅまりひなてぃ 学校もねんぐとぅしないような状態なてぃ 

[ɲaː] [tɯmaɾi çinaːtɨ] [gakkom neŋŋɯɾɯʃinaiɴjoːna ʒoːtainatɨ] 

かなり 人口が減少して、 学校がなくなってきている状態になって、 

 

こりゃ つまらんくとぅりゃすかちゅて 心配しゅんとろ。 

[koɾja] [tɯmaɾaɴ khɯtɯɾjasɯkaʨɯte] [ʃimpai ʃɯntoɾo] 

これは 困ったことだと、  心配しているところです。 

 

また くん古仁屋や 各シマジマぬちゅんきゃぬ かんうってぅもち 

[mata] [kɯn kɯɲaja] [khakɯʃimaʒimanɯʨɯɲkjanɯɴ][kanɁɯtteɯmoʨi] 

また、 この古仁屋は、 各集落（シマジマ）の人達が こちらへ移ってきて、 

 

古仁屋ぬ町や形つくらっておる        うらうむぅんちょう。 

[kɯɲanɯmatʨa kataʨitɯkɯɾateɯɾjaː] [ɯɾamɯnʨo] 

古仁屋の町はできている、  そのように思います。 

 

きゅうや 各シマジマはら  かんうってうもちゃん代表し  

[kjɯja]       [khakɯʃimaʒimaɾa]  [kanɁɯtteɯmoʨaɴ daiçoːʃi] 

今日は、 シマジマから、  こちらへ移ってきた方々を代表して、 

 

にんじょばあまてぃもろうてぃ 各シマジマぬむんがたり 

[ninʒoba atɯmatɨmoɾaːtɨ]  [khakɯʃimaʒimanɯɴ mɯŋgataɾi] 

何人かの方に集まってもらって、 シマジマの物語、 

 

各シマジマぬくとぅばぬ流れ  くとぅばぬちげぇ  

[khakɯʃimaʒimanɯɴ khɯtɯbanɯnagaɾe] [khɯtɯbanɯ ʨigeː] 

シマジマのことばのうつりかわり ことばの違い、  
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うがしゅん      まあ  収録しゅんちことぅだりょうぉんから 

[ɯgaʃɯɴ]  [maː] [ʃɯːɾokɯʃɯnʨɯːkɯtɯdaɾjoŋkaɾaɴ] 

そういったものを   まあ 収録するということですから、 

 

なまはらわんが なんにゃりゃなんにゃりゃ よーりこらよーりこら 

[namahaɾa] [waŋɣa] [ɲaŋɲanaɲaŋɲana] [joːɾigwanajoːɾigwana] 

今から、わたしが 少し少し、  ゆっくりゆっくり 

 

たずねむんしんしりゃ 各シマジマぬくとぅばば  

[tatnemɯɴ ʃiːʃiɾja]  [khakɯʃimaʒimanɯɴ kɯtɯbawa] 

質問をしたりしながら、 各シマジマのコトバを  

 

ふっくでぃもれぼしゃやち うもてぃうりょむん 

[ɸɯkkɯdemoɾegɯʃajaːʨi] [ɯmɯttɯɾjoːmɯɴ] 

記録してもらいたいと   思っています。 

 

うん やっぱ シマジマぬ水ぬ流れぬ 変わりゆんぐとぅし くとぅばだか 

[Ɂɯn] [jappa][ʃimaʒimanɯ mɨtnnagaɾenɯ khawaɾjɯŋŋɯtɯʃi][khɯtɯbadakha] 

うん やっぱり シマジマの 水の流れが 変わるように、ことばも 

 

全部変わゆんからん うるや 自然だりょうばん はげぇー  

[ʒembɯkhawaɾjɯŋkanaɴ] [ɯɾja] [ʃiʒendaɾjoːba] [haɣe] 

みんな変わるから、 それが 自然だろう。 うわー 

 

あまのちゅうのくとぅばぬうむしろさ  

 [amanɯʨɯnɯ khɯtɯbanɯɁɯmɯʃiɾɨsa]  

あのひとの言葉は面白い、 

 

くぅまぬちゅうぬくとぅばやわしゃとぅいっち 

[khɯmanɯʨɯnɯkhɯtɯbaja waːʨatɯiɁiʨi] 

このひとの言葉は悪い、 

 

ちゅぬしまぬくとぅばば へんなことある 不遜しゃり  

[ʨɯnɯʃimanɯ khutɯbawa][hennakɯtaːɾɯ] [ɸɯsoɴʃaː] 

人のシマのことばは 変だよねと 不遜なことを言うとか、 

 

うがししゅんくとぅやあらんど。 

[ɯgaʃiʃɯnnaɾando] 

そのようなことをするのではありません。 

 

 そもそも「自然談話」という考え方自体が言語学者のためにあるような不遜

なことばだと考える。研究者がその場に居ることが既に「不自然」であると考

えないこともそうだ。研究の材料として誰かのことばを切り取る必要はあるの

だが、そのためにことばは存在しているのではないということをいつも忘れた

くないと考える。 

 

14 結語 

 少数言語・危機言語の継承の方法は世界中で模索されている。決定的な方法

や理論が見つかっていないというのが現状である。だからこそ色々な方法を試

し、失敗も含めて積み上げていくことが必要だと考える。今回の試みも完成度

を問うにはまだ少し早い。様々な方法を地域に提案し続けることでまた新たな

アイデアも生まれるであろう。それが外部の研究者からでなく、地域社会、「シ

マ」から出てくることが理想なのであるが。  

 ひたすら記録を積み上げるというアーカイブの役割とともに地域社会に還元

できる成果をと考えたときに、この試みで得た知見は役に立つと考えている。 

 

前田達朗 2006「奄美大島瀬戸内町における『シマグチ』伝承活動-ひとびとの言

語意識のてがかり」 

多言語社会研究会年報 4号』PP5-29 三元社 

前田達朗 2010「『経験』としての移民とそのことば」「ことばと社会」12 号 特

集 移民と言語②PP129-153 三元社                                                   

前田達朗 2013 「奄美方言の小学生向け映像教材の開発とその活用法についての

研究」『2012年度第7回児童教育実践についての研究助成事業 研究成果報告集』

博報財団 明治書院 
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沖縄県うるま市平安座方言の動詞と形容詞の活用 

當山 奈那 

 

１ 動詞 

 

沖縄県うるま市平安座方言（以下、平安座方言）の動詞がもつ形態論的なカテゴリーに

は、現代日本語の動詞と同じように、テンス、ムード、みとめかた、ていねいさ、アスペ

クト、やりもらいがある。形態論的なカテゴリーは、それを構成する形態論的な形をパラ

ディグマティックな体系に統一する一般化された意味・特徴である。個々の形態論的なカ

テゴリーには、派生（文法的な接尾辞）によってあらわされるもの、補助的な単語（補助

動詞、コピュラなど）とのくみあわせによってあらわされるもの、語尾のとりかえによっ

てあらわされるものがある。 

個々の形態論的な形式は、語幹、語尾、助辞などの形つくりの要素の分化している。語

幹は「原則として、それぞれの活用形に共通な要素であって、それらが特定の動詞の（活

用以外の）特定のカテゴリーに属することを表現するやくわりをもっている要素」であり、

語尾は「同一の（活用以外の）カテゴリーに属する個々の活用形を特徴づけるやくわりを

もった要素のうち、基本的なもの」である。語尾は文法的な意味に応じで変化する部分で、

残りの変化しない部分が語幹である。語幹と語尾の境界には、「-」を挿入する。 

おのおのの動詞がどのように語幹を形成し、どのような語尾をともなって活用形を作る

ということは、個々の動詞の形つくりにとって重要である。語幹と語尾の形成は、動詞の

活用のタイプに分類する上でも重要になる。また、個々の活用形の形つくりをみることに

よって、個々の活用形の成り立ちをしるうえでも重要である。 

【表】動詞「kamuɴ（食べる）」の語形変化  
      テンス  
ムード  

非過去形  過去形／第二過去形  

直説法  非強調形  kam-uɴ（食べる）  ka-daɴ（食べた）／kamutaɴ 
強調形  kam-iru（食べるのだ）  ka-daru（食べたのだ）／  

kam-utaru 
質問法  肯否質問  kam-uɴ（食べるか）  ka-daɴ（食べたか）／kam-utaɴ

疑問詞質問  kam-uɡa（食べるか）  ka-daɡa（食べたか）／kam-utaɡa
疑い  kam-uɡajaː（食べるかな）  ka-daɡajaː（食べたかな）  

／kam-utaɡajaː 
命令法  kam-aː（食べろ）  

勧誘法  kam-a（食べよう）  
連体形  kam-unu（食べる）  ka-danu（食べた）／kam-utanu
連  
用  

中止形  ka-di（食べて） , kam-aːni（食べて）  
同時形  kam-i:ɡinaː（食べながら）  
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形  
条  
件  
形  

原因形  kam-ugutu（食べるから）  ka-dagutu（食べたから）／  
kam-utagutu 

契機形  kam-iːneː（食べると）  

前提形  kam-ura:（食べるなら）  

譲歩形  ka-diɴ（食べても）  

逆接形  kam-uhiɡa（食べるが）  ka-dahiɡa（食べたが）／  
kam-utahiɡa 

目的形  kam-iːɡa（食べに）  
 

動詞は、文のなかの機能にしたがって、終止形、連体形、連用形、条件形などの体系を

もっている。 

終止形は、いいおわりの述語になって文の陳述のセンターとしてはたらくことから、テ

ンス、ムードを表示する形式として文法的な形を発達させている。連体形は、連体的な従

属節の述語になって名詞をかざる形である。連体形も非過去形と過去形の対立があり、終

止形と同様に過去に２系列（第一過去形と第二過去形）があるが、連体形のあらわす時間

は、いいおわりの述語があらわす時間を基準にする相対的なテンスである。 

連用形は、ふたつの出来事をならべ、その時間的な関係を表現するならべあわせ文やふ

たまた述語文のつきそい文（従属文）の述語になる。第一中止形は、形式上、現代日本語

の第一中止形に対応し、単語つくりや形つくりの要素になる。単独では述語にならない。

第二中止形は、現代日本語の第二中止形に対応し、第一中止形に接辞「テ」が接続してい

る。第三中止形は第一中止形にアリ（有り）が接続していて、平安座方言では先行後続の

時間的な関係をあらわすあわせ文の述語でしか使用されないが、伊平屋方言や宮古島方言、

石垣島方言では、単語つくり、形つくりの要素にもなる。 

条件形は、条件づけを表現するあわせ文の従属文の述語になる。 

完成相の直説法の終止形、質問法の非過去形は、第一中止形に存在動詞 uɴ（居る）が補

助動詞としてくみあわさり、音声的に融合したものである。uɴ（居る）が融合した活用形

と、命令形や勧誘形など uɴ の融合しない活用形が同居していることは、平安座方言を含む

沖縄語の動詞の形つくりの大きな特徴である。動詞の活用形には、連体形の非過去 kam-unu、
第二過去形 kam-utanu、条件形 kam-ura:、kam-ugutu、kam-utagutu などの uɴ 融合型の活用

形と、ka-di、kam-aːni、kam-i:ɡinaː、ka-diɴ などのような uɴ 非融合型の活用形とが同居し

ている。これは、動作や変化の進行をあらわしていた uɴ 融合型の動詞とひとまとまりの動

作をあらわしていた uɴ 非融合型の動詞が統合し、融合型の活用形が非融合型の活用形を追

い出した結果であろう。  
 

２ 平安座方言の動詞の形つくりの要素 

 

平安座方言を含む多くの琉球語の動詞には、形態論的カテゴリーとして、テンス、ムー

ド、みとめかた、ていねいさ、アスペクト、ヴォイス、もくろみ、やりもらい、それらを
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時間的な関係をあらわすあわせ文の述語でしか使用されないが、伊平屋方言や宮古島方言、
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構成する文法的な対立のしかた、文法的な形を構成する語幹（あるいは語根）は、現代日

本語の動詞と共有のものを有し、音韻的にも対応している。語尾や助辞も、現代日本語と

対応し、よく似た構造をもつものが少なくない。一方で、琉球語に固有の語尾や助辞、接

尾辞もあって、琉球語独自の形態論的な体系を有している。 

o>u、e>i の狭母音化、それに伴う子音の変化、前後する音声の同化による子音の変化な

どの音韻変化があり、その音韻変化は動詞の語幹、および語尾の音声形式にも及んでいて、

平安座方言の動詞の形つくりを複雑なものにしている。 

平安座方言の動詞の語幹には、基本語幹、音便語幹、連用語幹の三つの変種（ヴァリア

ント）が存在する。この変種の名称は、上村幸雄（1963）による。上村は、この三つの語

幹のほかに「融合語幹」「短縮形語幹」も設定しているが、平安座方言ではこれらは設定

する必要はないと思われる。 

語幹（基本語幹、音便語幹、連用語幹）と語尾の作り方から、平安座方言の動詞は規則

変化動詞と特殊変化動詞に分けることができる、規則変化動詞は、さらに、強変化動詞と

混合変化動詞に分けられる。強変化動詞は、基本語幹と連用語幹の末尾に子音があらわれ、

音便語幹をもつ動詞である。音便語幹には、促音便語幹、撥音便語幹、そして、語幹末子

音が脱落した脱落音便語幹の三つの変種がある。 

混合変化動詞は、基本語幹末に子音があらわれ、連用語幹末と音便語幹末に母音があら

われる、子音語幹と母音語幹の混合した動詞である。 

 基本語幹は、命令形、勧誘形、同時形、条件形にあらわれる。連用語幹は、直説法と質

問法の非過去形、連体形の非過去形の活用形にあらわれる語幹で、歴史的には、語基に人

の存在をあらわす uɴ（居る）が文法化して融合した語形にあらわれるものである。音便語

幹は、直説法と質問法の過去形、中止形、譲歩形にあらわれる。 

 

２．１ 基本語幹 

 

 基本語幹を構成要素にもつ活用形は、その動詞本来の形を保存している場合があって、

当該動詞のなりたちを知る上で重要である。連用語幹も音便語幹も基本語幹から派生して

いて、基本語幹からそのなりたちを説明することができるという点でも基本的である。ま

た、基本語幹は、使役動詞などの文法的な派生形式をつくる語基になるという点でも当該

動詞の基本的な形式である。 

平安座方言      日本語 

強変化        強変化  
Ⅰm num-aɴ（飲まない）  ／num-a:（飲め）  N1m nom-e 
Ⅰb tub-aɴ（飛ばない）  ／tub-a:（飛べ）  N1b tob-e  
Ⅰt muQt-aɴ（持たない）／muQt-a:（持て）  N1t mot-e 
Ⅰt2 taQk-aɴ（立たない）  ／taQkw-a:（立て）  N1t  tat-e 
Ⅰn2 sin-aɴ（死なない）  ／    N1n sin-e 
Ⅰk kak-aɴ（書かない）  ／kakw-a:（書け）  N1k kak-e 
Ⅰd ɴd-aɴ（見ない）  ／ɴd-a:（見ろ）  N2 mi-ro 
Ⅰg kug-aɴ（漕がない）  ／    N1g kog-e 
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Ⅰg wiːg-aɴ（泳がない）  ／    N1g  ojog-e 
Ⅰh ɴzah-aɴ（出さない）  ／ɴzahw-a:（出せ）  N1s das-e 
Ⅰh kuruh-aɴ（殺さない）／kuruhw-a:（殺せ）  N1s koros-e 
Ⅰr1 Ɂur-aɴ（売らない）／Ɂur-a:（売れ）  N1r 
Ⅰr1 tur-aɴ（取らない）／tur-a:（取れ）    
Ⅰr2 Ɂare:r-aɴ（洗わない）／Ɂare:r-a:（洗え）  N1w ara-e 
Ⅰr3 koːr-aɴ（買わない）／     ka-e 
Ⅰr3 wiːr-aɴ（酔わない）／     jo-e 
混合変化      弱変化 

Ⅱe1 kuːr-aɴ（閉めない）     N2e sime-ro 
 niɴd-aɴ（寝ない）      ne-ro 

Ɂakir-aɴ（開けない）      ake-ro 
 sitir-aɴ（捨てない）      sute-ro 
Ⅱe2 Ɂukir-aɴ（起きない）     N2i oki-ro 
 Ɂurir-aɴ（降りない）       ori-ro 
 Ɂutir-aɴ（落ちない）      oci-ro 
Ⅱⅰ  cir-aɴ（着ない）      ki-ro 
特殊変化      特殊変化 

Ⅲ1 h-aɴ（しない）      si-ro 
Ⅲ2 kuːɴ（こない）      koi 
 

 強変化動詞の場合、語幹末の子音は平安座方言と日本語とでよく対応している。Ⅰm、

Ⅰb、Ⅰt、Ⅰk、Ⅰg などである。  
 日本語の強変化動詞の語幹末が母音になる動詞（N１w）に対応する平安座方言の強変化

動詞（Ⅰr2、Ⅰr3）の語幹末に r があらわれる。同様に、現代日本語の弱変化動詞に対応

する平安座方言の動詞の基本語幹末も r になる。平安座方言で語幹末子音が r であらわれ

る現象を、かりまた（2010）にならい、「r 語幹化」とよぶ。 

 古代日本語の f 語幹動詞（基本語幹末子音が f の動詞で、現代日本語の N1w の動詞）に

対応する平安座方言の動詞（Ⅰr2、Ⅰr3）は、基本語幹末にも r があらわれ、r 語幹化する。 

 

２．２ 連用語幹 

 

 強変化動詞の第一中止形は、基本語幹に語尾-i のついたものだが、語幹末の子音が語尾

i の逆行同化によって音韻変化し、第一中止形の語幹が基本語幹と異なる形になった。こ

の語幹の変種が連用語幹である。終止形の直説法、質問法の非過去形、第二過去形、およ

び連体形の非過去形、第二過去形などは、第一中止形をもとにして派生した活用形だが、

語幹（あるいは語基）と語尾や接辞、補助的な単語などとのむすびつき方のつよさの度合

いによって語幹と語尾が融合し、相互に影響して変化した結果、語幹に変種を生じさせた

ものがある。また、特定の活用にかぎってこれらの変化をこうむらなかったものがある。 
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5 

 

基本語幹    連用語幹     
強変化     第一中止形    直説法非過去  
Ⅰm num-aɴ（飲まない）  num-i（飲み）   num-uɴ（飲む）  
Ⅰb tub-aɴ（飛ばない）  tub-i（飛び）    tub-uɴ（飛ぶ）  
Ⅰt muQt-aɴ（持たない）muQc-i（持ち）   muQc-uɴ（持って）  
Ⅰn2 sin-aɴ（死なない）  sin-i（死に）    sin-uɴ（死ぬ）  
Ⅰk ɁaQk-aɴ（歩かない）  ɁaQc-i（歩き）   ɁaQc-uɴ（歩く）  
Ⅰd ɴd-aɴ（見ない）  ɴd-i（見）    ɴd-uɴ（見る）   
Ⅰg kug-aɴ（漕がない）  kuz-i（漕ぎ）    kuz-uɴ（漕ぐ）  
Ⅰh kuruh-aɴ（殺さない）kuruh-i（殺し）   kuruh-uɴ（殺す）  
Ⅰr1 Ɂur-aɴ（売らない）  Ɂu-i（売り）    Ɂu-iɴ（売る）  
Ⅰr2 Ɂare:r-aɴ（洗わない）Ɂare:-i（洗い）   Ɂare:-ɴ（洗う）  
Ⅰr3 koːr-aɴ（買わない）  koː-i（買い）    koː-iɴ（買う）  
混合変化  
Ⅱe1 Ɂakir-aɴ（開けない）  Ɂaki:（開け）    Ɂaki:-ɴ（開ける）  

sitir-aɴ（捨てない）  siti:（捨て）    siti:-ɴ（捨てる）  
Ⅱe2 Ɂukir-aɴ（起きない）  Ɂukiː（起き）    Ɂukiː-ɴ（起きる）  
 Ɂurir-aɴ（降りない）  Ɂuri:（降り）    Ɂuri:-ɴ（降りる）  
Ⅱi cir-aɴ（着ない）  ciː（着）    ciː-ɴ（着る）   
特殊変化動詞  
Ⅲ1 h-aɴ（しない）  hi:（し）    hu-ɴ（する）  
Ⅲ2 kuːɴ（こない）  ʧiː（来）    ʧu(:)ɴ（来る）   
 

 基本語幹末の子音が m、b、d、h、n になる動詞は基本語幹と連用語幹が同音である。基

本語幹末が k、g、t になる動詞の連用語幹は、語尾 i による逆行同化によって破擦音化し、

基本語幹とは異なる形になっている。基本語幹末の子音が r になる動詞（Ⅰr1）の連用語

幹は、語幹末が母音になっていて、基本語幹とことなる形になっている。これは、語尾 i

の影響をうけた口蓋音化によって語幹末の子音 r が脱落したために生じたものである。 

Ⅰr1  ur-i ＞  Ɂuri ＞  Ɂu-i（売り）  
 平安座方言の混合変化動詞の第一中止形語幹末には、長母音があらわれ、r 語幹化して

いる基本語幹とは異なっている。この変種も連用語幹である。古代日本語では混合変化動

詞の基本語幹（連用語幹も）は、語幹末が i になる動詞と e になる動詞の 2 タイプがある

が、平安座方言のばあい、いずれも e になるタイプにさかのぼる。  
 
２．３ 音便語幹 

 
 第二中止形は、第一中止形に助辞 te がついてできているが、強変化動詞のばあい、第一

中止形の語尾-i を含む音節と、助辞 te が相互に影響を与えて変化した結果、語幹と語尾の

再編が行われた。あらたに発生した語幹を音便語幹とよぶ。音便語幹の語幹が母音でおわ

るタイプと促音でおわるタイプがあるが、これは、第一中止形の基本語幹の末尾子音のち
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がいに応じてあらわれる。  
① 母音語幹  
 Ⅰm 動詞とⅠb 動詞の第二中止形の語尾は di である。  

nu-di（飲んで）、ka-di（食べて）、ju-di（読んで）、ku-di（汲んで）、tu-di（飛んで）、

Ɂasi-di（遊んで）、ju-di（呼んで）、Ɂira-di（選んで）  
 r 語幹動詞は、第二中止形の語尾が ti である。  

Ɂu-ti（売って）、tu-ti（取って）、hu-ti（降って）、kwi-ti（くれて）、koːti（買って）、

wiː-ti（酔って）、ara-(t)ti（洗って）  
 Ⅰk 動詞とⅠh 動詞の第二中止形の語尾は ci である。n 語幹動詞のうち「Ɂaɴni-ci（言っ

て）」のみがこのタイプに含まれる。  
Ɂaɴni-ci（言って）、ɁaQ-ci（歩いて）、ka-ci（書いて）、ɴ-ci（見て）、ɴza-ci（出して）、

kuru-ci（殺して）、Ɂutu-ci（落として）、ci-ci（着て）  
 Ⅰg 動詞の第二中止形の語尾は zi である。また、「sinun（死ぬ）」の第二中止形も語尾

は zi である。  
si-zi（死んで）、ku-zi（漕いで）、wi:-zi（泳いで）  

② 促音語幹 

 促音便語幹になる動詞は、Ⅰt 動詞と「切る」である。第二中止形の語幹末が促音にな

る。語尾は ci である。 

muQ-ci（持って）、maQ-ci（待って）、taQ-ci（立って）、ciQ-ci（切って）  
③ 音便なし  
 現代日本語の弱変化動詞に対応する平安座方言の混合変化動詞の第二中止形も語幹尾が

母音でおわるが、現代日本語のばあいと同様に音便現象がおきていないと考える。  
kuː-ti（閉めて）、Ɂaki-ti（開けて）、siti-ti（捨てて）、Ɂuki-ti（起きて）、Ɂuri-ti（降

りて）、Ɂuti-ti（落ちて）、i:-ti（もらって）  
 
２．４ 強変化動詞 

 
 強変化動詞は、下位タイプの分化がはげしく、どの動詞がどんな活用形をつくるのか、

規則を見つけるのが難しい。活用形を導き出す規則は基本語幹末子音によって決まってく

るが、動詞語幹の音環境によって容易にやぶられる。  
(1) m 語幹動詞  
 m 語幹動詞には、numuɴ（飲む）、kamuɴ（食べる）、jumuɴ（読む）、kumuɴ（汲む）など

がある。基本語幹と連用語幹の末尾子音は-m になり、音便語幹は母音になる。音便語幹の

語尾頭子音は d である。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  
num-aɴ（飲まない）   num-uɴ（飲む）  nu-di（飲んで）  
kam-aɴ（食べない）   kam-uɴ（食べる）  ka-di（食べて）  
jum-aɴ（読まない）   jum-uɴ（読む）  ju-di（読んで）  
kum-aɴ（汲まない）   kum-uɴ（汲む）  ku-di（汲んで）  
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(2) b 語幹動詞  
 b 語幹動詞には、tubuɴ（飛ぶ）、Ɂasibuɴ（遊ぶ）、jubuɴ（呼ぶ）、Ɂirabuɴ（選ぶ）などが

ある。基本語幹と連用語幹の末尾子音は-b になり、音便語幹は母音になる。音便語幹の語

尾頭子音は d である。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  
tub-aɴ（飛ばない）   tub-uɴ（飛ぶ）  tu-di（飛んで）   
Ɂasib-aɴ（遊ばない）   Ɂasib-uɴ（遊ぶ）  Ɂasi-di（遊んで）  
jub-aɴ（呼ばない）   jub-uɴ（呼ぶ）  ju-di（呼んで）  
Ɂirab-aɴ（選ばない）   Ɂirab-uɴ（選ぶ）  Ɂira-di（選んで）  
(3) g 語幹動詞  
 g 語幹動詞には、kuzuɴ（漕ぐ）、wiːzuɴ（泳ぐ）などがある。基本語幹の末尾が-g、連用

語幹の末尾子音は-z になり、音便語幹は母音になる。音便語幹の語尾頭子音は z である。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  
kug-aɴ（漕がない）   kuz-uɴ（漕ぐ）  ku-zi（漕いで）  
wiːg-aɴ（泳がない）   wiːz-uɴ（泳ぐ）  wi:-zi（泳いで）  
(4) k 語幹動詞  
 k 語幹動詞には、kacuɴ（書く）、ɁaQcuɴ（歩く）、hataracuɴ（働く）などがある。基本語

幹末が-k、連用語幹末が-c、音便語幹末が母音で、語尾頭子音が c である。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  
kak-aɴ（書かない）   kac-uɴ（書く）  ka-ci（書いて）  
ɁaQk-aɴ（歩かない）   ɁaQc-uɴ（歩く）  ɁaQ-ci（歩いて）  
 
 また、ふつう、命令形は基本語幹に語尾-a:をとりかえることによって作るが、このタイ

プの動詞は語幹が唇音化する。h 語幹動詞の命令形も同様のふるまいをする（kakw-a:（書

け）、ɁaQkw-a:（歩け））。  
Ɂicuɴ（行く）は、基本語幹末子音が-k であり、連用語幹が-c である点で、k 語幹動詞と

みなせるが、音便語幹末の子音は異なる。また、語尾頭子音も z である。第二中止形の語

尾が-zi になるのは、「sinuɴ（死ぬ）」の n 語幹動詞と共通している。Ɂicuɴ（行く）の活用

形のタイプは、k 語幹動詞に、n 語幹動詞の活用語幹のタイプが補充法の手続きによって混

ざったと考えられる。  
基本語幹       ／連用語幹  ／音便語幹  
Ɂik-aɴ（行かない）、ikwa:（行け）／Ɂic-uɴ（行く）／ɴ-zi（行って）、ɴ-zaɴ（行った）  
(5) t 語幹動詞  
 t 語幹動詞には、muQcuɴ（持つ）、maQcuɴ（待つ）がある。基本語幹末が-t、連用語幹末

が-Qc、音便語幹末が-Q で、語尾頭子音が c である。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  
muQt-aɴ（持たない）  muQc-uɴ（持つ）  muQ-ci（持って）  
maQt-aɴ（待たない）   maQc-uɴ（待つ）  maQ-ci（待って）  
 
 なお、一例、「taQc-uɴ（立つ）」のみ、基本語幹末が-k であらわれた。命令形も k 語幹動
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詞のように、taQkw-a:（立て）になる。連用語幹と音便語幹、それぞれの語尾は他の t 語
幹動詞と共通する。  
taQk-aɴ（立たない）   taQc-uɴ（立つ）  taQ-ci（立って）  
(6) d 語幹動詞  
 d 語幹動詞は ɴduɴ（見る）の 1 例のみ確認した。基本語幹と連用語幹が同じ-d であらわ

れ、語尾頭子音が c である。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  
ɴd-aɴ（見ない）   ɴd-uɴ（見る）   ɴ-ci（見て）  
(7) n 語幹動詞  
 n 語幹動詞は、これまで、sinuɴ（死ぬ）と Ɂaɴnuɴ（言う）の二つの動詞が確認されてい

る。しかし、両者はタイプが異なる。sinuɴ（死ぬ）は、b 語幹動詞と m 語幹動詞と同じよ

うに、基本語幹と連用語幹が同じである。音便語幹が母音でおわり、語尾が z で始まるの

は、g 語幹動詞と共通している。  
 もうひとつの Ɂaɴnuɴ（言う）も、基本語幹と連用語幹が同じである。しかし、音便語幹

の語尾頭子音が c である。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  
sin-aɴ（死なない）   sin-uɴ（死ぬ）  si-zi（死んで）  
Ɂaɴn-aɴ（言わない）   Ɂaɴn-uɴ（言う）  Ɂaɴni-ci（言って）  
(8) h 語幹動詞  
 h 語幹動詞は、基本語幹、連用語幹が同じ形であらわれ、語幹末子音が-h である。音便

語幹は母音でおわり、語尾頭子音が c である。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  
ɴzah-aɴ（出さない）   ɴzah-uɴ（出す）  ɴza-ci（出して）  
kuruh-aɴ（殺さない）  kuruh-uɴ（殺す）  kuru-ci（殺して）  
Ɂutuh-aɴ（落とさない）  Ɂutuh-uɴ（落とす）  Ɂutu-ci（落として）  
 
 また、ふつう、命令形は基本語幹に語尾-a:をとりかえることによって作るが、このタイ

プの動詞は語幹が唇音化する（ɴzahw-a:（出せ）、kuruhw-a:（殺せ）、Ɂutuhw-a:（落とせ））。  
(9) r 語幹動詞  

r 語幹動詞には、4 つのタイプが存在する。ひとつは、古代日本語との比較から、「取る」

「売る」などの r 語幹動詞に対応するタイプである。ふたつめは、w 語幹動詞に属するも

の。ここで、「洗う」のみは、連用語幹が異なるので別に分類している。基本語幹末子音

は r で、連用語幹末は母音になっている。  
よっつめは「ciː-ɴ（切る）」のように、音便語幹末に促音があらわれるタイプである。  

基本語幹     連用語幹   音便語幹  
Ⅰr1 Ɂur-aɴ（売らない）   Ɂu-iɴ（売る）   Ɂu-ti（売って）  
Ⅰr1 tur-aɴ（取らない）   tu-iɴ（取る）   tu-ti（取って）  
Ⅰr1 hur-aɴ（降らない）   hu-iɴ（降る）   hu-ti（降って）  
Ⅰr1 kwir-aɴ（くれない）   kwi:-ɴ（くれる）  kwi-ti（くれて）  
Ⅰr2 Ɂare:r-aɴ（洗わない）  are:-ɴ（洗う）  ara-(t)ti（洗って）  
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Ⅰr3 koːr-aɴ（買わない）   koː-iɴ（買う）  koːti（買って）  
Ⅰr3 wiːr-aɴ（酔わない）   wiː-ɴ（酔う）   wiː-ti（酔って）  
Ⅰr4 cir-aɴ（切らない）   ciː-ɴ（切る）   ciQ-ci（切って）  
 
２．５ 混合変化動詞 

 
 混合変化動詞は、連用語幹も音便語幹も同じ形で末尾に母音があらわれる。基本語幹末

に子音があらわれる。母音語幹と子音語幹の混合したタイプである。平安座方言の場合、

基本語幹が強変化動詞化することによって混合変化動詞に移行したものが分類される。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  

Ⅱe1 kuːr-aɴ（閉めない）   kuː-iɴ（閉める）  kuː-ti（閉めて）  
 Ɂakir-aɴ（開けない）   Ɂaki:-ɴ（開ける）  Ɂaki-ti（開けて）  

sitir-aɴ（捨てない）   siti:-ɴ（捨てる）  siti-ti（捨てて）  
iːr-aɴ（もらわない）   i:-ɴ（もらう）  i:-ti（もらって）  

Ⅱe2 Ɂukir-aɴ（起きない）   Ɂukiː-ɴ（起きる）  Ɂuki-ti（起きて）  
 Ɂurir-aɴ（降りない）    Ɂuri:-ɴ（降りる）  Ɂuri-ti（降りて）  
 Ɂutir-aɴ（落ちない）   Ɂuti:-ɴ（落ちる）  Ɂuti-ti（落ちて）  
Ⅱi cir-aɴ（着ない）   ciː-ɴ（着る）    ci-ci（着て）  
 
２．６ 特殊変化動詞 

基本語幹    連用語幹   音便語幹  
h-aɴ（しない）   hu-ɴ（する）   hi-ci（して）  
kuːɴ（こない）   ʧu(:)ɴ（来る）  ʧiː（来て）  

 
【資料】動詞活用一覧  
基本語幹     連用語幹   音便語幹   
強変化  
Ⅰm num-aɴ（飲まない）   num-uɴ（飲む）  nu-di（飲んで）  
Ⅰm kam-aɴ（食べない）   kam-uɴ（食べる）  ka-di（食べて）  
Ⅰm jum-aɴ（読まない）   jum-uɴ（読む）  ju-di（読んで）  
Ⅰm kum-aɴ（汲まない）   kum-uɴ（汲む）  ku-di（汲んで）  
Ⅰb tub-aɴ（飛ばない）   tub-uɴ（飛ぶ）  tu-di（飛んで）   
Ⅰb Ɂasib-aɴ（遊ばない）   Ɂasib-uɴ（遊ぶ）  Ɂasi-di（遊んで）  
Ⅰb jub-aɴ（呼ばない）   jub-uɴ（呼ぶ）  ju-di（呼んで）  
Ⅰb Ɂirab-aɴ（選ばない）   Ɂirab-uɴ（選ぶ）  Ɂira-di（選んで）  
Ⅰt muQt-aɴ（持たない）  muQc-uɴ（持つ）  muQ-ci（持って）  
Ⅰt maQt-aɴ（待たない）   maQc-uɴ（待つ）  maQ-ci（待って）  
Ⅰt2 taQk-aɴ（立たない）   taQc-uɴ（立つ）  taQ-ci（立って）  
Ⅰn2 sin-aɴ（死なない）   sin-uɴ（死ぬ）  si-zi（死んで）  
Ⅰn Ɂaɴn-aɴ（言わない）   Ɂaɴn-uɴ  Ɂaɴni-ʧi（言って）  
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Ⅰr3 koːr-aɴ（買わない）   koː-iɴ（買う）  koːti（買って）  
Ⅰr3 wiːr-aɴ（酔わない）   wiː-ɴ（酔う）   wiː-ti（酔って）  
Ⅰr4 cir-aɴ（切らない）   ciː-ɴ（切る）   ciQ-ci（切って）  
 
２．５ 混合変化動詞 

 
 混合変化動詞は、連用語幹も音便語幹も同じ形で末尾に母音があらわれる。基本語幹末

に子音があらわれる。母音語幹と子音語幹の混合したタイプである。平安座方言の場合、

基本語幹が強変化動詞化することによって混合変化動詞に移行したものが分類される。  
基本語幹    連用語幹   音便語幹  

Ⅱe1 kuːr-aɴ（閉めない）   kuː-iɴ（閉める）  kuː-ti（閉めて）  
 Ɂakir-aɴ（開けない）   Ɂaki:-ɴ（開ける）  Ɂaki-ti（開けて）  

sitir-aɴ（捨てない）   siti:-ɴ（捨てる）  siti-ti（捨てて）  
iːr-aɴ（もらわない）   i:-ɴ（もらう）  i:-ti（もらって）  

Ⅱe2 Ɂukir-aɴ（起きない）   Ɂukiː-ɴ（起きる）  Ɂuki-ti（起きて）  
 Ɂurir-aɴ（降りない）    Ɂuri:-ɴ（降りる）  Ɂuri-ti（降りて）  
 Ɂutir-aɴ（落ちない）   Ɂuti:-ɴ（落ちる）  Ɂuti-ti（落ちて）  
Ⅱi cir-aɴ（着ない）   ciː-ɴ（着る）    ci-ci（着て）  
 
２．６ 特殊変化動詞 

基本語幹    連用語幹   音便語幹  
h-aɴ（しない）   hu-ɴ（する）   hi-ci（して）  
kuːɴ（こない）   ʧu(:)ɴ（来る）  ʧiː（来て）  

 
【資料】動詞活用一覧  
基本語幹     連用語幹   音便語幹   
強変化  
Ⅰm num-aɴ（飲まない）   num-uɴ（飲む）  nu-di（飲んで）  
Ⅰm kam-aɴ（食べない）   kam-uɴ（食べる）  ka-di（食べて）  
Ⅰm jum-aɴ（読まない）   jum-uɴ（読む）  ju-di（読んで）  
Ⅰm kum-aɴ（汲まない）   kum-uɴ（汲む）  ku-di（汲んで）  
Ⅰb tub-aɴ（飛ばない）   tub-uɴ（飛ぶ）  tu-di（飛んで）   
Ⅰb Ɂasib-aɴ（遊ばない）   Ɂasib-uɴ（遊ぶ）  Ɂasi-di（遊んで）  
Ⅰb jub-aɴ（呼ばない）   jub-uɴ（呼ぶ）  ju-di（呼んで）  
Ⅰb Ɂirab-aɴ（選ばない）   Ɂirab-uɴ（選ぶ）  Ɂira-di（選んで）  
Ⅰt muQt-aɴ（持たない）  muQc-uɴ（持つ）  muQ-ci（持って）  
Ⅰt maQt-aɴ（待たない）   maQc-uɴ（待つ）  maQ-ci（待って）  
Ⅰt2 taQk-aɴ（立たない）   taQc-uɴ（立つ）  taQ-ci（立って）  
Ⅰn2 sin-aɴ（死なない）   sin-uɴ（死ぬ）  si-zi（死んで）  
Ⅰn Ɂaɴn-aɴ（言わない）   Ɂaɴn-uɴ  Ɂaɴni-ʧi（言って）  
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Ⅰk2 Ɂik-aɴ（行かない）   Ɂic-uɴ（行く）  ɴ-zi（行って）  
Ⅰk ɁaQk-aɴ（歩かない）   ɁaQc-uɴ（歩く）  ɁaQ-ci（歩いて）  
Ⅰk kak-aɴ（書かない）   kac-uɴ（書く）  ka-ci（書いて）  
Ⅰd ɴd-aɴ（見ない）   ɴd-uɴ（見る）   ɴ-ci（見て）  
Ⅰg kug-aɴ（漕がない）   kuz-uɴ（漕ぐ）  ku-zi（漕いで）  
Ⅰg wiːg-aɴ（泳がない）   wiːz-uɴ（泳ぐ）  wi:-zi（泳いで）  
Ⅰh ɴzah-aɴ（出さない）   ɴzah-uɴ（出す）  ɴza-ci（出して）  
Ⅰh kuruh-aɴ（殺さない）  kuruh-uɴ（殺す）  kuru-ci（殺して）  
Ⅰh Ɂutuh-aɴ（落とさない）  Ɂutuh-uɴ（落とす）  Ɂutu-ci（落として）  
Ⅰr1 Ɂur-aɴ（売らない）   Ɂu-iɴ（売る）   Ɂu-ti（売って）  
Ⅰr1 tur-aɴ（取らない）   tu-iɴ（取る）   tu-ti（取って）  
Ⅰr1 hur-aɴ（降らない）   hu-iɴ（降る）   hu-ti（降って）  
Ⅰr1 kwir-aɴ（くれない）   kwi:-ɴ（くれる）  kwi-ti（くれて）  
Ⅰr2 Ɂare:r-aɴ（洗わない）  are:-ɴ（洗う）  ara-(t)ti（洗って）  
Ⅰr3 koːr-aɴ（買わない）   koː-iɴ（買う）  koːti（買って）  
Ⅰr3 wiːr-aɴ（酔わない）   wiː-ɴ（酔う）   wiː-ti（酔って）  
Ⅰr4 cir-aɴ（切らない）   ciː-ɴ（切る）   ciQ-ci（切って）  
Ⅰr5      a-ɴ（ある）   a-ti（あって）  
Ⅰr6  ur-aɴ（いない）   u(ː)-ɴ（いる）   u-ti（いて）  
混合変化  
Ⅱe1 kuːr-aɴ（閉めない）   kuː-iɴ（閉める）  kuː-ti（閉めて）  
 Ɂakir-aɴ（開けない）   Ɂaki:-ɴ（開ける）  Ɂaki-ti（開けて）  

sitir-aɴ（捨てない）   siti:-ɴ（捨てる）  siti-ti（捨てて）  
iːr-aɴ（もらわない）   i:-ɴ（もらう）  i:-ti（もらって）  

Ⅱe2 Ɂukir-aɴ（起きない）   Ɂukiː-ɴ（起きる）  Ɂuki-ti（起きて）  
 Ɂurir-aɴ（降りない）    Ɂuri:-ɴ（降りる）  Ɂuri-ti（降りて）  
 Ɂutir-aɴ（落ちない）   Ɂuti:-ɴ（落ちる）  Ɂuti-ti（落ちて）  
Ⅱi cir-aɴ（着ない）   ciː-ɴ（着る）    ci-ci（着て）  
特殊変化  

h-aɴ（しない）   hu-ɴ（する）   hi-ci（して）  
kuːɴ（こない）   ʧu(:)ɴ（来る）  ʧiː（来て）  

 
３ 形容詞 

 

琉球諸語の形容詞は、日本語の形容詞と同じく、連体修飾語、述語としてはたらく品詞

である。終止形、連体形、連用形、条件形などの文中での機能を表しわける形式を有する。

形容詞は、述語として機能することからテンスのカテゴリーを有する。しかし、アスペク

ト、ヴォイスなどの文法的カテゴリーを有しない。これらの特徴は、琉球諸語の形容詞が

時間的限定性のないものの特性をあらわしながら、形容詞の連用形にものの存在をあらわ

す動詞を組み合わせて作られることによる。  
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琉球諸方言の形容詞は、形つくりの違いによって、大きく二つのタイプに分けることが

できる。一つは、日本語の第一形容詞（イ形容詞）に相応し、日本語の第一形容詞と語根

を共通にするものである。これを琉球諸語でも第一形容詞とよぶことができる。もう一つ

が日本語の第二形容詞（ナ形容詞）に相当するもので、琉球諸語でも連体形の語尾が na
で現れる。第二形容詞を述語にするときは、モノの存在をあらわす動詞から派生した繋詞

をくみあわせる。繋詞を使用して述語を形成することは名詞と同じである。第一形容詞は

琉球諸語でそれぞれに発達しているが、第二形容詞は語彙の数も少なく、発達していない。  
 
３.１ 第一形容詞 

 
 平安座方言の形容詞は、語幹に接辞 sa を後接させたサ連用形に「有る」に対応する存在

動詞が組み合わさった形式を有する。那覇方言のʔatʃisaN（暑い）、takasaN（高い）、kurusaN
（黒い）などは、サ連用形に存在動詞 aN（ある）が文法化して組み合わさったさり、さら

に融合しているが、平安座方言のサ連用形は、s>h の変化がおきていて、takahaN(高い)、
ɁamahaN（甘い）のようになっている。ただし、一部に ɁumussaN（おもしろい）、wassaN
（悪い）など s を残す語がある。  
 語構成的には「語幹＋サ＋アン（有る）」から成り、存在動詞 aN（ある）と似た語形変

化をする。  
 下に、第一形容詞「takahaɴ（高い）」のパラダイムをあげる。（形容詞のカテゴリカルな

意味としては、特性形容詞、属性形容詞に分類できる）  
【表】第一形容詞 takahaɴ（高い）の活用  

    テンス  
ムード  

非過去形  過去形  

直説法  非強調形  takaha-ɴ（高い）  takaha-taɴ（高かった）  
強調形  takaha-nu（高いのだ）  takaha-tanu（高かったのだ）  

 
質問法  肯否質問  takaha-nu（高いか）  takaha-tanu（高かったか）  

疑問詞質問  takaha-ga（高いか）  takaha-taga（高かったか）  
疑い  takaha-gaja:（高いかな） takaha-tagaja:（高かったかな）  

連体形  takaha-nu（高い）  takaha-tanu（高かった）  
条件形  原因形  takaha-gutu（高いので）

takaha-nu 
takaha-tagutu（高かったので）  

条件形  takaha-ra:（高いなら）  

うらめ条件  takaha-tiɴ（高くても）  
逆接形  takaha-higa（高いけど） takaha-tahiga（高かったけど）  

 

 形容詞は、動詞と同じように直説法、質問法のムード形式をもつが、命令法、勧誘法は

もたない。直説法の強調形と、質問法の肯否質問形、連体形の非過去形と過去形が同じ形

式であらわれる。（条件形の一部の形式も） 
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琉球諸方言の形容詞は、形つくりの違いによって、大きく二つのタイプに分けることが

できる。一つは、日本語の第一形容詞（イ形容詞）に相応し、日本語の第一形容詞と語根

を共通にするものである。これを琉球諸語でも第一形容詞とよぶことができる。もう一つ

が日本語の第二形容詞（ナ形容詞）に相当するもので、琉球諸語でも連体形の語尾が na
で現れる。第二形容詞を述語にするときは、モノの存在をあらわす動詞から派生した繋詞

をくみあわせる。繋詞を使用して述語を形成することは名詞と同じである。第一形容詞は

琉球諸語でそれぞれに発達しているが、第二形容詞は語彙の数も少なく、発達していない。 
 
３.１ 第一形容詞 

 
 平安座方言の形容詞は、語幹に接辞 sa を後接させたサ連用形に「有る」に対応する存在

動詞が組み合わさった形式を有する。那覇方言のʔatʃisaN（暑い）、takasaN（高い）、kurusaN
（黒い）などは、サ連用形に存在動詞 aN（ある）が文法化して組み合わさったさり、さら

に融合しているが、平安座方言のサ連用形は、s>h の変化がおきていて、takahaN(高い)、
ɁamahaN（甘い）のようになっている。ただし、一部に ɁumussaN（おもしろい）、wassaN
（悪い）など s を残す語がある。  
 語構成的には「語幹＋サ＋アン（有る）」から成り、存在動詞 aN（ある）と似た語形変

化をする。  
 下に、第一形容詞「takahaɴ（高い）」のパラダイムをあげる。（形容詞のカテゴリカルな

意味としては、特性形容詞、属性形容詞に分類できる）  
【表】第一形容詞 takahaɴ（高い）の活用  

    テンス  
ムード  

非過去形  過去形  

直説法  非強調形  takaha-ɴ（高い）  takaha-taɴ（高かった）  
強調形  takaha-nu（高いのだ）  takaha-tanu（高かったのだ）  

 
質問法  肯否質問  takaha-nu（高いか）  takaha-tanu（高かったか）  

疑問詞質問  takaha-ga（高いか）  takaha-taga（高かったか）  
疑い  takaha-gaja:（高いかな） takaha-tagaja:（高かったかな）  

連体形  takaha-nu（高い）  takaha-tanu（高かった）  
条件形  原因形  takaha-gutu（高いので）

takaha-nu 
takaha-tagutu（高かったので）  

条件形  takaha-ra:（高いなら）  

うらめ条件  takaha-tiɴ（高くても）  
逆接形  takaha-higa（高いけど） takaha-tahiga（高かったけど）  

 

 形容詞は、動詞と同じように直説法、質問法のムード形式をもつが、命令法、勧誘法は

もたない。直説法の強調形と、質問法の肯否質問形、連体形の非過去形と過去形が同じ形

式であらわれる。（条件形の一部の形式も） 
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01. Ɂiʦati Ɂumuhanu.（会えて うれしい！） 

02. taro:ga mutʦo:nu kurumaɴ kuruhanu?（太郎が 持っている 車も 黒いの？）  
03. magihanu suika（大きい スイカ）  
04. ku:hanu ɴnuʤigwa:（小さい 島ダコ）  
 

文の中での機能にしたがって、終止形、連体形、条件形をもつ。また、テンスによって

過去形と非過去形が対立しているが、過去形はひとつしかない。動詞には、話し手による

直接確認を明示する第二過去形と直接確認について明示しない第一過去形が存在し、対立

しているのとは異なる。 

 否定形式には、takako: ne:ɴ（高くない）のように、「takaku（高く）」にとりたて助辞「ja
（は）」が融合した形式に、ne:ɴ（ない）が組み合わさったものがある。また、Ɂiʦunako:  
ne:ɴ（忙しくない）のように、否定形式の語幹末に「シ」があらわれず、標準語のク活用

型とシク活用型の違いが失われている形容詞もある。  
 
〈感情〉Ɂuturuhaɴ～Ɂuturusaɴ（恐ろしい）、ɁumussaN（楽しい、うれしい）、Ɂiso:haɴ（う

れしい）、ʧimuguruhaɴ（心苦しい）、kanahaɴ（いとしい）

〈生理的状態〉 ja:haɴ（ひもじい）、hi:saɴ（さむい）

〈知覚関係〉karahaɴ（塩辛い、辛い）、ʃi:saɴ（すっぱい）、Ɂamahaɴ（甘い）、ma:haɴ（お

いしい）、ɴʣhaɴ（苦い）

※対象に対する特徴づけと、対象によって引き起こされた話し手の一時的な感覚の両方を

あらわす形容詞。  
〈色と形〉kurudi／kuruhaɴ（黒い）、o:di／o:haɴ（青い）、Ɂakadi／Ɂakahaɴ（赤い）

〈大小関係〉hikuhaɴ（低い）、ku:haɴ（小さい）

〈人の性格など〉ɁumussaN（おもしろい）  
※人の特徴づけをあらわすグループ。名詞であらわれることが多い。

〈評価〉jassaɴ（安い）、hirumahaɴ（不思議だ）、jagamahaɴ（うるさい）、ʃikarahaɴ（つまら

ない）、miʤirahaɴ（珍しい）、

〈その他〉Ɂiʦunahaɴ（いそがしい）

 

また、色形容詞は基本的に第一形容詞の形をとるが、直説法非過去形に動詞の第二中止

形と同じ活用形が用いられることがある。kurudi／kuruhaɴ（黒い）、o:di／o:haɴ（青い）、

Ɂakadi／Ɂakahaɴ（赤い）がこれまでにみられた。これは Im 型動詞と共通している。ただ

し、*kurumuɴ のように Im 動詞の完成相非過去形の形式は使わないとのことである。逆に、

属性形容詞や特性形容詞に分類できる他の形容詞は、色形容詞のような動詞型の活用形は

もたない。  
 

【表】色形容詞 Ɂakasaɴ（赤い）の活用  
      テンス  
ムード  

非過去形  過去形  

直説法  非強調形  Ɂakahaɴ／Ɂakadi（赤い）  Ɂakahataɴ（赤かった）  
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強調形  Ɂakahanu（赤いのだ）  Ɂakahatanu（赤かったのだ）  
質問法  肯否質問  Ɂakahanu（赤いか）  Ɂakahatanu（赤かったか）  

疑問詞質問  Ɂakahaɡa（赤いか）  Ɂakahataɡa（赤かったか）  
疑い  Ɂakahaɡaja:（赤いかな）  Ɂakahataɡaja:（赤かったかな）

連体形  Ɂakahanu（赤い）  Ɂakahatanu（赤かった）  
条 件

形  
原因形  Ɂakahahutu，Ɂakahanu（赤いか

ら）  
Ɂakahatagutu（赤かったので）

条件形  Ɂakaharaː（赤いなら）  

うらめ条件  Ɂakahatiɴ（赤くても）  
逆接形  Ɂakahahiga（赤いけど）  Ɂakahatahiga（赤かったけど）

 

上の表にみられるように、動詞活用型の色形容詞は、連体形はもたない１。中止形（や

条件形の一部）は可能である。  
05. uri to:bi:ra: kurudi, magahanu.（この ゴキブリ、黒くて 大きいな。）  
06. tiɴto:ga Ɂakadi, kaʤi ɸuʧuɴ.（空が 赤いと、 台風が くる）  
 
 主体が〈類〉であり、主体の特性をあらわす形容詞述語文の場合、述語の形式は kurudi
でも kuruhaɴ でもよい。  
07. garasa:ja kurudi／kuruhaɴ.（カラスは 黒い。）  
 

色形容詞で一時的な状態をあらわす場合、安慶名方言では「クルー ソーン（黒くして

いる）」「アカー ソーン（赤くしている）」のように形容詞の語幹にソーン（している）を

くみあわせて述語にすえる２が、平安座ではこの形式は用いないとのことである。かわり

に、kurudo:ɴ のような動詞の継続相の形式や、kurudiru u:ɴ のような第二中止形に焦点化助

辞=ru を後接させ、存在動詞 uɴ（いる）をくみあわせた形式をとる。  
08. saʦunu sudinu kurudo:ɴ. （シャツの 袖が 黒くなっている。）  
09. wano:ja:i! ʔja: kuʦe: kurudiru u:ɴhĩ:.（うわあ！ あんたの 口は 黒くなっているよ）  
 
 色形容詞以外の第一形容詞の場合、一時的な状態はサ連用形に、「スル」の継続相の形式

をくみあわせて表現する。下の例は、話し手が目撃している第三者の一時的な状態をとら

えている例である。11 の例のように「-gisaɴ（～しそう）」の形式を述語に用いることもで

きる。  
10. taro:ja go:kakuhiʧi ʔumusa ho:tahi:ɴ.（太郎は 合格して うれしそうだったよ。）  
11. taro:ja go:kakuhiʧi ʔumusagisaɴ.（太郎は 合格して うれしそう。）  

 

                             
１ kurudiru u:nu のように、焦点化助辞=ru を後接させ、存在動詞 uɴ（いる）の連体形をく

みあわせた形が連体的に名詞を飾ることは可能なようであるが、あまり用例を確認できて

いない。 
２ かりまた（2007）  
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01. Ɂiʦati Ɂumuhanu.（会えて うれしい！） 

02. taro:ga mutʦo:nu kurumaɴ kuruhanu?（太郎が 持っている 車も 黒いの？）  
03. magihanu suika（大きい スイカ）  
04. ku:hanu ɴnuʤigwa:（小さい 島ダコ）  
 

文の中での機能にしたがって、終止形、連体形、条件形をもつ。また、テンスによって

過去形と非過去形が対立しているが、過去形はひとつしかない。動詞には、話し手による

直接確認を明示する第二過去形と直接確認について明示しない第一過去形が存在し、対立

しているのとは異なる。 

 否定形式には、takako: ne:ɴ（高くない）のように、「takaku（高く）」にとりたて助辞「ja
（は）」が融合した形式に、ne:ɴ（ない）が組み合わさったものがある。また、Ɂiʦunako:  
ne:ɴ（忙しくない）のように、否定形式の語幹末に「シ」があらわれず、標準語のク活用

型とシク活用型の違いが失われている形容詞もある。  
 
〈感情〉Ɂuturuhaɴ～Ɂuturusaɴ（恐ろしい）、ɁumussaN（楽しい、うれしい）、Ɂiso:haɴ（う

れしい）、ʧimuguruhaɴ（心苦しい）、kanahaɴ（いとしい）

〈生理的状態〉 ja:haɴ（ひもじい）、hi:saɴ（さむい）

〈知覚関係〉karahaɴ（塩辛い、辛い）、ʃi:saɴ（すっぱい）、Ɂamahaɴ（甘い）、ma:haɴ（お

いしい）、ɴʣhaɴ（苦い）

※対象に対する特徴づけと、対象によって引き起こされた話し手の一時的な感覚の両方を

あらわす形容詞。  
〈色と形〉kurudi／kuruhaɴ（黒い）、o:di／o:haɴ（青い）、Ɂakadi／Ɂakahaɴ（赤い）

〈大小関係〉hikuhaɴ（低い）、ku:haɴ（小さい）

〈人の性格など〉ɁumussaN（おもしろい）  
※人の特徴づけをあらわすグループ。名詞であらわれることが多い。

〈評価〉jassaɴ（安い）、hirumahaɴ（不思議だ）、jagamahaɴ（うるさい）、ʃikarahaɴ（つまら

ない）、miʤirahaɴ（珍しい）、

〈その他〉Ɂiʦunahaɴ（いそがしい）

 

また、色形容詞は基本的に第一形容詞の形をとるが、直説法非過去形に動詞の第二中止

形と同じ活用形が用いられることがある。kurudi／kuruhaɴ（黒い）、o:di／o:haɴ（青い）、

Ɂakadi／Ɂakahaɴ（赤い）がこれまでにみられた。これは Im 型動詞と共通している。ただ

し、*kurumuɴ のように Im 動詞の完成相非過去形の形式は使わないとのことである。逆に、

属性形容詞や特性形容詞に分類できる他の形容詞は、色形容詞のような動詞型の活用形は

もたない。  
 

【表】色形容詞 Ɂakasaɴ（赤い）の活用  
      テンス  
ムード  

非過去形  過去形  

直説法  非強調形  Ɂakahaɴ／Ɂakadi（赤い）  Ɂakahataɴ（赤かった）  
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強調形  Ɂakahanu（赤いのだ）  Ɂakahatanu（赤かったのだ）  
質問法  肯否質問  Ɂakahanu（赤いか）  Ɂakahatanu（赤かったか）  

疑問詞質問  Ɂakahaɡa（赤いか）  Ɂakahataɡa（赤かったか）  
疑い  Ɂakahaɡaja:（赤いかな）  Ɂakahataɡaja:（赤かったかな）

連体形  Ɂakahanu（赤い）  Ɂakahatanu（赤かった）  
条 件

形  
原因形  Ɂakahahutu，Ɂakahanu（赤いか

ら）  
Ɂakahatagutu（赤かったので）

条件形  Ɂakaharaː（赤いなら）  

うらめ条件  Ɂakahatiɴ（赤くても）  
逆接形  Ɂakahahiga（赤いけど）  Ɂakahatahiga（赤かったけど）

 

上の表にみられるように、動詞活用型の色形容詞は、連体形はもたない１。中止形（や

条件形の一部）は可能である。  
05. uri to:bi:ra: kurudi, magahanu.（この ゴキブリ、黒くて 大きいな。）  
06. tiɴto:ga Ɂakadi, kaʤi ɸuʧuɴ.（空が 赤いと、 台風が くる）  
 
 主体が〈類〉であり、主体の特性をあらわす形容詞述語文の場合、述語の形式は kurudi
でも kuruhaɴ でもよい。  
07. garasa:ja kurudi／kuruhaɴ.（カラスは 黒い。）  
 

色形容詞で一時的な状態をあらわす場合、安慶名方言では「クルー ソーン（黒くして

いる）」「アカー ソーン（赤くしている）」のように形容詞の語幹にソーン（している）を

くみあわせて述語にすえる２が、平安座ではこの形式は用いないとのことである。かわり

に、kurudo:ɴ のような動詞の継続相の形式や、kurudiru u:ɴ のような第二中止形に焦点化助

辞=ru を後接させ、存在動詞 uɴ（いる）をくみあわせた形式をとる。  
08. saʦunu sudinu kurudo:ɴ. （シャツの 袖が 黒くなっている。）  
09. wano:ja:i! ʔja: kuʦe: kurudiru u:ɴhĩ:.（うわあ！ あんたの 口は 黒くなっているよ）  
 
 色形容詞以外の第一形容詞の場合、一時的な状態はサ連用形に、「スル」の継続相の形式

をくみあわせて表現する。下の例は、話し手が目撃している第三者の一時的な状態をとら

えている例である。11 の例のように「-gisaɴ（～しそう）」の形式を述語に用いることもで

きる。  
10. taro:ja go:kakuhiʧi ʔumusa ho:tahi:ɴ.（太郎は 合格して うれしそうだったよ。）  
11. taro:ja go:kakuhiʧi ʔumusagisaɴ.（太郎は 合格して うれしそう。）  

 

                             
１ kurudiru u:nu のように、焦点化助辞=ru を後接させ、存在動詞 uɴ（いる）の連体形をく

みあわせた形が連体的に名詞を飾ることは可能なようであるが、あまり用例を確認できて

いない。 
２ かりまた（2007）  
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３.２ 第二形容詞 

 

 第二形容詞は、連体形を標準語の第二形容詞の語尾と同じ「na」にするが、それ以外の

活用形は、名詞述語文を作るときと同じようにハダカの形（語幹）にコピュラ「jaɴ」をく

みあわせてつくる。 

【表】第二形容詞 ganʣu: jaɴ（元気だ）の活用  
      テンス  
ムード  

非過去形  過去形  

直説法  非強調形  ganʣu: jaɴ（元気だ）  
／ganʣu:haɴ 

ganʣu: jataɴ（元気だった）  
／ganʣu:hataɴ 

強調形  ganʣu: jaru（元気なのだ）  ganʣu: jataru（元気だったの

だ）  
質問法  肯否質問  ganʣu: jaɴ（元気か）  ganʣu: jataɴ（元気だったか）

疑問詞質問  ganʣu: jaga（元気か）  ganʣu: jataga（元気だったか）

疑い  ganʣu: jagaja:（元気かな）  ganʣu: jatagaja:（元気だったか

な）  

連体形  ganʣu:na（元気な）  
／ganʣu:hanu 

ganʣu: jatanu（元気だった）  
／ganʣu:hatanu 

条 件

形  
原因形  ganʣu: jagutu（元気なので）  ganʣu: jatagutu（元気だったの

で）  
条件形  ganʣu: jara:、ganʣu: jare:（元気なら）  

うらめ条件  ganʣu: jatiɴ（元気でも）  
逆接形  ganʣu: jahiga（元気だけど）  ganʣu: jatahiga（元気だったけ

ど）  
 

 ただし、直説法の非過去形 ganʣu:haɴ、過去形 ganʣu:hataɴ、連体形の非過去形と過去形

では、第一形容詞と同じ形式をあわせて持っている。意味の違いは確認できなかった。  
12. taru:ja gaɴʣu:haɴdo:ja:.（太郎は 元気だよ。）  
13. nika:he: henʣanu  kkwagwa:ta:  buru  gaɴdzu: jataɴdo:./gaɴʣu:hataɴdo:. 

昔は  平安座の 子供たちは みんな 元気だったよ。  
 

他の活用形もすべて第一形容詞の形式にできるのか、他の第二形容詞も第一形容詞の形

式にできるのか、確認できていない。 

  

なお、本報告のデータは、全て平安座出身／在住の話者 3 名、T・I（S3 生、女性）、M・

T（S4 生、女性）、M・M（S10 生、女性）への面接調査によるものである。 
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式にできるのか、確認できていない。 
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資料 

 
「自治会に来なかった理由」

A：  ei,   Ɂja:mo:  nu:nʧi    ʧinu:  ʤiʧikaiŋkai ku:ntaga? 
 ねえ！ あんたは どうして  昨日、 自治会に  来なかったの？  
B：  bjo:iŋkairu nʤaru.   hokanu tʦuŋkai Ɂanniʧe:taruhçĩ:. 
 病院に 行ったんだよ。他の  人に   言って あったし。  
A：  jaɴ?  Ɂandataru?   ma:nu wassataga? 
   ええ？ そうだったの？  どこが 悪かったの？  
B：  te:kikenʃiɴ jataçĩ:. 
 定期検診 だったの。  
A：  te:kikenʃinja kajo:biru jaɴhani? 
 定期検診は 火曜日でしょう？  
B：  kajo:be: ju:ʤinu Ɂatti,  Ɂiʧi:wantaɴdo:. 
 火曜日は  用事が あって、行けなかったんだよ。  
A：  ʧinu:kara Ɂutanu renʃu:ga haʤimatanda:. 
 昨日から 歌の 練習が 始まったよ。  
B：  na: saŋgwaʧa: jagutu,    he:hanja:. 
 もう サングヮチャー（行事名）なんて、はやいね。  
A：  so:kutu he:haçija:. 
 本当に はやいねえ。  
B：  so:gwaʧinu ʧandu Ɂumura:, na: saŋgwaʧiruçi:. 
 正月が 来たと 思ったら、もう サングヮチャーだね。  
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A：  so:gwaʧiɴ mmiʧiʧi Ɂiʦunahataçi:. 
 正月も  とても 忙しかったね。  
B：  me:niʧi  me:niʧi  Ɂiʦunahaçi:. 
 毎日   毎日   忙しいね。  
A：  handara: naraŋgutu me:niʧi mando:tando:. 
 やらないと いけないことが 毎日 たくさんだったよ。  
 
「カゴを借りたい」

A：  heisari:.  
 こんにちは。  
B：  Ɂo:i,   nu:jaga. 
 はいはい。 なにかな。  
A：  hatakiŋkai ba:kinu  ko:kitijo:. Ɂja: ba:ki karaɸa:. 
 畑で   カゴが   壊れてね。  あんたの カゴを 貸して。  
B：  Ɂo:  ʃimuɴdo:. ʧa: nudi:kwa:. 
 うん、いいよ。  お茶 飲んでおきなさい。  
A：  ʦu:ja  ʧa: numunu hima: ne:çiɴ. 
 今日は お茶を 飲む 暇が ないよ。  

hatakiŋkai handara: naranu ʃigutu aŋgutu. 
畑で やらないと いけない 仕事が あるから。  

B：  na: Ɂiritaɴ.  uri miso:ra:. 
 もう いれた。  ほら、召し上がりなさい。  
A：  na: Ɂikandara: narançi:.   nudi Ɂikai:. 
 もう いかないと 行けないのにね。  飲んで いこうか。  
B：  da: Ɂamɸa  ʦuʦawaɴ  nudi Ɂikada:. 
 さあ、もう   一杯、  飲んで  いきなさいよ。  
 
「先輩と後輩の会話」

A：  na: wano: ke:jabiraçi:. 
 もう 私は 帰りましょうね。  
B：  ke:ru ɸuru:? 
 帰るのかい？  
A：  Ɂu:. 
 はい。  
B：  Ɂitta:ga  ʧi:ne:,  wano: wakaku naigutu na:hiɴ ku:jo:. 
 お前たちが 来ると、  私は 若く なるから もっと 来るんだよ。  
A：  namanu gutuhi mmaganʧa: mu:ruhi kanahahiʧi sudatiti 
 今の ようにして  孫たちを  みんなで  かわいがって  育てて  
 Ɂiʧabiraja:. 
 いきましょうね。  
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B：  Ɂja:muɴ Ɂja:  kkwa sudatiti  mo:kirijo:ja:. 
 お前も   お前の  子を 育てて   儲けなさいよ。  
A：  Ɂiʧiɴ  mo:ki  jabi:gutu. 
 いつも  儲けて  いますので。  
 
magihanu de:kuni 
おおきな 大根  
 
Ɂusume:ga de:kuninu sani maʧutaɴ. 
おじいさんが 大根の タネを まいた。  
'hikattu Ɂamahanu de:kuniŋkai narijo:. mmiʧi magihanu  de:kuniŋkai narijo:.' 
「とても 甘い 大根に なれよ。とても 大きな 大根に なれよ。」  
'wano:jai！ ' 
「ほお」  
Ɂamahanu magihanu de:kuniga nato:taɴ. 
甘い 甘い 大根が できていた。 

Ɂusume:ja de:kuni nuʤo:ndo:. 
おじいさんは 大根を ぬいているよ。  
'to:hai！ Ɂuriça:uri！Ɂuriça:uri！ ' 
「せーの、うんとこしょ！どっこいしょ！」  
'Ɂuriça:uri！Ɂuriça:uri！ ' 
「うんとこしょ！どっこいしょ！」  
Ɂançinʧoɴ, de:kune: nugiraɴtaçĩ:. 
けれども、 大根は ぬけなかったよ。  
Ɂusume:ja pa:pa: judi ʧaɴ. 
おじいさんは おばあさんを 呼んで きた。  
pa:pa:ga  Ɂusume: hippati 
おばあさんが おじいさんを ひっぱって  
'Ɂuriça:uri！Ɂuriça:uri！ ' 
「うんとこしょ！どっこいしょ！」  
Ɂançinʧoɴ, de:kune: nugiraɴtaçĩ:. 
けれども、 大根は ぬけなかったよ。  
pa:pa:ja mmaga judi ʧaɴ. 
おばあさんは 孫を 呼んで きた。  
nmagaga pa:pa:  hippati  pa:pa:ga  Ɂusume:  hippati 
孫が おばあさんを ひっぱって おばあさんが おじいさんを ひっぱって  
Ɂusume:ga de:kuni  hippati 
おじいさんが 大根を ひっぱって  
'Ɂuriça:uri！Ɂuriça:uri！ ' 
「うんとこしょ！どっこいしょ！」  
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Ɂançiʧiɴ, de:kune: nugiraɴtaçĩ:. 
けれども、 大根は ぬけなかったよ。  
mmaga:  Ɂinnu judi  ʧaɴ. 
孫は 犬を 呼んで きた。  
Ɂinnuga  mmaga  hippati  mmagaga  pa:pa:  hippati 
犬が 孫を ひっぱって 孫が おばあさんを ひっぱって  
pa:pa:ga  Ɂusume:  hippati  Ɂusume:ga  de:kuni  hippati 
おばあさんが おじいさんを ひっぱって おじいさんが 大根を ひっぱって  
'Ɂuriça:uri！Ɂuriça:uri！ ' 
「うんとこしょ！どっこいしょ！」  
na:da, de:kune: nugiraɴtaçĩ:. 
まだまだ、大根は ぬけなかったよ。  
Ɂinno: maja: judi  ʧaɴ. 
犬は 猫を 呼んで きた。  
maja:ga Ɂinnu  hippati   Ɂinnuga  mmaga  hippati   
猫が  犬を ひっぱって 犬が  孫を ひっぱって  
mmagaga  pa:pa:  hippati  pa:pa:ga  Ɂusume:  hippati 
孫が おばあさんを ひっぱって おばあさんが おじいさんを ひっぱって  
Ɂusume:ga  de:kuni  hippati 
おじいさんが 大根を ひっぱって  
'Ɂuriça:uri！Ɂuriça:uri！ ' 
「うんとこしょ！どっこいしょ！」  
ŋŋaça:, de:kune: nugiraɴtaçĩ:. 
あーあ、大根は ぬけなかったよ。  
maja:ja Ɂenʧu judi  ʧaɴ. 
猫は ねずみを 呼んで きた。  
Ɂenʧuga maja: hippati maja:ga Ɂinnu  hippati     
ねずみが 猫を ひっぱって 猫が  犬を ひっぱって  
Ɂinnuga  mmaga  hippati mmagaga  pa:pa:  hippati   
犬が  孫を ひっぱって 孫が おばあさんを ひっぱって  

pa:pa:ga  Ɂusume:  hippati 
おばあさんが おじいさんを ひっぱって  
Ɂusume:ga  de:kuni  hippati 
おじいさんが 大根を ひっぱって  
'Ɂuriça:uri！Ɂuriça:uri！ Ɂariça: na:  ʧike:ɴ. ' 
「うんとこしょ！どっこいしょ！ よし、 もう 一回。」  
'Ɂuriça:uri！Ɂuriça:uri！ ʃitaiça:！ ' 
「うんとこしょ！どっこいしょ！ やった！」  
wano:ja:i, de:kuniga nugitaçĩ:. 
わーい、大根が ぬけたよ。  

沖縄県奥武方言

－動詞・形容詞の活用を中心に－

中本 謙

０．はじめに 

南城市奥武島は、沖縄本島南部、志堅原の沖合 150 メートルに位置する周囲 1.7 キロメ

ートルの小さな島である。1936 年に架橋されてからは、車両の出入りも可能となり、陸続

きに近い状態となっている。人口は、20 年ほど前は 1,000 人くらいであったが、ここ 2、3
年は 850 人前後である。 

奥武方言は、離島であるということもあり、沖縄本島中南部方言の中でもやや独自性の

強さがみられる。奥武方言の継承状況や主な言語的特徴については、中本謙（2014）等で

報告してある。

 前年度は、奥武方言の音韻、音声を拍表とともに示しうえで、格助詞、とりたての助詞

について具体例とともに示した。

１．動詞活用

１．１ 活用の分類

奥武方言の動詞の語幹を末尾に注目し分類すると次の５類〈表１〉に分けられる。

〈表１〉

基本語幹１ 基本語幹２ 連用語幹 派生語幹 接続語幹

１類 C C C CV C
２類 CVC CVC CV CVV CVC
３類 ’uur ’uur(n) ’uu’ ’uu ’uut
４類 ʔar ʔar ʔa’ ʔa ʔat 
５類 ku ku ci cuu c
６類 h s si su s

１．２ 動詞活用体系

〈表１〉のそれぞれに基づいて、代表例をもって語幹と語尾とに分けて表示すると〈表

２〉のようになる。音韻レベルで示し、φ記号は、語尾がゼロを意味する。 

１．３ 活用表

〈表２〉を具体的に音声レベルで示すと〈表３〉のようになる。
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沖縄県奥武方言

－動詞・形容詞の活用を中心に－

中本 謙

０．はじめに 

南城市奥武島は、沖縄本島南部、志堅原の沖合 150 メートルに位置する周囲 1.7 キロメ

ートルの小さな島である。1936 年に架橋されてからは、車両の出入りも可能となり、陸続

きに近い状態となっている。人口は、20 年ほど前は 1,000 人くらいであったが、ここ 2、3
年は 850 人前後である。 

奥武方言は、離島であるということもあり、沖縄本島中南部方言の中でもやや独自性の

強さがみられる。奥武方言の継承状況や主な言語的特徴については、中本謙（2014）等で

報告してある。

 前年度は、奥武方言の音韻、音声を拍表とともに示しうえで、格助詞、とりたての助詞

について具体例とともに示した。

１．動詞活用

１．１ 活用の分類

奥武方言の動詞の語幹を末尾に注目し分類すると次の５類〈表１〉に分けられる。

〈表１〉

基本語幹１ 基本語幹２ 連用語幹 派生語幹 接続語幹

１類 C C C CV C
２類 CVC CVC CV CVV CVC
３類 ’uur ’uur(n) ’uu’ ’uu ’uut
４類 ʔar ʔar ʔa’ ʔa ʔat 
５類 ku ku ci cuu c
６類 h s si su s

１．２ 動詞活用体系

〈表１〉のそれぞれに基づいて、代表例をもって語幹と語尾とに分けて表示すると〈表

２〉のようになる。音韻レベルで示し、φ記号は、語尾がゼロを意味する。 

１．３ 活用表

〈表２〉を具体的に音声レベルで示すと〈表３〉のようになる。
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〈表３〉 

1 類 a 

動詞 志向形 未然形 命令形 1 命令形 2 命令形 3 

書く kaka kakaN kaki kakeː kakuwa 

働く hataraka hatarakaN hataraki hatarakeː hatarakuwa 

行く ʔika ʔikaN ʔiki ʔikeː ʔikuwa 

漕ぐ kuɡa kuaN kuɡi kuɡe kuɡuwa 

殺す kuruha kuruhaN kurusi kurusee kurusuwa 

立つ taka takaN taki takee takuwa 

見る nːda nːdaN nːdi nːdeː nːduwa 

眠る ninda nindaN nindi nindeː ninduwa 

括る kunda kundaN kundi kundeː kunduwa 

死ぬ ʃina ʃinaN ʃini ʃineː ʃinuwa 

飛ぶ tuba tubaN tubi tubeː tubuwa 

読む juma jumaN jumi jumeː jumuwa 

包む tʃitʃima tʃitʃimaN tʃitʃimi tʃitʃimeː tʃitʃimuwa 

食う kama kamaN kami kameː kamuwa 

動詞 条件形 禁止形 連用形 1 終止形 連用形 2 

書く kakeː kakuna katʃi katsuN katʃui 

働く hatarakeː hatarakuna hataratʃi hataratsuN hataratʃui 

行く ʔikeː ʔikuna ʔitʃi ʔitsuN ʔitʃui 

漕ぐ kuɡeː kuɡuna kudʒi kuɡuN kudʒui 

殺す kuruseː kurusuna kuruʃi kurusuN kurusui 

立つ takeː takuna tatʃi tatsuN tatʃui 

見る nːdeː nːduna nːdi nːdʒuN miː 

眠る nindeː ninduna nindi nindʒuN nindʒui 

括る kundeː kunduna kundi kundʒuN kundʒui 

死ぬ ʃineː ʃinuna ʃini ʃinuN ʃinui 

飛ぶ tubeː tubuna tubi tubuN tubui 
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〈表３〉 

1 類 a 

動詞 志向形 未然形 命令形 1 命令形 2 命令形 3 

書く kaka kakaN kaki kakeː kakuwa 

働く hataraka hatarakaN hataraki hatarakeː hatarakuwa 

行く ʔika ʔikaN ʔiki ʔikeː ʔikuwa 

漕ぐ kuɡa kuaN kuɡi kuɡe kuɡuwa 

殺す kuruha kuruhaN kurusi kurusee kurusuwa 

立つ taka takaN taki takee takuwa 

見る nːda nːdaN nːdi nːdeː nːduwa 

眠る ninda nindaN nindi nindeː ninduwa 

括る kunda kundaN kundi kundeː kunduwa 

死ぬ ʃina ʃinaN ʃini ʃineː ʃinuwa 

飛ぶ tuba tubaN tubi tubeː tubuwa 

読む juma jumaN jumi jumeː jumuwa 

包む tʃitʃima tʃitʃimaN tʃitʃimi tʃitʃimeː tʃitʃimuwa 

食う kama kamaN kami kameː kamuwa 

動詞 条件形 禁止形 連用形 1 終止形 連用形 2 

書く kakeː kakuna katʃi katsuN katʃui 

働く hatarakeː hatarakuna hataratʃi hataratsuN hataratʃui 

行く ʔikeː ʔikuna ʔitʃi ʔitsuN ʔitʃui 

漕ぐ kuɡeː kuɡuna kudʒi kuɡuN kudʒui 

殺す kuruseː kurusuna kuruʃi kurusuN kurusui 

立つ takeː takuna tatʃi tatsuN tatʃui 

見る nːdeː nːduna nːdi nːdʒuN miː 

眠る nindeː ninduna nindi nindʒuN nindʒui 

括る kundeː kunduna kundi kundʒuN kundʒui 

死ぬ ʃineː ʃinuna ʃini ʃinuN ʃinui 

飛ぶ tubeː tubuna tubi tubuN tubui 
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読む jumeː jumuna jumi jumuN jumui 

包む tʃitʃimeː tʃitʃimuna tʃitʃimi tʃitʃimuN tʃitʃimui 

食う kameː kamuna kami kamuN kamui 

動詞 連体形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 接続形 

書く katʃunu katʃuru katʃura katʃu katʃi 

働く hataratʃunu htaratʃuru htaratʃura htaratʃu hataratʃi 

行く ʔitʃunu ʔitʃuru ʔitʃura ʔitʃu ʔitʃi 

漕ぐ katʃunu kudʒuru kudʒura kudʒu kudʒi 

殺す hatarakunu kurusuru kurusura kurusu kurutʃi 

立つ tatʃunu tatʃuru tatʃura tatʃu tattʃi 

見る nːdʒunu nːdʒuru nːdʒura nːdʒu nːtʃi 

眠る nindʒunu nindʒuru nindʒura nindʒu ninti 

括る kundʒunu kundʒuru kundʒura kundʒu kunti 

死ぬ ʃinunu ʃinuru ʃinura ʃinu ʃidʒi 

飛ぶ tubunu tuburu tubura tubu tudi 

読む jumunu jumuru jumura jumu judi 

包む tʃitʃimunu tʃitʃimuru tʃitʃimura tʃitʃimu tʃitʃidi 

食う kamunu kamuru kamura kamu kadi 

 

１類ｂ 

動詞 志向形 未然形 命令形 1 命令形 2 命令形 3 

取る tura turaN turi tureː turuwa 

刈る kara karaN kari kareː karuwa 

買う koːra koːraN koːri koːreː koːruwa 

思う ʔumura ʔumaːN ʔumuri ʔumureː ʔumuruwa 

笑う waraː waraːN warari warareː wararuwa 

洗う ʔaraː ʔaraːN ʔarari ʔarareː ʔararuwa 

動詞 条件形 禁止形 連用形 1 終止形 連用形 2 

取る tureː tunna tui tuiN tui 

刈る kareː kanna kai kaiN kai 

買う koːreː koːnna koːi koːiN koːi 

思う ʔumureː ʔumunna ʔumui ʔumuiN ʔumui 

笑う warareː waranna warai waraiN warai 

洗う ʔarareː ʔaranna ʔarai ʔaraiN ʔarai 

動詞 連体形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 接続形 

取る tuinu tuiru tuira tui tuti 

刈る kainu kairu kaira kai kati 

買う koːinu koːiru koːira koːi koːti 

思う ʔumuinu ʔumuiru ʔumuira ʔumui ʔumuti 

笑う warainu warairu waraira warai warati 

洗う ʔarainu ʔarairu ʔaraira ʔarai ʔarati 

 

2 類 

動詞 志向形 未然形 命令形 1 命令形 2 命令形 3 

言う ʔira ʔira ʔiri ʔireː ʔiruwa 

切る tʃira tʃira tʃiri tʃireː tʃiruwa 

着る tʃira tʃira tʃiri tʃireː tʃiruwa 

煮る niːra niːra niːri niːreː niːruwa 

坐る jiːra jiːra jiːri jiːreː jiːruwa 

蹴る kira kira kiri kireː kiruwa 

起きる ʔukira ʔukira ʔukiri ʔukireː ʔukiruwa 

落ちる ʔutira ʔutira ʔutiri ʔutireː ʔutiruwa 

受ける ʔukira ʔukira ʔukiri ʔukireː ʔukiruwa 

上げる ʔaɡira ʔaɡira ʔaɡiri ʔaɡireː ʔaɡiruwa 

動詞 条件形 禁止形 連用形 1 終止形 連用形 2 

言う ʔireː ʔinna ʔiː ʔiːN ʔiː 

切る tʃireː tʃinna tʃiː tʃiːN tʃiː 

着る tʃireː tʃinna tʃiː tʃiːN tʃiː 
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刈る kareː kanna kai kaiN kai 

買う koːreː koːnna koːi koːiN koːi 

思う ʔumureː ʔumunna ʔumui ʔumuiN ʔumui 

笑う warareː waranna warai waraiN warai 

洗う ʔarareː ʔaranna ʔarai ʔaraiN ʔarai 

動詞 連体形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 接続形 

取る tuinu tuiru tuira tui tuti 

刈る kainu kairu kaira kai kati 

買う koːinu koːiru koːira koːi koːti 

思う ʔumuinu ʔumuiru ʔumuira ʔumui ʔumuti 

笑う warainu warairu waraira warai warati 

洗う ʔarainu ʔarairu ʔaraira ʔarai ʔarati 

 

2 類 

動詞 志向形 未然形 命令形 1 命令形 2 命令形 3 

言う ʔira ʔira ʔiri ʔireː ʔiruwa 

切る tʃira tʃira tʃiri tʃireː tʃiruwa 

着る tʃira tʃira tʃiri tʃireː tʃiruwa 

煮る niːra niːra niːri niːreː niːruwa 

坐る jiːra jiːra jiːri jiːreː jiːruwa 

蹴る kira kira kiri kireː kiruwa 

起きる ʔukira ʔukira ʔukiri ʔukireː ʔukiruwa 

落ちる ʔutira ʔutira ʔutiri ʔutireː ʔutiruwa 

受ける ʔukira ʔukira ʔukiri ʔukireː ʔukiruwa 

上げる ʔaɡira ʔaɡira ʔaɡiri ʔaɡireː ʔaɡiruwa 

動詞 条件形 禁止形 連用形 1 終止形 連用形 2 

言う ʔireː ʔinna ʔiː ʔiːN ʔiː 

切る tʃireː tʃinna tʃiː tʃiːN tʃiː 

着る tʃireː tʃinna tʃiː tʃiːN tʃiː 

－ 79 －

沖縄県奥武方言



煮る niːreː ninna niː niːN niː 

坐る jiːreː jiːnna jiː jiːN jiː 

蹴る kireː kinna kiː kiːN kiː 

起きる ʔukireː ʔukinna ʔukiː ʔukiːN ʔukiː 

落ちる ʔutireː ʔutinna ʔutiː ʔutiːN ʔutiː 

受ける ʔukireː ʔukinna ʔukiː ʔukiːN ʔukiː 

上げる ʔaɡireː ʔaɡinna ʔaɡi: ʔaɡi:N ʔaɡi: 

動詞 連体形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 接続形 

言う ʔiːnu ʔiːru ʔiːra ʔiː ʔitʃi 

切る tʃiːnu tʃiːru tʃiːra tʃiː tʃittʃi 

着る tʃiːnu tʃiːru tʃiːra tʃiː tʃitʃi 

煮る niːnu niːru niːra niː niːtʃi 

坐る jiːnu jiːru jiːra jiː jiːtʃi 

蹴る kiːnu kiːru kiːra kiː kittʃi 

起きる ʔukiːnu ʔukiːru ʔukiːra ʔukiː ʔukiti 

落ちる ʔutiːnu ʔutiːru ʔutiːra ʔutiː ʔutʃiti 

受ける ʔukiːnu ʔukiːru ʔukiːra ʔukiː ʔukiti 

上げる ʔaɡiːnu ʔaɡiːru ʔaɡiːra ʔaɡiː ʔaɡiti 

 

 

３類・４類・５類・６類 

動詞 志向形 未然形 命令形 1 命令形 2 命令形 3 

居る wuːra wuːraN wuːri wuːreː wuːruwa 

ある  ʔaraN    

来る2 kura kuraN kuri kureː kuwa 

する ha haN ʃiː seː suwa 

動詞 条件形 禁止形 連用形 1 終止形 連用形 2 

居る wuːreː wuːnna wuːi wuːN wuːi 

                                                  
2 「来る」の活用において、[ts]と[tʃ]があらわれるが、音声的にゆれる傾向にある。 

ある ʔareː  ʔai ʔaN ʔai 

来る kureː tʃuːnna tʃiː tsuːN tʃuːi 

する sureː suna ʃiː suN sui 

動詞 連体形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 接続形 

居る wuːnu wuːru wuːra wuː wuːti 

ある ʔanu ʔaru ʔara ʔa ʔati 

来る tʃuːnu tʃuːru tʃuːra tʃuː tʃi 

する sunu suru sura su ʃi 

 

１．４ 活用体系の特徴

 

（１）活用体系は５つに分けられ、１類、２類は規則活用、3 類、４類、５類、６類は不規

則活用に分類される。 

 

（２）すべて四段的活用である。 

 

（３）１類ｂの禁止形は、turuna→tunna（取る）のように ru の撥音化がみられる。４類の

「居る」も同様に wuːruna→wuːnna によるものである。 

 

１．５ 活用の用法

以下、奥武方言の活用の用法について示す。 

 

（１）志向形 

志向形は次のように用いられる。 

①そのままの形で用いられる 

madʒoːn dʒiː  kaka（一緒に字を書こう） 

madʒoːn ʃiɡutu ha（一緒に仕事しよう）。 

 

②na（よ）を後続させる。           

madʒoːn  ʔirana（一緒に言おうよ） 

madʒoːn  turana（一緒に取ろうよ） 

 

③jaː（ね）を後続させる。 

kumaŋkai madʒoːn wuːrajaː（ここに一緒に居ようね）。  
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ある ʔareː  ʔai ʔaN ʔai 

来る kureː tʃuːnna tʃiː tsuːN tʃuːi 

する sureː suna ʃiː suN sui 

動詞 連体形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 接続形 

居る wuːnu wuːru wuːra wuː wuːti 

ある ʔanu ʔaru ʔara ʔa ʔati 

来る tʃuːnu tʃuːru tʃuːra tʃuː tʃi 

する sunu suru sura su ʃi 

 

１．４ 活用体系の特徴

 

（１）活用体系は５つに分けられ、１類、２類は規則活用、3 類、４類、５類、６類は不規

則活用に分類される。 

 

（２）すべて四段的活用である。 

 

（３）１類ｂの禁止形は、turuna→tunna（取る）のように ru の撥音化がみられる。４類の

「居る」も同様に wuːruna→wuːnna によるものである。 

 

１．５ 活用の用法

以下、奥武方言の活用の用法について示す。 

 

（１）志向形 

志向形は次のように用いられる。 

①そのままの形で用いられる 

madʒoːn dʒiː  kaka（一緒に字を書こう） 

madʒoːn ʃiɡutu ha（一緒に仕事しよう）。 

 

②na（よ）を後続させる。           

madʒoːn  ʔirana（一緒に言おうよ） 

madʒoːn  turana（一緒に取ろうよ） 

 

③jaː（ね）を後続させる。 

kumaŋkai madʒoːn wuːrajaː（ここに一緒に居ようね）。  
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（２）未然形 

未然形は次のように用いられる。 

N（ない）、suN（す）、riN（れる）等を後続させる。 

wanneː jiːja kakaN（私は絵は書かない） 

tʃukutuban ʔiranha（一言も言わない）。 

kumaneː wuːraN（ここには居ない）。 

tʃuː ja kurandeː（今日は来ないよ） 

wanneː handoː（私はしないよ） 

「笑う」「洗う」「思う」の語幹はそれぞれ warar、ʔarar、ʔumur であるが、次のようになる。 

waraːN（笑わない）ʔaraːN（洗わない）ʔumaːN（思わない） 

 

（３）命令形１ 

命令形１は次のように用いられる。jo（よ）を後続させる。 

heːku kakijoː（早く書けよ）。 

kannadʒi  ʔirijoː（必ず言えよ）。 

kumaŋkai  wuːrijoː（ここに居ろよ）。 

ʔatʃaŋ  kurijoː（明日も来いよ）。 

ʔatʃaŋ ʃijoː（明日もしろよ）。 

 

（４）命令形２ 

命令形２は次のように用いられる。 

dʒiː  kakeː（字を書け） 

ʔjaːɡa  ʔireː（君が言え） 

Kumaŋkai  wuːreː（ここに居ろ）。 

ʔatʃaŋ  kureː（明日も来い）。 

ʔatʃaː  seː（明日はしろ） 

       

（５）命令形３ 

命令形３は次のようである。話者の内省では、命令形３が最も強い言い方で、続いて命

令形２、命令形１の順番となる。 

ʔjaːɡa  kakuwa（君が書け） 

ʔjaːɡa  ʔiruwa（君が言え） 

kumaŋkai  wuːruwa（ここに居ろ） 

ʔatʃaŋ  kuwa（明日も来い）。 

ʔatʃa  suwa（明日しろ）。    

  

（６）条件形 

条件形では、次のように用いられる。 

ʔjaːɡa  kakeː  maʃijateːnte（君が書けば良かったのに） 

ʔjaːɡa  ʔiːreː  maʃijateːnte（君が言えば良かったのに） 

kumaŋkai  wuːreː  maʃijateːnte（ここに居れば良かったのに） 

ʔjaːŋ kureː  maʃijateːnte（君も来れば良かったのに） 

ʔjaːɡa sureː maʃijateːnte（君がすれば良かったのに） 

 

（７）禁止形 

禁止形は次のようになる。na（な）を後続させ、禁止の意を表す。 

ʔumaŋkai  dʒiː  kakuna（ここに字を書くな） 

janakutoː  ʔinna（嫌なことは言うな） 

ʔumaŋkai  wuːnna（ここに居るな） 

tʃuːja  kunna（今日は来るな） 

tʃuːja  suna（今日はするな） 

 

（８）連用形１ 

 連用形１は次のような用法が認められる。 

busaN（たい）、jassaN（やすい）、ɡuruhaN（にくい）、bikeːN（ばかり）などを後続させる。 

wannim  madʒoːn  jiː  katʃibusaN（私も一緒に絵を書きたい） 

wannin  ʔiːbusaN（私も言いたい） 

madʒoːn  wuːibusaN（一緒に居たい） 

kumaŋkai  tʃiːbusaN（ここに来たい） 

wannin  ʃiːbusaN（私もしたい） 

ʔureː  jumi  jassaN（これは読みやすい） 

ʔureː  tʃiːɡuruhaN（これは切りにくい） 

ʔareː  ʔaraibikeːn  soːN（あれは洗いばかりしている） 

また、連用形に abiːN（です、ます/侍る）が融合して、聞き手に対する敬意をあらわす。 

katʃi＋abiːN→katʃabiːN（書きます） 

 

（９）終止形 

終止形では次のような用例が認められる。 

dʒiː katsuN（字を書く） 

ʔiju tuindeː（魚を取るよ）    

madʒoːn wuːN（一緒に居る） 

nama tʃuːN（今来る） 
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（６）条件形 

条件形では、次のように用いられる。 

ʔjaːɡa  kakeː  maʃijateːnte（君が書けば良かったのに） 

ʔjaːɡa  ʔiːreː  maʃijateːnte（君が言えば良かったのに） 

kumaŋkai  wuːreː  maʃijateːnte（ここに居れば良かったのに） 

ʔjaːŋ kureː  maʃijateːnte（君も来れば良かったのに） 

ʔjaːɡa sureː maʃijateːnte（君がすれば良かったのに） 

 

（７）禁止形 

禁止形は次のようになる。na（な）を後続させ、禁止の意を表す。 

ʔumaŋkai  dʒiː  kakuna（ここに字を書くな） 

janakutoː  ʔinna（嫌なことは言うな） 

ʔumaŋkai  wuːnna（ここに居るな） 

tʃuːja  kunna（今日は来るな） 

tʃuːja  suna（今日はするな） 

 

（８）連用形１ 

 連用形１は次のような用法が認められる。 

busaN（たい）、jassaN（やすい）、ɡuruhaN（にくい）、bikeːN（ばかり）などを後続させる。 

wannim  madʒoːn  jiː  katʃibusaN（私も一緒に絵を書きたい） 

wannin  ʔiːbusaN（私も言いたい） 

madʒoːn  wuːibusaN（一緒に居たい） 

kumaŋkai  tʃiːbusaN（ここに来たい） 

wannin  ʃiːbusaN（私もしたい） 

ʔureː  jumi  jassaN（これは読みやすい） 

ʔureː  tʃiːɡuruhaN（これは切りにくい） 

ʔareː  ʔaraibikeːn  soːN（あれは洗いばかりしている） 

また、連用形に abiːN（です、ます/侍る）が融合して、聞き手に対する敬意をあらわす。 

katʃi＋abiːN→katʃabiːN（書きます） 

 

（９）終止形 

終止形では次のような用例が認められる。 

dʒiː katsuN（字を書く） 

ʔiju tuindeː（魚を取るよ）    

madʒoːn wuːN（一緒に居る） 

nama tʃuːN（今来る） 
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ʔatʃa suN（明日する） 

 

（１０）連用形２ 

 連用形２は次のように用いられる。 

ʔanu  warabeː jiːŋ katʃui  dʒiːŋ  katsuN（あの子どもは、絵も書くし字も書く） 

ʔanu  warabeː  ʔitʃan  tuii  ʔijun  tuindeː（あの子どもは烏賊もとるし魚取るよ） 

ʔunu hanaʃeːja  ʔariŋkai  ʔiːi  kuriŋkai  ʔiːndeː（この話は、あれにも言うし、これにもこ

れに言うよ） 

warabeː  ʔumanin  wuːi  ʔamanin  wuN（子どもはここにも居るしあそこにも居る） 

warabeː  ʔumaŋkain  tsuːi  ʔamaŋkain  ʔitsuN（子どもはここにも来るしあそこにも行くよ） 

ʔareː  ʃiɡutun  sui  ʔaɡatʃin  sui  jiːtʃʔudeː]（あれは仕事もするし働きもするし良い人よ） 

 

（１１）連体形 

連体形は、次のように用いられる。 

katʃunu  tʃʔu（書く人） 

ʔiːnu  kutubaː  nuːn  neːN（言う言葉がなにもない） 

waːɡa  wuːnu  tukuroː  neːN（私が居るところはない） 

ʔamakara  tʃuːnu  tʃʔoː  taː  jaɡa （あそこから来る人は誰か） 

ʃiɡutu  sunu  tʃʔoː  ʔaraN（仕事する人ではない） 

 

（１２）du 結び形 

 du 結び形は次のように用いられる。du のかかる形式は－ru で結ぶ。 

dʒiːdu  katʃuru（字ぞ書く） 

jiːkutudu  ʔiːru  janakutoː  ʔinna（良いことぞ言うのだ嫌なことは言うな） 

tʔiːtʃidu  tuiru  tʔatʃeː  turanha（一つぞ取るのだ二つは取らないよ） 

ʔamaŋkaija  wuːran  ʔumaŋkaidu  wuːru（あそこには居ないここにぞ居るのだ） 

ʔatʃadu  keːti  tʃuːru （明日ぞ帰ってくるのだ）。 

ʔunu  ʃiɡotoː  jaːɡadu  suru（この仕事は君がぞするのだ）。 

 

（１３）ɡa 結び形 

 ɡa（か）の結びに用いられる。 

ʔureː  taːɡaɡa  katʃura  wakaraN（これは誰が書くか分からない） 

ʔanu  tʃʔoː  kutʃinu  wassanu  nuːndiɡa  ʔiːra  wakaraN（あの人は口が悪いので何を言うか

わからない）  

wattaː  jaːŋkai  taːɡaɡa  wuːra  wakaraN（私たちの家に誰が居るのか分からない） 

taːɡaɡa  tʃuːra  wakaraN（誰が来るのか分からない） 

ʔanu  warabeː  nuːɡa  sura  ʔamaŋkai ʔnʒoːtaN（あの子供は何をするのかあそこに行ってい

た） 

 

（１４）準体形 

 準体形は、以下のようになる。 

wannim  madʒoːŋ  katʃumi（私も一緒に書こうか） 

waŋɡa  ʔiːmi（私が言うか）  

ʔunu  ʔitʃaː  ʔamiʃi  tuimi（この烏賊は網で取るのか 

ʔjaːɡa  ʔumaŋkai  wuːmi（君がここに居るか） 

ʔjaːn  ʔatʃa  tʃuːmi（君も明日来るか） 

ʔatʃa  sumi（明日するか） 

 

以上の他に派生語幹をもとにして、以下の形式も形成される。 

katʃutaN（書いていた。＊過去における動作の進行を表す）  

katʃuteːN（書いていただろう。＊過去における動作の確実な進行を推量する） 

 

（１５）接続形 

接続形は以下のようになる。kara を後続させる。 

katʃikara ʔitsuha（書いてから行くさ）。 

ʔitʃikara  tʃimujamunte（言ってから後悔するよ） 

kumaŋkai  wuːtikara  hanaʃi  sumi （ここに居てから話しするか） 

jaːŋkai  tʃikkara  hanaʃeː  sumi（家に来てから話しはするか） 

beŋkjoː  ʃikkara  ʔaʃibiɡa  ikuwa（勉強してから遊びに行け） 

 

接続形に wuN（居る）ʔaN（ある）が複合して次のような派生形式をつくる。 

katʃoːN（書いている。継続） 

katʃaN（書いた。過去） 

katʃeːN（書いてある。確証過去 ＊過去に確かにある動作が行われたことを表す） 
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ʔatʃa suN（明日する） 

 

（１０）連用形２ 

 連用形２は次のように用いられる。 

ʔanu  warabeː jiːŋ katʃui  dʒiːŋ  katsuN（あの子どもは、絵も書くし字も書く） 

ʔanu  warabeː  ʔitʃan  tuii  ʔijun  tuindeː（あの子どもは烏賊もとるし魚取るよ） 

ʔunu hanaʃeːja  ʔariŋkai  ʔiːi  kuriŋkai  ʔiːndeː（この話は、あれにも言うし、これにもこ

れに言うよ） 

warabeː  ʔumanin  wuːi  ʔamanin  wuN（子どもはここにも居るしあそこにも居る） 

warabeː  ʔumaŋkain  tsuːi  ʔamaŋkain  ʔitsuN（子どもはここにも来るしあそこにも行くよ） 

ʔareː  ʃiɡutun  sui  ʔaɡatʃin  sui  jiːtʃʔudeː]（あれは仕事もするし働きもするし良い人よ） 

 

（１１）連体形 

連体形は、次のように用いられる。 

katʃunu  tʃʔu（書く人） 

ʔiːnu  kutubaː  nuːn  neːN（言う言葉がなにもない） 

waːɡa  wuːnu  tukuroː  neːN（私が居るところはない） 

ʔamakara  tʃuːnu  tʃʔoː  taː  jaɡa （あそこから来る人は誰か） 

ʃiɡutu  sunu  tʃʔoː  ʔaraN（仕事する人ではない） 

 

（１２）du 結び形 

 du 結び形は次のように用いられる。du のかかる形式は－ru で結ぶ。 

dʒiːdu  katʃuru（字ぞ書く） 

jiːkutudu  ʔiːru  janakutoː  ʔinna（良いことぞ言うのだ嫌なことは言うな） 

tʔiːtʃidu  tuiru  tʔatʃeː  turanha（一つぞ取るのだ二つは取らないよ） 

ʔamaŋkaija  wuːran  ʔumaŋkaidu  wuːru（あそこには居ないここにぞ居るのだ） 

ʔatʃadu  keːti  tʃuːru （明日ぞ帰ってくるのだ）。 

ʔunu  ʃiɡotoː  jaːɡadu  suru（この仕事は君がぞするのだ）。 

 

（１３）ɡa 結び形 

 ɡa（か）の結びに用いられる。 

ʔureː  taːɡaɡa  katʃura  wakaraN（これは誰が書くか分からない） 

ʔanu  tʃʔoː  kutʃinu  wassanu  nuːndiɡa  ʔiːra  wakaraN（あの人は口が悪いので何を言うか

わからない）  

wattaː  jaːŋkai  taːɡaɡa  wuːra  wakaraN（私たちの家に誰が居るのか分からない） 

taːɡaɡa  tʃuːra  wakaraN（誰が来るのか分からない） 

ʔanu  warabeː  nuːɡa  sura  ʔamaŋkai ʔnʒoːtaN（あの子供は何をするのかあそこに行ってい

た） 

 

（１４）準体形 

 準体形は、以下のようになる。 

wannim  madʒoːŋ  katʃumi（私も一緒に書こうか） 

waŋɡa  ʔiːmi（私が言うか）  

ʔunu  ʔitʃaː  ʔamiʃi  tuimi（この烏賊は網で取るのか 

ʔjaːɡa  ʔumaŋkai  wuːmi（君がここに居るか） 

ʔjaːn  ʔatʃa  tʃuːmi（君も明日来るか） 

ʔatʃa  sumi（明日するか） 

 

以上の他に派生語幹をもとにして、以下の形式も形成される。 

katʃutaN（書いていた。＊過去における動作の進行を表す）  

katʃuteːN（書いていただろう。＊過去における動作の確実な進行を推量する） 

 

（１５）接続形 

接続形は以下のようになる。kara を後続させる。 

katʃikara ʔitsuha（書いてから行くさ）。 

ʔitʃikara  tʃimujamunte（言ってから後悔するよ） 

kumaŋkai  wuːtikara  hanaʃi  sumi （ここに居てから話しするか） 

jaːŋkai  tʃikkara  hanaʃeː  sumi（家に来てから話しはするか） 

beŋkjoː  ʃikkara  ʔaʃibiɡa  ikuwa（勉強してから遊びに行け） 

 

接続形に wuN（居る）ʔaN（ある）が複合して次のような派生形式をつくる。 

katʃoːN（書いている。継続） 

katʃaN（書いた。過去） 

katʃeːN（書いてある。確証過去 ＊過去に確かにある動作が行われたことを表す） 
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２．形容詞活用

２．１ 活用の分類

 

 形容詞を語幹の末尾に着目し分類すると次の２類〈表１〉に分けられる。 

 

〈表１〉 

 基本語幹 派生語幹 接続語幹 

１ 

 

 

a 

b 

c 

CV 

CVV 

（Q）CV 

CVCV 

CVVCV 

QCV 

CVCVC 

CVVCVC 

QCVC 

2 CV CV CVC 

 

 

２．２ 形容詞活用体系

 

 奥武方言の形容詞の活用は１類がク活用に、２類がシク活用にほぼ対応する。〈表１〉の

２類について、代表例をもって語幹と語尾に分けて示すと〈表２〉のようになる。音韻レ

ベルで示し、φ記号はゼロを意味する。 

 

２．３ 活用表 

 

〈表１〉の分類に基づいて、奥武方言の形容詞活用を具体的に音声レベルで示すと〈表３〉

のようになる。 

 

〈
表
２
〉

 

 

分
類

 
形
容
詞

 

基 本 語 幹 

連 用 形 １ 

派 生 語 幹 

未 然 形 

条 件 形 

連 用 形 ２ 

終 止 形 

連 体 形 

   

理 由 形 

du
 

結 び 形
 

ɡa 結 び 形
 

準 体 形 

接 続

 

語

 

幹 

接 続 形 

１
a 

高
い

 
ta

ka
 

ku
 

ta
ka

ha
 

ra
a 

re
e 

’i 
’N

 
nu

 
nu

 
ru

 
ra

 
φ 

ka
kh

at
 

i 

１
b 

美
味
し
い

 
m

aa
 

ku
 

m
aa

ha
 

ra
a 

re
e 

’i 
’N

 
nu

 
nu

 
ru

 
ra

 
φ 

m
aa

ha
t 

i 

１
c 

軽
い

 
ɡa

Q
sa

 
ku

 
ɡa

Q
sa

 
ra

a 
re

e 
’i 

’N
 

nu
 

nu
 

ru
 

ra
 

φ 
ɡa

Q
sa

t 
i 

２
 

恐
ろ
し
い

 
ʔu

tru
si

 
ku

 
ʔu

tu
ru

ha
 

ra
a 

re
e 

’i 
’N

 
nu

 
nu

 
ru

 
ra

 
φ 

ʔu
tu

ru
ha

t 
i 

主
な
接
尾
形
式

 
 

na
ʼiʼ

N 

（
な

る
）

 

  
 

 
 

 
体 言

 

 
 

 
ｍ

i

（
か
）

 
 

 
ʼN

 

（
も
）
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〈
表
２
〉

 

 

分
類

 
形
容
詞

 

基 本 語 幹 

連 用 形 １ 

派 生 語 幹 

未 然 形 

条 件 形 

連 用 形 ２ 

終 止 形 

連 体 形 

   

理 由 形 

du
 

結 び 形
 

ɡa 結 び 形
 

準 体 形 

接 続

 

語

 

幹 

接 続 形 

１
a 

高
い

 
ta

ka
 

ku
 

ta
ka

ha
 

ra
a 

re
e 

’i 
’N

 
nu

 
nu

 
ru

 
ra

 
φ 

ka
kh

at
 

i 

１
b 

美
味
し
い

 
m

aa
 

ku
 

m
aa

ha
 

ra
a 

re
e 

’i 
’N

 
nu

 
nu

 
ru

 
ra

 
φ 

m
aa

ha
t 

i 

１
c 

軽
い

 
ɡa

Q
sa

 
ku

 
ɡa

Q
sa

 
ra

a 
re

e 
’i 

’N
 

nu
 

nu
 

ru
 

ra
 

φ 
ɡa

Q
sa

t 
i 

２
 

恐
ろ
し
い

 
ʔu

tru
si

 
ku

 
ʔu

tu
ru

ha
 

ra
a 

re
e 

’i 
’N

 
nu

 
nu

 
ru

 
ra

 
φ 

ʔu
tu

ru
ha

t 
i 

主
な
接
尾
形
式

 
 

na
ʼiʼ

N 

（
な

る
）

 

  
 

 
 

 
体 言

 

 
 

 
ｍ

i

（
か
）

 
 

 
ʼN

 

（
も
）
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〈表３〉 

１類 a 

形容詞 連用形１ 未然形 条件形 連用形２ 終止形 

高い takaku takaharaː takahareː takahai takahaN 

低い ҫikuku ҫikuharaː ҫikuhareː ҫikuhai ҫikuhaN 

涼しい ʃidaku ʃidaharaː ʃidahareː ʃidahai ʃidahaN 

大きい maɡiku maɡiharaː maɡihareː maɡihai maɡihaN 

重い ʔmbuku ʔmbuharaː ʔmbuhareː ʔmbuhai ʔmbuhaN 

苦しい kutʃiku kutʃiharaː kutʃihareː kutʃihai kutʃihaN 

かわいそう tʃimuɡuraku tʃimuɡuraharaː tʃimuɡurahareː tʃimuɡurahai tʃimuɡurahaN 

きれい tsuraku tsuraharaː tsurahareː tsurahai tsurahaN 

形容詞 連体形 理由形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 

高い takahanu takahanu takaharu takahara takaha 

低い ҫikuhanu ҫikuhanu ҫikuharu ҫikuhara ҫikuha 

涼しい ʃidahanu ʃidahanu ʃidaharu ʃidahara ʃidaha 

大きい maɡihanu maɡihanu maɡiharu maɡihara maɡiha 

重い ʔmbuhanu ʔmbuhanu ʔmbuharu ʔmbuhara ʔmbuha 

苦しい kutʃihanu kutʃihanu kutʃiharu kutʃihara kutʃiha 

かわいそう tʃimuɡurahanu tʃimuɡurahanu tʃimuɡuraharu tʃimuɡurahara tʃimuɡuraha 

きれい tsurahanu tsurahanu tsuraharu tsurahara tsuraha 

形容詞 接続形 

高い takahati 

低い ҫikuhati 

涼しい ʃidahati 

大きい maɡihati 

重い ʔmbuhati 

苦しい kutʃihati 

かわいそう tʃimuɡurahati 

きれい tsurahati 

 

 

１類 b 

形容詞 連用形１ 未然形 条件形 連用形２ 終止形 

痒い jiːɡoːku jiːɡoːharaː jiːɡoːhareː jiːɡoːhai jiːɡoːhaN 

美味しい maːku maːharaː maːhareː maːhai maːhaN 

遠い tuːku tuːharaː tuːhareː tuːhai tuːhaN 

形容詞 連体形 理由形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 

痒い jiːɡoːhanu jiːɡoːhanu jiːɡoːharu jiːɡoːhara jiːɡoːha 

美味しい maːhanu maːhanu maːharu maːhara maːha 

遠い tuːhanu tuːhanu tuːhare tuːhara tuːha 

形容詞 接続形 

痒い jiːɡoːhati 

美味しい maːhati 

遠い tuːhati 

 

1 類ｃ 

形容詞 連用形１ 未然形 条件形 連用形２ 終止形 

軽い ɡassaku ɡassaraː ɡassaraː ɡassai ɡassaN 

悪い waruku wassaraː wassaraː wassai wassaN 

形容詞 連体形 理由形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 

軽い ɡassanu ɡassanu ɡassaru ɡassara ɡassa 

悪い wassanu wassanu wassaru wassara wassa 

形容詞 接続形 

軽い ɡassati 

悪い wassati 

 

２類 

形容詞 連用形１ 未然形 条件形 連用形２ 終止形 

恐ろしい ʔuturuʃiku ʔuturuha ʔuturuhareː ʔuturuhai ʔuturuhaN 
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１類 b 

形容詞 連用形１ 未然形 条件形 連用形２ 終止形 

痒い jiːɡoːku jiːɡoːharaː jiːɡoːhareː jiːɡoːhai jiːɡoːhaN 

美味しい maːku maːharaː maːhareː maːhai maːhaN 

遠い tuːku tuːharaː tuːhareː tuːhai tuːhaN 

形容詞 連体形 理由形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 

痒い jiːɡoːhanu jiːɡoːhanu jiːɡoːharu jiːɡoːhara jiːɡoːha 

美味しい maːhanu maːhanu maːharu maːhara maːha 

遠い tuːhanu tuːhanu tuːhare tuːhara tuːha 

形容詞 接続形 

痒い jiːɡoːhati 

美味しい maːhati 

遠い tuːhati 

 

1 類ｃ 

形容詞 連用形１ 未然形 条件形 連用形２ 終止形 

軽い ɡassaku ɡassaraː ɡassaraː ɡassai ɡassaN 

悪い waruku wassaraː wassaraː wassai wassaN 

形容詞 連体形 理由形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 

軽い ɡassanu ɡassanu ɡassaru ɡassara ɡassa 

悪い wassanu wassanu wassaru wassara wassa 

形容詞 接続形 

軽い ɡassati 

悪い wassati 

 

２類 

形容詞 連用形１ 未然形 条件形 連用形２ 終止形 

恐ろしい ʔuturuʃiku ʔuturuha ʔuturuhareː ʔuturuhai ʔuturuhaN 
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忙しい ʔitʃunaʃiku ʔitʃunaha ʔitʃunahareː ʔitʃunahai ʔitʃunahaN 

珍しい midʒiraʃiku midʒiraha midʒirahareː midʒirahai midʒirahaN 

難しい mutʃikaʃiku mutʃikaha mutʃikahareː mutʃikahai mutʃikahaN 

恥ずかしい hadʒikaʃiku hadʒikaha hadʒikahareː hadʒikahai hadʒikahaN 

形容詞 連体形 理由形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 

恐ろしい ʔuturuhanu ʔuturuhanu ʔuturuharu ʔuturuhara ʔuturuha 

忙しい ʔitʃunahanu ʔitʃunahanu ʔitʃunaharu ʔitʃunahara ʔitʃunaha 

珍しい midʒirahanu midʒirahanu midʒiraharu midʒirahara midʒiraha 

難しい mutʃikahanu mutʃikahanu mutʃikaharu mutʃikahara mutʃikaha 

恥ずかしい hadʒikahanu hadʒikahanu hadʒikaharu hadʒikahara hadʒikaha 

形容詞 接続形 

恐ろしい ʔuturuhati 

忙しい ʔitʃunahati 

珍しい midʒirahati 

難しい mutʃikahati 

恥ずかしい hadʒikahati 

 

奥武方言の形容詞は、サアリ活用（基本語幹＋サ＋有り）に属する。は、１類 a、１類 b、

２類の語幹末尾は、/ｓ/→/ｈ/の変化によりｈ音となっている。１類ｃは、Q（促音）があ

るため/ｓ/音が保持されていると考えられる。 

 

２．４ 活用形の用法

 

各活用形の主な用例を示す。 

 

（１）連用形１ 

deːja  takaku  natoːnjaː（値段は高くなっているね） 

 

dandan  ʔuturuʃiku  naiN（次第に恐ろしくなる） 

 

（２）未然形 

takaharaː  koːraN（高いなら買わない） 

ʔuturuharaː  ʔikuna（恐ろしいなら行くな） 

 

（３）条件形 

takahareː  koːraN（高いなら買わない） 

 

ʔuturuhareː  ʔikuna（恐ろしいなら行くな） 

 

（４）連用形２ 

ʔanu  ʔijoː  takahaiɡisaːN（あの魚は高いらしい） 

 

ʔamanu  jaːja  ʔuturuhaiɡihaːndeː（あの家は恐ろしいらしいよ） 

 

（５）終止形 

①助詞が後接しない。 

ʔunu  ʔijoː  takahaN（この魚は高い） 

 

②助詞が後接する。 

ʔumaː  ʔuturuhandeː（ここは恐ろしいよ） 

 

（６）連体形 

takahanu  ʔiju（高い魚）。 

 

ʔanu  jikiɡaː  ʔuturuhanu  jikiɡa（あの男は恐ろしい男） 

 

（７）理由形 

takahanu  koːraN（高いので買わない） 

 

wanneː  ʔuturuhanu  ʔikandoː（私は恐ろしいので行かないよ） 

 

（８）du 結び形 

du のかかる形式は－ru で結ぶ。 

ʔarijakaː  uriɡadu  takaharu（あれよりこれが高い） 

 

tʃinuːjakaː  tʃuːɡadu  ʔatsaharu（昨日より今日が暑い） 

 

namanu  juːja  maʒimunjakaː  tʃʔunudu  ʔuturuharu(今の世は魔物より人が恐ろしい) 
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忙しい ʔitʃunaʃiku ʔitʃunaha ʔitʃunahareː ʔitʃunahai ʔitʃunahaN 

珍しい midʒiraʃiku midʒiraha midʒirahareː midʒirahai midʒirahaN 

難しい mutʃikaʃiku mutʃikaha mutʃikahareː mutʃikahai mutʃikahaN 

恥ずかしい hadʒikaʃiku hadʒikaha hadʒikahareː hadʒikahai hadʒikahaN 

形容詞 連体形 理由形 du 結び形 ɡa 結び形 準体形 

恐ろしい ʔuturuhanu ʔuturuhanu ʔuturuharu ʔuturuhara ʔuturuha 

忙しい ʔitʃunahanu ʔitʃunahanu ʔitʃunaharu ʔitʃunahara ʔitʃunaha 

珍しい midʒirahanu midʒirahanu midʒiraharu midʒirahara midʒiraha 

難しい mutʃikahanu mutʃikahanu mutʃikaharu mutʃikahara mutʃikaha 

恥ずかしい hadʒikahanu hadʒikahanu hadʒikaharu hadʒikahara hadʒikaha 

形容詞 接続形 

恐ろしい ʔuturuhati 

忙しい ʔitʃunahati 

珍しい midʒirahati 

難しい mutʃikahati 

恥ずかしい hadʒikahati 

 

奥武方言の形容詞は、サアリ活用（基本語幹＋サ＋有り）に属する。は、１類 a、１類 b、

２類の語幹末尾は、/ｓ/→/ｈ/の変化によりｈ音となっている。１類ｃは、Q（促音）があ

るため/ｓ/音が保持されていると考えられる。 

 

２．４ 活用形の用法

 

各活用形の主な用例を示す。 

 

（１）連用形１ 

deːja  takaku  natoːnjaː（値段は高くなっているね） 

 

dandan  ʔuturuʃiku  naiN（次第に恐ろしくなる） 

 

（２）未然形 

takaharaː  koːraN（高いなら買わない） 

ʔuturuharaː  ʔikuna（恐ろしいなら行くな） 

 

（３）条件形 

takahareː  koːraN（高いなら買わない） 

 

ʔuturuhareː  ʔikuna（恐ろしいなら行くな） 

 

（４）連用形２ 

ʔanu  ʔijoː  takahaiɡisaːN（あの魚は高いらしい） 

 

ʔamanu  jaːja  ʔuturuhaiɡihaːndeː（あの家は恐ろしいらしいよ） 

 

（５）終止形 

①助詞が後接しない。 

ʔunu  ʔijoː  takahaN（この魚は高い） 

 

②助詞が後接する。 

ʔumaː  ʔuturuhandeː（ここは恐ろしいよ） 

 

（６）連体形 

takahanu  ʔiju（高い魚）。 

 

ʔanu  jikiɡaː  ʔuturuhanu  jikiɡa（あの男は恐ろしい男） 

 

（７）理由形 

takahanu  koːraN（高いので買わない） 

 

wanneː  ʔuturuhanu  ʔikandoː（私は恐ろしいので行かないよ） 

 

（８）du 結び形 

du のかかる形式は－ru で結ぶ。 

ʔarijakaː  uriɡadu  takaharu（あれよりこれが高い） 

 

tʃinuːjakaː  tʃuːɡadu  ʔatsaharu（昨日より今日が暑い） 

 

namanu  juːja  maʒimunjakaː  tʃʔunudu  ʔuturuharu(今の世は魔物より人が恐ろしい) 
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（９）ɡa 結び形 

ɡa のかかる形式は－ra で結ぶ。 

dʒuriɡaɡa  takahara  kurabiti  nːdʒuɡajaː（どれが高いのか比べてみるかな） 

 

nuːnuɡa  ʔuturuhara  ʔanu  kʔwaː  natʃoːndeː（何が恐ろしいのかあの子は泣いているよ） 

 

（１０）準体形 

 準体形は次のように用いられる。 

ʔunu  ʔijun  takahami（この魚も高いか） 

 

ʔanu  tʃʔoː  ʔuturuhami（あの人は恐ろしいか） 

 

（１１）接続形 

takahatiŋ  koːiN（高くても買う） 

 

wanneː ʔuturahatin  ʔitsundoː（私は恐ろしくても行くよ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．奥武方言版「おおきなかぶ」

おおきな かぶ 

マギハヌ カブ 

 

おじいさんが、かぶの たねを まきました。 

ウスメーガ カブヌ サニ マチャビタン.3 

 

「あまい あまい かぶに なれ。 おおきな おおきな かぶに なれ。」 

「イッペー アマハヌ カブンカイ ナリヨー. イッペー アマハヌ カブンカイ ナリ

ヨー.」 

 

あまい げんきの よい、とてつもなく おおきい かぶが できました。 

アマハヌ カブヌ イッペー マギクナイビタン． 

 

おじいさんは、かぶを ぬこうと しました。「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

ウスメーヤ カブ ヌジュンチ ソーイビータン. 「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

ところが、かぶは ぬけません。 

アンシガ， カブー ヌギヤビランハ． 

 

おじいさんは、おばあさんを よんで きました。 

ウスメーヤ ハーメー ユディチャービタン. 

 

おばあさんが おじいさんを ひっぱって、おじいさんが かぶを ひっぱって―。 

ハーメーガ ウスメー ヒッパティ，ウスメーガ カブ ヒッパティ―． 

 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

それでも、かぶは ぬけません。 

アンシン， カブー ヌギヤビランハ． 

                                                  
3 [ʔusumeː]（おじいさん）のように語頭母音の前では声門閉鎖音[ʔ]が入るが、ここでは、

省略して表記する。また半母音、撥音の前にあらわれる[ʔ]は、ツウェンチュ[ʔwentʃu] 

ツンマガ[ʔmmaɡa]のようの「ツ」であらわす。 
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（９）ɡa 結び形 

ɡa のかかる形式は－ra で結ぶ。 

dʒuriɡaɡa  takahara  kurabiti  nːdʒuɡajaː（どれが高いのか比べてみるかな） 

 

nuːnuɡa  ʔuturuhara  ʔanu  kʔwaː  natʃoːndeː（何が恐ろしいのかあの子は泣いているよ） 

 

（１０）準体形 

 準体形は次のように用いられる。 

ʔunu  ʔijun  takahami（この魚も高いか） 

 

ʔanu  tʃʔoː  ʔuturuhami（あの人は恐ろしいか） 

 

（１１）接続形 

takahatiŋ  koːiN（高くても買う） 

 

wanneː ʔuturahatin  ʔitsundoː（私は恐ろしくても行くよ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．奥武方言版「おおきなかぶ」

おおきな かぶ 

マギハヌ カブ 

 

おじいさんが、かぶの たねを まきました。 

ウスメーガ カブヌ サニ マチャビタン.3 

 

「あまい あまい かぶに なれ。 おおきな おおきな かぶに なれ。」 

「イッペー アマハヌ カブンカイ ナリヨー. イッペー アマハヌ カブンカイ ナリ

ヨー.」 

 

あまい げんきの よい、とてつもなく おおきい かぶが できました。 

アマハヌ カブヌ イッペー マギクナイビタン． 

 

おじいさんは、かぶを ぬこうと しました。「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

ウスメーヤ カブ ヌジュンチ ソーイビータン. 「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

ところが、かぶは ぬけません。 

アンシガ， カブー ヌギヤビランハ． 

 

おじいさんは、おばあさんを よんで きました。 

ウスメーヤ ハーメー ユディチャービタン. 

 

おばあさんが おじいさんを ひっぱって、おじいさんが かぶを ひっぱって―。 

ハーメーガ ウスメー ヒッパティ，ウスメーガ カブ ヒッパティ―． 

 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

それでも、かぶは ぬけません。 

アンシン， カブー ヌギヤビランハ． 

                                                  
3 [ʔusumeː]（おじいさん）のように語頭母音の前では声門閉鎖音[ʔ]が入るが、ここでは、

省略して表記する。また半母音、撥音の前にあらわれる[ʔ]は、ツウェンチュ[ʔwentʃu] 

ツンマガ[ʔmmaɡa]のようの「ツ」であらわす。 
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おばあさんは、まごを よんで きました。 

ウスメーヤ ンマガ ユディチャービタン. 

 

まごが おばあさんを ひっぱって、おばあさんが おじいさんを ひっぱって、おじ

いさんが かぶを ひっぱって―。 
ツンマガガ ハーメー ヒッパティ，ハーメーガ ウスメー ヒッパティ，ウスメーガ 

カブ ヒッパティ―． 

 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

まだまだ、かぶは ぬけません。 

ナマジョーイ カブー ヌギヤビランハ． 

 

まごは、いぬを よんで きました。 
ツンマガー イン ユディチャービタン． 

 

いぬが まごを ひっぱって、まごが おばあさんを ひっぱって、おばあさんが お

じいさんを ひっぱって、おじいさんが かぶを ひっぱって―。 

インヌ ツンマガ ヒッパティ， ツンマガガ ハーメー ヒッパティ，ハーメーガ ウ

スメー ヒッパティ，ウスメーガ カブ ヒッパティ―． 

 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

まだまだ、まだまだ、ぬけません。 

ナマンジョーイ ヌギヤビランハ． 

 

いぬは、ねこを よんで きました。 

イノー マヤー ユディチャービタン． 

 

ねこが いぬを ひっぱって、いぬが まごを ひっぱって、まごが おばあさんを  

ひっぱって、おばあさんが おじいさんを ひっぱって、おじいさんが かぶを ひっ  

ぱって―。 

マヤーヌ イン ヒッパティ，インヌ ツンマガ ヒッパティ， ツンマガガ ハーメー 

ヒッパティ，ハーメーガ ウスメー ヒッパティ，ウスメーガ カブ ヒッパティ―． 
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おばあさんは、まごを よんで きました。 

ウスメーヤ ンマガ ユディチャービタン. 

 

まごが おばあさんを ひっぱって、おばあさんが おじいさんを ひっぱって、おじ

いさんが かぶを ひっぱって―。 
ツンマガガ ハーメー ヒッパティ，ハーメーガ ウスメー ヒッパティ，ウスメーガ 

カブ ヒッパティ―． 

 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

まだまだ、かぶは ぬけません。 

ナマジョーイ カブー ヌギヤビランハ． 

 

まごは、いぬを よんで きました。 
ツンマガー イン ユディチャービタン． 

 

いぬが まごを ひっぱって、まごが おばあさんを ひっぱって、おばあさんが お

じいさんを ひっぱって、おじいさんが かぶを ひっぱって―。 

インヌ ツンマガ ヒッパティ， ツンマガガ ハーメー ヒッパティ，ハーメーガ ウ

スメー ヒッパティ，ウスメーガ カブ ヒッパティ―． 

 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

まだまだ、まだまだ、ぬけません。 

ナマンジョーイ ヌギヤビランハ． 

 

いぬは、ねこを よんで きました。 

イノー マヤー ユディチャービタン． 

 

ねこが いぬを ひっぱって、いぬが まごを ひっぱって、まごが おばあさんを  

ひっぱって、おばあさんが おじいさんを ひっぱって、おじいさんが かぶを ひっ  

ぱって―。 

マヤーヌ イン ヒッパティ，インヌ ツンマガ ヒッパティ， ツンマガガ ハーメー 

ヒッパティ，ハーメーガ ウスメー ヒッパティ，ウスメーガ カブ ヒッパティ―． 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

それでも、かぶは ぬけません。 

アンシン， カブー ヌギヤビランハ． 

 

ねこは、ねずみを よんで きました。 

マヤーヤ ツウェンチュ ユディチャービタン． 

 

ねずみが ねこを ひっぱって、ねこが いぬを ひっぱって、いぬが まごを ひっ

ぱって、まごが おばあさんを ひっぱって、おばあさんが おじいさんを ひっぱって、

おじいさんが かぶを ひっぱって――。 
ツウェンチュヌ マヤー ヒッパティ，マヤーヌ イン ヒッパティ，インヌ ンマガ 

ヒッパティ， ツンマガガ ハーメー ヒッパティ，ハーメーガ ウスメー ヒッパティ，

ウスメーガ カブ ヒッパティ・・・． 

 

「うんとこしょ。どっこいしょ。」 

「イヤサッサー，ヒヤミカチ.」 

 

やっと、かぶは ぬけました。 

チャンガナ，カボー ヌギヤビタン． 
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沖縄県久高島方言 

新永悠人 
 

１．構成 
 本報告では、２節で音素と音節構造を説明した後に、３節で動詞形態論、４節で形容

詞形態論、５節で「おおきなかぶ」の方言訳、６節で方言会話の例文を示す。3 節以降

のデータを提供してくださった話者情報を以下の表にまとめた。調査は 2016 年の 11 月

に行った。 
 

表 1. 各節の話者情報 

節番号 氏名（敬称略） 性別 誕生年 島外での生活期間・場所

３節、４節 内間美代 女性 1929 年 19~20 歳ごろ・沖縄本島 

５節、６節 内間豊 男性 1948 年 16~50 歳ごろ・那覇など 

 

２．音素と音節構造 
 久高島方言の母音音素は表 1 に示した 5 種類である。/e/と/o/を持つ語彙は少なく、そ

のほとんどが長母音として現れる。 
 

表 2. 母音目録 

 Front Central Back 

High i  u 
Mid e  o 
Low  a  

 

 子音音素は表 2 に示した 13 種類と、原音素の/N/である。カギ括弧内は異音を示す（波

線は自由交替、コンマで区切られたものは条件異音を示す）。 
 

表 3. 子音目録 

   両唇 歯茎・硬口蓋 軟口蓋・声門

阻害 有声  b d [d~ɾ] g 
 無声 無気 p [p~pˀ] t [t~tˀ] k [k~kˀ] 
  有気 pʰ [p͡ɸ~ɸ] tʰ [t̺ʰ~s̺] h [h, ç, ɸ] 

鼻音   m n  

接近   w j  

 

 以下に、子音に関する注意点を４つ述べる。 
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沖縄県久高島方言 

新永悠人 
 

１．構成 
 本報告では、２節で音素と音節構造を説明した後に、３節で動詞形態論、４節で形容

詞形態論、５節で「おおきなかぶ」の方言訳、６節で方言会話の例文を示す。3 節以降

のデータを提供してくださった話者情報を以下の表にまとめた。調査は 2016 年の 11 月

に行った。 
 

表 1. 各節の話者情報 

節番号 氏名（敬称略） 性別 誕生年 島外での生活期間・場所

３節、４節 内間美代 女性 1929 年 19~20 歳ごろ・沖縄本島 

５節、６節 内間豊 男性 1948 年 16~50 歳ごろ・那覇など 

 

２．音素と音節構造 
 久高島方言の母音音素は表 1 に示した 5 種類である。/e/と/o/を持つ語彙は少なく、そ

のほとんどが長母音として現れる。 
 

表 2. 母音目録 

 Front Central Back 

High i  u 
Mid e  o 
Low  a  

 

 子音音素は表 2 に示した 13 種類と、原音素の/N/である。カギ括弧内は異音を示す（波

線は自由交替、コンマで区切られたものは条件異音を示す）。 
 

表 3. 子音目録 

   両唇 歯茎・硬口蓋 軟口蓋・声門

阻害 有声  b d [d~ɾ] g 
 無声 無気 p [p~pˀ] t [t~tˀ] k [k~kˀ] 
  有気 pʰ [p͡ɸ~ɸ] tʰ [t̺ʰ~s̺] h [h, ç, ɸ] 

鼻音   m n  

接近   w j  

 

 以下に、子音に関する注意点を４つ述べる。 
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まず１点目として、任意の子音音素（/C/）と/j/の音素連続は基本的に/C/の口蓋化（例：

mjaa [mʲaː]「猫」）として実現するが、歯茎阻害音（/d/、/t/、/tʰ/）の場合だけ以下のよう

になる。波線（[~]）は自由交替を示す。 
 

(1) 「歯茎阻害音＋/j/」の音声的実現 
・/dj/ [d͡ʑ~d͡z]（語頭）、[ʑ~z]（語中） 
・/tj/ [t͡ ɕ] 
・/tʰj/ [ɕ~s] 
 

 /dj/ と /tʰj/ は多くの場合、歯茎硬口蓋摩擦音（[(d)ʑ]、[ɕ]）として実現する。但し、

/i/以外の母音の前では、時に歯茎音（[z]、[s]）として実現する場合もある（例：/gadjaa/ 
[gaʑaː~gazaː]「蚊」、/tʰja/ [ɕa~sa]「下」）。現時点では印象に過ぎないが、女性の方が歯茎

硬口蓋摩擦音を用いる傾向があるようだ。ただし、揺れの見られない単語もある（例：

/djaa/ [d͡ʑaː]「部屋」、/Ntʰjaa/ [nsaː]「たち（複数標識）」、/tʰjaama/ [saːma] (INST)）。(1) に
示した異音を/Cj/として分析する理由は、/d/、/t/、/tʰ/で終わる動詞語根（例：/kuNd-/「結

ぶ」、/ut-/「打つ」、/pʰutʰ-/「干す」）に/j/で始まる動詞接辞（例：丁寧接辞の-jabi）が後

接する場合に、上記の音として実現するためである（例：/kuNd-jabi-i-N/ [kunʑabiːɴ]「結

びます」、/ut-jabi-i-N/ [ut͡ ɕabiːɴ]「打ちます」、/pʰutʰ-jabi-i-N/ [p͡ɸuɕabiːɴ~ p͡ɸusabiːɴ]「干し

ます」；-i は非過去接辞、-N は終止接辞）。 
 なお、歯茎阻害音では/Ci/と/Cji/に発音上の違いがあるが（例：/ti/ [ti] vs. /tji/ [t͡ ɕi]）、
それ以外の子音においては/Ci/と/Cji/に発音上の違いはない（例：/ki/ [ki] = /kji/ [ki]；厳

密には直前の子音は口蓋化[ʲ]しているが、本稿では[Cʲi]は[Ci]として記述する）。そこで、

（分割不可能な）形態素の中の[Ci]は、音節構造が単純な方の/Ci/として解釈する（例：

/kii/ [kiː]「木」）。 
 ２点目として、無声阻害音には無気と有気の対立がある。両唇音と歯茎音では、異音

が破裂または破擦音として実現する場合は、無気音に比べて有気音の VOT が顕著に長

い。また、摩擦音の異音を持つのは有気音のみである。静的パラトグラフィーの結果、

１名の話者（1947 年生まれ、男性）において、/t/と/tʰ/の対立が能動的調音器官におけ

る舌端（blade）と舌尖（tip）の対立であったため（受動的調音器官はともに歯茎）、本

稿では/tʰ/の異音を [t̺ʰ~s̺] として示した。 
３点目として、語中の無声無気阻害音（の一部）は喉頭化する場合がある（例：

/amatʰatakutu/ [amat̺ʰatˀakutu]「甘かったから」）。 

４点目として、語中の無声有気阻害音は摩擦音として実現することが多い（例：

/meepʰukama/ [meːɸukama] 「前外間（屋号）」、/kutʰa/ [kus̺a]「草」）。 
 音節構造とモーラ（μ）は下記の通りである。C1 と G はともに C2 を必ず伴う。中本

（1985）のデータより、最終モーラのみが H(igh pitch) を担うことから、本稿ではモー
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ラという単位を採用する（V2および C3には 1 モーラの長さがあるとみなす）。 
 

((C1)C2(G))V1(V2) または ((C1)C2(G))V1(C3) 
 
     μ μ    μ μ 
 

【注記】 
C1：原音素/N/のみが入る 
C2：あらゆる子音が入る 
G：/w/または/j/のみが入る 
V1：あらゆる母音が入る 
V2：V1と同母音か、/i/のみが入る 
C3：非語末では/N/、/p/、/t/、/tʰ/、/k/のいずれか。語末では/N/のみ（ただし、例外的に

/am/ [am]「お母さん」【古】だけは語末が/m/ [m]で終わる）。 
 以下では、原音素 /N/ に対しては、便宜上 ‘n’ を用いて表記する（表記に関して、

2016 年度の報告書との違いはこの点のみである）。 
 

３．動詞形態論 
 本節では久高方言の動詞形態論をまとめる。３．１節で動詞語幹の一覧表と例文、３．

２節で動詞語幹に後接する接辞の一覧表と例文を示す。 
 

３．１．動詞語幹 
 動詞語幹は規則動詞語幹と不規則動詞語幹に分かれる。前者には（形態）音韻規則が

規則的に適用できるが、後者にはできない（久高島方言の動詞の形態音韻規則について

は、新永 2016 を参照）。規則動詞語幹末に現れる音素の全種類は以下の 15 種類である。

語幹末が /i/ の場合のみ、語幹が 2 モーラ以上のものと、1 モーラのものを区別した。 
 

(1) 規則動詞語幹末に現れる音素の全種類 
語幹末の音素 例 
i（語幹が 2 モーラ以上） uki 「起きる」 
i（語幹が 1 モーラ） ki 「切る」 
u tʰu 「取る」 
e hee 「変える」 
o hoo 「買う」 
a wada [waɾa] 「笑う」 
m jum 「読む」 
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b nadab [naɾab] 「並ぶ」 
t ut 「打つ」 
tʰ pʰutʰ 「干す」 
d hand 「被る」 
k hak 「書く」 
ik tjik 「聞く」 
g tʰug 「研ぐ」 
ig uig 「泳ぐ」 

 

次に、現時点で見つかっている不規則動詞語幹は以下の 13 種類である。 
 

(2) 不規則動詞語幹 
 gi 「座る」 
tʰ  「する」 
ik/n 「行く」 
hu/tʰ 「来る」 
gu 「いる」 
a  「ある」 
a/ja/da 「～である」 
tʰjimi 「させる」 
ime/imo 「いらっしゃる」 
ntjagi 「召し上がる」 
ke/ka 「食べる」 
kund 「結ぶ」 
hi 「死ぬ」 

 

 上記の語幹に以下の 6 種類の接辞を付けた形を表にして示す（他の動詞接辞について

は、次の３．２節で扱う）。表のデータは語末接辞が揃うように一部改変してある（改

変箇所は脚注にて示した）。 
 

(3) 上記の語幹に付ける動詞接辞 
機能 形式 当該接辞を選んだ理由

非過去 i/ju 非過去接辞の異形態 i/ju のどちらを選択するかが分かる。 
過去 ta t 始まりの接辞が付くときの形が分かる。 
否定 dan 語根の基底形が分かる。 
命令 diba 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出る形を調べる。 

連用＋願望 ji+butʰjan 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出ない形を調べる。 
丁寧 jabi j が後接した形が分かる。 
 

まず、最初に動詞屈折表を示し、その後に非過去形を用いた例文を列挙する。使用する

ことができない語形にはアスタリスク（*）をつけた。 
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1  
非

過
去

形
は

断
定

接
辞

の
n
で

終
わ

る
形

式
に

統
一

し
た

。
実

際
の

録
音

で
は

、
非

過
去

接
辞

＋
tʰa

a
の

も
の

も
現

れ
る
（

(4
)
に

示
し

た
例

文
が

そ
れ

に
当

た
る

）
。

 

動
詞

語
幹

 
i/j

u（
非

過
去

）
 

ta
（

過
去

）
da

n（
否
定

）
di

ba（
命
令

） 
ji+

bu
tʰj

an
（

連
用

＋
願

望
）

ja
bi
（

丁
寧

）
 

pʰ
ut
ʰ「

干
す

」
 

pʰ
ut
ʰju

n 
pʰ

ut
ja

n 
pʰ

ut
ʰa

n 
pʰ

ut
ʰib

a 
pʰ

ut
ʰji

bu
tʰj

an
 

pʰ
ut
ʰja

bi
in

 
[p
ʰu

su
ɴ]

 
[p
ʰu

tɕ
aɴ

] 
[p
ʰu

tʰa
ɴ]

 
[p
ʰu

tʰi
ba

] 
[p
ʰu
ɕi

bu
sa
ɴ]

 
[p
ʰu

sa
bi
ːɴ

] 

ha
nd

「
被

る
」

 
ha

nd
ju

n 
ha

nt
an

 
ha

nd
an

 
ha

nd
ib

a 
ha

nd
jib

ut
ʰja

n2  
ha

nd
ja

bi
in

 
[h

an
ʑu
ɴ]

 
[h

an
ta
ɴ]

 
[h

an
ɾa
ɴ]

 
[h

an
ɾib

a]
 

[h
an
ʑi

bu
sa
ɴ]

 
[h

an
ʑa

bi
ːɴ

] 

ha
k「

書
く

」
 

ha
ki

n 
ha

tja
n 

ha
ka

n 
ha

ki
ba

 
ha

ki
bu

tʰj
an

 
ha

kj
ab

iin
 

[h
ak

iɴ
] 

[h
at
ɕa
ɴ]

 
[h

ak
aɴ

] 
[h

ak
ib

a]
 

[h
ak

ib
us

aɴ
] 

[h
ak
ʲab

iːɴ
] 

tji
k「

聞
く

」
 

tji
ki

n 
tji

tja
n 

tji
ka

n 
tji

ki
ba

 
tji

ki
bu

tʰj
an

 
tji

kj
ab

iin
 

[tɕ
ik

iɴ
] 

[tɕ
itɕ

aɴ
] 

[tɕ
ik

aɴ
] 

[tɕ
ik

ib
a]

 
[tɕ

ik
ib

us
aɴ

] 
[tɕ

ik
ʲab

iːɴ
] 

tʰu
g「

研
ぐ

」
 

tʰu
gi

n 
tʰu

dj
an

 
tʰu

ga
n 

tʰu
gi

ba
 

tʰu
gi

bu
tʰj

an
 

tʰu
gj

ab
iin

 
[tʰ

uɡ
iɴ

] 
[tʰ

uʑ
aɴ

] 
[ tʰ

uɡ
aɴ

] 
[tʰ

uɡ
ib

a]
 

[tʰ
uɡ

ib
us

aɴ
] 

[tʰ
uɡ
ʲab

iːɴ
] 

ui
g「

泳
ぐ

」
 

ui
gi

n 
ui

dj
an

 
ui

ga
n 

ui
gi

ba
 

ui
gi

bu
tʰj

an
 

ui
gj

ab
iin

 
[u

iɡ
iɴ

] 
[u

iʑ
aɴ

] 
[u

iɡ
aɴ

] 
[u

iɡ
ib

a]
 

[u
iɡ

ib
us

aɴ
] 

[u
iɡ
ʲab

iːɴ
] 

gi
「

座
る

」
 

gi
in

 
gi

tja
n 

gi
ja

n 
gi

ib
a 

gi
ib

ut
ʰja

n 
gi

ja
bi

in
 

[ɡ
iːɴ

] 
[ɡ

itɕ
aɴ

] 
[ɡ

ija
ɴ]

 
[ɡ

iːb
a]

 
[ɡ

iːb
us

aɴ
] 

[ɡ
ija

bi
ːɴ

] 

tʰ「
す

る
」

 
tʰj

un
 

tja
n 

tʰa
n 

tʰi
ba

 
tʰj

iib
ut
ʰja

n 
tʰj

ab
iin

 
[s

uɴ
] 

[ tɕ
aɴ

] 
[tʰ

aɴ
] 

[tʰ
ib

a]
 

[ɕ
iːb

us
aɴ

] 
[s

ab
iːɴ

] 

ik
/n
「

行
く

」
 

ik
in

 
nd

ja
n 

ik
an

 
ik

ib
a 

ik
ib

ut
ʰja

n 
ik

ja
bi

in
 

[ik
iɴ

] 
[n
ʑa
ɴ]

 
[ik

aɴ
] 

[ik
ib

a]
 

[ik
ib

us
aɴ

] 
[ik
ʲab

iːɴ
] 

hu
/tʰ
「

来
る

」
 

tʰ j
uu

n 
tja

n 
hu

un
 

hu
ub

a 
tʰj

iib
ut
ʰja

n 
tʰj

ab
iin

 
[s

uː
ɴ]

 
[tɕ

aɴ
] 

[ɸ
uː
ɴ]

 
[ɸ

uː
ba

] 
[ɕ

iːb
us

aɴ
] 

[s
ab

iːɴ
] 

 
 

 
 

 
 

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
2  録

音
デ

ー
タ

で
は

、
ha

nd
jib

ut
ʰja

 tʰ
aa

 [h
an
ʑi

bu
sa

tʰa
ː]「

被
り

た
い

ね
ぇ

」
と

言
っ

て
い

る
。
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動
詞

語
幹

 
i/j

u（
非

過
去

）
 

ta
（

過
去

）
da

n（
否
定

）
di

ba（
命
令

） 
ji+

bu
tʰj

an
（

連
用

＋
願

望
）

ja
bi
（

丁
寧

）
 

gu
「

い
る

」
 

gu
n 

gu
ta

n 
gu

da
n 

gu
di

ba
 

gu
ib

ut
ʰja

n 
gu

ib
iin

/g
uj

ab
iin

 
[ɡ

uɴ
] 

[ɡ
ut

aɴ
] 

[ɡ
uɾ

aɴ
] 

[ɡ
uɾ

ib
a]

 
[ɡ

ui
bu

sa
ɴ]

 
[ɡ

ui
bi
ːɴ

/ɡ
uj

ab
iːɴ

] 

a「
あ
る

」
 

an
 

at
an

 
na

an
 

N
/A

3  
N

/A
 

ai
bi

in
/*

aj
ab

iin
 

[a
ɴ]

 
[a

ta
ɴ]

 
[n

aː
ɴ]

 
[a

ib
iːɴ

/*
aj

ab
iːɴ

] 

a/
ja

/d
a「

～
で

あ
る
」

 
N

/A
 

ja
ta

n 
ad

an
 

N
/A

 
N

/A
 

ja
ib

iin
 

[ja
ta
ɴ]

 
[a
ɾa
ɴ]

 
[ja

ib
iːɴ

] 

tʰj
im

i「
さ

せ
る

」
 

tʰj
im

iin
 

tʰj
im

ita
n 

tʰj
im

id
an

 
tʰj

im
id

ib
a 

tʰj
im

ib
ut
ʰja

n 
tʰj

im
ija

bi
in

 
[ɕ

im
iːɴ

] 
[ɕ

im
ita
ɴ]

 
[ɕ

im
iɾa
ɴ]

 
[ɕ

im
iɾi

ba
] 

[ɕ
im

ib
us

aɴ
] 

[ɕ
im

ija
bi
ːɴ

] 

im
e/

im
o「

い
ら

っ
し

ゃ
る

」
 

im
ee

n 
im

oo
tja

n 
im

oo
da

n 
im

oo
di

ba
 

im
ee

bu
tʰj

an
4  

*i
m

oo
ja

bi
in

/*
im

ee
ja

bi
in

[im
eː
ɴ]

 
[im

oː
tɕ

aɴ
]

[im
oː
ɾa
ɴ]

 
[im

oː
ɾib

a]
 

[im
eː

bu
sa
ɴ]

 
[*

im
oː

ja
bi
ːɴ

/*
im

eː
ja

bi
ːɴ

]

nt
ja

gi
「

召
し

上
が

る
」

 
nt

ja
gi

n 
nt

ja
gi

ta
n 

nt
ja

gi
da

n 
nt

ja
gi

di
ba

 
nt

ja
gi

bu
tʰj

an
5  

*n
tja

gi
ja

bi
in

 
[n

tɕ
aɡ

iɴ
] 

[n
tɕ

aɡ
ita
ɴ]

[n
tɕ

aɡ
iɾa
ɴ]

 
[n

tɕ
aɡ

iɾi
ba

] 
[n

tɕ
aɡ

ib
us

aɴ
] 

[*
nt
ɕa
ɡi

ja
bi
ːɴ

] 

ka
/k

e「
食

べ
る

」
 

ke
en

 
ka

ta
n 

ka
an

 
ke

eb
a 

ke
eb

ut
ʰja

n 
*k

aj
ab

iin
/*

ke
ja

bi
in

 
[k

eː
ɴ]

 
[k

at
aɴ

] 
[k

aː
ɴ]

 
[k

eː
ba

] 
[k

eː
bu

sa
ɴ]

 
[*

ka
ja

bi
ːn

/*
ke

ja
bi
ːɴ

] 

ku
nd

「
結

ぶ
」

 
ku

nd
ju

n 
ku

nt
ja

n 
ku

nd
an

 
ku

nd
ib

a 
ku

nd
jib

ut
ʰja

n 
ku

nd
ja

bi
in

 
[k

un
ʑu
ɴ]

 
[k

un
tɕ

aɴ
] 

[k
un
ɾa
ɴ]

 
[k

un
ɾib

a]
 

[k
un
ʑi

bu
sa
ɴ]

 
[k

un
ʑa

bi
ːɴ

] 

hi
「

死
ぬ

」
 

hi
in

 
hi

dj
an

 
hi

ja
n 

hi
ib

a 
hi

ib
ut
ʰja

n 
hi

ja
bi

in
 

 
[ç

iːɴ
] 

[ç
iʑ

aɴ
] 

[ ç
ija
ɴ]

 
[ç

iːb
a]

 
[ç

iːb
us

aɴ
] 

[ç
ija

bi
ːɴ

] 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
3  

N
/A

は
適

切
な

例
文

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
（

ゆ
え

に
調

査
で

き
な

か
っ

た
）

こ
と

を
示

す
。

 
4  録

音
デ

ー
タ

で
は

、
im

ee
bu

tʰj
ai

ja
 [i

m
eː

bu
sa

ija
]「

い
ら

っ
し

ゃ
り

た
い

で
す

か
？

」
と

述
べ

て
い

る
。

 
5  録

音
デ

ー
タ

で
は

、
nt

ja
gi

bu
tʰj

ai
ja

 [n
tɕ

aɡ
ib

us
ai

ja
]「

召
し

上
が

り
た

い
で

す
か

？
」

と
述

べ
て

い
る

。
 

(4) 「動詞語幹＋非過去接辞」を用いた例文 
waa ga djii hakin 「私が字を書く」 
jutakaa ga ukii tʰaa 「豊が起きるよ」 
ama kai jukiga nu gu tʰaa 「あそこに男の人がいるよ」 
nma kai itʰji ga a tʰaa 「そこに石があるよ」 
nma ndji itʰji ga a tʰaa 「そこに石があるよ」 
jutakaa duu ga ikin tji atadu 「豊は自分が行くつもりだった」 
waa nmaga nu tʰjuu tʰaa 「私の孫が来るよ」 
jaa nmaga n tʰjuui ja? 「お前の孫も来るか？」 
jutakaa nmaga nu juda kii tʰaa 「豊の孫が枝を切るよ」 
jukiga nu pʰuku hooin 「男の人の服を買う。」 
itʰji n ui kai giin 「石の上に座る。」 
jutakaa ga duu n pʰuku hutji akki tʰaa 「豊が自分の服を干しているよ」 
jukiga ntʰjaa nee du tʰjimiin doo jaa 「男の人たちにさせるよ」 
wadabi nu wan hijatja tʰaa 「子供が私をたたいた（直訳：死なせた）ね」

tʰjintʰjii da pʰanatʰji tjikin 「先生から話を聞く。」 
nma da ama madi uigi tʰaa 「ここからあそこまで泳ぐ。」 
itʰji jutakaa ni/*tji nagiin 「石を豊へ投げる。」 
itʰji umi tji nagiin 「石を海へ投げる。」 
jutakaa jooka waa ga du uputʰaa keen doo jaa 「豊よりも私の方がたくさん食べる。」 
tʰina jooka itʰji ga du nbutʰan doo jaa 「砂よりも石の方が大きい。」 
itʰji tʰjaama djii hakin 「石で字を書く」 
tʰutʰji nakai hatana tʰugin 「砥石で包丁を研ぐ」 
jutakaa tu mandjooi nadabin 「豊と一緒に並ぶ。」 
tʰii n pitʰja n kundjun 「手も足も縛る」 
wanaa tjaa antji tʰju tʰaa 「私はいつもそうするよ」 
anu tjoo tʰjintʰjii dadu 「あの人は先生だ」 
tʰjintʰjii ja tjaa nma kai imeen doo jaa 「先生はいつもそこにいらっしゃるよ」 
waa ga heein 「私が（電灯を）変える」 
wadabi ntʰjaa bikeei tjuu tʰaa 「子供たちばかり来ているよ」 
unu juda n kiin tji da ni? 「その枝も切るつもりか？」 
jutakaa ga naibatʰjaa tʰui tʰaa 「豊がバナナを取る。」 
waa ga tʰjoogin tʰjiija juu wadeen doo jaa 「私が冗談を言うと、よく笑うよ」 

waa ga jumin doo jaa 「私が読むよ」 
tʰjintʰjii ja juu naibatʰjaa ntjagin doo jaa 「先生はよくバナナを召し上がるよ。」 
antji tʰjiijaa, hiin doo jaa 「そうしたら、死ぬよ」 
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動
詞

語
幹

 
i/j

u（
非

過
去

）
 

ta
（

過
去

）
da

n（
否
定

）
di

ba（
命
令

） 
ji+

bu
tʰj

an
（

連
用

＋
願

望
）

ja
bi
（

丁
寧

）
 

gu
「

い
る

」
 

gu
n 

gu
ta

n 
gu

da
n 

gu
di

ba
 

gu
ib

ut
ʰja

n 
gu

ib
iin

/g
uj

ab
iin

 
[ɡ

uɴ
] 

[ɡ
ut

aɴ
] 

[ɡ
uɾ

aɴ
] 

[ɡ
uɾ

ib
a]

 
[ɡ

ui
bu

sa
ɴ]

 
[ɡ

ui
bi
ːɴ

/ɡ
uj

ab
iːɴ

] 

a「
あ
る

」
 

an
 

at
an

 
na

an
 

N
/A

3  
N

/A
 

ai
bi

in
/*

aj
ab

iin
 

[a
ɴ]

 
[a

ta
ɴ]

 
[n

aː
ɴ]

 
[a

ib
iːɴ

/*
aj

ab
iːɴ

] 

a/
ja

/d
a「

～
で

あ
る
」

 
N

/A
 

ja
ta

n 
ad

an
 

N
/A

 
N

/A
 

ja
ib

iin
 

[ja
ta
ɴ]

 
[a
ɾa
ɴ]

 
[ja

ib
iːɴ

] 

tʰj
im

i「
さ

せ
る

」
 

tʰj
im

iin
 

tʰj
im

ita
n 

tʰj
im

id
an

 
tʰj

im
id

ib
a 

tʰj
im

ib
ut
ʰja

n 
tʰj

im
ija

bi
in

 
[ɕ

im
iːɴ

] 
[ɕ

im
ita
ɴ]

 
[ɕ

im
iɾa
ɴ]

 
[ɕ

im
iɾi

ba
] 

[ɕ
im

ib
us

aɴ
] 

[ɕ
im

ija
bi
ːɴ

] 

im
e/

im
o「

い
ら

っ
し

ゃ
る

」
 

im
ee

n 
im

oo
tja

n 
im

oo
da

n 
im

oo
di

ba
 

im
ee

bu
tʰj

an
4  

*i
m

oo
ja

bi
in

/*
im

ee
ja

bi
in

[im
eː
ɴ]

 
[im

oː
tɕ

aɴ
]

[im
oː
ɾa
ɴ]

 
[im

oː
ɾib

a]
 

[im
eː

bu
sa
ɴ]

 
[*

im
oː

ja
bi
ːɴ

/*
im

eː
ja

bi
ːɴ

]

nt
ja

gi
「

召
し

上
が

る
」

 
nt

ja
gi

n 
nt

ja
gi

ta
n 

nt
ja

gi
da

n 
nt

ja
gi

di
ba

 
nt

ja
gi

bu
tʰj

an
5  

*n
tja

gi
ja

bi
in

 
[n

tɕ
aɡ

iɴ
] 

[n
tɕ

aɡ
ita
ɴ]

[n
tɕ

aɡ
iɾa
ɴ]

 
[n

tɕ
aɡ

iɾi
ba

] 
[n

tɕ
aɡ

ib
us

aɴ
] 

[*
nt
ɕa
ɡi

ja
bi
ːɴ

] 

ka
/k

e「
食

べ
る

」
 

ke
en

 
ka

ta
n 

ka
an

 
ke

eb
a 

ke
eb

ut
ʰja

n 
*k

aj
ab

iin
/*

ke
ja

bi
in

 
[k

eː
ɴ]

 
[k

at
aɴ

] 
[k

aː
ɴ]

 
[k

eː
ba

] 
[k

eː
bu

sa
ɴ]

 
[*

ka
ja

bi
ːn

/*
ke

ja
bi
ːɴ

] 

ku
nd

「
結

ぶ
」

 
ku

nd
ju

n 
ku

nt
ja

n 
ku

nd
an

 
ku

nd
ib

a 
ku

nd
jib

ut
ʰja

n 
ku

nd
ja

bi
in

 
[k

un
ʑu
ɴ]

 
[k

un
tɕ

aɴ
] 

[k
un
ɾa
ɴ]

 
[k

un
ɾib

a]
 

[k
un
ʑi

bu
sa
ɴ]

 
[k

un
ʑa

bi
ːɴ

] 

hi
「

死
ぬ

」
 

hi
in

 
hi

dj
an

 
hi

ja
n 

hi
ib

a 
hi

ib
ut
ʰja

n 
hi

ja
bi

in
 

 
[ç

iːɴ
] 

[ç
iʑ

aɴ
] 

[ ç
ija
ɴ]

 
[ç

iːb
a]

 
[ç

iːb
us

aɴ
] 

[ç
ija

bi
ːɴ

] 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
3  

N
/A

は
適

切
な

例
文

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
（

ゆ
え

に
調

査
で

き
な

か
っ

た
）

こ
と

を
示

す
。

 
4  録

音
デ

ー
タ

で
は

、
im

ee
bu

tʰj
ai

ja
 [i

m
eː

bu
sa

ija
]「

い
ら

っ
し

ゃ
り

た
い

で
す

か
？

」
と

述
べ

て
い

る
。

 
5  録

音
デ

ー
タ

で
は

、
nt

ja
gi

bu
tʰj

ai
ja

 [n
tɕ

aɡ
ib

us
ai

ja
]「

召
し

上
が

り
た

い
で

す
か

？
」

と
述

べ
て

い
る

。
 

(4) 「動詞語幹＋非過去接辞」を用いた例文 
waa ga djii hakin 「私が字を書く」 
jutakaa ga ukii tʰaa 「豊が起きるよ」 
ama kai jukiga nu gu tʰaa 「あそこに男の人がいるよ」 
nma kai itʰji ga a tʰaa 「そこに石があるよ」 
nma ndji itʰji ga a tʰaa 「そこに石があるよ」 
jutakaa duu ga ikin tji atadu 「豊は自分が行くつもりだった」 
waa nmaga nu tʰjuu tʰaa 「私の孫が来るよ」 
jaa nmaga n tʰjuui ja? 「お前の孫も来るか？」 
jutakaa nmaga nu juda kii tʰaa 「豊の孫が枝を切るよ」 
jukiga nu pʰuku hooin 「男の人の服を買う。」 
itʰji n ui kai giin 「石の上に座る。」 
jutakaa ga duu n pʰuku hutji akki tʰaa 「豊が自分の服を干しているよ」 
jukiga ntʰjaa nee du tʰjimiin doo jaa 「男の人たちにさせるよ」 
wadabi nu wan hijatja tʰaa 「子供が私をたたいた（直訳：死なせた）ね」

tʰjintʰjii da pʰanatʰji tjikin 「先生から話を聞く。」 
nma da ama madi uigi tʰaa 「ここからあそこまで泳ぐ。」 
itʰji jutakaa ni/*tji nagiin 「石を豊へ投げる。」 
itʰji umi tji nagiin 「石を海へ投げる。」 
jutakaa jooka waa ga du uputʰaa keen doo jaa 「豊よりも私の方がたくさん食べる。」 
tʰina jooka itʰji ga du nbutʰan doo jaa 「砂よりも石の方が大きい。」 
itʰji tʰjaama djii hakin 「石で字を書く」 
tʰutʰji nakai hatana tʰugin 「砥石で包丁を研ぐ」 
jutakaa tu mandjooi nadabin 「豊と一緒に並ぶ。」 
tʰii n pitʰja n kundjun 「手も足も縛る」 
wanaa tjaa antji tʰju tʰaa 「私はいつもそうするよ」 
anu tjoo tʰjintʰjii dadu 「あの人は先生だ」 
tʰjintʰjii ja tjaa nma kai imeen doo jaa 「先生はいつもそこにいらっしゃるよ」 
waa ga heein 「私が（電灯を）変える」 
wadabi ntʰjaa bikeei tjuu tʰaa 「子供たちばかり来ているよ」 
unu juda n kiin tji da ni? 「その枝も切るつもりか？」 
jutakaa ga naibatʰjaa tʰui tʰaa 「豊がバナナを取る。」 
waa ga tʰjoogin tʰjiija juu wadeen doo jaa 「私が冗談を言うと、よく笑うよ」 

waa ga jumin doo jaa 「私が読むよ」 
tʰjintʰjii ja juu naibatʰjaa ntjagin doo jaa 「先生はよくバナナを召し上がるよ。」 
antji tʰjiijaa, hiin doo jaa 「そうしたら、死ぬよ」 
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３．２．動詞語幹に後接する接辞 
 動詞語幹に後接する接辞を以下に示す。機能のラベルに付けた数字は小さいものの方

が使用されやすいことを意味する。丸カッコ内は補足説明である。 
 

表 5. 動詞語幹に後接する接辞 
形式 機能のラベル 形式 機能のラベル 形式 機能のラベル

-i/-ju 現在 -tʰi 準体 -datʰ 使役１ 
-i/-ju 直接経験 -tʰiga 逆説 -diba 条件１ 
-jaa 人間名詞化 -n 断定 -diba 命令 
-jaama 連鎖２ -da 志向 -ta 過去 
-jabi 丁寧 -dai 意思伝達 -tʰituminku 同時 
-ji 連鎖３ -datʰadi 可能 -ti 連鎖１（節連鎖；

補助動詞構文） -jibutʰja 願望 -dan 否定 
-jiga 目的 -dana 否定連鎖 -tuu 持続（進行；結果

残存） -jigatjinaa 同時 -danki(ba) 禁止 
-kutu 理由 -datʰjimi 使役２   

 

以下に、動詞語根 hee-「変える」を用いた例を示す。 
 

(5) 動詞語根 hee-「変える」と表 5 の動詞語幹に後接する接辞を用いた例文 
heeda 変えよう 
waa ga heedai 私が変えるね 
heedan 変えない 
heedatʰjun 変えさせる 
heedatʰjimiin 変えさせる 
waa ga heedatʰadiin doo 私が変えられるよ 
uda heedankiba/heedanki それは変えるな 
motʰji heediba kjaa nai ga? もし変えたら、どうなる？ 
jaa heediba お前、（電球を）変えろ 
waa ga heeiga iki tʰaa 私が変えに行くよ 
heeigatjinaa mun juda tʰaa 変えながら話をした 
heeibutʰjan mjaa 変えたいね 
heejabiin doo 変えますよ 
heein 変える 
heeitʰi bikeei mutji huuba 変えるのだけ持って来い 
waa ga heei tʰaa 私が変えるさ 

waa ga heeikutu matjtjukiba jaa 私が変えるから、待ってろよ 
nama heetuu tʰaa 今変えているよ 
heetuun doo jaa （電球はもう）変えてあるよ 
naa heeta tʰaa もう変えたよ 
nama heeitʰiga tʰimii ja? 今変えるけれど、良いかい？ 
mukatʰjaa waa ga du heeitan doo jaa 昔はよく私が変えたもんだよ 
adi n heeti, udi n heeti, deedji jatan doo jaa あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ 
waa ga atu da heeti utjuki tʰaa 私が後で変えておくよ 
adi n heejaama, udi n heejaama, deedji jatan doo jaa あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ 
adi n heei, udi n heei, deedji jatan doo jaa. あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ 
heeitʰituminku tikata tʰaa 変えると同時に点いたよ 
anu tju heejaa doo jaa あの人は変える人だよ 
adi n heedana, udi n heedana, nuu tjuuta ga? あれも変えず、これも変えず、何を

していたのか？ 
 

４．形容詞形態論 
 本節では久高方言の形容詞形態論をまとめる。 

まず、任意に選択した 7 種類の形容詞語幹＋形容詞化接辞（-tʰa）に以下の接辞（但

し、否定の場合を除く）を付けたものを表にして示す。否定の場合は形容詞化接辞の後

に主題助詞（このときの異形態は a）が後接する。 
 

(6) 形容詞語幹に付ける接辞 
機能 形式 当該接辞を選んだ理由

断定 n 形容詞化接辞の形を知るため。 
過去 ta t 始まりの接辞が付くときの形が分かる。 
否定 a naan 否定表現が分析的（analytic）であることを調べる。 
条件１ diba 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出る形を調べる。 
条件２ jijaa 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出ない形を調べる。 
丁寧 ibi 丁寧接辞の形が動詞と違うことが分かる。 
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３．２．動詞語幹に後接する接辞 
 動詞語幹に後接する接辞を以下に示す。機能のラベルに付けた数字は小さいものの方

が使用されやすいことを意味する。丸カッコ内は補足説明である。 
 

表 5. 動詞語幹に後接する接辞 
形式 機能のラベル 形式 機能のラベル 形式 機能のラベル

-i/-ju 現在 -tʰi 準体 -datʰ 使役１ 
-i/-ju 直接経験 -tʰiga 逆説 -diba 条件１ 
-jaa 人間名詞化 -n 断定 -diba 命令 
-jaama 連鎖２ -da 志向 -ta 過去 
-jabi 丁寧 -dai 意思伝達 -tʰituminku 同時 
-ji 連鎖３ -datʰadi 可能 -ti 連鎖１（節連鎖；

補助動詞構文） -jibutʰja 願望 -dan 否定 
-jiga 目的 -dana 否定連鎖 -tuu 持続（進行；結果

残存） -jigatjinaa 同時 -danki(ba) 禁止 
-kutu 理由 -datʰjimi 使役２   

 

以下に、動詞語根 hee-「変える」を用いた例を示す。 
 

(5) 動詞語根 hee-「変える」と表 5 の動詞語幹に後接する接辞を用いた例文 
heeda 変えよう 
waa ga heedai 私が変えるね 
heedan 変えない 
heedatʰjun 変えさせる 
heedatʰjimiin 変えさせる 
waa ga heedatʰadiin doo 私が変えられるよ 
uda heedankiba/heedanki それは変えるな 
motʰji heediba kjaa nai ga? もし変えたら、どうなる？ 
jaa heediba お前、（電球を）変えろ 
waa ga heeiga iki tʰaa 私が変えに行くよ 
heeigatjinaa mun juda tʰaa 変えながら話をした 
heeibutʰjan mjaa 変えたいね 
heejabiin doo 変えますよ 
heein 変える 
heeitʰi bikeei mutji huuba 変えるのだけ持って来い 
waa ga heei tʰaa 私が変えるさ 

waa ga heeikutu matjtjukiba jaa 私が変えるから、待ってろよ 
nama heetuu tʰaa 今変えているよ 
heetuun doo jaa （電球はもう）変えてあるよ 
naa heeta tʰaa もう変えたよ 
nama heeitʰiga tʰimii ja? 今変えるけれど、良いかい？ 
mukatʰjaa waa ga du heeitan doo jaa 昔はよく私が変えたもんだよ 
adi n heeti, udi n heeti, deedji jatan doo jaa あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ 
waa ga atu da heeti utjuki tʰaa 私が後で変えておくよ 
adi n heejaama, udi n heejaama, deedji jatan doo jaa あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ 
adi n heei, udi n heei, deedji jatan doo jaa. あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ 
heeitʰituminku tikata tʰaa 変えると同時に点いたよ 
anu tju heejaa doo jaa あの人は変える人だよ 
adi n heedana, udi n heedana, nuu tjuuta ga? あれも変えず、これも変えず、何を

していたのか？ 
 

４．形容詞形態論 
 本節では久高方言の形容詞形態論をまとめる。 

まず、任意に選択した 7 種類の形容詞語幹＋形容詞化接辞（-tʰa）に以下の接辞（但

し、否定の場合を除く）を付けたものを表にして示す。否定の場合は形容詞化接辞の後

に主題助詞（このときの異形態は a）が後接する。 
 

(6) 形容詞語幹に付ける接辞 
機能 形式 当該接辞を選んだ理由

断定 n 形容詞化接辞の形を知るため。 
過去 ta t 始まりの接辞が付くときの形が分かる。 
否定 a naan 否定表現が分析的（analytic）であることを調べる。 
条件１ diba 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出る形を調べる。 
条件２ jijaa 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出ない形を調べる。 
丁寧 ibi 丁寧接辞の形が動詞と違うことが分かる。 
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表 7. 形容詞語幹＋形容詞化接辞（-tʰa）に後接する接辞（但し、否定は分析的） 
形式 機能のラベル 形式 機能のラベル 形式 機能のラベル

a naan 否定 n 断定 tan 過去 
ibiin 丁寧 nu 連鎖 tʰi 準体 
ijaa 条件２ diba 条件１ tʰiga 逆説 
kutu 理由 du du 係結形 nu/n 連体 

 

以下に、形容詞語根 ama-「甘い」を用いた例を示す。 
 

(7) 形容詞語根 ama-「甘い」と表 7 の形式を用いた例文 
amatʰadiba djootoo munu jaa 甘ければ、良いのにな。 
amatʰaijaa djootoo munu jaa 甘ければ、良いのにな。 
amatʰaibiin 甘いです。 
amatʰaa naan 甘くない。 
amatʰan 甘い。 
adi jooka udi ga du amatʰadu あれよりもこれが一番甘い。 
uda amatʰakutu nmatʰan doo jaa これは甘いから、おいしいよ。 
amatʰatʰi tʰudiba 甘いのを取れ。 
uda amatʰanu/*amatʰaajaama magitʰan doo jaa これは甘くて、大きいよ。 
amatʰatan 甘かった。 
uda amatʰatʰiga gumatʰan doo jaa これは甘いけど、小さいよ。 
amatʰanu deekun 甘い大根 

 

５．「おおきなかぶ」方言版 
 本節では「おおきなかぶ」の久高方言訳をまとめる。 
 
1. "magitʰanu deekun" 

「大きい 大根」（表題） 
2. upʰutʰjuu ga deekun uijabitan. 

おじいさんが 大根 植えました。 
3. amatʰanu amatʰanu deekun tji nadi. 

甘い 甘い 大根に なれ。 
4. magitʰanu magitʰanu deekun tji nadi. 

大きい 大きい 大根に なれ。 
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表 7. 形容詞語幹＋形容詞化接辞（-tʰa）に後接する接辞（但し、否定は分析的） 
形式 機能のラベル 形式 機能のラベル 形式 機能のラベル

a naan 否定 n 断定 tan 過去 
ibiin 丁寧 nu 連鎖 tʰi 準体 
ijaa 条件２ diba 条件１ tʰiga 逆説 
kutu 理由 du du 係結形 nu/n 連体 

 

以下に、形容詞語根 ama-「甘い」を用いた例を示す。 
 

(7) 形容詞語根 ama-「甘い」と表 7 の形式を用いた例文 
amatʰadiba djootoo munu jaa 甘ければ、良いのにな。 
amatʰaijaa djootoo munu jaa 甘ければ、良いのにな。 
amatʰaibiin 甘いです。 
amatʰaa naan 甘くない。 
amatʰan 甘い。 
adi jooka udi ga du amatʰadu あれよりもこれが一番甘い。 
uda amatʰakutu nmatʰan doo jaa これは甘いから、おいしいよ。 
amatʰatʰi tʰudiba 甘いのを取れ。 
uda amatʰanu/*amatʰaajaama magitʰan doo jaa これは甘くて、大きいよ。 
amatʰatan 甘かった。 
uda amatʰatʰiga gumatʰan doo jaa これは甘いけど、小さいよ。 
amatʰanu deekun 甘い大根 

 

５．「おおきなかぶ」方言版 
 本節では「おおきなかぶ」の久高方言訳をまとめる。 
 
1. "magitʰanu deekun" 

「大きい 大根」（表題） 
2. upʰutʰjuu ga deekun uijabitan. 

おじいさんが 大根 植えました。 
3. amatʰanu amatʰanu deekun tji nadi. 

甘い 甘い 大根に なれ。 
4. magitʰanu magitʰanu deekun tji nadi. 

大きい 大きい 大根に なれ。 
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5. amatʰanu gii deedji na magitʰanu deekun ga dikijabitan. 

甘い 良い とても 大きい 大根が できました。 
6. upʰutʰjuu ja deekun nugin tji tʰjabitatʰiga, hijatʰaa hijatʰaa tʰjutʰiga, deekunoo nugijabidan. 

おじいさんは 大根 抜こうと しましたが、よいしょ よいしょ するけれど、大根

は 抜けません。 
7. upʰutʰjuu ja pʰaapʰaa judi tʰjaabitan. 

おじいさんは おばあさんを 呼んで 来ました。 
8. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
9. upʰutʰjuu ga deekun pippati, 

おじいさんが 大根 引っ張って、 
10. hijatʰaa hijatʰaa tʰjabiitʰiga, deekunoo nugijabidan. 

よいしょ よいしょ しますが、大根は 抜けません。 
11. pʰaapʰaa ja nmaga judi tʰjaabitan. 

おばあさんは 孫を 呼んで 来ました。 
12. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、 
13. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
14. upʰutʰjuu ga deekun pippati, 

おじいさんが 大根を 引っ張って、 
15. hijatʰaa hijatʰaa. 

よいしょ よいしょ。 
16. jatʰiga, nama nama deekunooo nugijabidan. 

だけど、まだ まだ 大根は 抜けません。 
17. nma ndji nmagaa in judi tʰjaabitan. 

そこで 孫は 犬を 呼んで 来ました。 
18. in ga nmaga pippati, 

犬が 孫を 引っ張って、 
19. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、 
20. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
21. an tji n, an tji n, nama nugijabidan. 

ああしても、こうしても、まだ 抜けません。 
 

22. inoo mjaa judi tʰjaabitan. 

犬は 猫を 呼んで 来ました。 
23. mjaa ga in pippati, 

猫が 犬を 引っ張って、 
24. in ga nmaga pippati, 

犬が 孫を 引っ張って、 
25. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、 
26. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
27. an tji n, deekunoo nugijabidan. 

そうしても、大根は 抜けません。 
28. mjaa ja eentju judi tʰjaabitan. 

猫は ネズミを 呼んで 来ました。 
29. eentju ga mjaa pippati, 

ネズミが 猫を 引っ張って、 
30. mjaa ga in pippati, 

猫が 犬を 引っ張って、 
31. in ga nmaga pippati, 

犬が 孫を 引っ張って、 
32. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、 
33. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
34. hijatʰaa hijatʰaa. 

よいしょ よいしょ。 
35. joojaku deekunoo nugijabitan. 

ようやく 大根は 抜けました。 
 

６．方言会話の例文 
 本節では久高方言の会話の例文をまとめる。６．１節では、道で会った時の挨拶、６．

２節では、買い物のときの会話、６．３節では、物を借りる時の会話を示す。 
 

６．１．道で出会った時の挨拶 
1. gii waatiki naibitan mjaa. 

良い 海の状態に なりましたね。 
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5. amatʰanu gii deedji na magitʰanu deekun ga dikijabitan. 

甘い 良い とても 大きい 大根が できました。 
6. upʰutʰjuu ja deekun nugin tji tʰjabitatʰiga, hijatʰaa hijatʰaa tʰjutʰiga, deekunoo nugijabidan. 

おじいさんは 大根 抜こうと しましたが、よいしょ よいしょ するけれど、大根

は 抜けません。 
7. upʰutʰjuu ja pʰaapʰaa judi tʰjaabitan. 

おじいさんは おばあさんを 呼んで 来ました。 
8. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
9. upʰutʰjuu ga deekun pippati, 

おじいさんが 大根 引っ張って、 
10. hijatʰaa hijatʰaa tʰjabiitʰiga, deekunoo nugijabidan. 

よいしょ よいしょ しますが、大根は 抜けません。 
11. pʰaapʰaa ja nmaga judi tʰjaabitan. 

おばあさんは 孫を 呼んで 来ました。 
12. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、 
13. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
14. upʰutʰjuu ga deekun pippati, 

おじいさんが 大根を 引っ張って、 
15. hijatʰaa hijatʰaa. 

よいしょ よいしょ。 
16. jatʰiga, nama nama deekunooo nugijabidan. 

だけど、まだ まだ 大根は 抜けません。 
17. nma ndji nmagaa in judi tʰjaabitan. 

そこで 孫は 犬を 呼んで 来ました。 
18. in ga nmaga pippati, 

犬が 孫を 引っ張って、 
19. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、 
20. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
21. an tji n, an tji n, nama nugijabidan. 

ああしても、こうしても、まだ 抜けません。 
 

22. inoo mjaa judi tʰjaabitan. 

犬は 猫を 呼んで 来ました。 
23. mjaa ga in pippati, 

猫が 犬を 引っ張って、 
24. in ga nmaga pippati, 

犬が 孫を 引っ張って、 
25. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、 
26. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
27. an tji n, deekunoo nugijabidan. 

そうしても、大根は 抜けません。 
28. mjaa ja eentju judi tʰjaabitan. 

猫は ネズミを 呼んで 来ました。 
29. eentju ga mjaa pippati, 

ネズミが 猫を 引っ張って、 
30. mjaa ga in pippati, 

猫が 犬を 引っ張って、 
31. in ga nmaga pippati, 

犬が 孫を 引っ張って、 
32. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、 
33. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati, 

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、 
34. hijatʰaa hijatʰaa. 

よいしょ よいしょ。 
35. joojaku deekunoo nugijabitan. 

ようやく 大根は 抜けました。 
 

６．方言会話の例文 
 本節では久高方言の会話の例文をまとめる。６．１節では、道で会った時の挨拶、６．

２節では、買い物のときの会話、６．３節では、物を借りる時の会話を示す。 
 

６．１．道で出会った時の挨拶 
1. gii waatiki naibitan mjaa. 

良い 海の状態に なりましたね。 
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2. mm. gii waatiki nata tʰaa. 

うん。良い 海の状態に なったね。 
3. maa tji jantʰjee ga? 

どこへ ですか？ 
4. tʰukudin madi jadu. jaa maa tji ga? 

徳仁まで だよ。君は どこへ？ 
5. mma madi jaibiidu. 

そこまで です。 
6. an ja nee. 

そう か。 
 

６．２．買い物のときの会話 
1. tʰjaabida. 

ごめんください。 
2. imoodi. 

いらっしゃい。 
3. nuu aibii ja? 

何か ある？ 
4. nuu ga matʰtʰja ga tjee? 

何が 良いの？ 
5. tʰjidaga tʰoomin nu aibii ja? 

白髪ソーメンが ありますか？ 
6. ama kai akutu, tʰudiba. 

あそこに あるから、取りなさい。 
7. tjappi tʰjabii ga? 

いくら しますか？ 
8. tjutabai nihjakuen dadu. 

一束 二百円 だ。 
9. hai, nihjakuen. 

はい、二百円。 
10. nipʰee jaa. 

ありがとうね。 
 

６．３．物を借りるときの会話 
1. tʰjaabida. 

ごめんください。 

2. imoodi. nuu tʰjiga tja ga? 

いらっしゃい。何しに 来たか？ 
3. mm. tiibuku haiga du tʰjaabitadu. 

うん。釣竿 借りに 来ました。 
4. ai ja nee. ama kai atʰaa. mutjtji ikiba. 

そう か。あそこに あるよ。持って 行きなさい。 
5. ai jaibii nee. nipʰeejaibiidu. hatukkjabida i. 

そう ですか。ありがとうございます。借りて置きましょうね 
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2. mm. gii waatiki nata tʰaa. 

うん。良い 海の状態に なったね。 
3. maa tji jantʰjee ga? 

どこへ ですか？ 
4. tʰukudin madi jadu. jaa maa tji ga? 

徳仁まで だよ。君は どこへ？ 
5. mma madi jaibiidu. 

そこまで です。 
6. an ja nee. 

そう か。 
 

６．２．買い物のときの会話 
1. tʰjaabida. 

ごめんください。 
2. imoodi. 

いらっしゃい。 
3. nuu aibii ja? 

何か ある？ 
4. nuu ga matʰtʰja ga tjee? 

何が 良いの？ 
5. tʰjidaga tʰoomin nu aibii ja? 

白髪ソーメンが ありますか？ 
6. ama kai akutu, tʰudiba. 

あそこに あるから、取りなさい。 
7. tjappi tʰjabii ga? 

いくら しますか？ 
8. tjutabai nihjakuen dadu. 

一束 二百円 だ。 
9. hai, nihjakuen. 

はい、二百円。 
10. nipʰee jaa. 

ありがとうね。 
 

６．３．物を借りるときの会話 
1. tʰjaabida. 

ごめんください。 

2. imoodi. nuu tʰjiga tja ga? 

いらっしゃい。何しに 来たか？ 
3. mm. tiibuku haiga du tʰjaabitadu. 

うん。釣竿 借りに 来ました。 
4. ai ja nee. ama kai atʰaa. mutjtji ikiba. 

そう か。あそこに あるよ。持って 行きなさい。 
5. ai jaibii nee. nipʰeejaibiidu. hatukkjabida i. 

そう ですか。ありがとうございます。借りて置きましょうね 
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沖縄県津堅方言の報告 

― 動詞形態論と言語資料としての翻訳テキスト― 

 

又吉 里美 

 

１ 津堅島の概要 

 

 津堅島は、周囲約 8 ㎞、面積約 1.8k ㎡の島で、北緯 26 度 15 分、東経 127 度 56 分に

あり、沖縄本島中南部東海岸に面した与勝半島の南東約 5 ㎞に位置する。かつては、勝連

町に属していたが、現在は平成 17 年 4 月 1 日に、具志川市、石川市、勝連町、与那城町

の 2 市 2 町が合併してできた「うるま市」の行政区の一つである。 

 琉球方言を北琉球方言と南琉球方言とに大きく分けて考えると、北琉球方言には、奄美

諸島および沖縄本島及びその周辺の島々の方言が含まれ、南琉球方言には、宮古諸島およ

び八重山諸島の方言が含まれる。したがって、津堅方言は北琉球方言としてまず位置づけ

られる。さらに、北琉球方言は、奄美徳之島諸方言、沖永良部与論沖縄北部諸方言、沖縄

中南部諸方言に分けられる。沖縄本島に関して見てみると、太平洋側では金武町屋嘉、東

シナ海側では恩納村恩納以北が沖永良部与論沖縄北部諸方言に区分され、それより南は沖

縄中南部諸方言に区分される。地理的に見れば、先に述べたように、津堅島は太平洋側の

勝連半島の南東に位置し、すなわち、金武町屋嘉以南に位置する。地理的位置から判断す

れば、津堅方言は、沖縄中南部諸方言に属すると考えられる。しかし、これまでの諸研究

により、p 音の残存状況、格助詞の方向格、与格の体系などから、津堅方言は沖永良部与

論沖縄北部諸方言の特徴を有していることが明らかにされており、言語的な位置づけとし

ては沖永良部与論沖縄北部諸方言に属すると結論づけられている。動詞の形態においても、

少なからず、沖縄本島北部方言の特徴を持っていることを指摘できる。たとえば、津堅方

言において、条件形 jumiba（読めば）、継続形 juruN（読んでいる）という形態があり、今

帰仁方言や、津堅方言と同じく沖縄本島中南部にありながら沖縄本島北部方言の特徴を持

つ久高方言*１に近い形態を持つ。しかし、今帰仁方言や久高方言に見られる終止形の形態、

mumiN（飲む）'jubiN（呼ぶ）のような形態は確認できていない。終止形は首里方言と同じ

-uN の形態をとり、numuN（飲む）、 jubuN（呼ぶ）となる。すなわち、津堅方言の動詞活

用においては、沖縄中南部方言の特徴と沖縄北部方言の特徴とを併せ持っていると考えら

れる。さて、本稿では、津堅方言の動詞について、動詞の形態について、活用のタイプ、

直説法非過去形・過去形・意志・勧誘・命令、推量形、連体形、連用形、条件形に分けて

整理して示す。また、言語資料として動詞活用の調査に使用した例文の翻訳および「おお

きなかぶ」の翻訳テキストをグロス付きで提示する。 

 

２ 津堅方言の動詞の活用タイプ 

 

活用のタイプは大きく規則変化と不規則変化に分けられ、さらに規則変化は強変化動詞

と混合変化動詞に分けられる。強変化動詞は語幹末が子音終わりの動詞で、基本語幹、連
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１ 津堅島の概要 

 

 津堅島は、周囲約 8 ㎞、面積約 1.8k ㎡の島で、北緯 26 度 15 分、東経 127 度 56 分に

あり、沖縄本島中南部東海岸に面した与勝半島の南東約 5 ㎞に位置する。かつては、勝連

町に属していたが、現在は平成 17 年 4 月 1 日に、具志川市、石川市、勝連町、与那城町

の 2 市 2 町が合併してできた「うるま市」の行政区の一つである。 

 琉球方言を北琉球方言と南琉球方言とに大きく分けて考えると、北琉球方言には、奄美

諸島および沖縄本島及びその周辺の島々の方言が含まれ、南琉球方言には、宮古諸島およ

び八重山諸島の方言が含まれる。したがって、津堅方言は北琉球方言としてまず位置づけ

られる。さらに、北琉球方言は、奄美徳之島諸方言、沖永良部与論沖縄北部諸方言、沖縄

中南部諸方言に分けられる。沖縄本島に関して見てみると、太平洋側では金武町屋嘉、東

シナ海側では恩納村恩納以北が沖永良部与論沖縄北部諸方言に区分され、それより南は沖

縄中南部諸方言に区分される。地理的に見れば、先に述べたように、津堅島は太平洋側の

勝連半島の南東に位置し、すなわち、金武町屋嘉以南に位置する。地理的位置から判断す

れば、津堅方言は、沖縄中南部諸方言に属すると考えられる。しかし、これまでの諸研究

により、p 音の残存状況、格助詞の方向格、与格の体系などから、津堅方言は沖永良部与

論沖縄北部諸方言の特徴を有していることが明らかにされており、言語的な位置づけとし

ては沖永良部与論沖縄北部諸方言に属すると結論づけられている。動詞の形態においても、

少なからず、沖縄本島北部方言の特徴を持っていることを指摘できる。たとえば、津堅方

言において、条件形 jumiba（読めば）、継続形 juruN（読んでいる）という形態があり、今

帰仁方言や、津堅方言と同じく沖縄本島中南部にありながら沖縄本島北部方言の特徴を持

つ久高方言*１に近い形態を持つ。しかし、今帰仁方言や久高方言に見られる終止形の形態、

mumiN（飲む）'jubiN（呼ぶ）のような形態は確認できていない。終止形は首里方言と同じ

-uN の形態をとり、numuN（飲む）、 jubuN（呼ぶ）となる。すなわち、津堅方言の動詞活

用においては、沖縄中南部方言の特徴と沖縄北部方言の特徴とを併せ持っていると考えら

れる。さて、本稿では、津堅方言の動詞について、動詞の形態について、活用のタイプ、

直説法非過去形・過去形・意志・勧誘・命令、推量形、連体形、連用形、条件形に分けて

整理して示す。また、言語資料として動詞活用の調査に使用した例文の翻訳および「おお

きなかぶ」の翻訳テキストをグロス付きで提示する。 

 

２ 津堅方言の動詞の活用タイプ 

 

活用のタイプは大きく規則変化と不規則変化に分けられ、さらに規則変化は強変化動詞

と混合変化動詞に分けられる。強変化動詞は語幹末が子音終わりの動詞で、基本語幹、連
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用語幹、音便語幹を持ち、連用語幹を含む動詞基本形は-uN である。音便語幹には促音便

語幹はなく、脱落音便に統一される。強変化動詞はタイプ A と B に分けられる。タイプ A

では、基本語幹と連用語幹は同形である。なお、語幹末の音韻が同じでも、音便語幹を含

む形態には複数の形態が表れるが、規則性を持つものと例外的なものとが混じる。たとえ

ば、語幹末に m 音を有するものとして、「飲む（num-）」「見る（m-）」が挙げられる。

それぞれ、音便語幹を含む形態は nu-ri、N-ci である。このうち、m 音末尾は-ri 語尾にな

るのが規則的に見られる（kam-u-N／ka-ri〈食べる／食べて〉、 jum-u-N／ ju-ri〈読む／読

んで〉など）。語幹末 k 音でも音便語幹のバリエーションが確認できる。強変化タイプ B

は、基本語幹、連用語幹、音便語幹の３つにおいて異なる形態である。  
 一方、混合変化動詞は、基本語幹は強変化動詞と同じ子音終わりの語幹であるが（すべ

て r 語幹末である）、連用語幹は母音終わりの語幹である。音便語幹は脱落音便と音便な

しのパターンがある。混合変化動詞は基本形の語構成で２形態に分類されよう。タイプ A
は-N 語尾、タイプ B は-i-N 語尾である。 

 

 

 

 

 

 基本語幹 

（勧誘形） 

 連用語幹 

（基本形） 

 音便語幹 

（第２中止形） 

規則変化動詞 

強変化動詞タイプＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛ぶ 

  

tub-a 

  

tub-u-N 

  

tu-ri 

飲む  num-a  num-u-N  nu-ri 

食べる  kam-a  kam-u-N  ka-ri 

落とす  utuh-a  utuh-u-N  utu-ci 

見る  m-a  m-u-N  N-ci 

くびる  kuNk-a  kuNk-u-N  kuN-ci 

漕ぐ  kug-a  kug-u-N  ku-zi 

行く  ik-a  ik-u-N  N-zi*２ 

書く  kak-a  kak-u-N  ka-si 

  

強変化動詞タイプＢ 

 

 

 

 

かぶる  kaNr-a  kaNz-u-N  kaN-ti 

洗う  arah-a 

（ara-a） 

 ara-u-N 

 

 ara-ti 

持つ 

 

 mut-a 

 

 mus-u-N 

（muts-u-N） 

 mu-si 

（mu-ci） 

  

混合変化動詞タイプＡ 

 

 

切る  kir-a  ki-N  ki-ti 

蹴る  kir-a  ki-N  ki-ti 

やる  kir-a  ki-N  ki-ti 

 

 

 

 

 

 

 

 

酔う  jir-a  ji-N  ji-ti 

起きる  ukir-a  uki-N  uki-ti 

落ちる  utir-a  uti-N  uti-ti 

降りる  urir-a  uri-N  uri-ti 

捨てる  sitir-a 

（itir-a） 

 siti-N 

（iti-N） 

 siti-ti 

（iti-ti） 

閉める  simir-a  simi-N  simi-ti 

  

混合変化動詞タイプＢ 

 

 

 

買う  koor-a  koo-i-N  koo-ti 

掘る  pur-a  pu-i-N  pu-ti 

売る  ur-a  u-i-N  u-ti 

  

不規則変化 

 

来る  kuu  suN  kisi 

する  haa  huN  hii 
 

３ 動詞の形態 

 

３.１ 文末終止形－直説法非過去形・過去形・意志・勧誘・命令－ 

 直説法非過去形にはいわゆる終止形の形態と、ru 結びによる連体形（ADN）の形態とが

見いだされる。ただし、ru 結びによる連体形は必須ではなく、ru が文中にあっても、連体

形にはならないこともある。 

 過去形には第一過去と第二過去とが見いだされる。第二過去がいわゆるウチナーヤマト

グチの「～しよった」に対応して、直接に体験・知覚したことや目撃性の意味を付加させ

るのに対して、第一過去は過去一般に対して用いられ、目撃性は中立的である。第一過去

形の語構成、第二過去形の語構成は以下のとおりである。すなわち、第一過去形は過去接

辞-ta で構成され（強変化動詞では基本語幹の末尾音によって子音-t 部分が変化する）、第

二過去形は強変化動詞で-uta、混合変化動詞で-ita の接続によって構成される。  
 

  第一過去形  強変化動詞 ：音便語幹-Xa-N  （音便語幹-PST1-IND） 

                （X は基本語幹の末尾音によって異なる） 

         混合変化動詞：音便語幹-ta-N （音便語幹-PST1-IND） 

  第二過去形  強変化動詞 ：基本語幹-uta-N （基本語幹-PST2-IND） 

         混合変化動詞：基本語幹-ita-N （基本語幹-PST2-IND）  
 

 さらに、意志・勧誘の形態は、「基本語幹-a」で構成され、命令形は「基本語幹-i」で構

成される。命令形では=be をつけた形もよく使用され、=be が付属しない形よりはやや柔

らかい感じをもたらす。以下、表１～表４において、具体的にその形態を示す。また、そ

れぞれの形態について、例文とともに示す。 
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用語幹、音便語幹を持ち、連用語幹を含む動詞基本形は-uN である。音便語幹には促音便

語幹はなく、脱落音便に統一される。強変化動詞はタイプ A と B に分けられる。タイプ A

では、基本語幹と連用語幹は同形である。なお、語幹末の音韻が同じでも、音便語幹を含

む形態には複数の形態が表れるが、規則性を持つものと例外的なものとが混じる。たとえ

ば、語幹末に m 音を有するものとして、「飲む（num-）」「見る（m-）」が挙げられる。

それぞれ、音便語幹を含む形態は nu-ri、N-ci である。このうち、m 音末尾は-ri 語尾にな

るのが規則的に見られる（kam-u-N／ka-ri〈食べる／食べて〉、 jum-u-N／ ju-ri〈読む／読

んで〉など）。語幹末 k 音でも音便語幹のバリエーションが確認できる。強変化タイプ B

は、基本語幹、連用語幹、音便語幹の３つにおいて異なる形態である。  
 一方、混合変化動詞は、基本語幹は強変化動詞と同じ子音終わりの語幹であるが（すべ

て r 語幹末である）、連用語幹は母音終わりの語幹である。音便語幹は脱落音便と音便な

しのパターンがある。混合変化動詞は基本形の語構成で２形態に分類されよう。タイプ A
は-N 語尾、タイプ B は-i-N 語尾である。 

 

 

 

 

 

 基本語幹 

（勧誘形） 

 連用語幹 

（基本形） 

 音便語幹 

（第２中止形） 

規則変化動詞 

強変化動詞タイプＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛ぶ 

  

tub-a 

  

tub-u-N 

  

tu-ri 

飲む  num-a  num-u-N  nu-ri 
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落とす  utuh-a  utuh-u-N  utu-ci 

見る  m-a  m-u-N  N-ci 

くびる  kuNk-a  kuNk-u-N  kuN-ci 

漕ぐ  kug-a  kug-u-N  ku-zi 

行く  ik-a  ik-u-N  N-zi*２ 

書く  kak-a  kak-u-N  ka-si 

  

強変化動詞タイプＢ 

 

 

 

 

かぶる  kaNr-a  kaNz-u-N  kaN-ti 

洗う  arah-a 

（ara-a） 

 ara-u-N 

 

 ara-ti 

持つ 

 

 mut-a 

 

 mus-u-N 

（muts-u-N） 

 mu-si 

（mu-ci） 

  

混合変化動詞タイプＡ 

 

 

切る  kir-a  ki-N  ki-ti 

蹴る  kir-a  ki-N  ki-ti 

やる  kir-a  ki-N  ki-ti 

 

 

 

 

 

 

 

 

酔う  jir-a  ji-N  ji-ti 

起きる  ukir-a  uki-N  uki-ti 

落ちる  utir-a  uti-N  uti-ti 

降りる  urir-a  uri-N  uri-ti 

捨てる  sitir-a 

（itir-a） 

 siti-N 

（iti-N） 

 siti-ti 

（iti-ti） 

閉める  simir-a  simi-N  simi-ti 

  

混合変化動詞タイプＢ 

 

 

 

買う  koor-a  koo-i-N  koo-ti 

掘る  pur-a  pu-i-N  pu-ti 

売る  ur-a  u-i-N  u-ti 

  

不規則変化 

 

来る  kuu  suN  kisi 

する  haa  huN  hii 
 

３ 動詞の形態 

 

３.１ 文末終止形－直説法非過去形・過去形・意志・勧誘・命令－ 

 直説法非過去形にはいわゆる終止形の形態と、ru 結びによる連体形（ADN）の形態とが

見いだされる。ただし、ru 結びによる連体形は必須ではなく、ru が文中にあっても、連体

形にはならないこともある。 

 過去形には第一過去と第二過去とが見いだされる。第二過去がいわゆるウチナーヤマト

グチの「～しよった」に対応して、直接に体験・知覚したことや目撃性の意味を付加させ

るのに対して、第一過去は過去一般に対して用いられ、目撃性は中立的である。第一過去

形の語構成、第二過去形の語構成は以下のとおりである。すなわち、第一過去形は過去接

辞-ta で構成され（強変化動詞では基本語幹の末尾音によって子音-t 部分が変化する）、第

二過去形は強変化動詞で-uta、混合変化動詞で-ita の接続によって構成される。  
 

  第一過去形  強変化動詞 ：音便語幹-Xa-N  （音便語幹-PST1-IND） 

                （X は基本語幹の末尾音によって異なる） 

         混合変化動詞：音便語幹-ta-N （音便語幹-PST1-IND） 

  第二過去形  強変化動詞 ：基本語幹-uta-N （基本語幹-PST2-IND） 

         混合変化動詞：基本語幹-ita-N （基本語幹-PST2-IND）  
 

 さらに、意志・勧誘の形態は、「基本語幹-a」で構成され、命令形は「基本語幹-i」で構

成される。命令形では=be をつけた形もよく使用され、=be が付属しない形よりはやや柔

らかい感じをもたらす。以下、表１～表４において、具体的にその形態を示す。また、そ

れぞれの形態について、例文とともに示す。 
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表１ 強変化動詞「tubuN（飛ぶ）」の文末終止形  

 非過去 第１過去 第２過去 

 断定 

 

 tub-u-N 

 飛ぶ-NPST-IND 

 tu-ra-N     

  飛ぶ-PST1-IND 

 tub-uta-N   

  飛ぶ-PST2-IND 

 否定      

  

 tub-aN 

 飛ぶ-NEG 

  tub-aN-ta-N    

 飛ぶ-NEG-PST1-IND 

 意志・勧誘    tub-a  飛ぶ-INT 

 命令         tub-i   飛ぶ-IMP 

 

表２ 混合変化動詞「ukiN（起きる）」の文末終止形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 uki-N 

  起きる-IND 

 uki-ta-N     

 起きる-PST1-IND 

 uki-ita-N    

  起きる-PST2-IND 

 否定      

  

 ukir-aN     

  起きる-NEG 

 ukir-aN-ta-N 

  起きる-NEG-PST1-IND 

 意志・勧誘   ukir-a   起きる-INT 

 命令        ukir-i  起きる-IMP 
 

表３ 不規則変化動詞「suN（来る）」の文末終止形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 su-N 

 来る .NPST-IND 

 ki-sa-N 

 来る-PST1-IND 

 kis-uta-N 

  来る-PST2-IND 

 否定      

  

 kuN 

 来る .NEG 

 kuN-ta-N 

  来る .NEG-PST1-IND 

 意志・勧誘   kuu  来る .INT 

 命令        kuu  来る .IMP 
 

表４ 不規則変化動詞「huN（する）」の文末終止形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 hu-N 

 する-IND 

 sa-N 

 する .PST1-IND 

 s-uta-N 

  する-PST2-IND 

 否定      

  

 h-aN 

 する-NEG 

 haN-ta-N 

  する .-PST1-IND 

 意志・勧誘   haa  する .INT 

 命令        hii  する .IMP 
 
 

 

非過去形 

(1) wattaa=φ  niinii-taa=ga=ru   kam-u-N. 
   私たち=GEN 兄さん-PL=NOM=FOC  食べる-NPST-IND 

   私たちの兄さんたち（自分の息子を指す）が食べる。 

(2) sima=nu  kutu ari=ga=ru    buru  waka-i-ru. 
   島=GEN  こと  あれ=NOM=FOC  全部   分かる-NPST-ADN 

   島のこと、あれ｛note:自分の親を指す｝が全部分かる。 

第一過去形 

(3) waN=ja  kinuu  uma=kara  tu-ra-N. 
   私＝TOP    昨日   ここ=ABL   飛ぶ-PST1-IND 

   私は昨日、ここから飛んだ。 

第二過去形 

(4) kinuu  tui-gwaa=ga   tub-uta-N. 
   昨日  小鳥-DIM=NOM  飛ぶ-PST2-IND 

   昨日、小鳥が飛びよった。 

(5) kkee  jagati  iibi=φ   ki-ita-N. 
   DSC   やがて    指=ACC   切る-PST2-IND 

   あら、やがて指を切りよった（＝指を切るところだった）。 

意志・勧誘 

(6) maNna  ik-a=ja. 
   一緒に     行く-INT=SFP 

  一緒に行こう。 

命令形 

(7) miici=Nka  wakir-i. 
   みっつ=DAT  分ける-IMP 

   三つに分けろ。 

(8) miici=Nka    wakir-i=be. 
   みっつ=DAT   分ける-IMP=SFP 

   三つに分けろよ。 

 

３.２ 推量形 

 推量形は -N（ IND）を -ru=hazi（ -ADN=INFR)または -ra=hazi（ -ADN=INFR)に変えるこ

とによって作られる。-ru=hazi、-ra=hazi の形態のいずれを使用するかは地域によって異な

る傾向があるように思われる。 

 （北） 伊江島方言：juɲurup'azi    「読むと思う」〈蓋然性の強い推量〉 

                  （p'は喉頭化無気音） 

 （中南）首里方言 ：kanuru hazi  「食べるだろう」 

 （北） 今帰仁方言：numira-p‘azi  「飲むだろう」 

           （p‘は非喉頭化破裂音。p’喉頭化破裂音との対立あり） 

 （中南）奥武方言 ：saʧura haʤi  「咲くだろう」  
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表１ 強変化動詞「tubuN（飛ぶ）」の文末終止形  

 非過去 第１過去 第２過去 

 断定 

 

 tub-u-N 

 飛ぶ-NPST-IND 

 tu-ra-N     

  飛ぶ-PST1-IND 

 tub-uta-N   

  飛ぶ-PST2-IND 

 否定      

  

 tub-aN 

 飛ぶ-NEG 

  tub-aN-ta-N    

 飛ぶ-NEG-PST1-IND 

 意志・勧誘    tub-a  飛ぶ-INT 

 命令         tub-i   飛ぶ-IMP 

 

表２ 混合変化動詞「ukiN（起きる）」の文末終止形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 uki-N 

  起きる-IND 

 uki-ta-N     

 起きる-PST1-IND 

 uki-ita-N    

  起きる-PST2-IND 

 否定      

  

 ukir-aN     

  起きる-NEG 

 ukir-aN-ta-N 

  起きる-NEG-PST1-IND 

 意志・勧誘   ukir-a   起きる-INT 

 命令        ukir-i  起きる-IMP 
 

表３ 不規則変化動詞「suN（来る）」の文末終止形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 su-N 

 来る .NPST-IND 

 ki-sa-N 

 来る-PST1-IND 

 kis-uta-N 

  来る-PST2-IND 

 否定      

  

 kuN 

 来る .NEG 

 kuN-ta-N 

  来る .NEG-PST1-IND 

 意志・勧誘   kuu  来る .INT 

 命令        kuu  来る .IMP 
 

表４ 不規則変化動詞「huN（する）」の文末終止形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 hu-N 

 する-IND 

 sa-N 

 する .PST1-IND 

 s-uta-N 

  する-PST2-IND 

 否定      

  

 h-aN 

 する-NEG 

 haN-ta-N 

  する .-PST1-IND 

 意志・勧誘   haa  する .INT 

 命令        hii  する .IMP 
 
 

 

非過去形 

(1) wattaa=φ  niinii-taa=ga=ru   kam-u-N. 
   私たち=GEN 兄さん-PL=NOM=FOC  食べる-NPST-IND 

   私たちの兄さんたち（自分の息子を指す）が食べる。 

(2) sima=nu  kutu ari=ga=ru    buru  waka-i-ru. 
   島=GEN  こと  あれ=NOM=FOC  全部   分かる-NPST-ADN 

   島のこと、あれ｛note:自分の親を指す｝が全部分かる。 

第一過去形 

(3) waN=ja  kinuu  uma=kara  tu-ra-N. 
   私＝TOP    昨日   ここ=ABL   飛ぶ-PST1-IND 

   私は昨日、ここから飛んだ。 

第二過去形 

(4) kinuu  tui-gwaa=ga   tub-uta-N. 
   昨日  小鳥-DIM=NOM  飛ぶ-PST2-IND 

   昨日、小鳥が飛びよった。 

(5) kkee  jagati  iibi=φ   ki-ita-N. 
   DSC   やがて    指=ACC   切る-PST2-IND 

   あら、やがて指を切りよった（＝指を切るところだった）。 

意志・勧誘 

(6) maNna  ik-a=ja. 
   一緒に     行く-INT=SFP 

  一緒に行こう。 

命令形 

(7) miici=Nka  wakir-i. 
   みっつ=DAT  分ける-IMP 

   三つに分けろ。 

(8) miici=Nka    wakir-i=be. 
   みっつ=DAT   分ける-IMP=SFP 

   三つに分けろよ。 

 

３.２ 推量形 

 推量形は -N（ IND）を -ru=hazi（ -ADN=INFR)または -ra=hazi（ -ADN=INFR)に変えるこ

とによって作られる。-ru=hazi、-ra=hazi の形態のいずれを使用するかは地域によって異な

る傾向があるように思われる。 

 （北） 伊江島方言：juɲurup'azi    「読むと思う」〈蓋然性の強い推量〉 

                  （p'は喉頭化無気音） 

 （中南）首里方言 ：kanuru hazi  「食べるだろう」 

 （北） 今帰仁方言：numira-p‘azi  「飲むだろう」 

           （p‘は非喉頭化破裂音。p’喉頭化破裂音との対立あり） 

 （中南）奥武方言 ：saʧura haʤi  「咲くだろう」  
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 沖縄本島北部、中南部のいずれでも-ru=hazi、-ra=hazi は使用されるようである。-ru=hazi、
-ra=hazi の両形がかつては意味の違いがあるものとして使い分けられていたのか、地域差

による違いなのかについては諸方言の実態とあわせて検討する必要があるかもしれない。 

 さて、津堅方言では、-ru=hazi、-ra=hazi のいずれも使用され、形態の違いが文の意味に

影響するということはないように見える。実際に、「切るだろう」が、kiiruhazi、kiirahazi
のように両形態で提示されることも少なくない。  
 

表５ 強変化動詞「jumuN（読む）」の文末終止形－断定・推量－  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 jum-u-N 

 読む-NPST-IND 

 ju-ra-N     

  読む-PST1-IND 

 jum-uta-N   

  読む-PST2-IND 

 断定否定  

       

 jum-aN 

 読む-NEG 

  jum-aN-ta-N 

 読む-NEG-PST1-IND 

推量     

 

 

jum-u-ru=hazi 
 読む-NPST-ADN=INFR

 （jum-u-rahazi）  

  ju-ra-ru=hazi 
  読む-PST-ADN=INFR

（ju-ra-rahazi）  

 jum-uta-ru=hazi 
 読む-PST2-ADN=INFR 

 （jum-uta-rahazi）  

 推量否定  

       

 

 jum-aN=hazi 
 読む-NEG=INFR 

 

  jum-aN-ta-ru=hazi   

 読む-NEG-PST1-ADN=INFR 

（jum-aN-ta-ra=hazi）  
 

(9) deNki=ja   kee-tu-ru=hazi=ro. 
   電気=TOP  消える-PROG-ADN=INFR=SFP 

   電気は消えているだろうよ。 

(10)ami=φ  pu-ta-ru=hazi. 
    窓=NOM   降る-PST1-ADN＝INFR 

   雨が降っただろう。 

(11)miimaN-tu-ra=hazi=ro. 
   見守る-PROG-ADN=INFR=SFP 

   見守っているだろうよ。 

 

３．３ 連体形 

 強変化動詞の連体形は語尾の-N（IND）を-ru（ADN）に変化させることでその形を作る。

tub-u-N（飛ぶ-NPST-IND）は、tub-u-ru（飛ぶ-NPST-ADN）となる。混合変化動詞 ki-N（切

る-IND）は、［ki:ru］と長音化したものとなる*３。また、否定形については、直説法の否

定形と同形のものがそのまま体言へつながっていく。 

 

 

 

 

表６ 強変化動詞「tubuN（飛ぶ）」の連体形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 tub-u-ru    

  飛ぶ-NPST-ADN 

 tu-ra-ru   

  飛ぶ-PST1-ADN 

 tub-uta-ru   

  飛ぶ-PST2-ADN 

 否定      

  

 tub-aN     

  飛ぶ-NEG 

 tub-aN-ta-ru 

  飛ぶ-NEG-PST1-ADN 
 
 

表７ 混合変化動詞「kiN（切る）」の連体形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 ki-i-ru     

  切る-NPST-ADN 

 ki-ta-ru   

  切る-PST-ADN 

 ki-ita-ru 

  切る-PST2-ADN 

 否定      

  

 kir-aN     

  切る-NEG 

 kir-aN-ta-ru 

  切る-NEG-PST1-ADN 
 

(12)zippuN=gurai  ziteNsja=kara ik-u-ru   uma=Nka    
   10 分=くらい    自転車=ABL 行く-NPST-ADN  ここ=LOC   

   pama=nu aN=cui=gate. 
   浜=NOM ある=QUOT=SFP 

   10 分くらい自転車で行くそこに浜があるというがね。 

(13)uree seekjoo=kara  koo-ta-ru      muN=ro. 
   これ .TOP  生協=ABL   買う-PST1-ADN  もの=SFP 

   これは、生協から買った物よ。 

(14)ari=ga  sir-aN  cuu=ce   ur-aN. 
   彼女=NOM  知る-NEG.ADN 人=QUOT.TOP  いる-NEG 

   彼女が知らない人というのはいない。 

 

３．４ 連用形 

 連用形には以下の５つの形態があるが、第２中止形は継起や列挙などの複数の用法をも

ち、先行形、同時形、並列形は特定の用法に特化している。第１中止形は単独で用いられ

ることはあまり見られず、多くは jumipazimiN（読み始める）、juminoohuN（読み直す）な

どの複合語の要素や jumijumihuN（読みに読む、読み合う）のように動作の反復を表す表現

で表れる。第２中止形はいわゆるテ形に相当するもので、並列や継起の用法として用いら

れる。また、ある行為をそそのかすときの judiNree「読んでみろ」などの構成要素として

用いられる。先行形は、第２中止形に-kara を接続させた形で、継起用法に特化している。

同時形は第１中止形に-igisana を接続させた形で、付帯状況を表す。  
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 沖縄本島北部、中南部のいずれでも-ru=hazi、-ra=hazi は使用されるようである。-ru=hazi、
-ra=hazi の両形がかつては意味の違いがあるものとして使い分けられていたのか、地域差

による違いなのかについては諸方言の実態とあわせて検討する必要があるかもしれない。 

 さて、津堅方言では、-ru=hazi、-ra=hazi のいずれも使用され、形態の違いが文の意味に

影響するということはないように見える。実際に、「切るだろう」が、kiiruhazi、kiirahazi
のように両形態で提示されることも少なくない。  
 

表５ 強変化動詞「jumuN（読む）」の文末終止形－断定・推量－  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 jum-u-N 

 読む-NPST-IND 

 ju-ra-N     

  読む-PST1-IND 

 jum-uta-N   

  読む-PST2-IND 

 断定否定  

       

 jum-aN 

 読む-NEG 

  jum-aN-ta-N 

 読む-NEG-PST1-IND 

推量     

 

 

jum-u-ru=hazi 
 読む-NPST-ADN=INFR

 （jum-u-rahazi）  

  ju-ra-ru=hazi 
  読む-PST-ADN=INFR

（ju-ra-rahazi）  

 jum-uta-ru=hazi 
 読む-PST2-ADN=INFR 

 （jum-uta-rahazi）  

 推量否定  

       

 

 jum-aN=hazi 
 読む-NEG=INFR 

 

  jum-aN-ta-ru=hazi   

 読む-NEG-PST1-ADN=INFR 

（jum-aN-ta-ra=hazi）  
 

(9) deNki=ja   kee-tu-ru=hazi=ro. 
   電気=TOP  消える-PROG-ADN=INFR=SFP 

   電気は消えているだろうよ。 

(10)ami=φ  pu-ta-ru=hazi. 
    窓=NOM   降る-PST1-ADN＝INFR 

   雨が降っただろう。 

(11)miimaN-tu-ra=hazi=ro. 
   見守る-PROG-ADN=INFR=SFP 

   見守っているだろうよ。 

 

３．３ 連体形 

 強変化動詞の連体形は語尾の-N（IND）を-ru（ADN）に変化させることでその形を作る。

tub-u-N（飛ぶ-NPST-IND）は、tub-u-ru（飛ぶ-NPST-ADN）となる。混合変化動詞 ki-N（切

る-IND）は、［ki:ru］と長音化したものとなる*３。また、否定形については、直説法の否

定形と同形のものがそのまま体言へつながっていく。 

 

 

 

 

表６ 強変化動詞「tubuN（飛ぶ）」の連体形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 tub-u-ru    

  飛ぶ-NPST-ADN 

 tu-ra-ru   

  飛ぶ-PST1-ADN 

 tub-uta-ru   

  飛ぶ-PST2-ADN 

 否定      

  

 tub-aN     

  飛ぶ-NEG 

 tub-aN-ta-ru 

  飛ぶ-NEG-PST1-ADN 
 
 

表７ 混合変化動詞「kiN（切る）」の連体形  

 非過去  第１過去  第２過去  

 断定  

 

 ki-i-ru     

  切る-NPST-ADN 

 ki-ta-ru   

  切る-PST-ADN 

 ki-ita-ru 

  切る-PST2-ADN 

 否定      

  

 kir-aN     

  切る-NEG 

 kir-aN-ta-ru 

  切る-NEG-PST1-ADN 
 

(12)zippuN=gurai  ziteNsja=kara ik-u-ru   uma=Nka    
   10 分=くらい    自転車=ABL 行く-NPST-ADN  ここ=LOC   

   pama=nu aN=cui=gate. 
   浜=NOM ある=QUOT=SFP 

   10 分くらい自転車で行くそこに浜があるというがね。 

(13)uree seekjoo=kara  koo-ta-ru      muN=ro. 
   これ .TOP  生協=ABL   買う-PST1-ADN  もの=SFP 

   これは、生協から買った物よ。 

(14)ari=ga  sir-aN  cuu=ce   ur-aN. 
   彼女=NOM  知る-NEG.ADN 人=QUOT.TOP  いる-NEG 

   彼女が知らない人というのはいない。 

 

３．４ 連用形 

 連用形には以下の５つの形態があるが、第２中止形は継起や列挙などの複数の用法をも

ち、先行形、同時形、並列形は特定の用法に特化している。第１中止形は単独で用いられ

ることはあまり見られず、多くは jumipazimiN（読み始める）、juminoohuN（読み直す）な

どの複合語の要素や jumijumihuN（読みに読む、読み合う）のように動作の反復を表す表現

で表れる。第２中止形はいわゆるテ形に相当するもので、並列や継起の用法として用いら

れる。また、ある行為をそそのかすときの judiNree「読んでみろ」などの構成要素として

用いられる。先行形は、第２中止形に-kara を接続させた形で、継起用法に特化している。

同時形は第１中止形に-igisana を接続させた形で、付帯状況を表す。  
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表８ 強変化動詞「jumuN（読む）」の連用形  

 第１中止形  （jumi）  

  第２中止形    ju-ri 
  先行形   ju-rikara 

  同時形    jum-igisana 

  並列形    jum-ui 
 

第１中止形 

(15) nama  hoN=φ   jumipazimi-tu-ta-N. 
    今    本=ACC   読み始める-PROG-PST1-IND 
  今、本を読み始めていた。 

 

第２中止形 

(16) sima=uti  umari-ti    sima=Nka=ru   u-N=ro. 
    島=LOC3   生まれる-SEQ2  島=LOC1=FOC   いる-IND=SFP 

   島で生まれて、島に居るよ。（継起用法） 

(17) ik-ini=jo     suku-ti    reetoo-si     mu-si   ik-u-N=cuN. 
    行く-GER=SFP  作る-SEQ2   冷凍-する .SEQ2   持つ-SEQ2  行く-NPST-IND=QUOT 

    行くときに作って、冷凍して、持っていくって。（継起用法） 

(18)waN=ja  ʔjuu=φ  koo-ti   rusi=ja  sisi=φ   koo-ta-N. 
  私=TOP   魚=ACC   買う-SEQ2 友達=TOP  肉=ACC  買う-PST1-IND 

  私は魚を買って、友達は肉を買った。（列挙用法） 

 

先行形 

(19)saa=φ  nu-rikara=ru   sigutu=φ  pazimi-ru. 
   お茶=ACC  飲む-SEQ3=FOC  仕事=ACC  始める-ADN 

   お茶を飲んでから仕事を始める。 

(20)uri  juu=φ na-tikara=ru   Xsjee   sikeehat-tu-N=ro. 
   この  世=DAT なる-SEQ3=FOC X 姓 .TOP つけられる-PROG-IND=SFP 

   戦後なってから X 姓はつけられているよ。 

 

同時形 

(21)wanuN kam-igisana  uma=Nzi nihjakueN=si  
   私.ADD 食べる-SIM  ここ=LOC2 二百円=INST  

   mata uiruruNka  i-NzjaN=ro. 
   また  （分析保留） 言う-PROG2=SFP 
  私もまた（自分でも米を）食べながら、ここで二百円でまた売っているなど言ってい 

  るよ。 

 

(22)hoN=φ  jum-igisana  terebi=ja   mu-una. 
    本=ACC   読む-SIM    テレビ=TOP   見る-PROH 

   本を読みながらテレビは見るな。 

 

並列形 

(23)aree  honuN   jum-ui  maNga=N  jum-u-N   . 
   彼 .TOP  本 .ADD     読む-REC  漫画=ADD   読む-NPST-IND    

   彼は本も読むし漫画も読む。 

 

３．５ 条件形・譲歩形・目的形 

 津堅方言では条件形１と条件形２*４の２つ形態がある。条件形１は、当該形態を含む従

属節において、現実には存在していない事態、いわゆる仮定的条件が示されるが、主節に

おける事態は未実現であったり（仮説条件文）、実現していたりする（疑似条件文）。そ

のほか、従属節の仮定条件に対して、主節で評価的態度を表すこともある。条件形２は、

因果関係にもとづく関係性を表現する。ただし、因果関係か仮定的条件かが曖昧な場合、

条件形１でも条件形２でも表現しうる。たとえば、「薬を飲めば（飲んだら）治るよ」は

因果関係とも仮定的条件ともとれる。その場合、kusui numine(条件２)/numiba(条件１) 

nooiNro、の両形態がとれる*５。 

 譲歩形は、従属節における譲歩形で表された行為や事態に対して、主節では期待される

結果とならないことが表される。 

 目的形は-ga を接続させた形で、移動の目的を表す。「移動」の目的なので、後に続く

動詞としては、ikuN（行く）、suN（来る）、ukuiN（送る）などの移動動詞が接続する。  

 

表９ 強変化動詞「jumuN（読む）」の条件形・譲歩形・目的形  

 条件形１   jum-iba 

 条件形２    jum-ine 

 譲歩形    ju-riN 

 目的形    jum-iga 
 

条件１（ jum-iba 形 ） 

(24)Ɂjaa=ga   jaa=Nka uur-iba    wanu   suu-wa=ja. 
    あなた=NOM 家=DAT  いる-COND1  私 .TOP   来る-SFP=SFP 

   あなたが家にいるなら、私は来るよ。（仮説条件文） 

(25)asa  ku-uba   niNziN=nu    a-N=tee=ci  
    明日 来る-COND1  ニンジン=NOM   ある-IND=SFP=QUOT  

   i-i=ja   huu-ta-N=ro. 
   言う-NPST=TOP  する-PST1-IND=SFP 

   明日来たら、ニンジンがあるよと言いよったよ。（疑似条件文） 
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表８ 強変化動詞「jumuN（読む）」の連用形  

 第１中止形  （jumi）  

  第２中止形    ju-ri 
  先行形   ju-rikara 

  同時形    jum-igisana 

  並列形    jum-ui 
 

第１中止形 

(15) nama  hoN=φ   jumipazimi-tu-ta-N. 
    今    本=ACC   読み始める-PROG-PST1-IND 
  今、本を読み始めていた。 

 

第２中止形 

(16) sima=uti  umari-ti    sima=Nka=ru   u-N=ro. 
    島=LOC3   生まれる-SEQ2  島=LOC1=FOC   いる-IND=SFP 

   島で生まれて、島に居るよ。（継起用法） 

(17) ik-ini=jo     suku-ti    reetoo-si     mu-si   ik-u-N=cuN. 
    行く-GER=SFP  作る-SEQ2   冷凍-する .SEQ2   持つ-SEQ2  行く-NPST-IND=QUOT 

    行くときに作って、冷凍して、持っていくって。（継起用法） 

(18)waN=ja  ʔjuu=φ  koo-ti   rusi=ja  sisi=φ   koo-ta-N. 
  私=TOP   魚=ACC   買う-SEQ2 友達=TOP  肉=ACC  買う-PST1-IND 

  私は魚を買って、友達は肉を買った。（列挙用法） 

 

先行形 

(19)saa=φ  nu-rikara=ru   sigutu=φ  pazimi-ru. 
   お茶=ACC  飲む-SEQ3=FOC  仕事=ACC  始める-ADN 

   お茶を飲んでから仕事を始める。 

(20)uri  juu=φ na-tikara=ru   Xsjee   sikeehat-tu-N=ro. 
   この  世=DAT なる-SEQ3=FOC X 姓 .TOP つけられる-PROG-IND=SFP 

   戦後なってから X 姓はつけられているよ。 

 

同時形 

(21)wanuN kam-igisana  uma=Nzi nihjakueN=si  
   私.ADD 食べる-SIM  ここ=LOC2 二百円=INST  

   mata uiruruNka  i-NzjaN=ro. 
   また  （分析保留） 言う-PROG2=SFP 
  私もまた（自分でも米を）食べながら、ここで二百円でまた売っているなど言ってい 

  るよ。 

 

(22)hoN=φ  jum-igisana  terebi=ja   mu-una. 
    本=ACC   読む-SIM    テレビ=TOP   見る-PROH 

   本を読みながらテレビは見るな。 

 

並列形 

(23)aree  honuN   jum-ui  maNga=N  jum-u-N   . 
   彼 .TOP  本 .ADD     読む-REC  漫画=ADD   読む-NPST-IND    

   彼は本も読むし漫画も読む。 

 

３．５ 条件形・譲歩形・目的形 

 津堅方言では条件形１と条件形２*４の２つ形態がある。条件形１は、当該形態を含む従

属節において、現実には存在していない事態、いわゆる仮定的条件が示されるが、主節に

おける事態は未実現であったり（仮説条件文）、実現していたりする（疑似条件文）。そ

のほか、従属節の仮定条件に対して、主節で評価的態度を表すこともある。条件形２は、

因果関係にもとづく関係性を表現する。ただし、因果関係か仮定的条件かが曖昧な場合、

条件形１でも条件形２でも表現しうる。たとえば、「薬を飲めば（飲んだら）治るよ」は

因果関係とも仮定的条件ともとれる。その場合、kusui numine(条件２)/numiba(条件１) 

nooiNro、の両形態がとれる*５。 

 譲歩形は、従属節における譲歩形で表された行為や事態に対して、主節では期待される

結果とならないことが表される。 

 目的形は-ga を接続させた形で、移動の目的を表す。「移動」の目的なので、後に続く

動詞としては、ikuN（行く）、suN（来る）、ukuiN（送る）などの移動動詞が接続する。  

 

表９ 強変化動詞「jumuN（読む）」の条件形・譲歩形・目的形  

 条件形１   jum-iba 

 条件形２    jum-ine 

 譲歩形    ju-riN 

 目的形    jum-iga 
 

条件１（ jum-iba 形 ） 

(24)Ɂjaa=ga   jaa=Nka uur-iba    wanu   suu-wa=ja. 
    あなた=NOM 家=DAT  いる-COND1  私 .TOP   来る-SFP=SFP 

   あなたが家にいるなら、私は来るよ。（仮説条件文） 

(25)asa  ku-uba   niNziN=nu    a-N=tee=ci  
    明日 来る-COND1  ニンジン=NOM   ある-IND=SFP=QUOT  

   i-i=ja   huu-ta-N=ro. 
   言う-NPST=TOP  する-PST1-IND=SFP 

   明日来たら、ニンジンがあるよと言いよったよ。（疑似条件文） 
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(26)koohii    mucu ku-uba    simutamuja         aNca. 
   koohii=φ    mu-ci ku-uba   simu-ta-munu=ja  aNca. 
   コーヒー=ACC 持つ-SEQ2 来る-COND1  すむ-PST1-SFP=SFP  それなら 

   コーヒーを持ってきたらよかったのにね、それなら。（評価的態度） 

 

条件２（ jum-ine 形 ）  

(27)iN  uri=ru    jam-ine   mata  pisa=Nka  nas-i=muN=cu. 

   うん   これ=FOC   痛む-COND2 また   膝=LOC1   なする-NPST=SFP=QUOT 

   うん、これ（薬を）、痛んだら、膝になすりつける（塗る）って。 

(28)kusui=φ   num-ine    noo-i=ja. 
    薬=ACC     飲む-COND2  治る-NPST=SFP 

   薬を飲めば治るよ。 

 

譲歩形（ ju-riN 形 ） 

(29)tumee-tiN   tumer-ar-aN. 
    探す- CONC  探す-PASS-NEG 

   探しても探せない。 

 

目的形 

(31)ʔakkenaa  mikeejukee  na   uma=φ   paka-iga   su-i=ja. 
    DSC     三回四回     DSC  ここ=ALL   はかる-PURP 来る-NPST=SFP 

   あら、三回四回もここ計りに来るよ。 

 

４ 言語資料―翻訳テキスト― 

 

４．１ 動詞調査票より 

 

（１）規則変化動詞 強変化動詞タイプＡ－飛ぶ・飲む・落とす・くびる・漕ぐ－ 

 

1. hootu=N taka=N tub-u-N . 
 鳩=ADD 鷹=ADD 飛ぶ-NPST-IND  

 鳩も鷹も飛ぶ。  
 

2. suu=ja waasiki=φ  wassa-nu hikookee tub-aN 
 今日=TOP 天気=NOM 悪い-CSL 飛行機 .TOP 飛ぶ-NEG 

 今日は天気が悪いから飛行機は飛ばない。  
 

 

 

 

3. kkwadui=ga tu-ra-N   
 小鳥=NOM 飛ぶ-PST1-IND   

 小鳥が飛んだ。  
 

4. ujadui=ga tu-ri kkwadui=N tu-ra-N 
 親鳥=NOM 飛ぶ-SEQ2 小鳥=ADD 飛ぶ-PST1-IND 

 親鳥が飛んで、小鳥が飛んだ。  
 

5. nuru=φ kaak-ine mizi=φ  num-u-N 
 のど=NOM 乾く-COND2 水=ACC 飲む-NPST-IND 

 喉が乾いたら水を飲む。  
 

6. waa=ga utu=ja sakee num-aN  
 私=NOM 夫=TOP 酒 .TOP 飲む-NEG 

 私の夫は酒を飲まない。  
 

7. saa=ja namasaki nu-ra-N  
 お茶=TOP さっき  飲む-PST1-IND  

 お茶はさっき飲んだ。  
 

8. kusui=φ nu-ri heeku niN-zi 
 薬=ACC 飲む-SEQ2 早く  眠る-IMP 

 薬を飲んで、早く寝ろ。  
 

9. saaru=ga kii=nu mi=φ  utuh-u-N  
 猿=NOM 木=GEN 実=ACC 落とす-NPST-IND 

 猿が木の実を落とす。  
 

10. kunu saaruu=ja kii=nu mi=ja utuh-aN 
 この  猿=TOP 木=GEN 実=TOP 落とす-NEG 

 この猿は木の実を落とさない。  
 

11. kinuu kaa=Nka isi=φ  utu-tsa-N（ utu-ca-N）  
 昨日  井戸=LOC1 石=ACC 落とす-PST1-IND（落とす-PST1-IND）  

 昨日井戸に石を落とした。  
 

12. boosi=φ utu-ci tui-ga Nza-N 
 帽子=ACC 落とす-SEQ2 取る-PURP 行く .PST1-IND 

 帽子を落として、取りに行った。  
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(26)koohii    mucu ku-uba    simutamuja         aNca. 
   koohii=φ    mu-ci ku-uba   simu-ta-munu=ja  aNca. 
   コーヒー=ACC 持つ-SEQ2 来る-COND1  すむ-PST1-SFP=SFP  それなら 

   コーヒーを持ってきたらよかったのにね、それなら。（評価的態度） 

 

条件２（ jum-ine 形 ）  

(27)iN  uri=ru    jam-ine   mata  pisa=Nka  nas-i=muN=cu. 

   うん   これ=FOC   痛む-COND2 また   膝=LOC1   なする-NPST=SFP=QUOT 

   うん、これ（薬を）、痛んだら、膝になすりつける（塗る）って。 

(28)kusui=φ   num-ine    noo-i=ja. 
    薬=ACC     飲む-COND2  治る-NPST=SFP 

   薬を飲めば治るよ。 

 

譲歩形（ ju-riN 形 ） 

(29)tumee-tiN   tumer-ar-aN. 
    探す- CONC  探す-PASS-NEG 

   探しても探せない。 

 

目的形 

(31)ʔakkenaa  mikeejukee  na   uma=φ   paka-iga   su-i=ja. 
    DSC     三回四回     DSC  ここ=ALL   はかる-PURP 来る-NPST=SFP 

   あら、三回四回もここ計りに来るよ。 

 

４ 言語資料―翻訳テキスト― 

 

４．１ 動詞調査票より 

 

（１）規則変化動詞 強変化動詞タイプＡ－飛ぶ・飲む・落とす・くびる・漕ぐ－ 

 

1. hootu=N taka=N tub-u-N . 
 鳩=ADD 鷹=ADD 飛ぶ-NPST-IND  

 鳩も鷹も飛ぶ。  
 

2. suu=ja waasiki=φ  wassa-nu hikookee tub-aN 
 今日=TOP 天気=NOM 悪い-CSL 飛行機 .TOP 飛ぶ-NEG 

 今日は天気が悪いから飛行機は飛ばない。  
 

 

 

 

3. kkwadui=ga tu-ra-N   
 小鳥=NOM 飛ぶ-PST1-IND   

 小鳥が飛んだ。  
 

4. ujadui=ga tu-ri kkwadui=N tu-ra-N 
 親鳥=NOM 飛ぶ-SEQ2 小鳥=ADD 飛ぶ-PST1-IND 

 親鳥が飛んで、小鳥が飛んだ。  
 

5. nuru=φ kaak-ine mizi=φ  num-u-N 
 のど=NOM 乾く-COND2 水=ACC 飲む-NPST-IND 

 喉が乾いたら水を飲む。  
 

6. waa=ga utu=ja sakee num-aN  
 私=NOM 夫=TOP 酒 .TOP 飲む-NEG 

 私の夫は酒を飲まない。  
 

7. saa=ja namasaki nu-ra-N  
 お茶=TOP さっき  飲む-PST1-IND  

 お茶はさっき飲んだ。  
 

8. kusui=φ nu-ri heeku niN-zi 
 薬=ACC 飲む-SEQ2 早く  眠る-IMP 

 薬を飲んで、早く寝ろ。  
 

9. saaru=ga kii=nu mi=φ  utuh-u-N  
 猿=NOM 木=GEN 実=ACC 落とす-NPST-IND 

 猿が木の実を落とす。  
 

10. kunu saaruu=ja kii=nu mi=ja utuh-aN 
 この  猿=TOP 木=GEN 実=TOP 落とす-NEG 

 この猿は木の実を落とさない。  
 

11. kinuu kaa=Nka isi=φ  utu-tsa-N（ utu-ca-N）  
 昨日  井戸=LOC1 石=ACC 落とす-PST1-IND（落とす-PST1-IND）  

 昨日井戸に石を落とした。  
 

12. boosi=φ utu-ci tui-ga Nza-N 
 帽子=ACC 落とす-SEQ2 取る-PURP 行く .PST1-IND 

 帽子を落として、取りに行った。  
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13. ki=Nka nubu-ti nai-gwaa utu-ci ki-ri 
 木=LOC1 登る-SEQ2 木の実-DIM 落とす-SEQ2 くれる-IMP 

 木に登って実を落としてくれ。  
 

14. tui=ga piNgir-aN=gutu=ni pisa=φ  kuNk-u-N  
 鶏=NOM 逃げる-NEG=よう=DAT 足=ACC くびる-SFP-IND 

 鶏が逃げないように（両）足をくびる。  
 

15. pisa=N pani=N kuNk-aN  
 足=ADD 羽=ADD くびる-NEG  

 足も羽もくびらない。  
 

16. suutaa=ga tui=φ  kuN-ca-N  
 お父さん=NOM 鶏=ACC くびる-PST1-IND  

 父が鶏をくびった。  
 

17. tui=φ  kuN-ci kagu=Nka iri-ri 
 鳥=ACC くびる=SEQ2 籠=LOC1 入れる-IMP 

 鶏をくびって、籠に入れてね。 

 

18. ʔjaa=ga tui=φ  kuN-ci ki-ri 
 お前=NOM 鶏=ACC くびる-SEQ2 くれる-IMP 

 おまえが鶏をくびってくれ。 

 

19. Nna=si puni=φ  kug-u-N   
 みんな=INST 船=ACC 漕ぐ-NPST-IND  

 みんなで舟を漕ぐ。  
 

20. taa=N puni=φ  kug-aN  
 誰=ADD 船=ACC 漕ぐ-NEG  

 誰も舟を漕がない。  
 

21. Nkasjee juu puni=φ  ku-za-N 
 昔 .TOP よく  船=ACC 漕ぐ-PST1-IND 

 昔はよく舟を漕いだ。  
 

22. puni=φ kuz-i urikara juku-ri=be 
 船=ACC 漕ぐ-SEQ2 それから  休む-IMP=SFP 

 舟を漕いで、そのあと休め。  
 

 

（２）規則変化動詞 強変化動詞タイプＢ－持つ・洗う－ 

 

23. uttu=ja tuuci nii=ja ruucui=si=ru mus-u-N 
 弟=TOP いつも  荷物=TOP 自分一人=INST＝FOC 持つ-NPST-IND 

 弟はいつも荷物を一人で持つ。  
 

24. paapaa=ja nii=ja mut-aN  
 おばあさん=TOP 荷物=TOP 持つ-NEG  

 祖母は荷物を持たない。  
 

25. mme=ga musuru=φ  mut-tsa-N  
 おじいさん=NOM むしろ=ACC 持つ-PST1-IND  

 祖父がむしろを持った。  
 

26. suutaa=ga saki=φ  mu-cci aNmaa=ja   
 お父さん=NOM 酒=ACC 持つ-SEQ2 お母さん=TOP   

 . kamimuN=φ  mu-ccaN     
 食べ物=ACC 持つ-PST1-IND     

 父が酒持って、母が食べ物を持つ。 

 

27. meenasi karazi=φ  ara-u-N  
 毎日  髪=ACC 洗う-NPST-IND  

 毎日髪を洗う。  
 

28. mmee=ja meenasje karazi=φ  ara-aN 
 おじさん=TOP 毎日 .TOP 髪=ACC 洗う-NEG 

 祖父は毎日は髪を洗わない。  
 

29. kinuu karazi=φ  ara-ta-N  
 昨日  髪=ACC 洗う-PST1-IND  

 昨日、髪を洗った。  
 

30. tii=φ ara-ti muN=φ  kam-i  
 手=ACC 洗う-SEQ2 物=ACC 食べる-IMP 

 手を洗って、ご飯を食べろ。  
 

31. sira=N ara-ti kuu  
 顔=ADD 洗う-SEQ2 来る .IMP  

 顔も洗ってこい。  
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13. ki=Nka nubu-ti nai-gwaa utu-ci ki-ri 
 木=LOC1 登る-SEQ2 木の実-DIM 落とす-SEQ2 くれる-IMP 

 木に登って実を落としてくれ。  
 

14. tui=ga piNgir-aN=gutu=ni pisa=φ  kuNk-u-N  
 鶏=NOM 逃げる-NEG=よう=DAT 足=ACC くびる-SFP-IND 

 鶏が逃げないように（両）足をくびる。  
 

15. pisa=N pani=N kuNk-aN  
 足=ADD 羽=ADD くびる-NEG  

 足も羽もくびらない。  
 

16. suutaa=ga tui=φ  kuN-ca-N  
 お父さん=NOM 鶏=ACC くびる-PST1-IND  

 父が鶏をくびった。  
 

17. tui=φ  kuN-ci kagu=Nka iri-ri 
 鳥=ACC くびる=SEQ2 籠=LOC1 入れる-IMP 

 鶏をくびって、籠に入れてね。 

 

18. ʔjaa=ga tui=φ  kuN-ci ki-ri 
 お前=NOM 鶏=ACC くびる-SEQ2 くれる-IMP 

 おまえが鶏をくびってくれ。 

 

19. Nna=si puni=φ  kug-u-N   
 みんな=INST 船=ACC 漕ぐ-NPST-IND  

 みんなで舟を漕ぐ。  
 

20. taa=N puni=φ  kug-aN  
 誰=ADD 船=ACC 漕ぐ-NEG  

 誰も舟を漕がない。  
 

21. Nkasjee juu puni=φ  ku-za-N 
 昔 .TOP よく  船=ACC 漕ぐ-PST1-IND 

 昔はよく舟を漕いだ。  
 

22. puni=φ kuz-i urikara juku-ri=be 
 船=ACC 漕ぐ-SEQ2 それから  休む-IMP=SFP 

 舟を漕いで、そのあと休め。  
 

 

（２）規則変化動詞 強変化動詞タイプＢ－持つ・洗う－ 

 

23. uttu=ja tuuci nii=ja ruucui=si=ru mus-u-N 
 弟=TOP いつも  荷物=TOP 自分一人=INST＝FOC 持つ-NPST-IND 

 弟はいつも荷物を一人で持つ。  
 

24. paapaa=ja nii=ja mut-aN  
 おばあさん=TOP 荷物=TOP 持つ-NEG  

 祖母は荷物を持たない。  
 

25. mme=ga musuru=φ  mut-tsa-N  
 おじいさん=NOM むしろ=ACC 持つ-PST1-IND  

 祖父がむしろを持った。  
 

26. suutaa=ga saki=φ  mu-cci aNmaa=ja   
 お父さん=NOM 酒=ACC 持つ-SEQ2 お母さん=TOP   

 . kamimuN=φ  mu-ccaN     
 食べ物=ACC 持つ-PST1-IND     

 父が酒持って、母が食べ物を持つ。 

 

27. meenasi karazi=φ  ara-u-N  
 毎日  髪=ACC 洗う-NPST-IND  

 毎日髪を洗う。  
 

28. mmee=ja meenasje karazi=φ  ara-aN 
 おじさん=TOP 毎日 .TOP 髪=ACC 洗う-NEG 

 祖父は毎日は髪を洗わない。  
 

29. kinuu karazi=φ  ara-ta-N  
 昨日  髪=ACC 洗う-PST1-IND  

 昨日、髪を洗った。  
 

30. tii=φ ara-ti muN=φ  kam-i  
 手=ACC 洗う-SEQ2 物=ACC 食べる-IMP 

 手を洗って、ご飯を食べろ。  
 

31. sira=N ara-ti kuu  
 顔=ADD 洗う-SEQ2 来る .IMP  

 顔も洗ってこい。  
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32. heeku saki=φ  mu-ci kuu 
 早く  酒=ACC 持つ-SEQ2 来る .IMP 

 早く酒を持ってこい。  
 

（３）規則変化動詞 混合変化動詞タイプＡ－切る・降りる・捨てる－ 

 

33. nagaa-nu kii=nu juda=φ  ki-N 
 長い-ADN 木=GEN 枝=ACC 切る-IND 

 長い木の枝を切る。  
 

34. juru=ja simee kir-aN  
 夜=TOP 爪 .TOP 切る-NEG  

 夜には爪を切らない。  
 

35. waa=ga gazimaru=φ  ki-ta-N   
 私=NOM ガジマル=ACC 切る-PST1-IND  

 私がガジマルは切った。  
 

36. unu nagaa-nu karazi=ja ki-ti suugi=si ik-i=jo  
 その  長い-ADN 髪=TOP 切る-SEQ2 お祝い=ALL 行く-IMPDSC 

 その長い髪は切って、お祝いに行けよ。  
 

37. unu himu=φ  miici=si ki-ti ki-ri 
 その  紐=ACC 道=ALL 切る-SEQ2 くれる-IMP 

 この 紐を三つに切ってくれないか。  
 

38. Nna uma=Nzi uri-N  
 みんな  ここ=LOC2 降りる-IND  

 みんなここで降りる。  
 

39. waN=ja uma=Nzje: urir-aN  
 私=TOP ここ=LOC2.TOP 降りる-NEG  

 私はここでは降りない。  
 

40. uma=Nzi basu=φ  uri-ta-N  
 ここ=LOC2 バス=ACC 降りる-PST1-IND  

 ここでバスを降りた。  
 

 

 

41. basu=φ uri-ti deNwa=φ  kaki-ri 
 バス=ACC 降りる-SEQ2 電話=ACC かける-IMP 

 バスを降りて、電話かけろ。  
 

42. uttu=ga basu=kara uri-ti kisa-N 
 妹=NOM バス=ABL 降りる-SEQ2 来る .PST1-IND 

 妹がバスから降りてきた。  
 

43. suutaa =ga meenasi gumi=φ  siti-i-N（iti-i-N）  
 お父さん=NOM 毎日  ゴミ=ACC 捨てる-NPST-IND（捨てる-NPST-IND）  

 父が毎日ゴミを捨てる。  
 

44. paapaa=ja puru-ginu=N  sitir-aN（itir-aN）   
 おばあさん=TOP 古い-着物=ADD 捨てる-NEG （捨てる-NEG）   

 祖母は古い着物も捨てない。  
 

45. puru-duugu=ja uttii siti-ta-N（iti-ta-N）   
 古い-道具=TOP おととい  捨てる-PST1-IND （捨てる-PST1-IND）   

 古い道具はおととい捨てた。  
 

46. puru-muN=ja siti-ti（iti-ti）  mii-muN koo-ri 
 古い-物=TOP 捨てる=SEQ2 （捨てる-SEQ2）  新しい-物  買う-IMP 

 古いものは捨てて、新しいものを買え。  
 

47. gumi=φ uma=Nka siti-ti （iti-ti）  ki-ri 
 ゴミ=ACC ここ=LOC1 捨てる-SEQ2 （捨てる-SEQ2）  くれる-IMP 

 ゴミをそこに捨ててくれ。  
 

（４）規則変化動詞 混合変化動詞タイプＢ－掘る・売る－ 

 

48. meenasi mmu=φ  pu-i-N  
 毎日  芋=ACC 掘る-PST-IND  

 毎日芋を掘る。  
 

49. aNmaa =ja suu=ja mmu=φ  pur-aN 
 お母さん=TOP 今日＝TOP 芋=ACC 掘る-NEG 

 母親は今日は芋を掘らない。  
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32. heeku saki=φ  mu-ci kuu 
 早く  酒=ACC 持つ-SEQ2 来る .IMP 

 早く酒を持ってこい。  
 

（３）規則変化動詞 混合変化動詞タイプＡ－切る・降りる・捨てる－ 

 

33. nagaa-nu kii=nu juda=φ  ki-N 
 長い-ADN 木=GEN 枝=ACC 切る-IND 

 長い木の枝を切る。  
 

34. juru=ja simee kir-aN  
 夜=TOP 爪 .TOP 切る-NEG  

 夜には爪を切らない。  
 

35. waa=ga gazimaru=φ  ki-ta-N   
 私=NOM ガジマル=ACC 切る-PST1-IND  

 私がガジマルは切った。  
 

36. unu nagaa-nu karazi=ja ki-ti suugi=si ik-i=jo  
 その  長い-ADN 髪=TOP 切る-SEQ2 お祝い=ALL 行く-IMPDSC 

 その長い髪は切って、お祝いに行けよ。  
 

37. unu himu=φ  miici=si ki-ti ki-ri 
 その  紐=ACC 道=ALL 切る-SEQ2 くれる-IMP 

 この 紐を三つに切ってくれないか。  
 

38. Nna uma=Nzi uri-N  
 みんな  ここ=LOC2 降りる-IND  

 みんなここで降りる。  
 

39. waN=ja uma=Nzje: urir-aN  
 私=TOP ここ=LOC2.TOP 降りる-NEG  

 私はここでは降りない。  
 

40. uma=Nzi basu=φ  uri-ta-N  
 ここ=LOC2 バス=ACC 降りる-PST1-IND  

 ここでバスを降りた。  
 

 

 

41. basu=φ uri-ti deNwa=φ  kaki-ri 
 バス=ACC 降りる-SEQ2 電話=ACC かける-IMP 

 バスを降りて、電話かけろ。  
 

42. uttu=ga basu=kara uri-ti kisa-N 
 妹=NOM バス=ABL 降りる-SEQ2 来る .PST1-IND 

 妹がバスから降りてきた。  
 

43. suutaa =ga meenasi gumi=φ  siti-i-N（iti-i-N）  
 お父さん=NOM 毎日  ゴミ=ACC 捨てる-NPST-IND（捨てる-NPST-IND）  

 父が毎日ゴミを捨てる。  
 

44. paapaa=ja puru-ginu=N  sitir-aN（itir-aN）   
 おばあさん=TOP 古い-着物=ADD 捨てる-NEG （捨てる-NEG）   

 祖母は古い着物も捨てない。  
 

45. puru-duugu=ja uttii siti-ta-N（iti-ta-N）   
 古い-道具=TOP おととい  捨てる-PST1-IND （捨てる-PST1-IND）   

 古い道具はおととい捨てた。  
 

46. puru-muN=ja siti-ti（iti-ti）  mii-muN koo-ri 
 古い-物=TOP 捨てる=SEQ2 （捨てる-SEQ2）  新しい-物  買う-IMP 

 古いものは捨てて、新しいものを買え。  
 

47. gumi=φ uma=Nka siti-ti （iti-ti）  ki-ri 
 ゴミ=ACC ここ=LOC1 捨てる-SEQ2 （捨てる-SEQ2）  くれる-IMP 

 ゴミをそこに捨ててくれ。  
 

（４）規則変化動詞 混合変化動詞タイプＢ－掘る・売る－ 

 

48. meenasi mmu=φ  pu-i-N  
 毎日  芋=ACC 掘る-PST-IND  

 毎日芋を掘る。  
 

49. aNmaa =ja suu=ja mmu=φ  pur-aN 
 お母さん=TOP 今日＝TOP 芋=ACC 掘る-NEG 

 母親は今日は芋を掘らない。  
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50. Nkasi kaa=φ  pu-ta-N  
 昔  井戸=ACC 掘る-PST1-IND  

 昔井戸を掘った。  
 

51. ana=φ pu-ti juku-ri  
 穴=ACC 掘る-SEQ2 休む-IMP  

 穴を掘って、休め。  
 

52. ama=nu zii=φ  pu-ti kuu 
 あそこ=NOM 地面=ACC 掘る-SEQ2 来る .IMP 

 あそこの地面を掘ってこい。  
 

53. meenasi jasai=φ  u-i-N  
 毎日  野菜=ACC 売る-NPST-IND  

 毎日野菜を売る。  
 

54. are=ja ruu=nu ʔwaa=ja  ur-aN 
 彼=TOP 自分=NOM 豚=TOP 売る-NEG 

 彼は自分の豚を売らない。  
 

55. kuzu piizaa=φ  u-ta-N  
 去年  山羊=TOP 売る-PST1-IND  

 去年山羊を売った。  
 

56. piizaa=φ u-ti ʔwaa=φ  koo-ta-N 
 山羊=ACC 売る-SEQ2 豚=ACC 買う-PST1-IND 

 山羊を売って、豚を買った。  
 

57. unu ʔwaa=φ  u-ti tura-i  
 その  豚=ACC 売る-SEQ2 取らせる-IMP 

 その豚を売ってください。  
 

（５）不規則変化動詞－来る－ 

 

58. suu=ja suutaa =ga jaa=si suN 
 今日=TOP お父さん=NOM 家=ALL 来る .IND 

 今日は父が家に来る。  
 

 

 

59. aNmaa= ja kuN   
 お母さん=TOP 来る .NEG   

 今日は母は来ない。   
 

60. kinuu suutaa =ga jaa=si kisa-N 
 昨日  お父さん=NOM 家=ALL 来る .PST1-IND 

 昨日父が家に来た。   
 

61. uma=si kisi jaa=si muru-ta-N 
 ここ=ALL 来る .SEQ2 家=ALL 戻る-PST1-IND 

 こっちへ来て、家に戻った。   
 

62. uma=si heeku kuu  
 ここ=ALL 早く  来る .IMP  

 こっちへ早く来い。  
 

63. uma=si kisi mi-i  
 ここ=ALL 来る .SEQ2 みる-IMP  

 こっちへ来てみろ。   
 

４．２ 「おおきなかぶ」の翻訳テキスト 

 

mmee=ga kabu=nu sani=φ  ma-sa-N.  
おじいさん=NOM かぶ=GEN 種=ACC まく-PST1-IND  

おじいさんがかぶの種をまいた 

 

ama-a-ru kabu=ni nar-i   
甘い-ADJ-ADN かぶ=DAT なる-IMP   

あまいかぶになれ。 

 

magii kabu=ni nar-i   
大きい  かぶ=DAT なる-IMP   

大きなかぶになれ。 

 

ama-a-nu maaha=nu jii kabu ja-ru 
甘い-ADJ-ADN おいしい-ADN よい  かぶ  COP-ADN 

あまい、おいしい、よいかぶだ。 
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50. Nkasi kaa=φ  pu-ta-N  
 昔  井戸=ACC 掘る-PST1-IND  

 昔井戸を掘った。  
 

51. ana=φ pu-ti juku-ri  
 穴=ACC 掘る-SEQ2 休む-IMP  

 穴を掘って、休め。  
 

52. ama=nu zii=φ  pu-ti kuu 
 あそこ=NOM 地面=ACC 掘る-SEQ2 来る .IMP 

 あそこの地面を掘ってこい。  
 

53. meenasi jasai=φ  u-i-N  
 毎日  野菜=ACC 売る-NPST-IND  

 毎日野菜を売る。  
 

54. are=ja ruu=nu ʔwaa=ja  ur-aN 
 彼=TOP 自分=NOM 豚=TOP 売る-NEG 

 彼は自分の豚を売らない。  
 

55. kuzu piizaa=φ  u-ta-N  
 去年  山羊=TOP 売る-PST1-IND  

 去年山羊を売った。  
 

56. piizaa=φ u-ti ʔwaa=φ  koo-ta-N 
 山羊=ACC 売る-SEQ2 豚=ACC 買う-PST1-IND 

 山羊を売って、豚を買った。  
 

57. unu ʔwaa=φ  u-ti tura-i  
 その  豚=ACC 売る-SEQ2 取らせる-IMP 

 その豚を売ってください。  
 

（５）不規則変化動詞－来る－ 

 

58. suu=ja suutaa =ga jaa=si suN 
 今日=TOP お父さん=NOM 家=ALL 来る .IND 

 今日は父が家に来る。  
 

 

 

59. aNmaa= ja kuN   
 お母さん=TOP 来る .NEG   

 今日は母は来ない。   
 

60. kinuu suutaa =ga jaa=si kisa-N 
 昨日  お父さん=NOM 家=ALL 来る .PST1-IND 

 昨日父が家に来た。   
 

61. uma=si kisi jaa=si muru-ta-N 
 ここ=ALL 来る .SEQ2 家=ALL 戻る-PST1-IND 

 こっちへ来て、家に戻った。   
 

62. uma=si heeku kuu  
 ここ=ALL 早く  来る .IMP  

 こっちへ早く来い。  
 

63. uma=si kisi mi-i  
 ここ=ALL 来る .SEQ2 みる-IMP  

 こっちへ来てみろ。   
 

４．２ 「おおきなかぶ」の翻訳テキスト 

 

mmee=ga kabu=nu sani=φ  ma-sa-N.  
おじいさん=NOM かぶ=GEN 種=ACC まく-PST1-IND  

おじいさんがかぶの種をまいた 

 

ama-a-ru kabu=ni nar-i   
甘い-ADJ-ADN かぶ=DAT なる-IMP   

あまいかぶになれ。 

 

magii kabu=ni nar-i   
大きい  かぶ=DAT なる-IMP   

大きなかぶになれ。 

 

ama-a-nu maaha=nu jii kabu ja-ru 
甘い-ADJ-ADN おいしい-ADN よい  かぶ  COP-ADN 

あまい、おいしい、よいかぶだ。 
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zikoo magii kabu=ga diki-ta-N  
とても  大きい  かぶ=NOM できる-PST1-IND  

とてもおおきいかぶができた。 

 

mmee=ja kabu=φ  nuk-a=Nci hu-uta-N  
おじいさん=TOP かぶ=ACC 抜く-INT=QUOT する-PST2-IND  

おじいさんははかぶをぬこうとした。 

 

“haijaagwa haijaagwa ”    
DSC DSC    

「うんとこしょ、どっこいしょ。」 

 

jaiga kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   
しかし  かぶ=TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   

しかし、かぶは抜けない。 

 

mmee=ja paapaa=φ  ju-ri kisa-N  
おじいさん=TOP おばあさん=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST-IND  

おじいさんはおばあさんを呼んできた。 

 

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん=NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ” 
おじいさん=NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

jaiga kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   
しかし  かぶ＝TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   

おばあさんがおじいさんをひっぱって、また、おじいさんがかぶをひっぱって「うん

とこしょ、どっこいしょ。」しかし、かぶは抜けない。 

 

paapaa=ja mmaga=φ  ju-ri kisa-N  
おばあさん＝TOP 孫=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST-IND  

おばあさんは孫を呼んできた。 

 

mmaga=ga paapaa=φ  kasimi-ti mata  
孫=NOM おばあさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん= NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ”
おじいさん= NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

 

namaN kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   
まだ  かぶ=TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   

孫がおばあさんを引っぱって、おばあさんがおじいさんを引っぱって、おじいさんが

かぶを引っぱって、「うんとこしょ、どっこいしょ。」まだかぶは抜けない。 

 

mmaga=ja iN=φ  ju-ri kisa-N  
孫＝TOP 犬=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST-IND  

孫は犬を呼んできた。 

 

iN=ga mmaga=φ  kasimi-ti mata  
犬=NOM 孫＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmaga=ga paapaa=φ  kasimi-ti mata  
孫= NOM おばあさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん= NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ”
おじいさん= NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

namanama kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   

まだまだ  かぶ＝TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   

犬が孫を引っぱって、孫がおばあさんを引っぱって、おばあさんがおじいさんを引っ

ぱって、おじいさんがかぶを引っぱって、「うんとこしょ、どっこいしょ。」まだまだ

かぶは抜けない。 

 

iN=ja majaa=φ  ju-ri kisa-N  
犬＝TOP 猫=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST-IND  

犬は猫を呼んできた。 

 

majaa=ga iN=φ  kasimi-ti mata  
猫= NOM 犬＝ACC つかむ-SEQ2 また   

iN=ga mmaga=φ  kasimi-ti mata  
犬= NOM 孫＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmaga=ga paapaa=φ  kasimi-ti mata  
孫= NOM おばあさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん= NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ”
おじいさん= NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

jaiga kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   
しかし  かぶ=TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   
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zikoo magii kabu=ga diki-ta-N  
とても  大きい  かぶ=NOM できる-PST1-IND  

とてもおおきいかぶができた。 

 

mmee=ja kabu=φ  nuk-a=Nci hu-uta-N  
おじいさん=TOP かぶ=ACC 抜く-INT=QUOT する-PST2-IND  

おじいさんははかぶをぬこうとした。 

 

“haijaagwa haijaagwa ”    
DSC DSC    

「うんとこしょ、どっこいしょ。」 

 

jaiga kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   
しかし  かぶ=TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   

しかし、かぶは抜けない。 

 

mmee=ja paapaa=φ  ju-ri kisa-N  
おじいさん=TOP おばあさん=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST-IND  

おじいさんはおばあさんを呼んできた。 

 

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん=NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ” 
おじいさん=NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

jaiga kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   
しかし  かぶ＝TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   

おばあさんがおじいさんをひっぱって、また、おじいさんがかぶをひっぱって「うん

とこしょ、どっこいしょ。」しかし、かぶは抜けない。 

 

paapaa=ja mmaga=φ  ju-ri kisa-N  
おばあさん＝TOP 孫=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST-IND  

おばあさんは孫を呼んできた。 

 

mmaga=ga paapaa=φ  kasimi-ti mata  
孫=NOM おばあさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん= NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ”
おじいさん= NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

 

namaN kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   
まだ  かぶ=TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   

孫がおばあさんを引っぱって、おばあさんがおじいさんを引っぱって、おじいさんが

かぶを引っぱって、「うんとこしょ、どっこいしょ。」まだかぶは抜けない。 

 

mmaga=ja iN=φ  ju-ri kisa-N  
孫＝TOP 犬=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST-IND  

孫は犬を呼んできた。 

 

iN=ga mmaga=φ  kasimi-ti mata  
犬=NOM 孫＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmaga=ga paapaa=φ  kasimi-ti mata  
孫= NOM おばあさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん= NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ”
おじいさん= NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

namanama kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   

まだまだ  かぶ＝TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   

犬が孫を引っぱって、孫がおばあさんを引っぱって、おばあさんがおじいさんを引っ

ぱって、おじいさんがかぶを引っぱって、「うんとこしょ、どっこいしょ。」まだまだ

かぶは抜けない。 

 

iN=ja majaa=φ  ju-ri kisa-N  
犬＝TOP 猫=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST-IND  

犬は猫を呼んできた。 

 

majaa=ga iN=φ  kasimi-ti mata  
猫= NOM 犬＝ACC つかむ-SEQ2 また   

iN=ga mmaga=φ  kasimi-ti mata  
犬= NOM 孫＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmaga=ga paapaa=φ  kasimi-ti mata  
孫= NOM おばあさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん= NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ”
おじいさん= NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

jaiga kabu=ja  nu-ki-hiij-aN   
しかし  かぶ=TOP 抜く-SEQ1-POT-NEG   
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猫が犬を引っぱって、犬が孫を引っぱって、孫がおばあさんを引っぱって、おばあさ

んがおじいさんを引っぱって、おじいさんがかぶを引っぱって、「うんとこしょ、どっ

こいしょ。」しかし、かぶは抜けない。 

 

majaa=ja eNcu=φ  ju-ri kisa-N  
猫＝TOP ネズミ=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST1-IND  

猫はネズミを呼んできた。 

 

eNcu=ga majaa=φ  kasimi-ti mata  
ネズミ= NOM 猫＝ACC つかむ-SEQ2 また   

majaa=ga iN=φ  kasimi-ti mata  
猫= NOM 犬＝ACC つかむ-SEQ2 また   

iN=ga mmaga=φ  kasimi-ti mata  
犬= NOM 孫＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmaga=ga paapaa=φ  kasimi-ti mata  
孫= NOM おばあさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん= NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ”
おじいさん= NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

kkee nama=ru kabu=ja  nu-zja-N  
DSC 今=FOC かぶ=TOP 抜く-PST1-IND  

ネズミが猫を引っぱって、猫が犬を引っぱって、犬が孫を引っぱって、孫がおばあさ

んを引っぱって、おばあさんがおじいさんを引っぱって、おじいさんがかぶを引っぱ

って、「うんとこしょ、どっこいしょ。」あらあら、ようやくかぶは抜けた。 

 

                             
*１外間守善（1985）では、次のように今帰仁方言、久高方言、首里方言の形態が示されている。 

今帰仁方言：条件形 jumiba 継続形 judun ／ 久高方言 ：条件形 jumiba 継続形 juru:n  
首里方言 ：条件形 jume:  継続形 judo:n 

その他、否定形、意志形、命令形、連用形、接続形、過去形が示されているが、３つの方言におい

て、これらは音声上のヴァリアントの関係にあり、形態としては同一のものと見なすことができ

る。  
*２勧誘形、基本形は「行く」に対応する形式で、第２中止形  N-zi は「往ぬ」形式の「往にて」に対応

するので、第２中止形の形式のみ不規則になっている。  
*３ukiN（起きる）は ukiru で、長音化しない。音節数によって区別があると考えられるが、長音化する

ものとしないものとの区別は未調査である。  
*４中南部方言である首里方言や大山方言の場合、条件形に-aa/-wa 形式（ jumaa 首里 /jumawa 大山）、-ne(e)

形式（ jumine(e)）、-ee 形式（ jumee）の３形式が見られる。しかし、津堅方言では、-ba 形（ jumiba）
と-ne 形（ jumine）の２形式である。  

*５条件形の使用実態や意味機能の差についてはより詳細に記述する必要があり、今後の調査課題であ

る。  
 
 

 

                                                                                       

 

グロス一覧 

ABL ablative 奪格  LOC1 locative 場所格 Nka 形  

ACC accusative 対格  LOC2 locative 場所格 Nzi 形  

ADD additive 添加  LOC3 locative 場所格 uti 形  

ADJ adjectivizer 形容詞化  NEG negative 否定  

ADN adnominal 連体 /名詞化  NOM  nominative 主格  

ALL allative 向格  NPST non past 非過去  

COND  conditional 条件  PASS passive 受身  

COP copula コピュラ  PL plural 複数  

CSL causal 理由  PROG progressive 進行  

DAT dative 与格  PST past 過去  

DIM diminutive 指小辞  PURP purposive 目的  

DSC discourse 

marker 

談話標識  Q question particle/ 

marker 

疑問  

FOC focus 焦点  QUOT quotative 引用  

GEN genitive 属格  REC recitation 列挙  

IMP imperative 命令  SEQ1 sequential converb 中止形１  

IND indicative 終止形  SEQ2 sequential converb 中止形２＝テ形  

INFR inferential 推量  SEQ3 sequential converb 先行形  

INST instrumental 具格  
SFP sentence-final 

particle  

終助詞  

INT intentional 意志  TOP topic 主題  
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猫が犬を引っぱって、犬が孫を引っぱって、孫がおばあさんを引っぱって、おばあさ

んがおじいさんを引っぱって、おじいさんがかぶを引っぱって、「うんとこしょ、どっ

こいしょ。」しかし、かぶは抜けない。 

 

majaa=ja eNcu=φ  ju-ri kisa-N  
猫＝TOP ネズミ=ACC 呼ぶ-SEQ2 来る .PST1-IND  

猫はネズミを呼んできた。 

 

eNcu=ga majaa=φ  kasimi-ti mata  
ネズミ= NOM 猫＝ACC つかむ-SEQ2 また   

majaa=ga iN=φ  kasimi-ti mata  
猫= NOM 犬＝ACC つかむ-SEQ2 また   

iN=ga mmaga=φ  kasimi-ti mata  
犬= NOM 孫＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmaga=ga paapaa=φ  kasimi-ti mata  
孫= NOM おばあさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

paapaa=ga mmee=φ  kasimi-ti mata  
おばあさん= NOM おじいさん＝ACC つかむ-SEQ2 また   

mmee=ga kabu=φ  kasimi-ti “haijaagwa haijaagwa ”
おじいさん= NOM かぶ=ACC つかむ-SEQ2 DSC DSC 

kkee nama=ru kabu=ja  nu-zja-N  
DSC 今=FOC かぶ=TOP 抜く-PST1-IND  

ネズミが猫を引っぱって、猫が犬を引っぱって、犬が孫を引っぱって、孫がおばあさ

んを引っぱって、おばあさんがおじいさんを引っぱって、おじいさんがかぶを引っぱ

って、「うんとこしょ、どっこいしょ。」あらあら、ようやくかぶは抜けた。 

 

                             
*１外間守善（1985）では、次のように今帰仁方言、久高方言、首里方言の形態が示されている。 

今帰仁方言：条件形 jumiba 継続形 judun ／ 久高方言 ：条件形 jumiba 継続形 juru:n  
首里方言 ：条件形 jume:  継続形 judo:n 

その他、否定形、意志形、命令形、連用形、接続形、過去形が示されているが、３つの方言におい

て、これらは音声上のヴァリアントの関係にあり、形態としては同一のものと見なすことができ

る。  
*２勧誘形、基本形は「行く」に対応する形式で、第２中止形  N-zi は「往ぬ」形式の「往にて」に対応

するので、第２中止形の形式のみ不規則になっている。  
*３ukiN（起きる）は ukiru で、長音化しない。音節数によって区別があると考えられるが、長音化する

ものとしないものとの区別は未調査である。  
*４中南部方言である首里方言や大山方言の場合、条件形に-aa/-wa 形式（ jumaa 首里 /jumawa 大山）、-ne(e)

形式（ jumine(e)）、-ee 形式（ jumee）の３形式が見られる。しかし、津堅方言では、-ba 形（ jumiba）
と-ne 形（ jumine）の２形式である。  

*５条件形の使用実態や意味機能の差についてはより詳細に記述する必要があり、今後の調査課題であ

る。  
 
 

 

                                                                                       

 

グロス一覧 

ABL ablative 奪格  LOC1 locative 場所格 Nka 形  

ACC accusative 対格  LOC2 locative 場所格 Nzi 形  

ADD additive 添加  LOC3 locative 場所格 uti 形  

ADJ adjectivizer 形容詞化  NEG negative 否定  

ADN adnominal 連体 /名詞化  NOM  nominative 主格  

ALL allative 向格  NPST non past 非過去  

COND  conditional 条件  PASS passive 受身  

COP copula コピュラ  PL plural 複数  

CSL causal 理由  PROG progressive 進行  

DAT dative 与格  PST past 過去  

DIM diminutive 指小辞  PURP purposive 目的  

DSC discourse 

marker 

談話標識  Q question particle/ 

marker 

疑問  

FOC focus 焦点  QUOT quotative 引用  

GEN genitive 属格  REC recitation 列挙  

IMP imperative 命令  SEQ1 sequential converb 中止形１  

IND indicative 終止形  SEQ2 sequential converb 中止形２＝テ形  

INFR inferential 推量  SEQ3 sequential converb 先行形  

INST instrumental 具格  
SFP sentence-final 

particle  

終助詞  

INT intentional 意志  TOP topic 主題  
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１ 概要 

 

本報告書では、八重山語・宮良言葉の記述と継承に向けた資料として協力者に訳しても

らった「大きなかぶ」の書き起こしを紹介し、その一部で使われる形容詞表現に焦点を当

て、宮良言葉における形容詞の特徴を記述する。 

 宮良言葉の「形容詞語幹」として分析するものは、主に以下の三つの方法で使われるこ

とがある： 

1. 形容詞語根が名詞の直前につけることによって、複合名詞を作る方法 

2. 形容詞語根に接尾辞 -ha が付き、ハ形容詞として活用する方法 

3. 形容詞語根が重複して、重複形に -i が付き、重複形容詞として活用する方法 

これらの方法による形を、それぞれ「複合形容詞・ハ形容詞・重複形容詞」と呼び、形容

詞語幹「グマ」guma（小さい） を例に示す： 

複合形 ハ形 重複形

グマフツィ グマハーン グマーグマイ 

guma+fucï guma-haa-n gumaa-guma-i 

小さい+口 小さい-ADJ-PRS.IND 小さい-RED-ADJ 

口の小さな人 小さい 小さい 

  

 複合形容詞とは、形容詞語幹が名詞に直接に付き、一種の「複合語」をなす形で現れる

ものである。ここでは、形容詞語幹「グマ」guma が、「フツィ」fucï（口）という名詞に

直接に付くことによって「グマフツィ」guma+fucï という複合形ができる。複合形容詞の

一つの特徴として、「非構成的」であることを指摘する。要するに、形容詞語幹と名詞語幹

による複合語は、その要素からだけでは予測できない意味をなすことがある。例えば、上

の「グマフツィ」guma+fucï は、「小さな口」という意味ではなく、「小さな口を持ってい

る人」という意味になるようである。 

形容詞語幹に接尾辞「ハ」-ha（または「ハー」-haa）をつけることによって、ハ形容詞

が派生される。ここでは、は形容詞に接尾辞「ン」-n をつけることによって、典型的に「（現

在）終止形」と呼ばれる形になっている。この形は、辞書などでは原型として扱われるこ
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１ 概要 

 

本報告書では、八重山語・宮良言葉の記述と継承に向けた資料として協力者に訳しても

らった「大きなかぶ」の書き起こしを紹介し、その一部で使われる形容詞表現に焦点を当

て、宮良言葉における形容詞の特徴を記述する。 

 宮良言葉の「形容詞語幹」として分析するものは、主に以下の三つの方法で使われるこ

とがある： 

1. 形容詞語根が名詞の直前につけることによって、複合名詞を作る方法 

2. 形容詞語根に接尾辞 -ha が付き、ハ形容詞として活用する方法 

3. 形容詞語根が重複して、重複形に -i が付き、重複形容詞として活用する方法 

これらの方法による形を、それぞれ「複合形容詞・ハ形容詞・重複形容詞」と呼び、形容

詞語幹「グマ」guma（小さい） を例に示す： 

複合形 ハ形 重複形

グマフツィ グマハーン グマーグマイ 

guma+fucï guma-haa-n gumaa-guma-i 

小さい+口 小さい-ADJ-PRS.IND 小さい-RED-ADJ 

口の小さな人 小さい 小さい 

  

 複合形容詞とは、形容詞語幹が名詞に直接に付き、一種の「複合語」をなす形で現れる

ものである。ここでは、形容詞語幹「グマ」guma が、「フツィ」fucï（口）という名詞に

直接に付くことによって「グマフツィ」guma+fucï という複合形ができる。複合形容詞の

一つの特徴として、「非構成的」であることを指摘する。要するに、形容詞語幹と名詞語幹

による複合語は、その要素からだけでは予測できない意味をなすことがある。例えば、上

の「グマフツィ」guma+fucï は、「小さな口」という意味ではなく、「小さな口を持ってい

る人」という意味になるようである。 

形容詞語幹に接尾辞「ハ」-ha（または「ハー」-haa）をつけることによって、ハ形容詞

が派生される。ここでは、は形容詞に接尾辞「ン」-n をつけることによって、典型的に「（現

在）終止形」と呼ばれる形になっている。この形は、辞書などでは原型として扱われるこ
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とが多い。修飾語として使われるときは、接尾辞「ン」-n の代わりに「ル」-ru をつけな

ければならない。例えば、「小さい人」は「グマハール プィトゥ」guma-haa-ru pïtu と

なる。複合形と比べると、ハ形容詞が名詞に修飾するときの句の意味は構成的である。例

えば、「グマハール フツィ」guma-haa-ru fucï はそのまま「小さい口」という意味にな

る。 

最後に、重複形は、形容詞語幹を繰り返して、その後ろに接尾辞「イ」-i をつけること

によって派生される形をとる。重複される語幹の一回目のものは、最後の母音が伸ばされ

て、長母音として発音される。例えば、上の「グマ」の重複形「グマーグマイ」gumaa-guma-i

を作るには、「グマ」guma を繰り返し、一回目のものを「グマー」gumaa と伸ばし、二回目

のものに「イ」-i をつけて派生される。また、ハ形容詞と同じく、重複形容詞を修飾語と

して使われる場合は「イ」-i の後ろに接尾辞「ル」-ru が付く。 

 形容詞の語幹の中に、どの形でも現れるものと、一部の形だけで現れるものがある。ハ

形容詞では、母音調和が起こるため、語幹に付く「ハ」は、語幹の最後の母音によって「ヘ」

や「ホ」として現れる。以下で記述する「くぃんくぃいる」kïn-kï-i-ru（黄色い）以外は、

これまでの調査ではどの形容詞の語幹もハ形容詞として使われることがあるが、重複形容

詞として使えるものは限られているようである。そして、重複形容詞として使われる場合、

予測しにくい音韻変化も観察される。以下で、これらの形の特徴を簡単に述べる。 

 

 

２ 「大きな大根」における形容詞表現 

 

以上で紹介したハ形容詞と重複形容詞の詳しい記述に入る前に、本調査で録音した「大き

な大根１」の一部の書き起こしにおける形容詞表現を紹介する。形容詞表現は、下線が引

かれた太文字で表記した。 

 

かっだがなーぬ まぎだいくに 

kaddaganaa=nu magi+daikuni 

これほど=GEN 大きい+大根 

とても 大きな大根 

 

ある とぅすぃ あっちぇーんどぅ だいくにば いぼーれーる。 

ar-u  tusï accyee=ndu daikuni=ba ib-oor-ee-ru. 

ある-PRS 年 おじいさん=NOM.FOC 大根=OBJ.FOC 植える-HON-PRF-PRS 

ある とき おじいさんが 大根を お植えになった。 

 

 

 

                             
１ カブは、もともと島にないということで、原文の「大きなかぶ」はここで「大きな大根」

と直された。 
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あまはーる でーずぃぬ しゅく あまはーる だいくに なり 

ama-haa-ru deezï=nu syuku ama-haa-ru daikuni nar-i 

甘い-ADJ-PRS 大変=GEN 程 甘い-ADJ-PRS 大根 なる-MED 

甘い とても  甘い 大根に なって 

 

まいへーる まいへーる だいくに なり 

mai-hee-ru mai-hee-ru daikuni nar-i 

大きい-ADJ-PRS 大きい-ADJ-PRS 大根 なる-MED 

大きな 大きな 大根に なって 

 

あまはーる ばがーばがいる かっだがなーぬ まいへーる  

ama-haa-ru  bagaa-baga-i-ru kaddaganaa=nu mai-hee-ru  

甘い-ADJ-PRS 若い-RED-ADJ-PRS これほど=GEN 大きい-ADJ-PRS  

甘くて みずみずしくて とっても 大きな   

 

だいくにんどぅ でぃき ちょー。 

daikuni=ndu diki cyoo. 

大根=NOM.FOC できる.PST HS 

大根が できた という。 

 

「大きな大根」の最初の一部に、次のような形容詞表現が使われている。まず、「大きい」

の意味を表すに、複合形容詞として「マギ」magi が使われ、「ダイクニ」daikuni（大根）

に付くことで「マギダイクニ」magi+daikuni（大きな大根）の複合語をなしている。この

語幹は、そのままハ形容詞としては使われない。ハ形容詞における「マギ」に相当する語

幹は「マイ」mai となり、ここでは（現在）連体形の mai-hee-ru として使われている。「マ

イ」は i で終わっているため、母音調和が起こるため接尾辞は「ハ」ha ではなく「ヘ」he

として現れる。 

「大きな大根」の意味を表すものとして「ウフダイクニ」ufu+daikuni という複合語も

話の続きで使われる（以上の一部では使われていない）。この複合語で使われている「ウフ」

ufu は、複合形容詞であるが、ハ形容詞や重複形容詞の語幹として使われないようである。

ハ形容詞の「ウフホーン」ufu-hoo-n は、同音の語幹 ufu からできているが、意味は全く

違う「多い」を表し、無関係の語幹である。これらの語幹は、他の琉球諸語でも広く観察

される。 

「バガーバガイル」bagaa-baga-i-ru という重複形容詞も上の書き起こしで観察される。

この形容詞の語幹は「バガ」baga であり、日本語の「若」に相当するが、ここでは「みず

みずしい」に近い意味で使われている。同じ語幹が複合形容詞（例：「バガムヌ」baga+munu

若者）やハ形容詞（「バガハーン」baga-haa-n）としても使われる。 

以下では、ハ形容詞と重複形容詞の他の活用形や特徴をまとめ、最後に語幹の最後の音

による音声的・形態的な特徴をより詳しく説明する。 
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とが多い。修飾語として使われるときは、接尾辞「ン」-n の代わりに「ル」-ru をつけな

ければならない。例えば、「小さい人」は「グマハール プィトゥ」guma-haa-ru pïtu と

なる。複合形と比べると、ハ形容詞が名詞に修飾するときの句の意味は構成的である。例

えば、「グマハール フツィ」guma-haa-ru fucï はそのまま「小さい口」という意味にな

る。 

最後に、重複形は、形容詞語幹を繰り返して、その後ろに接尾辞「イ」-i をつけること

によって派生される形をとる。重複される語幹の一回目のものは、最後の母音が伸ばされ

て、長母音として発音される。例えば、上の「グマ」の重複形「グマーグマイ」gumaa-guma-i

を作るには、「グマ」guma を繰り返し、一回目のものを「グマー」gumaa と伸ばし、二回目

のものに「イ」-i をつけて派生される。また、ハ形容詞と同じく、重複形容詞を修飾語と

して使われる場合は「イ」-i の後ろに接尾辞「ル」-ru が付く。 

 形容詞の語幹の中に、どの形でも現れるものと、一部の形だけで現れるものがある。ハ

形容詞では、母音調和が起こるため、語幹に付く「ハ」は、語幹の最後の母音によって「ヘ」

や「ホ」として現れる。以下で記述する「くぃんくぃいる」kïn-kï-i-ru（黄色い）以外は、

これまでの調査ではどの形容詞の語幹もハ形容詞として使われることがあるが、重複形容

詞として使えるものは限られているようである。そして、重複形容詞として使われる場合、

予測しにくい音韻変化も観察される。以下で、これらの形の特徴を簡単に述べる。 

 

 

２ 「大きな大根」における形容詞表現 

 

以上で紹介したハ形容詞と重複形容詞の詳しい記述に入る前に、本調査で録音した「大き

な大根１」の一部の書き起こしにおける形容詞表現を紹介する。形容詞表現は、下線が引

かれた太文字で表記した。 

 

かっだがなーぬ まぎだいくに 

kaddaganaa=nu magi+daikuni 

これほど=GEN 大きい+大根 

とても 大きな大根 

 

ある とぅすぃ あっちぇーんどぅ だいくにば いぼーれーる。 

ar-u  tusï accyee=ndu daikuni=ba ib-oor-ee-ru. 

ある-PRS 年 おじいさん=NOM.FOC 大根=OBJ.FOC 植える-HON-PRF-PRS 

ある とき おじいさんが 大根を お植えになった。 

 

 

 

                             
１ カブは、もともと島にないということで、原文の「大きなかぶ」はここで「大きな大根」

と直された。 
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あまはーる でーずぃぬ しゅく あまはーる だいくに なり 

ama-haa-ru deezï=nu syuku ama-haa-ru daikuni nar-i 

甘い-ADJ-PRS 大変=GEN 程 甘い-ADJ-PRS 大根 なる-MED 

甘い とても  甘い 大根に なって 

 

まいへーる まいへーる だいくに なり 

mai-hee-ru mai-hee-ru daikuni nar-i 

大きい-ADJ-PRS 大きい-ADJ-PRS 大根 なる-MED 

大きな 大きな 大根に なって 

 

あまはーる ばがーばがいる かっだがなーぬ まいへーる  

ama-haa-ru  bagaa-baga-i-ru kaddaganaa=nu mai-hee-ru  

甘い-ADJ-PRS 若い-RED-ADJ-PRS これほど=GEN 大きい-ADJ-PRS  

甘くて みずみずしくて とっても 大きな   

 

だいくにんどぅ でぃき ちょー。 

daikuni=ndu diki cyoo. 

大根=NOM.FOC できる.PST HS 

大根が できた という。 

 

「大きな大根」の最初の一部に、次のような形容詞表現が使われている。まず、「大きい」

の意味を表すに、複合形容詞として「マギ」magi が使われ、「ダイクニ」daikuni（大根）

に付くことで「マギダイクニ」magi+daikuni（大きな大根）の複合語をなしている。この

語幹は、そのままハ形容詞としては使われない。ハ形容詞における「マギ」に相当する語

幹は「マイ」mai となり、ここでは（現在）連体形の mai-hee-ru として使われている。「マ

イ」は i で終わっているため、母音調和が起こるため接尾辞は「ハ」ha ではなく「ヘ」he

として現れる。 

「大きな大根」の意味を表すものとして「ウフダイクニ」ufu+daikuni という複合語も

話の続きで使われる（以上の一部では使われていない）。この複合語で使われている「ウフ」

ufu は、複合形容詞であるが、ハ形容詞や重複形容詞の語幹として使われないようである。

ハ形容詞の「ウフホーン」ufu-hoo-n は、同音の語幹 ufu からできているが、意味は全く

違う「多い」を表し、無関係の語幹である。これらの語幹は、他の琉球諸語でも広く観察

される。 

「バガーバガイル」bagaa-baga-i-ru という重複形容詞も上の書き起こしで観察される。

この形容詞の語幹は「バガ」baga であり、日本語の「若」に相当するが、ここでは「みず

みずしい」に近い意味で使われている。同じ語幹が複合形容詞（例：「バガムヌ」baga+munu

若者）やハ形容詞（「バガハーン」baga-haa-n）としても使われる。 

以下では、ハ形容詞と重複形容詞の他の活用形や特徴をまとめ、最後に語幹の最後の音

による音声的・形態的な特徴をより詳しく説明する。 
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３ ハ形容詞の特徴 

 

形容詞語根に「ハ」ha または「ハー」haa を付けて、活用型形容詞「ハ形容詞」が作ら

れる。例えば、形容詞語根 guma に ha(a)を付けて、guma-ha(a) という形を作ることがで

きる。これに直説法接尾辞（伝統的な概念では「終止形」をなす接尾辞）「ン」 –n を付け

て、「グマハーン」guma-haa-n（または guma-ha-n）となり、ハ形容詞の原型（いわゆる現

在終止形）をなす。 

接尾辞「ハ」に伴う母音を以下で長母音として表記するが、実際の発音では長母音・短

母音の違いが著者にとって判断しにくい場合があり、おそらくまだ明確でない音韻上の法

則や傾向により長母音と短母音の対比が曖昧になる（または、長母音が短母音化する）現

象があると思われる。以下では、この曖昧さを無視し、すべてのハ形容詞におけるハ接尾

辞を長母音で表記する。 

 一つの大きな音韻的な特徴として記述しなければならない点は 「ハ」接尾辞における母

音調和である。「ハ」が付く語根が i または e で終わる場合は「ヘ」he として現れ、語根

が u または o で終わる場合は「ホ」ho として現れる。また、中舌母音 ï で終わる語幹の

場合、「ハ」ではなく「サ」sa が付くことも観察される。 

a 語幹 i/e 語幹 u/o 語幹 ï 語幹 

    

グマハーン 

guma-haa-n 

小さい 

カイヘーン 

kai-hee-n 

美しい 

アウホーン 

au-hoo-n 

青い 

スィーサーン 

sïï-saa-n 
すっぱい 

    

インスィカハーン 

insïka-haa-n 
短い 

マイヘーン 

mai-hee-n 

大きい 

ウフホーン 

ufu-hoo-n 

多い 

 

ï 語幹における h から s への変化は、調和母音とは別の音韻的現象である。八重山語の

他の地域の言葉や琉球諸語を広く考えると、歴史的にはおそらく「サ」の形が古いと思

われる。この古い形が ï 語幹だけで残っているという見方ができる。また、別の考え方

として、中舌母音の音声特徴である s や z に近い摩擦音を伴う特徴から、h から s への音

韻変化を共時的な音韻ルールとして考えることもできる。 

これまで紹介したハ形容詞の活用形は、接尾辞-haa に「ン」-n または-ru をつけるこ

とによって、それぞれが伝統的に「終止形」と「連体形」の活用形をなす。「ン」-n 接尾

辞で終わるものを「終止形」として扱う問題点はこれまでの研究で指摘されてきた（例

えば、伊豆山 2002） 。上のどちらの形も解釈上では「現在」もしくは「非過去」の意味

を表すため、「ン」-n と「-ru」を現在・非過去の時制を表す機能を持っているとも考え

られる。この 2 つの「現在形」以外にに、以下のような活用形も存在する（ここ「ンマ

ハーン」mma-haa-n（美味しい）を例として使っている）： 
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過去形 否定（現在）形 強調（現在）形 

ンマハーダ 

mma-haa-da 

ンマハネーヌ 

mma-ha-neen-u 

ンマハダル 

mma-ha-dar-u 

美味しい-ADJ-PST 美味しい-ADJ-NEG-PRS 美味しい-ADJ-FOC-PRS 

美味しかった 美味しくない 美味しい 

 

ハ形容詞の否定形を表す接尾辞「ネーヌ」-neenu は、存在動詞「アル」aru の否定形

と同じ形である。強いて言えば、この形を「否定現在形」と呼んだ方が正しく、「過去否

定形」は存在動詞のと同じく「ネーナーダ」-neenaa-da で表す（例えば、「美味しくなか

った」は「ンマハネーナーダ」mma-ha-neenaa-da）。 

 ここで「強調形」と名付けた活用形は、おそらく焦点助詞「ドゥ」=du が使われる 

mma-ha=du ar-u から 省略されたものであろう。否定形からも強調形からもわかるように、

ハ形容詞の活用形は、歴史的には存在動詞「アル」と関係があると思われる。 その分析

を直接に維持する現象として、 以下の様な形も確認できる：

(1) ヤハ アローラヌ？ 

ya-ha ar-oor-an-u? 

ひもじい-ADJ ある-HON-NEG-PRS

ひもじく ありませんか 

 ここでは形容詞語幹に「ハ」をつけた形に、「アル」が軽動詞的な働きをして、これに尊

敬語を表す接尾辞 -oor- と否定接尾辞 –an と現在接尾辞 -u が付く。このような分析的

な表現は基本的にゆっくりで発音されるときだけに現れるようであり、普通の速度で話す

ときは以下のような形が使われるようである： 

(2) ヤハーローラヌ？ 

ya-haar-oor-an-u? 

ひもじい-ADJ-HON-NEG-PRS 

ひもじくありませんか？ 

 

ハ形容詞は以上の理由から、少なくとも歴史的には「ハ＋アル」から派生されたものと

考えられる。 

 形容詞語幹に「ハ」または「ハー」を付けた形は、そのまま副詞的な表現として使わ

れることがある。例えば、以下の例では「インスィカハー」insïka-haa（短く）が軽動詞「ナ

ル」と組み合わせて副詞的に使われている：

(3) インスィカハー ナリドゥル。

 insïka-haa nar-i-du-ru. 
短い-ADJ なる-PROG-FOC-PRS
短く なっている
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３ ハ形容詞の特徴 

 

形容詞語根に「ハ」ha または「ハー」haa を付けて、活用型形容詞「ハ形容詞」が作ら

れる。例えば、形容詞語根 guma に ha(a)を付けて、guma-ha(a) という形を作ることがで

きる。これに直説法接尾辞（伝統的な概念では「終止形」をなす接尾辞）「ン」 –n を付け

て、「グマハーン」guma-haa-n（または guma-ha-n）となり、ハ形容詞の原型（いわゆる現

在終止形）をなす。 

接尾辞「ハ」に伴う母音を以下で長母音として表記するが、実際の発音では長母音・短

母音の違いが著者にとって判断しにくい場合があり、おそらくまだ明確でない音韻上の法

則や傾向により長母音と短母音の対比が曖昧になる（または、長母音が短母音化する）現

象があると思われる。以下では、この曖昧さを無視し、すべてのハ形容詞におけるハ接尾

辞を長母音で表記する。 

 一つの大きな音韻的な特徴として記述しなければならない点は 「ハ」接尾辞における母

音調和である。「ハ」が付く語根が i または e で終わる場合は「ヘ」he として現れ、語根

が u または o で終わる場合は「ホ」ho として現れる。また、中舌母音 ï で終わる語幹の

場合、「ハ」ではなく「サ」sa が付くことも観察される。 

a 語幹 i/e 語幹 u/o 語幹 ï 語幹 

    

グマハーン 

guma-haa-n 

小さい 

カイヘーン 

kai-hee-n 

美しい 

アウホーン 

au-hoo-n 

青い 

スィーサーン 

sïï-saa-n 
すっぱい 

    

インスィカハーン 

insïka-haa-n 
短い 

マイヘーン 

mai-hee-n 

大きい 

ウフホーン 

ufu-hoo-n 

多い 

 

ï 語幹における h から s への変化は、調和母音とは別の音韻的現象である。八重山語の

他の地域の言葉や琉球諸語を広く考えると、歴史的にはおそらく「サ」の形が古いと思

われる。この古い形が ï 語幹だけで残っているという見方ができる。また、別の考え方

として、中舌母音の音声特徴である s や z に近い摩擦音を伴う特徴から、h から s への音

韻変化を共時的な音韻ルールとして考えることもできる。 

これまで紹介したハ形容詞の活用形は、接尾辞-haa に「ン」-n または-ru をつけるこ

とによって、それぞれが伝統的に「終止形」と「連体形」の活用形をなす。「ン」-n 接尾

辞で終わるものを「終止形」として扱う問題点はこれまでの研究で指摘されてきた（例

えば、伊豆山 2002） 。上のどちらの形も解釈上では「現在」もしくは「非過去」の意味

を表すため、「ン」-n と「-ru」を現在・非過去の時制を表す機能を持っているとも考え

られる。この 2 つの「現在形」以外にに、以下のような活用形も存在する（ここ「ンマ

ハーン」mma-haa-n（美味しい）を例として使っている）： 
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過去形 否定（現在）形 強調（現在）形 

ンマハーダ 

mma-haa-da 

ンマハネーヌ 

mma-ha-neen-u 

ンマハダル 

mma-ha-dar-u 

美味しい-ADJ-PST 美味しい-ADJ-NEG-PRS 美味しい-ADJ-FOC-PRS 

美味しかった 美味しくない 美味しい 

 

ハ形容詞の否定形を表す接尾辞「ネーヌ」-neenu は、存在動詞「アル」aru の否定形

と同じ形である。強いて言えば、この形を「否定現在形」と呼んだ方が正しく、「過去否

定形」は存在動詞のと同じく「ネーナーダ」-neenaa-da で表す（例えば、「美味しくなか

った」は「ンマハネーナーダ」mma-ha-neenaa-da）。 

 ここで「強調形」と名付けた活用形は、おそらく焦点助詞「ドゥ」=du が使われる 

mma-ha=du ar-u から 省略されたものであろう。否定形からも強調形からもわかるように、

ハ形容詞の活用形は、歴史的には存在動詞「アル」と関係があると思われる。 その分析

を直接に維持する現象として、 以下の様な形も確認できる：

(1) ヤハ アローラヌ？ 

ya-ha ar-oor-an-u? 

ひもじい-ADJ ある-HON-NEG-PRS

ひもじく ありませんか 

 ここでは形容詞語幹に「ハ」をつけた形に、「アル」が軽動詞的な働きをして、これに尊

敬語を表す接尾辞 -oor- と否定接尾辞 –an と現在接尾辞 -u が付く。このような分析的

な表現は基本的にゆっくりで発音されるときだけに現れるようであり、普通の速度で話す

ときは以下のような形が使われるようである： 

(2) ヤハーローラヌ？ 

ya-haar-oor-an-u? 

ひもじい-ADJ-HON-NEG-PRS 

ひもじくありませんか？ 

 

ハ形容詞は以上の理由から、少なくとも歴史的には「ハ＋アル」から派生されたものと

考えられる。 

 形容詞語幹に「ハ」または「ハー」を付けた形は、そのまま副詞的な表現として使わ

れることがある。例えば、以下の例では「インスィカハー」insïka-haa（短く）が軽動詞「ナ

ル」と組み合わせて副詞的に使われている：

(3) インスィカハー ナリドゥル。

 insïka-haa nar-i-du-ru. 
短い-ADJ なる-PROG-FOC-PRS
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４ 重複形容詞の特徴 

 

ハ形容詞とくらべて、重複形容詞はまだ不明な点が多いため、これからの調査が必要で

ある。ハ形容詞とは違って、重複形容詞は一部の形容詞語幹でしか作れないようである。

重複形の有無を予測できる法則があるかは不明である。 

形容詞語幹から重複形容詞を作る場合、以上で説明したように一回目の語幹の最後の母

音が伸びて長母音として発音される。この他に、二回目の語幹の最初の音節が落ちるもの

もある。例えば、「短い」の意味を表す形容詞語幹は「インスィカ」insïka であり、ハ形

では「インスィカハーン」insïka-haa-n となるが、重複形では「インスィカースィカイ」

insïkaa-sïka-i となり、最初の「イン」が二回目の語幹から落ちる。こういった音節脱落

の法則の解明も、今後の調査が必要である。 

最後の問題として、重複形とハ形との間の意味的な違いの問題がある。現時点ではその

違いの詳細はまだ不明であるが、すくなくとも言えることは、重複形が「程度が高い」こ

とを表さないことである。例えば、「ンガ」nga（苦い）から作られる重複形「ンガーンガ

イ」ngaa-nga-i は、「とても苦い」のような意味を表さないようである。ハ形容詞との意

味的な違いについては、今後の調査で明確にする必要がる。 

最後に、重複形の強調形を簡単に紹介する。ハ形容詞の強調形は上で述べたように語幹

に hadaru をつけることによって作られる。これに対して、重複形の強調形を表す接尾辞は

duru となる。例えば、「インスィカ」insïka（短い）の重複強調形は、「インスィカースィ

カイドゥル」insïkaa-sïka-i-duru である。これ以外にも、ハ形容詞と興味深い対照的な活

用形をなすことはあるが、今後の研究の課題とする。 

 

 

５ 代表的な形容詞の比較表 

 

上で記述したハ形容詞と重複形容詞の代表的なものを以下でまとめる。語幹の最後の音

素による音声特徴をわかりやすくするため、語幹別にまとめた。また、参考のために「石

垣方言辞典」に記述されている形も載せた。未確認の形は空にし、話者が存在しないと報

告したものは☓を付けた。 

 

a 語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

短い 

insïka 

インスィカハーン 

insïka-haa-n 

インスィカースィカイ 

insïkaa-sïka-i 

インツィカサーン 

incïka-saa-n 

はやい 

paya 

パヤハーン 

paya-haa-n 

パヤーパヤイ 

payaa-paya-i 

パイシャーン 

pai-syaa-n 

憎たらしい 

nifa 

ニファハーン 

nifa-haa-n 

ニファーニファイ 

nifaa-nifa-i 

ニファサーン 

nifa-saa-n 

苦い 

nga 

ンガハーン 

nga-haa-n 

ンガーンガイ 

ngaa-nga-i 

ンガサーン 

nga-saa-n 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

甘い 

ama 

アマハーン 

ama-haa-n 

アマーマイ 

amaa-(a)ma-i 

アマサーン 

ama-saa-n 

美味しい 

mma 

ンマハーン 

mma-haa-n 

ンマーマイ 

mmaa-ma-i 

ンマサーン 

mma-saa-n 

しょっぱい 

sakura 

サクラハーン 

sakura-haa-n 

サクラーサクライ 

sakuraa-sakura-i 

サクラサーン 

sakura-saa-n 

狭い 

iba 

イバハーン 

iba-haa-n 

イバーイバイ 

ibaa-iba-i 

イバサーン 

iba-saa-n 

小さい 

guma 

グマハーン 

guma-haa-n 

グマーグマイ 

gumaa-guma-i 

グマサーン 

guma-saa-n 

甘い 

azïma 

アズィマハーン 

azïma-haa-n 

 アズィマサーン 

azïma-saa-n 

近い 

cïka 

ツィカハーン 

cïka-haa-n 
☓ 

ツィカサーン 

cïka-saa-n 

 

 

u/o 語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

軽い 

kar(u|o) 

カルホーン 

kar(u|o)-hoo-n 

カローカロイ 

karoo-karo-i 

カラサーン 

kara-saa-n 

柔らかい 

fukuru 

フクルホーン 

fukuru-hoo-n 

フクローフクロイ 

fukuroo-fukuro-i 

フクルサーン 

fukuru-saa-n 

広い 

pïsu 

プィソホーン 

pïsu-hoo-n 

プィソープィスイ 

pïsoo-pïsu-i 

プィスサーン 

pïsu-saa-n 

cyoo 

強い 

チョーホーン 

cyoo-hoo-n 

 ツーサーン 

cuu-saa-n 

too 

遠い 

トーホーン 

too-hoo-n 

 トゥーサーン 

tuu-saa-n 

maaru 

低い 

マールホーン 

ma(a)ru-hoo-n 

 マラサーン 

mara-saa-n 

hiku 

低い 

ヒクホーン 

hiku-hoo-n 

 ヒクサーン 

hiku-saa-n 

古い 

furu 

フルホーン 

furu-hoo-n 
☓ 

フルサーン 

furu-saa-n 

遅い 

fuku 

フクホーン 

fuku-hoo-n 
☓ 

フクサーン 

fuku-saa-n 
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４ 重複形容詞の特徴 

 

ハ形容詞とくらべて、重複形容詞はまだ不明な点が多いため、これからの調査が必要で

ある。ハ形容詞とは違って、重複形容詞は一部の形容詞語幹でしか作れないようである。

重複形の有無を予測できる法則があるかは不明である。 

形容詞語幹から重複形容詞を作る場合、以上で説明したように一回目の語幹の最後の母

音が伸びて長母音として発音される。この他に、二回目の語幹の最初の音節が落ちるもの

もある。例えば、「短い」の意味を表す形容詞語幹は「インスィカ」insïka であり、ハ形

では「インスィカハーン」insïka-haa-n となるが、重複形では「インスィカースィカイ」

insïkaa-sïka-i となり、最初の「イン」が二回目の語幹から落ちる。こういった音節脱落

の法則の解明も、今後の調査が必要である。 

最後の問題として、重複形とハ形との間の意味的な違いの問題がある。現時点ではその

違いの詳細はまだ不明であるが、すくなくとも言えることは、重複形が「程度が高い」こ

とを表さないことである。例えば、「ンガ」nga（苦い）から作られる重複形「ンガーンガ

イ」ngaa-nga-i は、「とても苦い」のような意味を表さないようである。ハ形容詞との意

味的な違いについては、今後の調査で明確にする必要がる。 

最後に、重複形の強調形を簡単に紹介する。ハ形容詞の強調形は上で述べたように語幹

に hadaru をつけることによって作られる。これに対して、重複形の強調形を表す接尾辞は

duru となる。例えば、「インスィカ」insïka（短い）の重複強調形は、「インスィカースィ

カイドゥル」insïkaa-sïka-i-duru である。これ以外にも、ハ形容詞と興味深い対照的な活

用形をなすことはあるが、今後の研究の課題とする。 

 

 

５ 代表的な形容詞の比較表 

 

上で記述したハ形容詞と重複形容詞の代表的なものを以下でまとめる。語幹の最後の音

素による音声特徴をわかりやすくするため、語幹別にまとめた。また、参考のために「石

垣方言辞典」に記述されている形も載せた。未確認の形は空にし、話者が存在しないと報

告したものは☓を付けた。 

 

a 語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

短い 

insïka 

インスィカハーン 

insïka-haa-n 

インスィカースィカイ 

insïkaa-sïka-i 

インツィカサーン 

incïka-saa-n 

はやい 

paya 

パヤハーン 

paya-haa-n 

パヤーパヤイ 

payaa-paya-i 

パイシャーン 

pai-syaa-n 

憎たらしい 

nifa 

ニファハーン 

nifa-haa-n 

ニファーニファイ 

nifaa-nifa-i 

ニファサーン 

nifa-saa-n 

苦い 

nga 

ンガハーン 

nga-haa-n 

ンガーンガイ 

ngaa-nga-i 

ンガサーン 

nga-saa-n 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

甘い 

ama 

アマハーン 

ama-haa-n 

アマーマイ 

amaa-(a)ma-i 

アマサーン 

ama-saa-n 

美味しい 

mma 

ンマハーン 

mma-haa-n 

ンマーマイ 

mmaa-ma-i 

ンマサーン 

mma-saa-n 

しょっぱい 

sakura 

サクラハーン 

sakura-haa-n 

サクラーサクライ 

sakuraa-sakura-i 

サクラサーン 

sakura-saa-n 

狭い 

iba 

イバハーン 

iba-haa-n 

イバーイバイ 

ibaa-iba-i 

イバサーン 

iba-saa-n 

小さい 

guma 

グマハーン 

guma-haa-n 

グマーグマイ 

gumaa-guma-i 

グマサーン 

guma-saa-n 

甘い 

azïma 

アズィマハーン 

azïma-haa-n 

 アズィマサーン 

azïma-saa-n 

近い 

cïka 

ツィカハーン 

cïka-haa-n 
☓ 

ツィカサーン 

cïka-saa-n 

 

 

u/o 語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

軽い 

kar(u|o) 

カルホーン 

kar(u|o)-hoo-n 

カローカロイ 

karoo-karo-i 

カラサーン 

kara-saa-n 

柔らかい 

fukuru 

フクルホーン 

fukuru-hoo-n 

フクローフクロイ 

fukuroo-fukuro-i 

フクルサーン 

fukuru-saa-n 

広い 

pïsu 

プィソホーン 

pïsu-hoo-n 

プィソープィスイ 

pïsoo-pïsu-i 

プィスサーン 

pïsu-saa-n 

cyoo 

強い 

チョーホーン 

cyoo-hoo-n 

 ツーサーン 

cuu-saa-n 

too 

遠い 

トーホーン 

too-hoo-n 

 トゥーサーン 

tuu-saa-n 

maaru 

低い 

マールホーン 

ma(a)ru-hoo-n 

 マラサーン 

mara-saa-n 

hiku 

低い 

ヒクホーン 

hiku-hoo-n 

 ヒクサーン 

hiku-saa-n 

古い 

furu 

フルホーン 

furu-hoo-n 
☓ 

フルサーン 

furu-saa-n 

遅い 

fuku 

フクホーン 

fuku-hoo-n 
☓ 

フクサーン 

fuku-saa-n 
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i/e 語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

涼しい 

pirigi 

ピリギヘーン 

pirigi-hee-n 

ピリゲーピリゲー 

pirigee-pirige-e 

ピラギシャーン 

piragi-syaa-n 

美しい 

kai 

カイヘーン 

kai-hee-n 

 カイシャーン 

kai-syaa-n 

多い 

takari 

タカリヘーン 

takari-hee-n 
☓ ？？ 

 

ï 語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

熱い 

acï 

アッツァーン 

ac-caa-n 

アツィーツィイ 

acïï-cï-i 

アッツァーン 

ac-caa-n 

酸っぱい 

sïï 

スィーサン 

sïï-saa-n 
☓ 

スィーサン 

sïï-saa-n 

 

子音語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

遅い 

nif 

ニッファーン 

nif-faa-n 
☓ 

ニフサーン / ニッサーン

nifu-saa-n / nis-saa-n 

重い 

if 

イッファン 

if-faa-n 
☓ 

イッサーン 

is-saa-n 

黄色い 

kïn 
？？ 

くぃんくぃい 

kïn-kï-i 

クィンサーン 

kïn-saa-n 

 

 

参考文献 

 

石垣實佳（2013）『メーラムニ用語便覧』南山舎 

宮良婦人会（2012）『宝ぬ島言葉』宮良婦人会 

宮城信勇（2003）『石垣方言辞典』沖縄タイムス社  

伊豆山敦子（2002）「琉球・八重山(石垣宮良)方言の文法」『消滅に瀕した方言語法 の緊急  

 調査 研究(1)』「環太平洋の言語」成果報告書 A4-004  

 

 

本論文におけるデータは宮良の方々の協力によるものである。宮良のことばを教えて下さる

方々に感謝の意を表する。本論文を完成させるにあたって、多大な協力を頂いた新垣重雄氏

に深く感謝申し上げる。データや分析に誤りがあった場合は、著者の責任であるものとする。  

 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

 

 

沖縄県黒島方言の動詞・形容詞・談話 

荻野千砂子（福岡教育大学） 

原田走一郎（国立国語研究所） 

 

 

０．沖縄県八重山郡竹富町黒島 

竹富町は石垣島から見て南西方向にある大小 16 の島からなる。黒島は東経約 124 度，

北緯約 24 度の位置にあり，石垣島から南南西に約 17 ㎞離れている。石垣島から高速船に

乗ると約 30 分で黒島港に着く。黒島の面積１は 10.02 km2
，島の形はハート型をしており，

地形としては平坦な島である。  
黒島の人口は 216 人で２，島内には，宮里（みやざと），仲本（なかもと），保里（ほり），

東筋（あがりすじ），伊古（いこ）の５つの集落がある。この中で現在宮里集落には外部か

らの移住者のみが住んでいる。従って黒島方言が使用されているのは，東筋・仲本・保里

の 3 集落となる。集落の規模では東筋集落が最も大きい。そのため，東筋集落が黒島方言

の代表とされることが多いが，仲本集落・宮里集落・保里集落とで異なる場合があり，注

意が必要である。かりまたしげひさ(2010)では，東筋集落と仲本集落で母音の長さが違う

ことや，子音が異なることが指摘されている（例： [s]〈東筋〉対  [ts]〈仲本〉など）３。

また，伊古は糸満からの漁業従事者が居住していた集落であり，黒島方言とは異なると認

識されている。  
今回の調査では，東筋集落の男性 1 人，女性 2 人，保里集落の男性 1 人，女性 1 人，仲

本集落の男性 1 人に御協力を頂いた。黒島では畜産業が盛んであり，70 歳 80 歳の方でも

仕事に従事している。また，漁業や観光業に携わる方々もいて，それぞれの仕事の合間に

時間を作って調査に協力して下さった。話者の方々の多大な御協力に感謝を申し上げる。 
 

地図１ 八重山諸島の黒島の位置       地図２ 黒島の集落の位置 

   

 
 
 
 
 
 

                             
１ 国土地理院 HP より。 
２ 竹富町役場 HP 竹富町地区別人口動態表（平成 29 年 1 月末）より。 
３ かりまたしげひさ (2010) 「八重山黒島東筋方言と黒島仲本方言」『琉球八重山方言の言

語地理学的な研究』平成 19．20．21 年度科学研究費補助金（基盤研究 B) 研究成果報

告書 
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沖縄県（都）八重山語宮良方言 

i/e 語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

涼しい 

pirigi 

ピリギヘーン 

pirigi-hee-n 

ピリゲーピリゲー 

pirigee-pirige-e 

ピラギシャーン 

piragi-syaa-n 

美しい 

kai 

カイヘーン 

kai-hee-n 

 カイシャーン 

kai-syaa-n 

多い 

takari 

タカリヘーン 

takari-hee-n 
☓ ？？ 

 

ï 語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

熱い 

acï 

アッツァーン 

ac-caa-n 

アツィーツィイ 

acïï-cï-i 

アッツァーン 

ac-caa-n 

酸っぱい 

sïï 

スィーサン 

sïï-saa-n 
☓ 

スィーサン 

sïï-saa-n 

 

子音語幹 ハ形 重複形 石垣方言辞典 

遅い 

nif 

ニッファーン 

nif-faa-n 
☓ 

ニフサーン / ニッサーン

nifu-saa-n / nis-saa-n 

重い 

if 

イッファン 

if-faa-n 
☓ 

イッサーン 

is-saa-n 

黄色い 

kïn 
？？ 

くぃんくぃい 

kïn-kï-i 

クィンサーン 

kïn-saa-n 
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方々に感謝の意を表する。本論文を完成させるにあたって、多大な協力を頂いた新垣重雄氏

に深く感謝申し上げる。データや分析に誤りがあった場合は、著者の責任であるものとする。  
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０．沖縄県八重山郡竹富町黒島 

竹富町は石垣島から見て南西方向にある大小 16 の島からなる。黒島は東経約 124 度，

北緯約 24 度の位置にあり，石垣島から南南西に約 17 ㎞離れている。石垣島から高速船に

乗ると約 30 分で黒島港に着く。黒島の面積１は 10.02 km2
，島の形はハート型をしており，

地形としては平坦な島である。  
黒島の人口は 216 人で２，島内には，宮里（みやざと），仲本（なかもと），保里（ほり），

東筋（あがりすじ），伊古（いこ）の５つの集落がある。この中で現在宮里集落には外部か

らの移住者のみが住んでいる。従って黒島方言が使用されているのは，東筋・仲本・保里

の 3 集落となる。集落の規模では東筋集落が最も大きい。そのため，東筋集落が黒島方言

の代表とされることが多いが，仲本集落・宮里集落・保里集落とで異なる場合があり，注

意が必要である。かりまたしげひさ(2010)では，東筋集落と仲本集落で母音の長さが違う

ことや，子音が異なることが指摘されている（例： [s]〈東筋〉対  [ts]〈仲本〉など）３。

また，伊古は糸満からの漁業従事者が居住していた集落であり，黒島方言とは異なると認

識されている。  
今回の調査では，東筋集落の男性 1 人，女性 2 人，保里集落の男性 1 人，女性 1 人，仲

本集落の男性 1 人に御協力を頂いた。黒島では畜産業が盛んであり，70 歳 80 歳の方でも

仕事に従事している。また，漁業や観光業に携わる方々もいて，それぞれの仕事の合間に

時間を作って調査に協力して下さった。話者の方々の多大な御協力に感謝を申し上げる。  
 

地図１ 八重山諸島の黒島の位置       地図２ 黒島の集落の位置 

   

 
 
 
 
 
 

                             
１ 国土地理院 HP より。 
２ 竹富町役場 HP 竹富町地区別人口動態表（平成 29 年 1 月末）より。 
３ かりまたしげひさ (2010) 「八重山黒島東筋方言と黒島仲本方言」『琉球八重山方言の言

語地理学的な研究』平成 19．20．21 年度科学研究費補助金（基盤研究 B) 研究成果報

告書 
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（地図１，２は Thomas Pellard 氏の作成による）  
 
 

１. 動詞活用 

 本節では黒島東筋方言の動詞の活用タイプについて述べる。 

 東筋方言の動詞の活用タイプは，以下のように分類される。 

 

(1) 黒島東筋方言の動詞活用タイプ 

 

      A 型動詞（hak「書く」，ha「買う」など）  
   規則動詞  
      B 型動詞（nz「出る」，bi「酔う」など） 

動詞 

 

   不規則動詞 （si「する」，fur「来る」） 

 

 動詞活用タイプはまず大きく不規則動詞と規則動詞に分けられる。不規則動詞には 2 つ

の動詞，si「する」と fur「来る」が含まれる。規則動詞は 2 つのタイプ，A 型と B 型に分

けられる。おおまかに A 型は日本語共通語の子音語幹動詞に，B 型は母音語幹動詞に対応

するが，あくまで傾向である。また黒島東筋方言の語根を基準に考えた見た場合，語根末

音での区別は意味をなさない。  
 A 型動詞は，非過去-u，過去-(u)ta，勧誘-a，否定-an，いわゆる連用-i，中止-iti などの接

尾辞をとる。以下の例では，飛ぶ，漕ぐ，行く，降る，蹴る，切る，掘る，持つ，買う，

もらう，飲む，食べる，遊ぶ，洗う，かぶる，寝る，着る，見る，言う，死ぬ，ある，が

該当する。  
 B 型動詞は，非過去-iru，過去-ita，勧誘-u，否定-un，いわゆる連用-i，中止-iti などの接

尾辞をとる。以下の例では，降りる，落ちる，捨てる，くれる，酔う，閉じる，起きる，

座る，が該当する。  
 なお，落とす，売る，などは使役接尾辞が後接するかたちになっており，特殊な活用を

示す。過去は-itaでありB型と共通するが，否定は-anでありA型と共通する。また，動詞の

活用に関しては，本稿末に原田・荻野（2015）を参考文献として挙げているのでそちらも

参照してほしい。

以下，動詞の活用の例を挙げる。表記は簡易的な音声表記とした。注意すべき表記とし

て「c」をあげる。「c」は無声歯茎破擦音[ʦ]を原則として表すが，「ci」の場合は口蓋化

し , [ʨi]で実現する。=は接語境界を表す。また，(2)～(95)は荻野が担当し採取した用例で

あり，(96)～(182)は原田が担当して採取した用例である。黒島方言における助詞「は」の

分析等形態素に関して両者の見解が異なるため，(96)～(182)では簡易音素表記を一行目に

書き，二行目に形態素に分析した形を書くこととした。黒島方言は形態音韻規則が多いた

め，ここではカバーしきれない。この点については原田  (2016) を参照のこと。  
 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

(2)  garasaa=jun patu=n taka=n muuru tubi paru=waja. 
  カラスも鳩も鷹も飛んでいったよ。  
 
(3)  ubu tun=nu tubi beer. 
  大きい鳥が飛んでいた。  
 
(4)  kjuu=ja waasiki=nu wassa=tti hikooki=nu tubanu=waja. 
  今日は天気が悪いから，飛行機が飛ばないよ。  
 
(5)  manuma tun=nu tubi patta=waja. 
  今，鳥が飛んだよ。  
 
(6)  tubi uri miri. 
  飛び降りてみろ。  
 
(7)  keera=si huni=ju kuu=dura. 
  みんなで船を漕ぐよ。  
 
(8)  taaru=n huni koonun=dura. 
  誰も船を漕がないよ。  
 
(9)  manuma keera=si huni=ba kui buu=dura. 
  いま，みんなで船を漕いでいるよ。  
 
(10)  uva=n huni=ju kui=ti atu=hora jakui. 
  おまえも船を漕いで，後から休め。  
 
(11)  ubuza mainici tuman=ha paru=dura. 
  おじいさんは毎日海へ行くよ。  
 
(12)  waasike=nu jabiriba tuman=ha paranun=dura. 
  天気が悪いから海へ行かないよ。  
 
(13)  kinoo=ja tuman=ha pareetan=dura. 
  昨日は海へ行ったよ。  
 
(14)  bana tuman=ha gii=tti onda=du siiru./ ui=tti kee=doo. 
  私は海へ行って，泳いだ。/泳いできた。  
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１. 動詞活用 

 本節では黒島東筋方言の動詞の活用タイプについて述べる。 

 東筋方言の動詞の活用タイプは，以下のように分類される。 

 

(1) 黒島東筋方言の動詞活用タイプ 

 

      A 型動詞（hak「書く」，ha「買う」など）  
   規則動詞  
      B 型動詞（nz「出る」，bi「酔う」など） 

動詞 

 

   不規則動詞 （si「する」，fur「来る」） 

 

 動詞活用タイプはまず大きく不規則動詞と規則動詞に分けられる。不規則動詞には 2 つ

の動詞，si「する」と fur「来る」が含まれる。規則動詞は 2 つのタイプ，A 型と B 型に分

けられる。おおまかに A 型は日本語共通語の子音語幹動詞に，B 型は母音語幹動詞に対応

するが，あくまで傾向である。また黒島東筋方言の語根を基準に考えた見た場合，語根末

音での区別は意味をなさない。  
 A 型動詞は，非過去-u，過去-(u)ta，勧誘-a，否定-an，いわゆる連用-i，中止-iti などの接

尾辞をとる。以下の例では，飛ぶ，漕ぐ，行く，降る，蹴る，切る，掘る，持つ，買う，

もらう，飲む，食べる，遊ぶ，洗う，かぶる，寝る，着る，見る，言う，死ぬ，ある，が

該当する。  
 B 型動詞は，非過去-iru，過去-ita，勧誘-u，否定-un，いわゆる連用-i，中止-iti などの接

尾辞をとる。以下の例では，降りる，落ちる，捨てる，くれる，酔う，閉じる，起きる，

座る，が該当する。  
 なお，落とす，売る，などは使役接尾辞が後接するかたちになっており，特殊な活用を

示す。過去は-itaでありB型と共通するが，否定は-anでありA型と共通する。また，動詞の

活用に関しては，本稿末に原田・荻野（2015）を参考文献として挙げているのでそちらも

参照してほしい。

以下，動詞の活用の例を挙げる。表記は簡易的な音声表記とした。注意すべき表記とし

て「c」をあげる。「c」は無声歯茎破擦音[ʦ]を原則として表すが，「ci」の場合は口蓋化

し , [ʨi]で実現する。=は接語境界を表す。また，(2)～(95)は荻野が担当し採取した用例で

あり，(96)～(182)は原田が担当して採取した用例である。黒島方言における助詞「は」の

分析等形態素に関して両者の見解が異なるため，(96)～(182)では簡易音素表記を一行目に

書き，二行目に形態素に分析した形を書くこととした。黒島方言は形態音韻規則が多いた

め，ここではカバーしきれない。この点については原田  (2016) を参照のこと。  
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(2)  garasaa=jun patu=n taka=n muuru tubi paru=waja. 
  カラスも鳩も鷹も飛んでいったよ。  
 
(3)  ubu tun=nu tubi beer. 
  大きい鳥が飛んでいた。  
 
(4)  kjuu=ja waasiki=nu wassa=tti hikooki=nu tubanu=waja. 
  今日は天気が悪いから，飛行機が飛ばないよ。  
 
(5)  manuma tun=nu tubi patta=waja. 
  今，鳥が飛んだよ。  
 
(6)  tubi uri miri. 
  飛び降りてみろ。  
 
(7)  keera=si huni=ju kuu=dura. 
  みんなで船を漕ぐよ。  
 
(8)  taaru=n huni koonun=dura. 
  誰も船を漕がないよ。  
 
(9)  manuma keera=si huni=ba kui buu=dura. 
  いま，みんなで船を漕いでいるよ。  
 
(10)  uva=n huni=ju kui=ti atu=hora jakui. 
  おまえも船を漕いで，後から休め。  
 
(11)  ubuza mainici tuman=ha paru=dura. 
  おじいさんは毎日海へ行くよ。  
 
(12)  waasike=nu jabiriba tuman=ha paranun=dura. 
  天気が悪いから海へ行かないよ。  
 
(13)  kinoo=ja tuman=ha pareetan=dura. 
  昨日は海へ行ったよ。  
 
(14)  bana tuman=ha gii=tti onda=du siiru./ ui=tti kee=doo. 
  私は海へ行って，泳いだ。/泳いできた。  
 
 

－ 147 －

沖縄県黒島方言の動詞・形容詞・談話



○○県（都）○○方言 

(15)  uva tuman=ha=ja tanka gi=tti kuu. 
  おまえは海へ一人で行ってこい。  
 
(16)  kjuu=ja dusinkii=nu jaa=ha fuu=dura. 
  今日は友達が家に来るよ。  
 
(17)  ubuza kjuu=ja jaa=ha kuunun=dura. 
  おじいさんは今日は家に来ないよ。  
 
(18)  kinu dusinki=nu jaa=ha keetan=dura. 
  昨日，友達が家に来たよ。  
 
(19)  ituku=ja manuma jaa=ha ken=dura. 
  いとこは，今，家に来ているよ。  
 
(20)  kii bun=dura. 
  （何日もよく）来ているよ。  
 
(21)  uma=ha kuu. 
  こっちへ来い。  
 
(22)  uva ittuki uma=ha kii miri. 
  おまえ，ちょっとこっちに来てみろ。  
 
(23)  munuma sugu ami=nu vuu=waja. 
  もうすぐ雨が降るよ。  
 
(24)  kutusee ami=nu vaanu=wara. 
  今年は，雨が降らないね。  
 
(25)  kinoo=ja ami=nu vetta=waja. 
  昨日は，雨が降ったよ。  
 
(26)  manuma ami=nu vii buu=dura. 
  今，雨が降っているよ。  
 
(27)  uma=na uriru=waja. 
  ここで降りるよ。  
 
 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 
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(28)  bana uma=n=na urunun dura. 
  私，ここでは降りないよ。  
 
(29)  bana uma=n=du basu=hora uri=dura. 
  私はここでバスから降りたよ。  
 
(30)  basu=ba uri=ti denwa hakiriba. 
  バスを降りて，電話をかけなさい。  
 
(31)  usitu=nu basu=hara uri keehen=dura. 
  弟がバスから降りてきたよ。  
 
(32)  uma=na uru. 
  ここで降りよう。  
 
(33)  san=nu kii=hara uti=waja. 
  猿も木から落ちる。  
 
(34)  san=nu kii=ba ookasi buru=nu utunu=waja. 
  木を揺らしても，猿は落ちないよ。  
 
(35)  niisan=nu kii=hara uti=waja. 
  お兄さんが木から落ちた。  
 
(36)  niisan=nu kii=hara uti=te manuma bjooin=na=du buu=waja. 
  兄さんが木から落ちて，今，病院にいるよ。  
 
(37)  kunu san=na kii=nu mi=ja utahanu=waja. 
  この猿は木の実を落とさないよ。  
 
(38)  kinu haa=ha isi=ba utasee=waja. 
  昨日，井戸に石を落とした。  
 
(39)  boosi=ba utasi=ti turi=n geetta=waja. 
  帽子を落として，取りに行ったよ。  
 
(40)  uva kii=nu ui=ha noori=ti naru utahai. 
  あなたが木の上にのぼって，実を落としなさい。  
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(29)  bana uma=n=du basu=hora uri=dura. 
  私はここでバスから降りたよ。  
 
(30)  basu=ba uri=ti denwa hakiriba. 
  バスを降りて，電話をかけなさい。  
 
(31)  usitu=nu basu=hara uri keehen=dura. 
  弟がバスから降りてきたよ。  
 
(32)  uma=na uru. 
  ここで降りよう。  
 
(33)  san=nu kii=hara uti=waja. 
  猿も木から落ちる。  
 
(34)  san=nu kii=ba ookasi buru=nu utunu=waja. 
  木を揺らしても，猿は落ちないよ。  
 
(35)  niisan=nu kii=hara uti=waja. 
  お兄さんが木から落ちた。  
 
(36)  niisan=nu kii=hara uti=te manuma bjooin=na=du buu=waja. 
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  この猿は木の実を落とさないよ。  
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(40)  uva kii=nu ui=ha noori=ti naru utahai. 
  あなたが木の上にのぼって，実を落としなさい。  
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(41)  usi=n mma=n pan=si pusu=ju kiru=waja. 
  牛も馬も人を蹴るよ。  
 
(42)  unu mma utunasa=tti pusu=ju kiranu=waja. 
  この馬はおとなしくて，人を蹴らないよ。  
 
(43)  hanu mma kinoo pusu=ba kiree dura. 
  あの馬は，昨日，人を蹴ったよ。  
 
(44)  pusu=ba kiri=ti sugu paressu=waja. 
  人を蹴って，すぐ逃げたよ。  
 
(45)  unu booru=ju uma=ha kiri parahai. 
  そのボールをこっちに蹴ってくれ。  
 
(46)  usitu=nu mainici fukuzi=ju sitiru=waja. 
  弟が毎日ごみを捨てるよ。  
 
(47)  bana vuu kin=jun atarasa=tti situnun=dura. 
  私は古い着物がもったいなくて捨てないよ。  
 
(48)  manuma sititta=waja. 
  今捨てたよ。  
 
(49)  vuu munu=ja siti=ti ara munu=ba haiba. 
  古い物を捨てて，新しいものを買いなさい。  
 
(50)  manuma=hara kisun=dura. 
  今から切るよ。  
 
(51)  uma=nu kii=ja kisanun=dura. 
  こっちの木は切らないよ。  
 
(52)  nukin=si manuma kisen=dura. 
  のこぎりで今切ったよ。  
 
(53)  kii=ju kisi unu juda=ju marakiba. 
  木を切って，枝を全部たばねなさい。  
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(54)  see=nu unu kii=ba maka maka kisi buru=waja. 
  お兄さんが，この木を短く切っているよ。  
 
(55)  izaa tun=nu pan=ba fubiri usukee=waja. 
  お父さんが鳥の足をしばっておいたよ。  
 
(56)  manuma fubiritta. 
  今，縛ったよ。  
 
(57)  uva tun=ju fubiri viiri. 
  あなたが，鶏を縛ってくれ。  
 
(58)  kjuu=ja un=na puranun=dura. 
  今日は，芋は掘らないよ。  
 
(59)  uri=si=du un=na putta=tti=ju. 
  それで芋は掘ったってよ。  
 
(60)  uva un=ba puri=ti ittuki jakuiba. 
  あなた，芋を掘って，少し休みなさい。  
 
(61)  uma=nu un=ba puri kuba. 
  あそこの芋を掘ってこい。  
 
(62)  ami=nu pin=na dango nzahanun=dura. 
  雨の日には，荷物を出さないよ。  
 
(63)  dusinkii=nu dangu minaha=ha nzasee=dura. 
  友達が荷物を庭に出したよ。  
 
(64)  nii dangu=ju minaha=ha nzasi=ti=hera hairiba. 
  荷物を庭に出してから帰れよ。  
 
(65)  guffa=tara mazun nzaha. 
  重かったら，一緒に出そう。  
 
(66)  paaku nii dangu=ba nzasi kuu. 
  早く荷物を出してこい。  
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(41)  usi=n mma=n pan=si pusu=ju kiru=waja. 
  牛も馬も人を蹴るよ。  
 
(42)  unu mma utunasa=tti pusu=ju kiranu=waja. 
  この馬はおとなしくて，人を蹴らないよ。  
 
(43)  hanu mma kinoo pusu=ba kiree dura. 
  あの馬は，昨日，人を蹴ったよ。  
 
(44)  pusu=ba kiri=ti sugu paressu=waja. 
  人を蹴って，すぐ逃げたよ。  
 
(45)  unu booru=ju uma=ha kiri parahai. 
  そのボールをこっちに蹴ってくれ。  
 
(46)  usitu=nu mainici fukuzi=ju sitiru=waja. 
  弟が毎日ごみを捨てるよ。  
 
(47)  bana vuu kin=jun atarasa=tti situnun=dura. 
  私は古い着物がもったいなくて捨てないよ。  
 
(48)  manuma sititta=waja. 
  今捨てたよ。  
 
(49)  vuu munu=ja siti=ti ara munu=ba haiba. 
  古い物を捨てて，新しいものを買いなさい。  
 
(50)  manuma=hara kisun=dura. 
  今から切るよ。  
 
(51)  uma=nu kii=ja kisanun=dura. 
  こっちの木は切らないよ。  
 
(52)  nukin=si manuma kisen=dura. 
  のこぎりで今切ったよ。  
 
(53)  kii=ju kisi unu juda=ju marakiba. 
  木を切って，枝を全部たばねなさい。  
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(54)  see=nu unu kii=ba maka maka kisi buru=waja. 
  お兄さんが，この木を短く切っているよ。  
 
(55)  izaa tun=nu pan=ba fubiri usukee=waja. 
  お父さんが鳥の足をしばっておいたよ。  
 
(56)  manuma fubiritta. 
  今，縛ったよ。  
 
(57)  uva tun=ju fubiri viiri. 
  あなたが，鶏を縛ってくれ。  
 
(58)  kjuu=ja un=na puranun=dura. 
  今日は，芋は掘らないよ。  
 
(59)  uri=si=du un=na putta=tti=ju. 
  それで芋は掘ったってよ。  
 
(60)  uva un=ba puri=ti ittuki jakuiba. 
  あなた，芋を掘って，少し休みなさい。  
 
(61)  uma=nu un=ba puri kuba. 
  あそこの芋を掘ってこい。  
 
(62)  ami=nu pin=na dango nzahanun=dura. 
  雨の日には，荷物を出さないよ。  
 
(63)  dusinkii=nu dangu minaha=ha nzasee=dura. 
  友達が荷物を庭に出したよ。  
 
(64)  nii dangu=ju minaha=ha nzasi=ti=hera hairiba. 
  荷物を庭に出してから帰れよ。  
 
(65)  guffa=tara mazun nzaha. 
  重かったら，一緒に出そう。  
 
(66)  paaku nii dangu=ba nzasi kuu. 
  早く荷物を出してこい。  
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(67)  usitu tanka=si icinnu nimucu=ju(nii=ju) mutun=dura.  
弟はいつも一人で荷物を持つよ。  

 
(68)  paa=ja icinnu nii=ja mutanun=dura. 

おばあさんは，いつも荷物を持たないよ。  
 
(69)  usitu=n musu=ba mute=waja. 

弟も筵を持った。  
 
(70)  taro=n=du saki=ba muti=te hanako=ja okazu=ba mutee. 

太郎は酒を持って，花子はおかずを持った。  
 
(71)  paaku saki=ba muti kuu. 

早く酒を持ってこい。  
 
(72)  mazun mutaa. 

一緒に持とう。  
 
(73)  un=naa haanu=nu=du mai=ja hau=dura. 

いもは買わないが，米は買うよ。  
 
(74)  taaru=n un=na haanun=dura. 

誰もいもは買わないよ。  
 
(75)  bana kinoo izu=ba hajaata=waja. 

私は昨日魚を買ったよ。  
 
(76)  ava=ba hai kuu. 

油を買ってこい。  
 
(77)  mainici jasai=ju haasu=waja. 

毎日野菜を売るよ。  
 
(78)  unu psoo duu=nu waa=ja haahanun=dura. 

あの人は自分の豚を売らないよ。  
 
(79)  haasitta=waja. 

売ったよ。  
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(80)  pisida=ba haasi=tti usi=ba hajaa=dura. 
山羊を売って，牛を買ったよ。  

 
(81)  unu usi=ju ban=ha haasi taboori. 

この牛を私に売ってください。  
 
(82)  bana icinnu=n usitu=ho koosi=ba vii buu=dura. 

私はいつも弟にお菓子をやるよ。  
 
(83)  unu ffa=ha=ja vuunun. 

この子にはやらないよ。  
 
(84)  usito=ho=ja joohuku=ba vii=ti midumunu=nu usito=ho=ja giipa=ju vitta=waja. 

弟に洋服をやって，妹にかんざしをやったよ。  
 
(85)  bana joohuku=ba vii buu=dura. 

私は弟に洋服をやるよ。  
 
(86)  vii miriba. 

あげてみたら。  
 
(87)  gumaa gumaa=nu han=na taaru=n iiranun=dura. 

小さなカニは誰ももらわないよ。  
 
(88)  tunan=nu pso=hara daikuni=ba iire=dura. 

隣の人から大根をもらったよ。  
 
(89)  baso baso=ja tunan=nu pso=hara izu=ba iiri buu=dura. 

時々隣の人から魚をもらうよ。  
 
(90)  ubu izu=ba iiri=ti keera=si bakita=dura. 

大きな魚をもらって，みんなで分けた。  
 
(91)  baa butoo saki=ja mumanun. 

私の夫は酒を飲まない。  
 
(92)  saa=ja kisa numeeta=waja. 

お茶はさっき飲んだよ。  
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(67)  usitu tanka=si icinnu nimucu=ju(nii=ju) mutun=dura.  
弟はいつも一人で荷物を持つよ。  

 
(68)  paa=ja icinnu nii=ja mutanun=dura. 

おばあさんは，いつも荷物を持たないよ。  
 
(69)  usitu=n musu=ba mute=waja. 

弟も筵を持った。  
 
(70)  taro=n=du saki=ba muti=te hanako=ja okazu=ba mutee. 

太郎は酒を持って，花子はおかずを持った。  
 
(71)  paaku saki=ba muti kuu. 

早く酒を持ってこい。  
 
(72)  mazun mutaa. 

一緒に持とう。  
 
(73)  un=naa haanu=nu=du mai=ja hau=dura. 

いもは買わないが，米は買うよ。  
 
(74)  taaru=n un=na haanun=dura. 

誰もいもは買わないよ。  
 
(75)  bana kinoo izu=ba hajaata=waja. 

私は昨日魚を買ったよ。  
 
(76)  ava=ba hai kuu. 

油を買ってこい。  
 
(77)  mainici jasai=ju haasu=waja. 

毎日野菜を売るよ。  
 
(78)  unu psoo duu=nu waa=ja haahanun=dura. 

あの人は自分の豚を売らないよ。  
 
(79)  haasitta=waja. 

売ったよ。  
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(80)  pisida=ba haasi=tti usi=ba hajaa=dura. 
山羊を売って，牛を買ったよ。  

 
(81)  unu usi=ju ban=ha haasi taboori. 

この牛を私に売ってください。  
 
(82)  bana icinnu=n usitu=ho koosi=ba vii buu=dura. 

私はいつも弟にお菓子をやるよ。  
 
(83)  unu ffa=ha=ja vuunun. 

この子にはやらないよ。  
 
(84)  usito=ho=ja joohuku=ba vii=ti midumunu=nu usito=ho=ja giipa=ju vitta=waja. 

弟に洋服をやって，妹にかんざしをやったよ。  
 
(85)  bana joohuku=ba vii buu=dura. 

私は弟に洋服をやるよ。  
 
(86)  vii miriba. 

あげてみたら。  
 
(87)  gumaa gumaa=nu han=na taaru=n iiranun=dura. 

小さなカニは誰ももらわないよ。  
 
(88)  tunan=nu pso=hara daikuni=ba iire=dura. 

隣の人から大根をもらったよ。  
 
(89)  baso baso=ja tunan=nu pso=hara izu=ba iiri buu=dura. 

時々隣の人から魚をもらうよ。  
 
(90)  ubu izu=ba iiri=ti keera=si bakita=dura. 

大きな魚をもらって，みんなで分けた。  
 
(91)  baa butoo saki=ja mumanun. 

私の夫は酒を飲まない。  
 
(92)  saa=ja kisa numeeta=waja. 

お茶はさっき飲んだよ。  
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(93)  taroo saki=ba numi buru=waja. 
太郎は酒を飲んでいるよ。  

 
(94)  fusin=ba paaku numi=tti nivi. 

薬を早く飲んで寝ろ。  
 
(95)  unu fusin=na amahariba paaku numi miri. 

この薬は甘いから早く飲んでみろ。  
 
(96) 
 

junainu 
junai=nu 

iiba 
ii=ba 

vaiti 
vvaiti 

kee. 
kee. 

夜ご飯は食べてきた。  
 
(97) 
 

pisidaa 
pisida=a 

zaajudu 
zza=ju=du 

voo. 
vvoo. 

ヤギは草を食べる。  
 
(98) 
 

pisida 
pisida 

habiju 
habi=ju 

vaanun. 
vvaanun. 

ヤギは草を食べない。  
 
(99) 
 

majanudu 
maja=nu=du 

izuba 
izu=ba 

vootta. 
vvootta. 

猫が魚を食べた。 
 
(100) 
 

muuru 
muuru  

vai 
vvai 

naanun. 
naanun. 

全部食べてしまった。  
 
(101) 
 

pukana 
puka=na 

asabu. 
asabu. 

外で遊ぶ。  
 
(102) 
 

vaaffa 
vvaffa 

nakka 
narka 

asabanun. 
asabanun. 

暗くなると遊ばない。  
 
(103) 
 

pukanadu 
puka=na=du 

asabuta. 
asabuta. 

外で遊んだ。  
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(104) 
 

asabidu 
asabi=du 

bur. 
bur. 

遊んでいる。  
 
(105) 
 

gakkona 
gakko=na 

asabidu 
asabi=du 

haitta 
haitta. 

学校で遊んで帰った。  
 
(106) 
 

pukana 
puka=na 

asabidu 
asabi=du 

kuu. 
kuu. 

外で遊んで来い。 

 
(107) 
 

unu 
unu 

sakee 
saki=a 

sugu 
sugu 

biitari 
biitari 

sii. 
sii. 

この酒はすぐ酔っぱらう。 

 
(108) 
 

unu 
unu 

sakee 
saki=a 

sugoo 
sugu=a 

bjuunundo. 
bjuunun=do. 

この酒はすぐには酔わないよ。 

 
(109) 
 

uraari 
uraari 

numiti 
numiti 

biita. 
biita. 

たくさん飲んで酔った。 

 
(110) 
 

unu 
unu 

pusoo 
pusu=a 

biidu 
bii=du 

buruwaja. 
buru=waja. 

この人は酔っているよ。 

 
(111) 
 

biitaridu 
biitari=du 

kinoonu 
kinoo=nu 

kutu 
kutu 

bassi 
bassi 

naanunwaja. 
naanun=waja. 

酔っぱらって昨日のことを忘れてしまった。

 
(112) 
 

uraari 
uraari 

numitidu 
numiti=du 

bii 
bii 

naansa 
naan=sa. 

たくさん飲んで酔ってしまった。 

 
(113) 
 

mainici 
mainici 

amazanu 
amaza=nu 

kiiju 
kii=ju 

araun. 
araun. 

毎日髪の毛を洗う。 
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(93)  taroo saki=ba numi buru=waja. 
太郎は酒を飲んでいるよ。  

 
(94)  fusin=ba paaku numi=tti nivi. 

薬を早く飲んで寝ろ。  
 
(95)  unu fusin=na amahariba paaku numi miri. 

この薬は甘いから早く飲んでみろ。  
 
(96) 
 

junainu 
junai=nu 

iiba 
ii=ba 

vaiti 
vvaiti 

kee. 
kee. 

夜ご飯は食べてきた。  
 
(97) 
 

pisidaa 
pisida=a 

zaajudu 
zza=ju=du 

voo. 
vvoo. 

ヤギは草を食べる。  
 
(98) 
 

pisida 
pisida 

habiju 
habi=ju 

vaanun. 
vvaanun. 

ヤギは草を食べない。  
 
(99) 
 

majanudu 
maja=nu=du 

izuba 
izu=ba 

vootta. 
vvootta. 

猫が魚を食べた。 
 
(100) 
 

muuru 
muuru  

vai 
vvai 

naanun. 
naanun. 

全部食べてしまった。  
 
(101) 
 

pukana 
puka=na 

asabu. 
asabu. 

外で遊ぶ。  
 
(102) 
 

vaaffa 
vvaffa 

nakka 
narka 

asabanun. 
asabanun. 

暗くなると遊ばない。  
 
(103) 
 

pukanadu 
puka=na=du 

asabuta. 
asabuta. 

外で遊んだ。  
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(104) 
 

asabidu 
asabi=du 

bur. 
bur. 

遊んでいる。  
 
(105) 
 

gakkona 
gakko=na 

asabidu 
asabi=du 

haitta 
haitta. 

学校で遊んで帰った。  
 
(106) 
 

pukana 
puka=na 

asabidu 
asabi=du 

kuu. 
kuu. 

外で遊んで来い。 

 
(107) 
 

unu 
unu 

sakee 
saki=a 

sugu 
sugu 

biitari 
biitari 

sii. 
sii. 

この酒はすぐ酔っぱらう。 

 
(108) 
 

unu 
unu 

sakee 
saki=a 

sugoo 
sugu=a 

bjuunundo. 
bjuunun=do. 

この酒はすぐには酔わないよ。 

 
(109) 
 

uraari 
uraari 

numiti 
numiti 

biita. 
biita. 

たくさん飲んで酔った。 

 
(110) 
 

unu 
unu 

pusoo 
pusu=a 

biidu 
bii=du 

buruwaja. 
buru=waja. 

この人は酔っているよ。 

 
(111) 
 

biitaridu 
biitari=du 

kinoonu 
kinoo=nu 

kutu 
kutu 

bassi 
bassi 

naanunwaja. 
naanun=waja. 

酔っぱらって昨日のことを忘れてしまった。

 
(112) 
 

uraari 
uraari 

numitidu 
numiti=du 

bii 
bii 

naansa 
naan=sa. 

たくさん飲んで酔ってしまった。 

 
(113) 
 

mainici 
mainici 

amazanu 
amaza=nu 

kiiju 
kii=ju 

araun. 
araun. 

毎日髪の毛を洗う。 
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(114) 
 

ubuzaa 
ubuza=a 

mainicjee 
mainici=a 

kiiju 
kii=ju 

araanun. 
araanun. 

おじいさんは毎日は毛を洗わない。 

 
(115) 
 

tiipanju 
tiipan=ju 

arauta. 
arauta. 

手足を洗った。 

 
(116) 
 

abunudu 
abu=nu=du 

tirba 
tir=ba 

arai 
arai 

buu 
bur. 

お母さんがザルを洗っている。 

 
(117) 
 

tiipanba 
tiipan=ba 

araiti 
araiti 

iija 
ii=a 

vaiba. 
vvai=ba. 

手足を洗って，ご飯を食べろ。 

 
(118) 
 

siran 
sira=n 

araiti 
araiti 

kuu. 
kuu. 

顔も洗ってこい。 

 
(119) 
 

marumahara 
maruma=hara 

habun. 
habun. 

今からかぶる。 

 
(120) 
 

tarn 
tar=n 

kubagasaju 
kubagasa=ju 

habanunwaja. 
habanun=waja. 

誰もクバ笠をかぶらないよ。 

 
(121) 
 

baharu 
baharu 

sjee 
sjee 

keeja 
kee=a 

kubagasaju 
kubagasa=ju 

habuttan. 
habuttan. 

若い頃はクバ笠をかぶった。

 
(122) 
 

kubagasabadu 
kubagasa=ba=du 

habi 
habi 

buu. 
bur. 

クバ笠をかぶっている。 

 
(123) 
 

kubagasaba 
kubagasa=ba 

habidu 
habi=du 

sababa 
saba=ba 

fumetta. 
fumetta. 

クバ笠をかぶって，ゾウリを履いた。 
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(124) 
 

uvan 
uva=n 

kubagasaba 
kubagasa=ba 

habi 
habi 

miriba 
miri=ba. 

お前もクバ笠をかぶってみろ。 

 
(125) 
 

jaduju 
jadu=ju 

fuu. 
fuu. 

戸を閉める。 

 
(126) 
 

kjuuja 
kjuu=a 

accariba 
accariba 

jadoo 
jadu=a 

foonun. 
foonun. 

今日は暑いから戸は閉めない。 

 
(127) 
 

juube 
juube 

izanudu 
iza=nu=du 

jaduju 
jadu=ju 

fuuta. 
fuuta. 

昨夜，お父さんが戸を閉めた。 

 
(128) 
 

jaduba 
jadu=ba 

fuiti 
fuiti 

paaku 
paaku 

waatta. 
waatta. 

戸を閉めて，早く行かれた。 

 
(129) 
 

uva 
uva 

jaduba 
jadu=ba 

fuiti 
fuiti 

kuu. 
kuu. 

お前が戸を閉めてこい。 

 
(130) 
 

usitoo 
usitu=a 

tankasi 
tanka=si 

nivun. 
nivun. 

弟は一人で寝る。 

 
(131) 
 

tankasija 
tanka=si=a 

nivanun. 
nivanun. 

一人では寝ない。 

 
(132) 
 

futansidu 
futar=si=du 

nivuta. 
nivuta. 

二人で寝た。 

 
(133) 
 

nivi 
nivi 

bundo 
bur=do. 

寝ているよ。 
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○○県（都）○○方言 

(114) 
 

ubuzaa 
ubuza=a 

mainicjee 
mainici=a 

kiiju 
kii=ju 

araanun. 
araanun. 

おじいさんは毎日は毛を洗わない。 

 
(115) 
 

tiipanju 
tiipan=ju 

arauta. 
arauta. 

手足を洗った。 

 
(116) 
 

abunudu 
abu=nu=du 

tirba 
tir=ba 

arai 
arai 

buu 
bur. 

お母さんがザルを洗っている。 

 
(117) 
 

tiipanba 
tiipan=ba 

araiti 
araiti 

iija 
ii=a 

vaiba. 
vvai=ba. 

手足を洗って，ご飯を食べろ。 

 
(118) 
 

siran 
sira=n 

araiti 
araiti 

kuu. 
kuu. 

顔も洗ってこい。 

 
(119) 
 

marumahara 
maruma=hara 

habun. 
habun. 

今からかぶる。 

 
(120) 
 

tarn 
tar=n 

kubagasaju 
kubagasa=ju 

habanunwaja. 
habanun=waja. 

誰もクバ笠をかぶらないよ。 

 
(121) 
 

baharu 
baharu 

sjee 
sjee 

keeja 
kee=a 

kubagasaju 
kubagasa=ju 

habuttan. 
habuttan. 

若い頃はクバ笠をかぶった。

 
(122) 
 

kubagasabadu 
kubagasa=ba=du 

habi 
habi 

buu. 
bur. 

クバ笠をかぶっている。 

 
(123) 
 

kubagasaba 
kubagasa=ba 

habidu 
habi=du 

sababa 
saba=ba 

fumetta. 
fumetta. 

クバ笠をかぶって，ゾウリを履いた。 
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(124) 
 

uvan 
uva=n 

kubagasaba 
kubagasa=ba 

habi 
habi 

miriba 
miri=ba. 

お前もクバ笠をかぶってみろ。 

 
(125) 
 

jaduju 
jadu=ju 

fuu. 
fuu. 

戸を閉める。 

 
(126) 
 

kjuuja 
kjuu=a 

accariba 
accariba 

jadoo 
jadu=a 

foonun. 
foonun. 

今日は暑いから戸は閉めない。 

 
(127) 
 

juube 
juube 

izanudu 
iza=nu=du 

jaduju 
jadu=ju 

fuuta. 
fuuta. 

昨夜，お父さんが戸を閉めた。 

 
(128) 
 

jaduba 
jadu=ba 

fuiti 
fuiti 

paaku 
paaku 

waatta. 
waatta. 

戸を閉めて，早く行かれた。 

 
(129) 
 

uva 
uva 

jaduba 
jadu=ba 

fuiti 
fuiti 

kuu. 
kuu. 

お前が戸を閉めてこい。 

 
(130) 
 

usitoo 
usitu=a 

tankasi 
tanka=si 

nivun. 
nivun. 

弟は一人で寝る。 

 
(131) 
 

tankasija 
tanka=si=a 

nivanun. 
nivanun. 

一人では寝ない。 

 
(132) 
 

futansidu 
futar=si=du 

nivuta. 
nivuta. 

二人で寝た。 

 
(133) 
 

nivi 
nivi 

bundo 
bur=do. 

寝ているよ。 
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○○県（都）○○方言 

(134) 
 

kuzina 
kuzi=na 

niviti 
niviti 

hacizina 
hacizi=na 

fukin. 
fukin. 

九時に寝て八時に起きた。 

 
(135) 
 

kjuuja 
kjuu=a 

tankasi 
tanka=si 

nivi 
nivi 

miriba. 
miri=ba. 

今日は一人で寝てみろ。 

 
(136) 
 

mainici 
mainici 

rokuzina 
rokuzi=na 

fukirun. 
fukirun. 

毎日六時に起きる。 

 
(137) 
 

mada 
mada 

fukunun. 
fukunun. 

まだ起きない。 

 
(138) 
 

rokuzi=na 
rokuzi=na 

fukita. 
fukita. 

六時に起きた。 

 
(139) 
 

paaku 
paaku 

fuki 
fuki 

patakehe 
pataki=ha 

patta. 
patta. 

早く起きて畑に行った。 

 
(140) 
 

uvan 
uva=n 

paaku 
paaku 

fuki 
fuki 

kuu. 
kuu. 

お前も早く起きてこい。 

 
(141) 
 

seefukuju 
seefuku=ju 

kisun. 
kisun. 

制服を着る。 

 
(142) 
 

unu 
unu 

kinna 
kin=a 

vusitarireriba 
vusitarireriba 

tarn 
tar=n 

kisanun.
kisanun.

この着物は古くなっているから誰も着ない。 
 
(143) 
 

uree 
uri=a 

kinoo 
kinoo 

kisuttawaja. 
kisutta=waja. 

これは昨日着たよ。 
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(144) 
 

banaa 
banaa 

akanu 
aka=nu 

kinba 
kin=ba 

kisi 
kisi 

 
usitoo 
usitu=a 

aunu 
au=nu 

kinba 
kin=ba 

kisjee. 
kisee. 

私は赤い服を着て，妹は青の服を着た。 

 
(145) 
 

hai 
hai 

uriju 
uri=ju 

kisi 
kisi 

miriba. 
miri=ba. 

ほら，これを着てみろ。 
 
(146) 
 

subanaja 
suba=na=a 

sinsinudu 
sinsi=nu=du 

birudo. 
biru=do. 

そばには先生が座るよ。 

 
(147) 
 

zasikinaja 
zasiki=na=a 

tarn 
tar=n 

biranun. 
biranun. 

座敷には誰も座らない。 

 
(148) 
 

sinsidu 
sinsi=du 

bitta. 
bitta. 

先生が座った。 

 
(149) 
 

sinsjee 
sinsi=a 

biriti 
biriti 

jarabee 
jarabi=a 

tati 
tati 

beetta. 
beetta. 

先生は座って，子供は立っていた。 

 
(150) 
 

biri 
biri 

miriba. 
miri=ba. 

座ってみろ。 

 
(151) 
 

mainici 
mainici 

terebidu 
terebi=du 

miruwaja. 
miru=waja. 

毎日テレビを見るよ。 
 
(152) 
 

jakjuuja 
jakjuu=a 

miranun. 
miranun. 

野球は見ない。 

 
 

  

 

－ 158 －

平成28年度　文化庁委託事業『危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究』報告書



○○県（都）○○方言 

(134) 
 

kuzina 
kuzi=na 

niviti 
niviti 

hacizina 
hacizi=na 

fukin. 
fukin. 

九時に寝て八時に起きた。 

 
(135) 
 

kjuuja 
kjuu=a 

tankasi 
tanka=si 

nivi 
nivi 

miriba. 
miri=ba. 

今日は一人で寝てみろ。 

 
(136) 
 

mainici 
mainici 

rokuzina 
rokuzi=na 

fukirun. 
fukirun. 

毎日六時に起きる。 

 
(137) 
 

mada 
mada 

fukunun. 
fukunun. 

まだ起きない。 

 
(138) 
 

rokuzi=na 
rokuzi=na 

fukita. 
fukita. 

六時に起きた。 

 
(139) 
 

paaku 
paaku 

fuki 
fuki 

patakehe 
pataki=ha 

patta. 
patta. 

早く起きて畑に行った。 

 
(140) 
 

uvan 
uva=n 

paaku 
paaku 

fuki 
fuki 

kuu. 
kuu. 

お前も早く起きてこい。 

 
(141) 
 

seefukuju 
seefuku=ju 

kisun. 
kisun. 

制服を着る。 

 
(142) 
 

unu 
unu 

kinna 
kin=a 

vusitarireriba 
vusitarireriba 

tarn 
tar=n 

kisanun.
kisanun.

この着物は古くなっているから誰も着ない。 
 
(143) 
 

uree 
uri=a 

kinoo 
kinoo 

kisuttawaja. 
kisutta=waja. 

これは昨日着たよ。 
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(144) 
 

banaa 
banaa 

akanu 
aka=nu 

kinba 
kin=ba 

kisi 
kisi 

 
usitoo 
usitu=a 

aunu 
au=nu 

kinba 
kin=ba 

kisjee. 
kisee. 

私は赤い服を着て，妹は青の服を着た。 

 
(145) 
 

hai 
hai 

uriju 
uri=ju 

kisi 
kisi 

miriba. 
miri=ba. 

ほら，これを着てみろ。 
 
(146) 
 

subanaja 
suba=na=a 

sinsinudu 
sinsi=nu=du 

birudo. 
biru=do. 

そばには先生が座るよ。 

 
(147) 
 

zasikinaja 
zasiki=na=a 

tarn 
tar=n 

biranun. 
biranun. 

座敷には誰も座らない。 

 
(148) 
 

sinsidu 
sinsi=du 

bitta. 
bitta. 

先生が座った。 

 
(149) 
 

sinsjee 
sinsi=a 

biriti 
biriti 

jarabee 
jarabi=a 

tati 
tati 

beetta. 
beetta. 

先生は座って，子供は立っていた。 

 
(150) 
 

biri 
biri 

miriba. 
miri=ba. 

座ってみろ。 

 
(151) 
 

mainici 
mainici 

terebidu 
terebi=du 

miruwaja. 
miru=waja. 

毎日テレビを見るよ。 
 
(152) 
 

jakjuuja 
jakjuu=a 

miranun. 
miranun. 

野球は見ない。 
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○○県（都）○○方言 

(153) 
 

terebijudu 
terebi=ju=du 

mitta. 
mitta. 

テレビを見た。 

 
(154) 
 

eigaba 
eiga=ba 

miridu 
miri=du 

haireta. 
haireta. 

映画を見て帰った。 

 
(155) 
 

hazinu 
hazi=nu 

fukiba 
fukiba 

funiba 
funi=ba 

miriti 
miriti 

kuba 
ku=ba. 

風が吹くから船を見てこい。 

 
(156) 
 

hanu 
hanu 

pusoo 
pusu=a 

mainici 
mainici 

junu 
junu 

kutuba 
kutu=du 

izu. 
izu. 

あの人は毎日同じことを言う。 
 
(157) 
 

darassa 
darassa 

izanun. 
izanun. 

嘘は言わない。 

 
(158) 
 

dusinkinudu 
dusinki=nu=du 

darassaju 
darassa=ju 

izutta. 
izutta. 

友達が嘘を言った。 

 
(159) 
 

hanu 
hanu 

pusoo 
pusu=a 

pukorasaba 
pukorasa=ba 

izitidu 
iziti=du 

waatta. 
waatta. 

あの人はありがとうと言って帰った。 
 
(160) 
 

izaha 
iza=ha 

junainu 
junai=nu 

iija 
ii=a 

narehendoti 
narehen=do=ti

iziti 
iziti 

kuu. 
kuu. 

お父さんに夜ご飯ができたよと言ってこい。 
 
(161) 
 

semee 
semi=a 

sugu 
sugu 

sinundo. 
sinun=do. 

セミはすぐ死ぬよ。 

 
(162) 
 

jamatta 
jamatta 

sugutija 
sugu=ti=a 

sinanundo. 
sinanun=do. 

ゴキブリはすぐには死なないよ。 
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(163) 
 

sitakutara 
sitakutara 

sinuta. 
sinuta. 

叩いたら死んだ。 

 
(164) 
 

jamattanudu 
jamatta=nu=du 

sini 
sini 

beerunu. 
beeru=nu. 

ゴキブリは死んで，(ネズミも死んでいた。) 

 
(165) 
 

autan 
auta=n 

sini 
sini 

naanun. 
naanun. 

カエルも死んでしまった。 

 
(166) 
 

mainudu 
mai=nu=du 

uraari 
uraari 

ar. 
ar. 

米がたくさんある。 

 
(167) 
 

mukasjee 
mukasi=a 

umana 
uma=na 

haanudu 
haa=nu=du 

atta. 
atta. 

昔はここに井戸があった。 

 
(168) 
 

aarmanaja 
aarma=na=a 

gakkonu 
gakko=nu 

ari 
ari 

 
nisumanaja 
nisuma=na=a 

koominkannudu 
koominkan=nu=du 

ar. 
ar. 

東に学校があって，北に公民館がある。 

 
(169) 
 

fusinnu 
fusir=nu 

aridu 
ari=du 

tasikirarita. 
tasikirarita. 

薬があって助けられた。。 

 
(170) 
 

maasunudu 
maasu=nu=du 

naan. 
naan. 

塩がない。 

 
(171) 
 

sitan 
sita=n 

naantan. 
naantan. 

砂糖もなかった。 
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(153) 
 

terebijudu 
terebi=ju=du 

mitta. 
mitta. 

テレビを見た。 

 
(154) 
 

eigaba 
eiga=ba 

miridu 
miri=du 

haireta. 
haireta. 

映画を見て帰った。 

 
(155) 
 

hazinu 
hazi=nu 

fukiba 
fukiba 

funiba 
funi=ba 

miriti 
miriti 

kuba 
ku=ba. 

風が吹くから船を見てこい。 

 
(156) 
 

hanu 
hanu 

pusoo 
pusu=a 

mainici 
mainici 

junu 
junu 

kutuba 
kutu=du 

izu. 
izu. 

あの人は毎日同じことを言う。 
 
(157) 
 

darassa 
darassa 

izanun. 
izanun. 

嘘は言わない。 

 
(158) 
 

dusinkinudu 
dusinki=nu=du 

darassaju 
darassa=ju 

izutta. 
izutta. 

友達が嘘を言った。 

 
(159) 
 

hanu 
hanu 

pusoo 
pusu=a 

pukorasaba 
pukorasa=ba 

izitidu 
iziti=du 

waatta. 
waatta. 

あの人はありがとうと言って帰った。 
 
(160) 
 

izaha 
iza=ha 

junainu 
junai=nu 

iija 
ii=a 

narehendoti 
narehen=do=ti

iziti 
iziti 

kuu. 
kuu. 

お父さんに夜ご飯ができたよと言ってこい。 
 
(161) 
 

semee 
semi=a 

sugu 
sugu 

sinundo. 
sinun=do. 

セミはすぐ死ぬよ。 

 
(162) 
 

jamatta 
jamatta 

sugutija 
sugu=ti=a 

sinanundo. 
sinanun=do. 

ゴキブリはすぐには死なないよ。 
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(163) 
 

sitakutara 
sitakutara 

sinuta. 
sinuta. 

叩いたら死んだ。 

 
(164) 
 

jamattanudu 
jamatta=nu=du 

sini 
sini 

beerunu. 
beeru=nu. 

ゴキブリは死んで，(ネズミも死んでいた。) 

 
(165) 
 

autan 
auta=n 

sini 
sini 

naanun. 
naanun. 

カエルも死んでしまった。 

 
(166) 
 

mainudu 
mai=nu=du 

uraari 
uraari 

ar. 
ar. 

米がたくさんある。 

 
(167) 
 

mukasjee 
mukasi=a 

umana 
uma=na 

haanudu 
haa=nu=du 

atta. 
atta. 

昔はここに井戸があった。 

 
(168) 
 

aarmanaja 
aarma=na=a 

gakkonu 
gakko=nu 

ari 
ari 

 
nisumanaja 
nisuma=na=a 

koominkannudu 
koominkan=nu=du 

ar. 
ar. 

東に学校があって，北に公民館がある。 

 
(169) 
 

fusinnu 
fusir=nu 

aridu 
ari=du 

tasikirarita. 
tasikirarita. 

薬があって助けられた。。 

 
(170) 
 

maasunudu 
maasu=nu=du 

naan. 
naan. 

塩がない。 

 
(171) 
 

sitan 
sita=n 

naantan. 
naantan. 

砂糖もなかった。 
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(172) 
 

poccanu 
pocca=nu 

naanatturi 
naanatturi 

kisu 
kisu 

kutu 
kutu 

narantan. 
narantan. 

包丁がなくて切ることができなかった。 
 
(173) 
 

duunu 
duu=nu 

jaanaja 
jaa=na=a 

innudu 
in=nu=du 

bur. 
bur. 

我が家には犬がいる。 
 
(174) 
 

tunarnu 
tunar=nu 

jaanaja 
jaa=na=a 

inna 
in=a 

buranun. 
buranun. 

隣の家には犬はいない。 

 
(175) 
 

mukasjee 
mukasi=a 

majan 
maja=n 

butta. 
butta. 

昔は猫もいた。 

 
(176) 
 

unu 
unu 

pusoo 
pusu=a 

usitunu 
usitu=nu 

buriti 
buriti 

 
banaa 
banaa 

sizanudu 
siza=nu=du 

bur. 
bur.  

この人には弟がいて，私は兄がいる。 

 
(177) 
 

marumahara 
maruma=hara 

siirundo 
siirun=do. 

今からするよ。 

 
(178) 
 

kjuuja 
kjuu=a 

nuun 
nuu=n 

suunu. 
suunun. 

今日は何もしない。 

 
(179) 
 

kinoo 
kinoo 

sigutuju 
sigutu=ju 

uraari 
uraari 

sitta. 
sitta. 

昨日仕事をたくさんした。 

 
(180) 
 

sigutuba 
sigutuba 

si 
si 

asabin 
asabi=n 

patta. 
patta. 

仕事をして，遊びに行った。 
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(181) 
 

jakoonsukun 
jakoonsukun 

sigutuju 
sigutu=ju 

siiri. 
siiri. 

休まないで仕事をしろ。 

 
(182) 
 

gakkona 
gakko=na 

gii 
gii 

binkjoo 
binkjoo 

sii 
sii 

kuu. 
kuu. 

学校に行って，勉強してこい。 

 

２. 形容詞活用 

 原田走一郎(2014，2016)では，黒島の形容詞の活用として二種類あることを指摘する４。

一つは「普通形容詞」で，もう一つは「比較形容詞」の活用である。さらに，それぞれは，

語根にそのまま屈折接尾辞を付して活用するか，形容詞化接尾辞 -ha-を付して形容詞語幹

になって活用するかで異なるという。そのため，guffa「重い」のほうをグループ A，guma
「小さい」のほうをグループ B としている。 

(183) 語根 guffa「重い」からの普通形容詞と比較形容詞の派生  
a. 普通形容詞   b. 比較形容詞  

  guffa-ta    guffa-ku-ta 
  重い-PST    重い-CMPR-PST 
  重かった    重かった  
(184) 語根 guma「小さい」からの普通形容詞と比較形容詞の派生  
  a. 普通形容詞   b. 比較形容詞  
  guma-ha-ta   guma-ku-ta 
  小さい-ADJVZ-PST  小さい-CMPR-PST 
  小さかった    小さかった  
 

今回は東筋集落での普通形容詞の活用を収録した。まず，グループ A の形容詞をあげる。

用例は原田が採取した。動詞の場合と同様に，一行目に簡易音素表記を書き，二行目に形

態素に分析した形を書くこととした。 

 

(185) 非過去  

 
unu 
unu 

isjee 
isi=a 

guffa. 
guffa. 

この石は重い。  
    

 

                             
４ 原田走一郎（2014）「南琉球八重山黒島方言における形容詞のサブグループ  : 接辞 Ku

が続く形式に注目して」『阪大日本語研究』26 号 p.71-p.85 
_________（2016）『南琉球八重山黒島方言の文法』未公刊博士論文（大阪大学）
http://ir.library.osaka-u.ac.jp/dspace/handle/11094/55692 
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(172) 
 

poccanu 
pocca=nu 

naanatturi 
naanatturi 

kisu 
kisu 

kutu 
kutu 

narantan. 
narantan. 

包丁がなくて切ることができなかった。 
 
(173) 
 

duunu 
duu=nu 

jaanaja 
jaa=na=a 

innudu 
in=nu=du 

bur. 
bur. 

我が家には犬がいる。 
 
(174) 
 

tunarnu 
tunar=nu 

jaanaja 
jaa=na=a 

inna 
in=a 

buranun. 
buranun. 

隣の家には犬はいない。 

 
(175) 
 

mukasjee 
mukasi=a 

majan 
maja=n 

butta. 
butta. 

昔は猫もいた。 

 
(176) 
 

unu 
unu 

pusoo 
pusu=a 

usitunu 
usitu=nu 

buriti 
buriti 

 
banaa 
banaa 

sizanudu 
siza=nu=du 

bur. 
bur.  

この人には弟がいて，私は兄がいる。 

 
(177) 
 

marumahara 
maruma=hara 

siirundo 
siirun=do. 

今からするよ。 

 
(178) 
 

kjuuja 
kjuu=a 

nuun 
nuu=n 

suunu. 
suunun. 

今日は何もしない。 

 
(179) 
 

kinoo 
kinoo 

sigutuju 
sigutu=ju 

uraari 
uraari 

sitta. 
sitta. 

昨日仕事をたくさんした。 

 
(180) 
 

sigutuba 
sigutuba 

si 
si 

asabin 
asabi=n 

patta. 
patta. 

仕事をして，遊びに行った。 
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(181) 
 

jakoonsukun 
jakoonsukun 

sigutuju 
sigutu=ju 

siiri. 
siiri. 

休まないで仕事をしろ。 

 
(182) 
 

gakkona 
gakko=na 

gii 
gii 

binkjoo 
binkjoo 

sii 
sii 

kuu. 
kuu. 

学校に行って，勉強してこい。 

 

２. 形容詞活用 

 原田走一郎(2014，2016)では，黒島の形容詞の活用として二種類あることを指摘する４。

一つは「普通形容詞」で，もう一つは「比較形容詞」の活用である。さらに，それぞれは，

語根にそのまま屈折接尾辞を付して活用するか，形容詞化接尾辞 -ha-を付して形容詞語幹

になって活用するかで異なるという。そのため，guffa「重い」のほうをグループ A，guma
「小さい」のほうをグループ B としている。 

(183) 語根 guffa「重い」からの普通形容詞と比較形容詞の派生  
a. 普通形容詞   b. 比較形容詞  

  guffa-ta    guffa-ku-ta 
  重い-PST    重い-CMPR-PST 
  重かった    重かった  
(184) 語根 guma「小さい」からの普通形容詞と比較形容詞の派生  
  a. 普通形容詞   b. 比較形容詞  
  guma-ha-ta   guma-ku-ta 
  小さい-ADJVZ-PST  小さい-CMPR-PST 
  小さかった    小さかった  
 

今回は東筋集落での普通形容詞の活用を収録した。まず，グループ A の形容詞をあげる。

用例は原田が採取した。動詞の場合と同様に，一行目に簡易音素表記を書き，二行目に形

態素に分析した形を書くこととした。 

 

(185) 非過去  

 
unu 
unu 

isjee 
isi=a 

guffa. 
guffa. 

この石は重い。  
    

 

                             
４ 原田走一郎（2014）「南琉球八重山黒島方言における形容詞のサブグループ  : 接辞 Ku

が続く形式に注目して」『阪大日本語研究』26 号 p.71-p.85 
_________（2016）『南琉球八重山黒島方言の文法』未公刊博士論文（大阪大学）
http://ir.library.osaka-u.ac.jp/dspace/handle/11094/55692 
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(184) 過去  

 
gumaha 
gumaha 

sjee 
sjee 

keeja 
kee=a 

aidacinu 
aidaci=nu 

guffata. 
guffata. 

小さい頃は杵が重かった。  
 
(185) 非過去連体  

 
guffaru 
guffaru 

isjee 
isi=a 

baa 
baa 

muti 
muti 

parundo. 
parun=do. 

重い石は僕が持って行くよ。  
 
(186) 過去連体  

 
guffataru 
guffataru 

aidacinudu 
aidaci=nu=du 

maruma 
maruma 

harahara 
harahara 

nareesa. 
naree=sa. 

重かった杵が今は軽い。  
 
(187) 連用修飾  

 
guffa 
guffa 

nari 
nari 

naansa. 
naan=sa. 

(赤ん坊を抱き上げて)重くなったね。  
 
(188) 否定  

 
guffa 
guffa 

naanunwaja. 
naanun=waja. 

重くないね。  
 
(189) 否定過去  

 
kuzu 
kuzu 

baakee 
baaki=a 

guffa 
guffa 

naantanura. 
naanta=nu=ra. 

去年までは重くなかったのにね。

 
(190) 仮定  

 
guffakka 
guffakka 

hasaija 
hasai=a 

naranun. 
naranun. 

重かったらおんぶできない。  
 
(191) 理由  

 
guffariba 
guffariba 

hasaija 
hasai=a 

narnaun. 
naranun. 

重いからおんぶはできない。  
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(192) 並列  

 
unu 
unu 

vaa 
vva=a 

guffaturi 
guffaturi 

uboho. 
uboho. 

この子は重くて，大きい。  
 
(193) 比較  

 
umanu 
uma=nu 

vaanudu 
vva=nu=du 

guffakudu 
guffaku=du 

ar. 
ar. 

こっちの子のほうが重い。  
 

次にグループ B の普通形容詞の活用の例をあげる。  
 

(194) 非過去  

 
kunu 
kunu 

izoo 
izu=a 

maahan. 
maahan. 

この魚はおいしい。  
 
(195) 過去  

 
hatosi izoo 
hatosi izu=a 

maahattan. 
maahattan. 

ハトシはおいしかった。  
 
(196) 非過去連体  

 
maaharu 
maaharu 

izutankadu 
izu=tanka=du 

vaipisa. 
vvaipisa. 

おいしい魚だけを食べたい。  
 
(197) 過去連体  

 
maahattaru 
maahattaru 

izu. 
izu. 

おいしかった魚。  
 
(198) 連用修飾  

 
unu 
unu 

misoo 
misu=a 

maaha 
maaha 

nareewaja. 
naree=waja. 

この味噌はおいしくなったね。  
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(184) 過去  

 
gumaha 
gumaha 

sjee 
sjee 

keeja 
kee=a 

aidacinu 
aidaci=nu 

guffata. 
guffata. 

小さい頃は杵が重かった。  
 
(185) 非過去連体  

 
guffaru 
guffaru 

isjee 
isi=a 

baa 
baa 

muti 
muti 

parundo. 
parun=do. 

重い石は僕が持って行くよ。  
 
(186) 過去連体  

 
guffataru 
guffataru 

aidacinudu 
aidaci=nu=du 

maruma 
maruma 

harahara 
harahara 

nareesa. 
naree=sa. 

重かった杵が今は軽い。  
 
(187) 連用修飾  

 
guffa 
guffa 

nari 
nari 

naansa. 
naan=sa. 

(赤ん坊を抱き上げて)重くなったね。  
 
(188) 否定  

 
guffa 
guffa 

naanunwaja. 
naanun=waja. 

重くないね。  
 
(189) 否定過去  

 
kuzu 
kuzu 

baakee 
baaki=a 

guffa 
guffa 

naantanura. 
naanta=nu=ra. 

去年までは重くなかったのにね。

 
(190) 仮定  

 
guffakka 
guffakka 

hasaija 
hasai=a 

naranun. 
naranun. 

重かったらおんぶできない。  
 
(191) 理由  

 
guffariba 
guffariba 

hasaija 
hasai=a 

narnaun. 
naranun. 

重いからおんぶはできない。  
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(192) 並列  

 
unu 
unu 

vaa 
vva=a 

guffaturi 
guffaturi 

uboho. 
uboho. 

この子は重くて，大きい。  
 
(193) 比較  

 
umanu 
uma=nu 

vaanudu 
vva=nu=du 

guffakudu 
guffaku=du 

ar. 
ar. 

こっちの子のほうが重い。  
 

次にグループ B の普通形容詞の活用の例をあげる。  
 

(194) 非過去  

 
kunu 
kunu 

izoo 
izu=a 

maahan. 
maahan. 

この魚はおいしい。  
 
(195) 過去  

 
hatosi izoo 
hatosi izu=a 

maahattan. 
maahattan. 

ハトシはおいしかった。  
 
(196) 非過去連体  

 
maaharu 
maaharu 

izutankadu 
izu=tanka=du 

vaipisa. 
vvaipisa. 

おいしい魚だけを食べたい。  
 
(197) 過去連体  

 
maahattaru 
maahattaru 

izu. 
izu. 

おいしかった魚。  
 
(198) 連用修飾  

 
unu 
unu 

misoo 
misu=a 

maaha 
maaha 

nareewaja. 
naree=waja. 

この味噌はおいしくなったね。  
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(199) 否定  

 
unu 
unu 

izoo 
izu=a 

maaha 
maaha 

naanun. 
naanun. 

この魚はおいしくない。  
 
(200) 否定過去  

 
maaha 
maaha 

naantan. 
naantan. 

おいしくなかった。 
 
(201) 仮定  

 
maaharka 
maaharka 

vaipisa. 
vvaipisa. 

おいしかったら食べたい。  
 
(202) 理由  

 
unu 
unu 

mucjee 
muci=a 

maahariba 
maahariba 

uraari 
uraari 

haa. 
haa. 

この餅はおいしいからたくさん買おう。

 
(203) 並列  

 
unu 
unu 

mucjee 
muci=a 

maahatturi 
maahatturi 

jassando. 
jassan=do. 

この餅はおいしくて，安い。  
 
(204) 比較  

 
kumanu 
kuma=nu 

mucinudu 
muci=nu=du 

maakusa. 
maaku=sa. 

こっちのもちのほうがおいしい。  
 
 
 一方，荻野が保里集落で形容詞活用の調査をしたところ，東筋集落とは異なる活用の形

態が見られた。例えば，連体形では，接辞の-ru が出てこない。-ru をつけても意味は取れ

るが，通常はつけないと判断される。 

 

(205) piija-ku-tta huju=du atta.  
  寒い冬だった。  
(206) niffa-ha＝junti isi=ba jari parasita=waja. 
  憎いから石を投げて（猫を）追いやったよ。 
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（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

(205)は東筋集落では/piijakutaru/となるが，保里集落では/piijakutta(a)/となる。また， (206)
の「にくい」は，東筋集落ではグループ A に入るようだが，保里集落ではグループ B の活

用をする。そこで，原田(2014)でグループ A とされている形容詞のいくつかを調査すると，

以下の表のようになった。なお，形態は話者が共通語を黒島方言に翻訳したままを載せる

こととする。結果として音声等何らかの相違点が見られる場合に表の右端に○印をつけ，

どのような点が異なるのかを簡単に書いた。こうしてみると，音声や形容詞のグループ分

けや意味用法の相違等，黒島内での集落間での違いを意識して調査する必要があるのでは

ないかと考える。  
 
表 東筋集落と保里集落の形容詞の相違  
 東筋（原田による） 保里（今回調査） 相違点 

重い  guffa guffanu  
にくい  miffa niffahanu/miffahanu ○グループ B 

きたない  janija janija  

寒い  piija piija  

うれしい  sanija sanijan.  

軽い  harra haran ○促音 

ひもじい  jaasa jaasanu  

うるさい  hasamasa hasamasanu  

うるさい  jagamasa   

難しい  musukasa musukasanu/ mucukasan ○子音 s 音声 

遠い  tuusa tuusan  

さみしい  hamaarasa sabissan 
○意味 hamarasanu
は「悲しい/悩む」  

かわいい  hanasa atarasan/ hanasan ○語彙 

固い  koosa koosan  

薄い  pissa pisa du ar ○促音 

悪い  wassa barasan ○語彙 

 
 

３． 「大きなカブ」 

 本節では黒島方言の「大きなカブ」を掲載する。今回は東筋方言，保里方言，仲本方言

の三つが収録できたので，それぞれ 3.1 から 3.3.まで掲載する。その後，3.4.にてこれらの

「大きなカブ」に見られた違いを指摘する。  
 

３．１． 東筋方言の「大きなカブ」 

danikuni=nu panasi=ju si ssusaru=di=ju. 
だいこんの話を申し上げますよ。  
ubuzaa=ja daikuni=nu tani=ba=du maki watta=tu. 
おじいさんがだいこんの種をまきなさった。  
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○○県（都）○○方言 

(199) 否定  

 
unu 
unu 

izoo 
izu=a 

maaha 
maaha 

naanun. 
naanun. 

この魚はおいしくない。  
 
(200) 否定過去  

 
maaha 
maaha 

naantan. 
naantan. 

おいしくなかった。 
 
(201) 仮定  

 
maaharka 
maaharka 

vaipisa. 
vvaipisa. 

おいしかったら食べたい。  
 
(202) 理由  

 
unu 
unu 

mucjee 
muci=a 

maahariba 
maahariba 

uraari 
uraari 

haa. 
haa. 

この餅はおいしいからたくさん買おう。

 
(203) 並列  

 
unu 
unu 

mucjee 
muci=a 

maahatturi 
maahatturi 

jassando. 
jassan=do. 

この餅はおいしくて，安い。  
 
(204) 比較  

 
kumanu 
kuma=nu 

mucinudu 
muci=nu=du 

maakusa. 
maaku=sa. 

こっちのもちのほうがおいしい。  
 
 
 一方，荻野が保里集落で形容詞活用の調査をしたところ，東筋集落とは異なる活用の形

態が見られた。例えば，連体形では，接辞の-ru が出てこない。-ru をつけても意味は取れ

るが，通常はつけないと判断される。 

 

(205) piija-ku-tta huju=du atta.  
  寒い冬だった。  
(206) niffa-ha＝junti isi=ba jari parasita=waja. 
  憎いから石を投げて（猫を）追いやったよ。 
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（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

(205)は東筋集落では/piijakutaru/となるが，保里集落では/piijakutta(a)/となる。また， (206)
の「にくい」は，東筋集落ではグループ A に入るようだが，保里集落ではグループ B の活

用をする。そこで，原田(2014)でグループ A とされている形容詞のいくつかを調査すると，

以下の表のようになった。なお，形態は話者が共通語を黒島方言に翻訳したままを載せる

こととする。結果として音声等何らかの相違点が見られる場合に表の右端に○印をつけ，

どのような点が異なるのかを簡単に書いた。こうしてみると，音声や形容詞のグループ分

けや意味用法の相違等，黒島内での集落間での違いを意識して調査する必要があるのでは

ないかと考える。  
 
表 東筋集落と保里集落の形容詞の相違  
 東筋（原田による） 保里（今回調査） 相違点 

重い  guffa guffanu  
にくい  miffa niffahanu/miffahanu ○グループ B 

きたない  janija janija  

寒い  piija piija  

うれしい  sanija sanijan.  

軽い  harra haran ○促音 

ひもじい  jaasa jaasanu  

うるさい  hasamasa hasamasanu  

うるさい  jagamasa   

難しい  musukasa musukasanu/ mucukasan ○子音 s 音声 

遠い  tuusa tuusan  

さみしい  hamaarasa sabissan 
○意味 hamarasanu
は「悲しい/悩む」  

かわいい  hanasa atarasan/ hanasan ○語彙 

固い  koosa koosan  

薄い  pissa pisa du ar ○促音 

悪い  wassa barasan ○語彙 

 
 

３． 「大きなカブ」 

 本節では黒島方言の「大きなカブ」を掲載する。今回は東筋方言，保里方言，仲本方言

の三つが収録できたので，それぞれ 3.1 から 3.3.まで掲載する。その後，3.4.にてこれらの

「大きなカブ」に見られた違いを指摘する。  
 

３．１． 東筋方言の「大きなカブ」 

danikuni=nu panasi=ju si ssusaru=di=ju. 
だいこんの話を申し上げますよ。  
ubuzaa=ja daikuni=nu tani=ba=du maki watta=tu. 
おじいさんがだいこんの種をまきなさった。  
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amahaaru amahaaru daikuni=he nari=jo. 
甘い甘いだいこんになれよ。  
uboobina uboobina daikuni=he nari=jo. 
大きな大きなだいこんになれよ。  
amahaaru ganzuu aa munu=nu uboobina daikuni=nu dekiri tabooreta=tu. 
甘いりっぱな      大きなだいこんができました。  
ubuzaa=ja daikuni=ju tanka=si nuun=ti   sita=nu=du  nooruntan. 
おじいさんはだいこんを一人で抜こうと   したけど    抜けなかった。  
ubuzaa=ja paa=ba saari waari 
おじいさんはおばあさんを連れていらして  
paa baa aizu siika sikara nzahai=jo=tti izi       izi watta=tu. 
「おばあさん。私が合図したら力をだしなさいよ。」と言って   言いなさったと。  
paa=ja ubuza=ju hasamiriba=du   ubuzaa=ja daikuni=ba hasami  
おばあさんがおじいさんをつかんで   おじいさんがだいこんをつかみ  
untokosjo dokkoisjo=tti izi    sikara=ba nzasi 
うんとこしょ，どっこいしょ，と言い  力を出して  
daikuni=ju nuutta=nu=du noorunta=tu. 
だいこんを抜いたけど抜けなかった。  
paa=ja maa=ba saari waareta=tu. 
おばあさんは孫を連れていらっしゃった。  
maa=ja paa=bu hasamiriba=du   paa=ja ubuza=ju hasami 
孫はおばあさんをつかみ     おばあさんはおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami 
おじいさんはだいこんをつかんで  
baa aizu siika   sikara nzahai=jo=tti izi ubuza izi watta=tu. 
「私が合図したら   力をだしなさいよ。」って言い，おじいさんはおっしゃったと。  
untokosjo dokkoisjo=tti micaan=si pikuta=nu=du 
うんとこしょ，どっこいしょ，と，三人で引いたけど  
pikimaki sitta=tu. 
引けなかったと。  
maa=ja in=ba saari futa=tu.    in=na maa=ju hasamiriba=du  
孫は犬を連れてきたと。     犬が孫をつかんで  
maa=ja paa=ju hasamiriba=du   paa=ja ubuza=ba hasami 
まごがおばあさんをつかんで    おばあさんがおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami 
おじいさんはだいこんをつかんで  
ubuzaa=du baa aizu sika     mazun sikara nzahai=jo=tti izi watta=tu. 
おじいさんは「自分が合図したら   一緒に力をだしなさい。」とおっしゃったと。  
untokosjo dokkoisjo=tti izi    pikuta=nu=du pikarunta=tu. 
うんとこしょ，どっこいしょ，と言い  引いたけど，引けなかったと。  
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maa=ja in=ba saari futa=tu.    in=na maa=ju hasamiriba=du 
孫は犬を連れてきたと。     犬が孫をつかんで，  
maa=ja paa=ba hasamiriba=du   paa=ja ubuza=ba hasami 
孫がおばあさんをつかんで     おばあさんがおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami   jutaar=si sitta=nu=du pikimaki waareta=tu. 
おじいさんはだいこんをつかみ    四人でしたけど，引けなかったと。  
in=na majaa=ba saari futa=tu. 
犬は猫を連れてきたと。  
majaa=ja in=ju hasamiriba=du   in=na maa=ju hasamiriba=du 
猫は犬をつかみ       犬は孫をつかみ  
maa=ja paa=ba hasami     paa=ja ubuza=ba hasami 
孫はおばあさんをつかみ     おばあさんはおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami 
おじいさんはだいこんをつかみ  
too baa aizu siiriba       sikara mazun nzahai=jo=tti izi wat=tara 
「さあ，自分が合図をしたら    力を一緒にだしなさいよ。」とおっしゃったら  
untokosjo dokkoisjo=tti izi    pikuta=nu=du pikimakijan. 
うんとこしょ，どっこいしょと言い   引いたけど，引けなかった。  
majaa=ja ujancu=ba saari futa=tu.   ujancoo=ja majaa=ju hasamiriba=du 
猫はネズミを連れてきたと。    ネズミは猫をつかみ  
majaa=ja in=ba hasamiriba=du   in=na maa=ju hasamiriba=du 
猫は犬をつかみ       犬は孫をつかみ  
maa=ja paa=ju hasami     paa=ja ubuza=ba hasami 
孫はおばあさんをつかみ     おばあさんがおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami watta=tu 
おじいさんがだいこんをつかみなさったと。  
too baa aizu siiriba 
「さあ，私が合図をしたら，  
mazun sikara nzasi=turi ganbari taboori=ti izi watta=tu. 
一緒に力を出しながらがんばってください」とおっしゃったと。  
untokosjo dokkoisjo=ti izi pikuta=nu=du pikimakijan.   
うんとこしょ，どっこいしょ，と言い，引いたけど引けなかった。  
ujancoo aar=ba saari futa=tu.    aara ujancu hasamiri=ba=du 
ネズミは蟻を連れてきたと。    蟻はネズミをつかんで  
ujancoo=ja maja hasamiriba=du   majaa=ja in hasamiriba=du 
ネズミは猫をつかんで      猫は犬をつかんで  
in=na paa=ju hasamiriba=du    paa=ja ubuza=ba hasami 
犬はおばあさんをつかんで     おばあさんはおじいさんをつかんで  
ubuzaa=ja   baa aizu siika mazun sikara nzasi taboori=ti izi watta=tu. 
おじいさんは   「私が合図したら，一緒に力を出してください。」とおっしゃったと。 
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amahaaru amahaaru daikuni=he nari=jo. 
甘い甘いだいこんになれよ。  
uboobina uboobina daikuni=he nari=jo. 
大きな大きなだいこんになれよ。  
amahaaru ganzuu aa munu=nu uboobina daikuni=nu dekiri tabooreta=tu. 
甘いりっぱな      大きなだいこんができました。  
ubuzaa=ja daikuni=ju tanka=si nuun=ti   sita=nu=du  nooruntan. 
おじいさんはだいこんを一人で抜こうと   したけど    抜けなかった。  
ubuzaa=ja paa=ba saari waari 
おじいさんはおばあさんを連れていらして  
paa baa aizu siika sikara nzahai=jo=tti izi       izi watta=tu. 
「おばあさん。私が合図したら力をだしなさいよ。」と言って   言いなさったと。  
paa=ja ubuza=ju hasamiriba=du   ubuzaa=ja daikuni=ba hasami  
おばあさんがおじいさんをつかんで   おじいさんがだいこんをつかみ  
untokosjo dokkoisjo=tti izi    sikara=ba nzasi 
うんとこしょ，どっこいしょ，と言い  力を出して  
daikuni=ju nuutta=nu=du noorunta=tu. 
だいこんを抜いたけど抜けなかった。  
paa=ja maa=ba saari waareta=tu. 
おばあさんは孫を連れていらっしゃった。  
maa=ja paa=bu hasamiriba=du   paa=ja ubuza=ju hasami 
孫はおばあさんをつかみ     おばあさんはおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami 
おじいさんはだいこんをつかんで  
baa aizu siika   sikara nzahai=jo=tti izi ubuza izi watta=tu. 
「私が合図したら   力をだしなさいよ。」って言い，おじいさんはおっしゃったと。  
untokosjo dokkoisjo=tti micaan=si pikuta=nu=du 
うんとこしょ，どっこいしょ，と，三人で引いたけど  
pikimaki sitta=tu. 
引けなかったと。  
maa=ja in=ba saari futa=tu.    in=na maa=ju hasamiriba=du  
孫は犬を連れてきたと。     犬が孫をつかんで  
maa=ja paa=ju hasamiriba=du   paa=ja ubuza=ba hasami 
まごがおばあさんをつかんで    おばあさんがおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami 
おじいさんはだいこんをつかんで  
ubuzaa=du baa aizu sika     mazun sikara nzahai=jo=tti izi watta=tu. 
おじいさんは「自分が合図したら   一緒に力をだしなさい。」とおっしゃったと。  
untokosjo dokkoisjo=tti izi    pikuta=nu=du pikarunta=tu. 
うんとこしょ，どっこいしょ，と言い  引いたけど，引けなかったと。  
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maa=ja in=ba saari futa=tu.    in=na maa=ju hasamiriba=du 
孫は犬を連れてきたと。     犬が孫をつかんで，  
maa=ja paa=ba hasamiriba=du   paa=ja ubuza=ba hasami 
孫がおばあさんをつかんで     おばあさんがおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami   jutaar=si sitta=nu=du pikimaki waareta=tu. 
おじいさんはだいこんをつかみ    四人でしたけど，引けなかったと。  
in=na majaa=ba saari futa=tu. 
犬は猫を連れてきたと。  
majaa=ja in=ju hasamiriba=du   in=na maa=ju hasamiriba=du 
猫は犬をつかみ       犬は孫をつかみ  
maa=ja paa=ba hasami     paa=ja ubuza=ba hasami 
孫はおばあさんをつかみ     おばあさんはおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami 
おじいさんはだいこんをつかみ  
too baa aizu siiriba       sikara mazun nzahai=jo=tti izi wat=tara 
「さあ，自分が合図をしたら    力を一緒にだしなさいよ。」とおっしゃったら  
untokosjo dokkoisjo=tti izi    pikuta=nu=du pikimakijan. 
うんとこしょ，どっこいしょと言い   引いたけど，引けなかった。  
majaa=ja ujancu=ba saari futa=tu.   ujancoo=ja majaa=ju hasamiriba=du 
猫はネズミを連れてきたと。    ネズミは猫をつかみ  
majaa=ja in=ba hasamiriba=du   in=na maa=ju hasamiriba=du 
猫は犬をつかみ       犬は孫をつかみ  
maa=ja paa=ju hasami     paa=ja ubuza=ba hasami 
孫はおばあさんをつかみ     おばあさんがおじいさんをつかみ  
ubuzaa=ja daikuni=ba hasami watta=tu 
おじいさんがだいこんをつかみなさったと。  
too baa aizu siiriba 
「さあ，私が合図をしたら，  
mazun sikara nzasi=turi ganbari taboori=ti izi watta=tu. 
一緒に力を出しながらがんばってください」とおっしゃったと。  
untokosjo dokkoisjo=ti izi pikuta=nu=du pikimakijan.   
うんとこしょ，どっこいしょ，と言い，引いたけど引けなかった。  
ujancoo aar=ba saari futa=tu.    aara ujancu hasamiri=ba=du 
ネズミは蟻を連れてきたと。    蟻はネズミをつかんで  
ujancoo=ja maja hasamiriba=du   majaa=ja in hasamiriba=du 
ネズミは猫をつかんで      猫は犬をつかんで  
in=na paa=ju hasamiriba=du    paa=ja ubuza=ba hasami 
犬はおばあさんをつかんで     おばあさんはおじいさんをつかんで  
ubuzaa=ja   baa aizu siika mazun sikara nzasi taboori=ti izi watta=tu. 
おじいさんは   「私が合図したら，一緒に力を出してください。」とおっしゃったと。 

－ 169 －

沖縄県黒島方言の動詞・形容詞・談話



○○県（都）○○方言 

untokosjo dokkoisjo=tti izi    sikara=ba awasi piku kee=du pikari watta=tu. 
うんとこしょ，どっこいしょ，と言い  力を合わせて引くと，引けましたとさ。  
 

３．２． 保里方言の「大きなカブ」 

uboʔbi=nu daikuni. 
「大きなだいこん」  
ubuza  daikuni=nu tani=ju  maki watta=tu.    
おじいさんは  だいこんの種を   まきなさった。  
amahaaru amahaaru daikuni=he nari. 
甘い甘い     だいこんになれ。  
uboʔbi=nu uboʔbi=nu daikuni=he nari.    
大きな   大きな   だいこんになれ。  
amahaaru ganzuu aru ii daikuni=he nari taboori. 
甘いりっぱなだいこんになってください。  
daikunee miiri wattan.  
だいこんが  実りました。  
ubuza   daikuni=ju pikun=ti sii wattan. 
おじいさんは  だいこんを  引こうとしなさった。  
jooisjo jooisjo=tti izi pikutta=nu 
よいしょ，よいしょと言って引いたけど  
unu daikunee   pikaruntan. 
そのだいこんは   引けなかった。  
ubuza paa=ba jubi kii      paa=ja ubuza=ba hippari 
おじいさんは  おばあさんを呼んできて   おばあさんはおじいさんをひっぱり  
ubuza daikuni=ju hippari 
おじいさんはだいこんをひっぱり  
jooisjo jooisjo=ti pikuta=nu     ai sin daikunee 
よいしょ，よいしょって引いたけど    そうしてもだいこんは  
nooruntan.   paa=ja    maa=ba jubi kii 
抜けなかった。   おばあさんは    孫を呼んできて  
maa=ja paa=ba hippari       paa=ja ubuza=ba hippari=turi 
孫はおばあさんを引っぱり      おばあさんはおじいさんを引っぱりながら  
jooisjo jooisjo=tti izi hippata=nu 
よいしょ，よいしょって言って引っぱったけど  
maa ai sin   unu daikunee   pikaruntan. 
まだそうしても   そのだいこんは   引けなかった。  
maa=ja in=ba jubi kii in=na maa=ba hippari maa=ja paa=ba hippari=turi 
孫は犬を呼んできて  犬が孫を引っぱり   孫は   おばあさんを引っぱりながら  
paa=ja   ubuza=ba hippari=ti 
おばあさんは   おじいさんを引っぱって  
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ubuza daikuni=ju hippatta=nu    ai sin nooruntan. 
おじいさんはだいこんを引っぱったけど   そうしても抜けなかった。  
maja=ba jubi kii  majaa  in=ju hippari  in=na maa=ju hippari 
猫を呼んできて   猫は   犬を引っぱり   犬は孫を引っぱり  
maa=ja paa=ba hippari   ubuza   paa=ja ubuza=ba hippari 
孫はおばあさんを引っぱり   おじいさん   おばあさんはおじいさんを引っぱり  
ubuza daikuni=ju hippata=nu 
おじいさんはだいこんを引っぱったけど  
untokosjo dokkoisjo=tti izi     hippata=nu 
うんとこしょ，どっこいしょと言って   引っぱたけど  
ai sin  daikunee noorun…pikaruntan. 
そうしても  だいこんは引けなかった。  
ujancu=ba jubi kii=turi  ujancoo   maja=ba hippari  majaa in=ba hippari 
ネズミを呼んできて   ネズミは    猫を引っぱり    猫は犬を引っぱり  
in=na maa=ba hippari   maa=ja paa=ba hippari 
犬は孫を引っぱり    孫はおばあさんを引っぱり  
ubuza   paa=ja   paa=ja ubuza=ba hippari=ti 
おじいさん   おばあさんは   おばあさんはおじいさんを引っぱり  
ubuza    daikuni=ju hippata=nu   hippari=turi 
おじいさんは   だいこんを引っぱったけど   引っぱりながら  
jooisjo jooisjo=tti izi    hippari  ujancoo  an=ba jubi kii 
よいしょ，よいしょって言って   引っぱり  ネズミは  蟻を呼んできて  
an=na  ujancu=ba hippari  ujancoo  maja=ba hippari=ti 
蟻は   ネズミを引っぱり   ネズミは  猫を引っぱって  
in=ju hippari   hippari=ti  in=na maa=ba hippari=ti 
犬を引っぱって   引っぱって   犬は孫を引っぱって  
maa=ja paa=ba hippari=ti   paa=ja ubuza=ba hippari 
孫はおばあさんを引っぱって   おばあさんはおじいさんを引っぱり  
ubuza   daikuni=ju hippari 
おじいさんは   だいこんを引っぱり  
jooisjo jooisjo=tti hippari=ti 
よいしょ，よいしょって引っぱって  
joojaku unu daikunee pikarita=ju. 
ようやくそのだいこんは引かれましたよ。  
 

３．３． 仲本方言の「大きなカブ」 

ubu+daikuni=nu panasi 
大きな大根の話  
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untokosjo dokkoisjo=tti izi    sikara=ba awasi piku kee=du pikari watta=tu. 
うんとこしょ，どっこいしょ，と言い  力を合わせて引くと，引けましたとさ。  
 

３．２． 保里方言の「大きなカブ」 

uboʔbi=nu daikuni. 
「大きなだいこん」  
ubuza  daikuni=nu tani=ju  maki watta=tu.    
おじいさんは  だいこんの種を   まきなさった。  
amahaaru amahaaru daikuni=he nari. 
甘い甘い     だいこんになれ。  
uboʔbi=nu uboʔbi=nu daikuni=he nari.    
大きな   大きな   だいこんになれ。  
amahaaru ganzuu aru ii daikuni=he nari taboori. 
甘いりっぱなだいこんになってください。  
daikunee miiri wattan.  
だいこんが  実りました。  
ubuza   daikuni=ju pikun=ti sii wattan. 
おじいさんは  だいこんを  引こうとしなさった。  
jooisjo jooisjo=tti izi pikutta=nu 
よいしょ，よいしょと言って引いたけど  
unu daikunee   pikaruntan. 
そのだいこんは   引けなかった。  
ubuza paa=ba jubi kii      paa=ja ubuza=ba hippari 
おじいさんは  おばあさんを呼んできて   おばあさんはおじいさんをひっぱり  
ubuza daikuni=ju hippari 
おじいさんはだいこんをひっぱり  
jooisjo jooisjo=ti pikuta=nu     ai sin daikunee 
よいしょ，よいしょって引いたけど    そうしてもだいこんは  
nooruntan.   paa=ja    maa=ba jubi kii 
抜けなかった。   おばあさんは    孫を呼んできて  
maa=ja paa=ba hippari       paa=ja ubuza=ba hippari=turi 
孫はおばあさんを引っぱり      おばあさんはおじいさんを引っぱりながら  
jooisjo jooisjo=tti izi hippata=nu 
よいしょ，よいしょって言って引っぱったけど  
maa ai sin   unu daikunee   pikaruntan. 
まだそうしても   そのだいこんは   引けなかった。  
maa=ja in=ba jubi kii in=na maa=ba hippari maa=ja paa=ba hippari=turi 
孫は犬を呼んできて  犬が孫を引っぱり   孫は   おばあさんを引っぱりながら  
paa=ja   ubuza=ba hippari=ti 
おばあさんは   おじいさんを引っぱって  
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ubuza daikuni=ju hippatta=nu    ai sin nooruntan. 
おじいさんはだいこんを引っぱったけど   そうしても抜けなかった。  
maja=ba jubi kii  majaa  in=ju hippari  in=na maa=ju hippari 
猫を呼んできて   猫は   犬を引っぱり   犬は孫を引っぱり  
maa=ja paa=ba hippari   ubuza   paa=ja ubuza=ba hippari 
孫はおばあさんを引っぱり   おじいさん   おばあさんはおじいさんを引っぱり  
ubuza daikuni=ju hippata=nu 
おじいさんはだいこんを引っぱったけど  
untokosjo dokkoisjo=tti izi     hippata=nu 
うんとこしょ，どっこいしょと言って   引っぱたけど  
ai sin  daikunee noorun…pikaruntan. 
そうしても  だいこんは引けなかった。  
ujancu=ba jubi kii=turi  ujancoo   maja=ba hippari  majaa in=ba hippari 
ネズミを呼んできて   ネズミは    猫を引っぱり    猫は犬を引っぱり  
in=na maa=ba hippari   maa=ja paa=ba hippari 
犬は孫を引っぱり    孫はおばあさんを引っぱり  
ubuza   paa=ja   paa=ja ubuza=ba hippari=ti 
おじいさん   おばあさんは   おばあさんはおじいさんを引っぱり  
ubuza    daikuni=ju hippata=nu   hippari=turi 
おじいさんは   だいこんを引っぱったけど   引っぱりながら  
jooisjo jooisjo=tti izi    hippari  ujancoo  an=ba jubi kii 
よいしょ，よいしょって言って   引っぱり  ネズミは  蟻を呼んできて  
an=na  ujancu=ba hippari  ujancoo  maja=ba hippari=ti 
蟻は   ネズミを引っぱり   ネズミは  猫を引っぱって  
in=ju hippari   hippari=ti  in=na maa=ba hippari=ti 
犬を引っぱって   引っぱって   犬は孫を引っぱって  
maa=ja paa=ba hippari=ti   paa=ja ubuza=ba hippari 
孫はおばあさんを引っぱって   おばあさんはおじいさんを引っぱり  
ubuza   daikuni=ju hippari 
おじいさんは   だいこんを引っぱり  
jooisjo jooisjo=tti hippari=ti 
よいしょ，よいしょって引っぱって  
joojaku unu daikunee pikarita=ju. 
ようやくそのだいこんは引かれましたよ。  
 

３．３． 仲本方言の「大きなカブ」 

ubu+daikuni=nu panasi 
大きな大根の話  
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kjuu=nu waasiki=nu haijarura 
今日の天気がきれいですね  
ubuza kjuu=ja pataki=na gii 
おじいさんは今日は畑へ行き，  
daikuni=nu tani makuta 
大根の種を蒔いた。  
pataki=ba haisiti kuba 
畑を耕してこい  
tida=nu tiriti ami=nu=du fuu 
太陽が照って，雨が降る  
uri=si misan 
「これでいい」  
pataki=ba haisjeeriba 
「畑を耕したから  
daikuni=nu juu dikiru=pazi 
大根がよくできるはずだ」  
kundu=nu daikuni=ja pudubi=pazi 
「今度の大根は大きくなるはずだ」  
pisun=si=n pikarunun 
一人でも引かれない。  
uri=ja futan=si=man=du pikari=pazi 
これは二人で引かれるはず  
ubuza=ja paa=ba jurabi kii 
おじいさんはおばあさんを呼んできて  
futan=si=man pikun=ti siiru=nu=du pikarunun 
二人で引こうとしても引かれない  
paa=nu=du maa=ba jurabi kii mican=si=man 
おばあさんは孫を呼んできて三人で  
ijaasa ijaasa=ti piku=nu=du pikarunun 
いやーさ いやーさ と引くけど引かれない。  
pirumasi munu 
珍しいこと  
kundu=ja maa=nu=du in=ba saari kii 
今度は，孫が犬を連れてきて  
wan wan ijaasa 
わんわん いやーさ  
ubuza=tu paa=tu maa=tu in=si=n pikarunun 
おじいさんとおばあさんと孫と犬でも引かれない。 
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in=nu=du maja=ba saari kii 
犬は猫を連れてきて  
mjao mjao ijaasa ijaasa 
みゃおみゃお いやーさ いやーさ  
atu imeemi ariba 
あと少しだから  
maa pisusai sikara=ba nzasi mikka pikariru pazi 
もう一度力を出してみると引かれるはず  
maja=nu=du ujancju=ju saari kii 
猫はネズミを連れてきて  
cju cju cjuu 
ちゅちゅちゅー  
ujancju=nu=du maja=ju pikisikiruwara 
ネズミが猫を引っ張るよね  
maja=nu=du in=ju pikisikiruwara 
猫は犬を引っ張るよね  
in=nu=du maa=ju pikisikiruwara 
犬は孫を引っ張るよね  
maa=nu=du paa=ju pikisikiruwara 
孫はおばあさんを引っ張るよね  
paa=nu=du ubuza=ju pikisikiruwara 
おばあさんはおじいさんを引っ張るよね  
ijaasa ijaasa 
いやーさ いやーさ  
keera=si=man pinikkairu kee=na sikara=ba nzasi 
みんなではね返るくらいに力を出して  
pikiti=na=du pikaritando 
引くと引かれたよ  
narehendo 
できたよ  
uri=si=man junai=ja 
それで晩ご飯は  
ubu+daikuni=nu suu ba neesi 
大きな大根の汁を煮て  
keera=si=man nki maahattando 
みんなで食べて，おいしかったよ  
ubu+daikuni=nu panasi=ja uwari=dora 
大きな大根の話は終わりだよ  
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kjuu=nu waasiki=nu haijarura 
今日の天気がきれいですね  
ubuza kjuu=ja pataki=na gii 
おじいさんは今日は畑へ行き，  
daikuni=nu tani makuta 
大根の種を蒔いた。  
pataki=ba haisiti kuba 
畑を耕してこい  
tida=nu tiriti ami=nu=du fuu 
太陽が照って，雨が降る  
uri=si misan 
「これでいい」  
pataki=ba haisjeeriba 
「畑を耕したから  
daikuni=nu juu dikiru=pazi 
大根がよくできるはずだ」  
kundu=nu daikuni=ja pudubi=pazi 
「今度の大根は大きくなるはずだ」  
pisun=si=n pikarunun 
一人でも引かれない。  
uri=ja futan=si=man=du pikari=pazi 
これは二人で引かれるはず  
ubuza=ja paa=ba jurabi kii 
おじいさんはおばあさんを呼んできて  
futan=si=man pikun=ti siiru=nu=du pikarunun 
二人で引こうとしても引かれない  
paa=nu=du maa=ba jurabi kii mican=si=man 
おばあさんは孫を呼んできて三人で  
ijaasa ijaasa=ti piku=nu=du pikarunun 
いやーさ いやーさ と引くけど引かれない。  
pirumasi munu 
珍しいこと  
kundu=ja maa=nu=du in=ba saari kii 
今度は，孫が犬を連れてきて  
wan wan ijaasa 
わんわん いやーさ  
ubuza=tu paa=tu maa=tu in=si=n pikarunun 
おじいさんとおばあさんと孫と犬でも引かれない。 
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in=nu=du maja=ba saari kii 
犬は猫を連れてきて  
mjao mjao ijaasa ijaasa 
みゃおみゃお いやーさ いやーさ  
atu imeemi ariba 
あと少しだから  
maa pisusai sikara=ba nzasi mikka pikariru pazi 
もう一度力を出してみると引かれるはず  
maja=nu=du ujancju=ju saari kii 
猫はネズミを連れてきて  
cju cju cjuu 
ちゅちゅちゅー  
ujancju=nu=du maja=ju pikisikiruwara 
ネズミが猫を引っ張るよね  
maja=nu=du in=ju pikisikiruwara 
猫は犬を引っ張るよね  
in=nu=du maa=ju pikisikiruwara 
犬は孫を引っ張るよね  
maa=nu=du paa=ju pikisikiruwara 
孫はおばあさんを引っ張るよね  
paa=nu=du ubuza=ju pikisikiruwara 
おばあさんはおじいさんを引っ張るよね  
ijaasa ijaasa 
いやーさ いやーさ  
keera=si=man pinikkairu kee=na sikara=ba nzasi 
みんなではね返るくらいに力を出して  
pikiti=na=du pikaritando 
引くと引かれたよ  
narehendo 
できたよ  
uri=si=man junai=ja 
それで晩ご飯は  
ubu+daikuni=nu suu ba neesi 
大きな大根の汁を煮て  
keera=si=man nki maahattando 
みんなで食べて，おいしかったよ  
ubu+daikuni=nu panasi=ja uwari=dora 
大きな大根の話は終わりだよ  
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３．４． 各方言による「大きなカブ」に見られる違い 

 本節では，各方言の「大きなカブ」に見られた違いについて述べる。しかしその前に確

認のため述べておくが，これらはすべてどの集落においても通じる。相互理解が不可能な

ほどの違いがあるわけではない。  
 まず，声門閉鎖音を伴う形容詞語根重複形があげられる。これは保里方言の「大きなカ

ブ」にのみあらわれた。この声門閉鎖音を伴う形容詞語根重複形は，zoʔsso「白々」や voʔffo
「黒々」などにも観察される。この声門閉鎖音が含まれたかたちは他の方言では今回の「大

きなカブ」では観察されなかった。東筋方言においてはこの変異は普段の会話では聞かれ

ない。ただ，この言い方に違和感があるかというとそうではないようである。  
 2 点目として挙げられるのは，「呼ぶ」という動詞の違いである。保里方言では jubu で

あるのに対し，仲本方言では jurabu である。東筋方言の今回の資料にはこの語が出てきて

いないが，jurabu である。このように小さな島内でも語根レベルで違いがあることがわか

る。  
 3 点目として挙げられるのは，「ネズミ」の語形である。東筋方言と保里方言が ujancu
であるのに対し，仲本方言は ujancju である。このような差があることは実は島内ではよく

知られている。ただ，ujancu と ujancju という語形がある，ということは知られているが，

どこの集落がどの語形を使っているか，という細かい点までは知られていない。仲本の方

言と保里の方言は似ている，と言われているが，このような差が出たことは興味深い。  
 
４． 挨拶などの表現 

 今回は，保里集落での談話を収録した。A が男性，B が女性である。昔，どのような挨

拶の会話がなされていたかを，保里集落内を中心にして再現してもらった。  
 

１ 道で会ったときの挨拶 

B:（道であったときに）  maa=ha=du  pariba=ja? 
（道であったときに）  どこへいくのか？  

A: kjuu=ja umi=hee=doo. 
 今日は海へいくよ。  

（「tairjoo=ba sii waariba=kaa.と言いなさい」と指示。）  
（「大漁をしてくださいね。」）  

B: nigai sukuba=ka=mee tairjoo=ba sii waariba. 
願わくば，大漁をしてください。  

A: nn. 
 うん。   
B: tairjoo=ba sii waaka mata atu=hara furu=wa.  izu hajaa=taana furu=wa. 

大漁したときには後から行くよ。     魚を買いに行くよ。  
A: nigai sikiri=jo. 

願っておけよ。  
 
 

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」 

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）」報告書 2017 年 3 月 

２ 夕方の挨拶  
A: tida=n irigata nari naanu=wa. 
  太陽が沈む頃になったね。  
B: tida=n irigata nari naaniba mee 

太陽も沈む頃になったから  
jui suu=ba=du nariba mee bana｛para./ pari=du sii=doo｝ . 
夕飯をしないといけないから，私は帰るよ。  

 
３ 買い物に行ったあとの話  
B: macija geeta=nu nuu=nu unu maaha munu=nu attara  
  お店にいったけど , 何かあの，美味しいものがあったから  

banu=n haiken=doo. 
 私も買ってきたよ。  
A: namasee naantanu? 

さしみはなかったの？  
B: namasee naanta=saa. 

さしみはなかったよ。  
A: misaadaa=ka mee. 

いいよ。  
 
４ 結婚が決まったときの挨拶  
A: zinan=nu ii psu=ba atari=turi  unu   furu zjuunigaci songaci mai=nin=na 
  次男がいい人にあたって   あの   くる12 月，正月前に  

siki=n aguba=ti umui bee=waja.  
式挙げようと思っているよ。  

B: ii kutu=ti=du umi bee=doo.   banta=n annai=ja sii taboori=joo=ra. 
おめでたいことって思いますよ。  私たちに案内をしてくださいね。  

A: uree mee siirun=te umui=du buu.  unu tuki=ja mata keera=siman   
それは，しようと思っているよ。  そのときは，またみなさんで  
jurukubi=turi mata  teenai=ba si taboori=tturi  ii joi simasimi taboori=joo.   
喜んで，また    お手伝いをして     お祝いをすまさせてください。 

B: bante=nu sakusi=nin=nun mada joi=ja suuna beeriba  ajahari taboorasi waari=joo=raa. 
我が家の長男もまだ結婚をしていないので    あやからせてください。  

 
５ 魚を捕って帰ってきたときの話  
A: kjuu=ja tairjoo=doo.  
 今日は大漁だよ。  
B: hjaa. miri miran sikaa tairjoo=ja=waja.  maaha waa=turi=raa. 

まあ。見たことがない大漁だね。   おいしそうだね。  
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３．４． 各方言による「大きなカブ」に見られる違い 

 本節では，各方言の「大きなカブ」に見られた違いについて述べる。しかしその前に確

認のため述べておくが，これらはすべてどの集落においても通じる。相互理解が不可能な

ほどの違いがあるわけではない。  
 まず，声門閉鎖音を伴う形容詞語根重複形があげられる。これは保里方言の「大きなカ

ブ」にのみあらわれた。この声門閉鎖音を伴う形容詞語根重複形は，zoʔsso「白々」や voʔffo
「黒々」などにも観察される。この声門閉鎖音が含まれたかたちは他の方言では今回の「大

きなカブ」では観察されなかった。東筋方言においてはこの変異は普段の会話では聞かれ

ない。ただ，この言い方に違和感があるかというとそうではないようである。  
 2 点目として挙げられるのは，「呼ぶ」という動詞の違いである。保里方言では jubu で

あるのに対し，仲本方言では jurabu である。東筋方言の今回の資料にはこの語が出てきて

いないが，jurabu である。このように小さな島内でも語根レベルで違いがあることがわか

る。  
 3 点目として挙げられるのは，「ネズミ」の語形である。東筋方言と保里方言が ujancu
であるのに対し，仲本方言は ujancju である。このような差があることは実は島内ではよく

知られている。ただ，ujancu と ujancju という語形がある，ということは知られているが，

どこの集落がどの語形を使っているか，という細かい点までは知られていない。仲本の方

言と保里の方言は似ている，と言われているが，このような差が出たことは興味深い。  
 
４． 挨拶などの表現 

 今回は，保里集落での談話を収録した。A が男性，B が女性である。昔，どのような挨

拶の会話がなされていたかを，保里集落内を中心にして再現してもらった。  
 

１ 道で会ったときの挨拶 

B:（道であったときに）  maa=ha=du  pariba=ja? 
（道であったときに）  どこへいくのか？  

A: kjuu=ja umi=hee=doo. 
 今日は海へいくよ。  

（「tairjoo=ba sii waariba=kaa.と言いなさい」と指示。）  
（「大漁をしてくださいね。」）  

B: nigai sukuba=ka=mee tairjoo=ba sii waariba. 
願わくば，大漁をしてください。  

A: nn. 
 うん。   
B: tairjoo=ba sii waaka mata atu=hara furu=wa.  izu hajaa=taana furu=wa. 

大漁したときには後から行くよ。     魚を買いに行くよ。  
A: nigai sikiri=jo. 

願っておけよ。  
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２ 夕方の挨拶  
A: tida=n irigata nari naanu=wa. 
  太陽が沈む頃になったね。  
B: tida=n irigata nari naaniba mee 

太陽も沈む頃になったから  
jui suu=ba=du nariba mee bana｛para./ pari=du sii=doo｝ . 
夕飯をしないといけないから，私は帰るよ。  

 
３ 買い物に行ったあとの話  
B: macija geeta=nu nuu=nu unu maaha munu=nu attara  
  お店にいったけど , 何かあの，美味しいものがあったから  

banu=n haiken=doo. 
 私も買ってきたよ。  
A: namasee naantanu? 

さしみはなかったの？  
B: namasee naanta=saa. 

さしみはなかったよ。  
A: misaadaa=ka mee. 

いいよ。  
 
４ 結婚が決まったときの挨拶  
A: zinan=nu ii psu=ba atari=turi  unu   furu zjuunigaci songaci mai=nin=na 
  次男がいい人にあたって   あの   くる12 月，正月前に  

siki=n aguba=ti umui bee=waja.  
式挙げようと思っているよ。  

B: ii kutu=ti=du umi bee=doo.   banta=n annai=ja sii taboori=joo=ra. 
おめでたいことって思いますよ。  私たちに案内をしてくださいね。  

A: uree mee siirun=te umui=du buu.  unu tuki=ja mata keera=siman   
それは，しようと思っているよ。  そのときは，またみなさんで  
jurukubi=turi mata  teenai=ba si taboori=tturi  ii joi simasimi taboori=joo.   
喜んで，また    お手伝いをして     お祝いをすまさせてください。 

B: bante=nu sakusi=nin=nun mada joi=ja suuna beeriba  ajahari taboorasi waari=joo=raa. 
我が家の長男もまだ結婚をしていないので    あやからせてください。  

 
５ 魚を捕って帰ってきたときの話  
A: kjuu=ja tairjoo=doo.  
 今日は大漁だよ。  
B: hjaa. miri miran sikaa tairjoo=ja=waja.  maaha waa=turi=raa. 

まあ。見たことがない大漁だね。   おいしそうだね。  
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izu=naa azakee=turi=ra.  
魚はつぶぞろいで使い用のあるものだね。  

A: izu=nu jooran=kee paaku {sabaka/bazaa}naaka naranun.    abattiri=joo．  
魚が悪くなる（弱る）から早くこしらえないといけない。   急ぎなさい。  

B: koori mee turiki koori mizi=hee irirun?  
氷を取ってきて，氷を水へいれる？  

A: koori mizi=naa=jun  hari=ba iriri.    koori muti kuu. 
氷水にも     あれ（氷）をいれて。  氷を持ってこい。  
mata paaku bazai   reizooko=ho=n iru naaka naran=doo.  
また，早くさばいて   冷蔵庫にも入れないといけないよ。  
mata aasun=ha=n haasin=na pariba=du nariba. abattiri=joo. 
また東筋に売りに行ないといけない。   急げよ。  

B: kjuu=ja taa taa mun=nu ariba=ja?  
今日は誰々のものがあるのか？（誰の注文があるのか？）  

A: mi kibun juu kibun hara=n cjuumun=nu ari=du buu munu=nu  
三，四軒からも，注文があるので  
abattu naaka joorun=kee abattu naaka naranun=doo.  
急がないと弱るから急がないといけないよ。  

B: kjuu=jun acca=n ari=wara.  
今日も明日もあるよ。  
paaku paaku=ti umuttan=tin=ka  uree  izu=nu uraha=nu 
早く早くと思っても    これ  魚が多くて  
bazai moohorunu=waja. 
さばけないよ。  

A: bazau sindai reizooko=ju iri usiki=tti atu=hara  
処理したら冷蔵庫にいれておいて，あとから  
muti paraba misariba    manuma 
持っていかないといけないから   今は  
toriaezu mee paaku  izu bazau kutu. 
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〜18 年の話者を調査したところ、やはり鼻母音は見られなかった。同じ母音に挟まれた m
が脱落した語形は、単独形の場合は長母音として、短母音の語形と区別されていた。なお、

一モーラ名詞語幹に二モーラ以上の助詞が後接する場合、名詞語幹が長母音化するが、そ

の場合はアクセントでの区別が見られた（例  [jaːnantï「家に」、ja[ːnantï「山に」）。また、

異なる母音の間で m が脱落した場合、母音の融合が見られるものがあった。以下の表に語

例を示す。話者によって異なる語形が見られたものは（ ）に示している。また、長短およ

び母音の最小対となる語例について併記している。  
 

表  1 m 脱落語彙調査結果

 

2 動詞活用について 

 動詞の活用の予備調査結果に関して関して、特筆すべき二つの点を述べる。  
 一点目は、m 脱落と活用クラスの関係である。語幹末が*m に遡る動詞には、w 語幹と同

じ活用を示すもの（ajuN「編む」）、過去形のみでｗ語幹と異なるもの（ugajuN「拝む」）、

過去形・否定形で w 語幹と異なるもの（kajuN「食べる」）の三つのパターンが見られた。 
 二点目は k の喉頭化と語形変化の関係についてである。*ki に遡る音節は形態素中では

基本的に kˀi で現れるのに対し、k 語幹動詞の不定形（日本語の連用形と歴史的に対応）の

形態素境界では、ki で現れていた（例  iki「行き」、uki「置き」cf. ikˀi「息」、ukˀi「沖」）。

k 語幹動詞のその他の活用形では非喉頭化の k が現れるため、パラダイムの水平化の結果 k
が非喉頭化した（もしくは k の喉頭化が避けられた）ことが考えられる。  
 次頁の表に動詞活用の調査結果を示す。不定形は「〜しもしない（X=daka sïraN、X=n 
sïraN、X=ɲi sïraN）」の形で採取した。便宜的に活用のパターンを語末音ごとにラベリン

グし、語末音が同じでパターンが異なる場合は番号で区別している。「履く」と「閉める」、

「起きる」と「植える」、「探す」と「通る」のペアは、それぞれ前者にピッチの上昇、

後者に下降が見られ、アクセントが区別される。また、「替える」と「植える」の非過去

形がその他の活用形と異なり短母音で現れているが、これらはピッチの下降が見られ、ア

クセントと（閉音節での）母音長が相関している可能性がある。  

母

音  
意味  語形  

母

音  
意味  語形  

母

音
意味  語形  

aː 
浜  

pʰaː 

o 

腿  moː 

uː

爪  tsuː 
cf. pʰa「葉」 雲  kˀoː 詰めた  tsuːta 

山  
jaː 肝  kˀjoː 

夢  
jˀu: 

cf. ja「家」 島  ʃoː cf. jˀu「魚」

au 

雨  au 暇  pjoː 締めた  ʃuːta 
豆  mau 

uï 
(/uː) 

米  
ɸuï (/ɸuː) 

嫁  
juː 

亀  hau cf. ɸuː「今日」 cf. ju「湯」

瓶  hau 読め  juï (/juː）  褒めた  ɸuːta 
やめた  jauta 飲め  nuï (/nuː) 染めた  suːta 
覚めた  sauta 履け  kˀuï (/kˀuː) 褒めた  ɸuːta 
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表  2 動詞活用調査結果

  意味 否定 意志勧誘 命令 非過去 不定 過去 

b 
遊ぶ asïbaN asïbo asïbï asïbjuN asïbi asïda 
飛ぶ tubaN tubo tubï tubjuN tubi tuda 
頼む taNbaN taNbo taNbï taNbjuN taNbi taNda 

w1 
洗う arawaN arao arau arajuN arai arata 
思う oːwaN ―  oːu oːjuN o:i oːta 

w2 
会う awaN ao au ajuN ai auta 
編む awaN ao au ajuN ai auta 
買う hawaN hao hau hajuN hai hauta 

w3 
拝む ugawaN ugao ugau ugajuN ugai ugada 
歪む jugawaN ―  ―  jugajuN jugai jugada 

a 
食べる kaN kao kau kajuN kai kada 
痛む jaN ―  ―  jajuN jai jada 

uw1 
追う uwaN uo uï ujuN ui uta 
閉める kˀuwaN kˀuo kˀuï kˀujuN kˀui kˀuta 

uw2 
飲む nuwaN nuo nuï nujuN nui nuda 
履く kˀuwaN kˀuo kˀuï kˀujuN kˀui kˀuda 
喜ぶ jurukˀuwaN jurukˀuo jurukˀuï jurukˀujuN jurukˀui jurukˀuda 

t 
持つ mutaN muto mutï mutʃuN mutʃi muttʃa 
待つ mataN mato matï matʃuN matʃi mattʃa 

s 
干す půsaN půso půsï půʃuN půʃi půʃa 
隠す hakůsaN hakůso hakůsï hakůʃuN hakůʃi hakůʃa 
回す maːsaN maːso maːsï maːʃuN maːʃi maːʃa 

k1 

焼く jakaN jako jakï jakjuN jaki jaʃa 
置く ukaN uko ukï ukjuN uki uʃa 
掃く pokaN poko pokï pokjuN poki poʃa 
招く maNkaN maNko maNkï maNkjuN maNki maNʃa 

k2 

拭く půkaN půko půkï půkjuN půki půtʃa 
突く s ̥̈kaN s ̥̈ko s ̥̈kï s ̥̈kjuN s ̥̈ki s ̥̈ tʃa 
歩く akkaN akko akkï akkjuN akki attʃa 
解く půkkaN půkko půkkï půkkjuN půkki půttʃa 

ik1 
聞く ki̥kjaN ki̥kjo ki̥ki ki̥kjuN ki̥ki ki̥tʃa 
弾く pi̥kjaN pi̥kjo pi̥ki pi̥kjuN pi̥ki pi̥tʃa 

ik2 行く ikjaN ikjo iki ikjuN iki idʒa 

g1 
漕ぐ ɸugaN ɸugo ɸugï ɸugjuN ɸugi ɸudʒa 
泳ぐ oːgaN oːgo oːgï oːgjuN oːgi oːdʒa 

iNg 掴む miNgjaN miNgjo miNgi miNgjuN miNgi miNdʒa 
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文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

沖縄県伊平屋方言の名詞の格体系

平良尚人（人文社会科学研究科院生）・備瀬百合音（琉球大学法文学部学生）

．伊平屋村の概要

伊平屋村は、沖縄島本部半島の北方海上約 40 ㎞に位置し、伊平屋島・野甫島の二島からなる。

南には無人島である具志川島をはさんで伊是名島がある。集落は東海岸に立地し、北から田名、

前泊、我喜屋、島尻、野甫の五字が分布する。人口は 1,405 人、世帯数 575 世帯（平成 21 年時）。

田名、前泊、我喜屋、島尻の 4 つの集落をもつ伊平屋島は、沖縄県の有人島のなかでは最北に

位置する。島は北東‐南西方向にのびる細長い形で、長さ約 14 ㎞、最大幅約 3 ㎞、面積 20.66 ㎢。

島の骨格をなす山地・丘陵地は島軸にそって北東‐南西方向に並び、5 つほどの山塊にわかれて

いる。このため、島を洋上から眺望すると、複数の島々が連なる列島のように見える。山塊を構

成する主要地質は琉球石灰岩ではなく、中生代・古生代のチャートと中生代の砂岩頁岩互層であ

る。山塊間には比較的広い沖積低地が分布し、稲作を支える地形的基盤をなしてきた。島の北部

東海岸には俗に天の岩戸とも呼ばれるくまや洞窟がある。また、田名の北北東 1.5 ㎞にある念頭

平松(推定樹齢 200〜250 年のリュウキュウマツ)は国の天然記念物に指定されている。

野甫集落をもつ野甫島は、伊平屋島の南端・米崎の西方約 500ｍに位置し、面積 1.06 ㎢である。

島の形は台形で、伊平屋島とは異なり、琉球石灰岩からなる低平な島である。1979 年(昭和 54 年)

には、両島間に全長 680ｍの野甫大橋が架橋された。

本報告では 2016 年 9 月 3～6 日にかけて行った伊平屋島でのフィールドワークで得た用例から、

伊平屋島我喜屋集落で話される我喜屋方言の名詞の格について報告をおこなう。

今回我喜屋方言について、

昭和 8 年生まれ A.H さん（85）［生 我喜屋→長期移住歴ナシ］

昭和 12 年生まれ Y.H さん（80）［生 南洋→7 歳 我喜屋→16 歳 本島（浦添）→20 歳 我喜屋］

昭和 28 年生まれ K.T さん（63）［生 我喜屋→16 歳 那覇→約 5 年 大阪→30 代 我喜屋］

昭和 29 年生まれ N.H さん（63）［生 我喜屋→16 歳 那覇→神奈川→30 代 我喜屋］

の四名の方に面接調査をおこない教えていただいた。

格の意味の分類は、鈴木重幸 1972『日本語文法・形態論』に従っておこない、現代日本語の格

の意味とは異なるものがある場合は、名護市史編さん委員会 2006『名護市史本編・10 言語』の

「第 5 節 山原方言の名詞のはたらき」を参考に分類している。

．我喜屋方言の格形式と意味

格について鈴木 1972 では、「名詞が文や連語のなかで他の単語に対してとる事柄上の関係（素

材＝関係的な意味）のちがいをあらわす文法的なカテゴリーを格という1」と述べている。

我喜屋方言の格形式には次のものが確認できた。ハダカ格、ɡa 格、nu 格、ke 格、ni 格、ne:格、

he:格、kara 格、madi 格、tu 格、jakane 格、について以下に個々の形式ごとに意味を述べていく。

                                                       
1 鈴木重幸 1972:p.205
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「第 5 節 山原方言の名詞のはたらき」を参考に分類している。

．我喜屋方言の格形式と意味

格について鈴木 1972 では、「名詞が文や連語のなかで他の単語に対してとる事柄上の関係（素

材＝関係的な意味）のちがいをあらわす文法的なカテゴリーを格という1」と述べている。

我喜屋方言の格形式には次のものが確認できた。ハダカ格、ɡa 格、nu 格、ke 格、ni 格、ne:格、

he:格、kara 格、madi 格、tu 格、jakane 格、について以下に個々の形式ごとに意味を述べていく。

                                                       
1 鈴木重幸 1972:p.205
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表 1 我喜屋方言の形式と意味

形式 意味 用例

ハ

ダ

カ

格

動作や状態の持ち主
?ja: jakuba:=ke ike:.

おまえ 役場へ 行け。

対象
irana=ne: kusa: hare:.

鎌で 草 刈れ。

属性
wan kutsu ma:=ni ajo.

おれの 靴は どこに ある。

側面
taro:=ja mi: su:=tu  ju: ni:joŋ̩.
太郎は 目が お父さんと よく 似ている。

量
kin̩nu: mi:bai mi:ʧi        kwa:hon̩do:.
昨日 めばるを 三つ（匹） 釣っているよ。

動作や状態がなりた

つ時

amma:=ja aʧa: to:kjo:=ke: nʤe: musuko=ke: iʧantero:ja:.
母さんは 明日 東京へ   行って 息子に 会うんだよね。

うつりうごく場所
miʧi=nu mannaka atʧe: naranro:ja:.
道の まんなかを 歩いて いけないよ。

呼びかけ
ʤiro: unu ni: basutei=madi muʧe nʤe: turaçi:.
次郎、この 荷物 バス停まで 持って いって くれ。

ɡa

格

動作や状態の持ち主
?tamme:=ɡa wara=he:  ʤo:ri  anaŋ̩ .
おじいさんが 藁で 草履を 編んだ。

対象
taro:=ja sa:ta:andaɡi:=ɡa ʤo:ɡu:jatando:.

太郎は サーターアンダギーが 好きだったよ。

属性
kaʣuko=ɡa ja:=nu inʤa=ne:  u:ru=ɡa ɸusarijo:ndo:.

かずこの   家の 上に 布団が 干されているよ。

側面
hanako=ja ʧira=ɡa amma:ke ju: ni:joŋ̩.
花子は 顔が 母さんに  よく 似ている。

目的
amma:=ja  iʧiba=ke koimuʃi=ɡa iʤaŋ̩.

母さんは 市場へ 買物に 出かけた。

nu

格

属性
teruʃima=ja  i:nuka:=nu      miʤi=kara  ʦukurarin̩do:.
照島（酒）は   イーヌカー（河川名）の 水から   作られる。

動作や状態の持ち主
ami=nu ɸuinu ba:=ja saburo:=ja ja:=ne  maŋ̩ɡa=bike: juno:ŋ̩.

雨が  降る 時は 三郎は 家で 漫画ばかり 読んでいる。

ke

格

ゆくさき
amma:=ja  iʧiba=ke koi=ɡa   iʤaŋ̩.

母さんは 市場へ 買物に 行った。

あい手
taro:=ja uttu=ke kwa:ʃi wakije: turuʧaŋ̩.

太郎は 弟に お菓子を 分けて あげた。

くっつくところ
matsuri=nu hariɡami ko:minkan=nu kabi=ke hajo:taŋ̩.

祭の  貼り紙が 公民館の  壁に 貼ってあった。

対象
jurumiʧi=ja atʧi:ne habu=ke ʧu:ihaŋko: narando.
夜道は 歩くなら ハブに 注意しなさいよ。
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原因
ʤiro:=ja ami=ke nrije: ja:=ke ke:ʧaŋ̩.

次郎は  雨に 濡れて 家へ 帰ってきた。

ni

格

動作や状態がなりた

つ時

haʧiɡwaʧi:=ni ke:ʦuntedo:ja.
八月に 帰ってくるようだ。

動作や状態がなりた

つ場所

joʤi=madi basutei=ni maʧo:kido:ja.

四時まで  バス停で  待っておけよ。

ありか
wan kutsu ma:=ni ajo.
おれの 靴 どこに ある。

ne:

格

ありか
anu  jama=ne: inoʃiʃi=ɡa unro:ja.

あの 山に いのししが いるそうだ。

道具
ʤiro:=ɡa monosaʃi=ne saburo:  kuruʧaŋ̩.

次郎が ものさしで 三郎を 殴った。

手段
maʧi=ke=ja takuʃi:=ne inʤuʃiŋkan basu=ne inʤuʃiɡa  maʃi arani.

町には タクシーで 行くより バスで 行くのが良いんじゃないか。

材料
ʤiro:=ja kabi=ne koinobori ʦukutaŋ̩.

次郎は 紙で こいのぼり 作った。

量
to:kaʧi=ja ja:ɡuna mu:ru=ne ju:bei ɸundo:ja:.

米寿は 家族 みんなで お祝いを するんだよね。

動作や状態がなりた

つ場所

ami=nu ɸui=nu çi:=ja saburo:=ja  ja:=ne maŋ̩ɡa=bike: juno:ŋ̩.
雨が 降る 日には  三郎は  家で  漫画ばかり 読んでいる。

原因
ma:ɡa=ɡa  hanaʃiʧi=ne:   nu:jo:ŋ̩.

孫が 風邪で 寝ている。

動作や状態がなりた

つ時

ho:nen̩sai=nu tuʧi=ne: han̩ʃi=madi=n mo:taŋ̩.

豊年祭の 時に  ばあさんまでも 踊った。

he:

格

材料
ʤiro:=ja kabi=he koinobori ʦukutaŋ̩.

次郎は 紙で こいのぼりを 作った。

量
unu te:buru=ja m̩buhanu ju:tte=he: muʧe ikaja:. 
この テーブルは 重いから 四人で もって いこう。

動作や状態がなりた

つ場所

unu uwaɡi=ja jamatu:=he: nisenen=he: ko:tando:ja.

この 上着は  東京で 二千円で 買ったよね。

原因
me:=nu ʃu: mijaɡi=nu tamme:=ja bjo:ki=he: ma:ʧando:. 

先週 宮城の おじいさんは 病気で 死んだよ。

kara

格

とりはずすところ
ni:ke:=kara ɸuton mutʧe: ɸu:ja:.

二階から  布団を  持って こい。

あい手
ʤiro:=ja tam̩me:=kara jaɡamahan̩te muɡeraretaŋ̩.
次郎は   じいさんから   うるさいと 怒られた。

材料
saki=ja ɸumi=kara ʦukun̩do:.
酒は  米から   作るよ。

出発点
taro:=ja iʧi jamatu=kara ke:ʦunteɡa.
太郎は いつ 東京から 帰ってくるか。
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原因
ʤiro:=ja ami=ke nrije: ja:=ke ke:ʧaŋ̩.

次郎は  雨に 濡れて 家へ 帰ってきた。

ni

格

動作や状態がなりた

つ時

haʧiɡwaʧi:=ni ke:ʦuntedo:ja.
八月に 帰ってくるようだ。

動作や状態がなりた

つ場所

joʤi=madi basutei=ni maʧo:kido:ja.

四時まで  バス停で  待っておけよ。

ありか
wan kutsu ma:=ni ajo.
おれの 靴 どこに ある。

ne:

格

ありか
anu  jama=ne: inoʃiʃi=ɡa unro:ja.

あの 山に いのししが いるそうだ。

道具
ʤiro:=ɡa monosaʃi=ne saburo:  kuruʧaŋ̩.

次郎が ものさしで 三郎を 殴った。

手段
maʧi=ke=ja takuʃi:=ne inʤuʃiŋkan basu=ne inʤuʃiɡa  maʃi arani.

町には タクシーで 行くより バスで 行くのが良いんじゃないか。

材料
ʤiro:=ja kabi=ne koinobori ʦukutaŋ̩.

次郎は 紙で こいのぼり 作った。

量
to:kaʧi=ja ja:ɡuna mu:ru=ne ju:bei ɸundo:ja:.

米寿は 家族 みんなで お祝いを するんだよね。

動作や状態がなりた

つ場所

ami=nu ɸui=nu çi:=ja saburo:=ja  ja:=ne maŋ̩ɡa=bike: juno:ŋ̩.
雨が 降る 日には  三郎は  家で  漫画ばかり 読んでいる。

原因
ma:ɡa=ɡa  hanaʃiʧi=ne:   nu:jo:ŋ̩.

孫が 風邪で 寝ている。

動作や状態がなりた

つ時

ho:nen̩sai=nu tuʧi=ne: han̩ʃi=madi=n mo:taŋ̩.

豊年祭の 時に  ばあさんまでも 踊った。

he:

格

材料
ʤiro:=ja kabi=he koinobori ʦukutaŋ̩.

次郎は 紙で こいのぼりを 作った。

量
unu te:buru=ja m̩buhanu ju:tte=he: muʧe ikaja:. 
この テーブルは 重いから 四人で もって いこう。

動作や状態がなりた

つ場所

unu uwaɡi=ja jamatu:=he: nisenen=he: ko:tando:ja.

この 上着は  東京で 二千円で 買ったよね。

原因
me:=nu ʃu: mijaɡi=nu tamme:=ja bjo:ki=he: ma:ʧando:. 

先週 宮城の おじいさんは 病気で 死んだよ。

kara

格

とりはずすところ
ni:ke:=kara ɸuton mutʧe: ɸu:ja:.

二階から  布団を  持って こい。

あい手
ʤiro:=ja tam̩me:=kara jaɡamahan̩te muɡeraretaŋ̩.
次郎は   じいさんから   うるさいと 怒られた。

材料
saki=ja ɸumi=kara ʦukun̩do:.
酒は  米から   作るよ。

出発点
taro:=ja iʧi jamatu=kara ke:ʦunteɡa.
太郎は いつ 東京から 帰ってくるか。
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うつりうごく場所
tin=kara  maʃʃira:  tui=ɡa tuno:ndo:.

空を 真っ白な 鳥が 飛んでいる。

動作や状態がはじま

る時

tara:=ja  ɸuʤu:=kara  to:kjo:=ne=ru unro:ja:.

太郎は 去年から   東京に いるよね。

原因
tabaku=nu çi:=kara kaʤi=ke: najo:nro:.

煙草の  火から 火事に  なっているよ。

madi

格

到達点
ʤiro: unu ni: basutei=madi muʧe nʤe: turaçi:.
次郎 この 荷を バス停まで 持って 行って くれ。

動作や状態がおわる

時

ʤikaŋ=ɡa aitu ɡoʤi=madi terebi na:ni.
時間が あるから 五時まで テレビを 見ないか。

tu

格

仲間
ʤiro:=ja uttu=nu saburo:=tu o:taŋ̩.

次郎は 弟の 三郎と 喧嘩した。

状態があらわれるた

めに必要な対象

taro:=ja mi: su:=tu  ju: ni:joŋ̩.

太郎は 目が お父さんと   よく 似ている。

jakane

格
比較

jasaiandaɡi:=jakane saʃimi=ɡa=ru ma:hassa:.
野菜天ぷらより 刺身が 旨いよ。

． ハダカ格

名詞に格助辞がつかないハダカ格の形式がある。このハダカ格は名詞の基本的な格であり、格

助辞がくっつかないことが形式上の特徴である。我喜屋方言のハダカ格の名詞は、主語や独立語

や修飾語や状況語や補語としてはたらき、〈動作や状態の持ち主〉、〈対象〉、〈属性〉、〈側面〉、〈数

量〉、〈動作や状態がなりたつ時〉、〈うつりうごく空間〉、〈よびかけ〉、をあらわす。

動作や状態の持ち主

ハダカ格の人代名詞や現象名詞が主語としてはたらき、〈動作や状態の持ち主〉をあらわす。

1. ?ja: jakuba:=ke ike: .
おまえ  役場へ 行け。

2. ai nama=ja  ami  ɸundo:.
あ、今  雨  降るよ。

3. to:kaʧi=ja ja:ɡuna mu:ru=he ju:bei ɸundo:ja:.
米寿は 家族  みんなで  お祝いを するよね。

対象

ハダカ格の物名詞や人名詞が補語としてはたらき、述語になる動詞の〈対象〉をあらわす。

4. irana=ne: kusa: hare:.
鎌で 草を 刈れ。

5. wan̩=ja kin̩nu: ʃim̩bun̩ juman̩taŋ̩.

おれは 昨日 新聞を  読まなかった。 
6. ʤiro:=ɡa monosaʃi=ne  saburo:  kuruʧaŋ.

次郎が ものさしで 三郎を 殴った。

7. matsuri=nu hariɡami ko:minkan=nu kabi=ke hajo:taŋ̩.
祭の 張り紙が 公民館の 壁に 貼っていた。

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

〈能力の対象〉

8. ?ja:=ja unu ju:=nu na: wakaimi.
おまえは この 魚の 名前が 分かるか。

次の例も補語としてはたらくハダカ格の〈対象〉の例だが、上記のハダカ格の〈対象〉とは少

し異なり、現代日本語のを格ではなく、に格に相当する例だと思われる。

9. aʧa:  musuko iʧai=ɡa nʤunro:ja.
明日 息子に 会いに 行くよね。

10. uttu:=ja ɸuʤu ʧu:ɡaku=nu ʃin̩ʃin̩ nataŋ̩.
妹は 去年 中学の 先生に  なった。

11. hanako=ja kin̩nuː=kara     jam̩meː  kakajeː  nuːjoːŋ̩.
花子は  昨日から   病気に かかり 寝ている。

属性

ハダカ格の人代名詞や物名詞が連体修飾語としてはたらき、あとに続く名詞の〈属性〉をあら

わす。

12. wan  kutsu ma:=ni ajo.
おれの 靴 どこに ある。

側面

ハダカ格の名詞が主語にあらわされる人の部分などの〈側面〉をあらわす。

13. taro:=ja mi: su:=tu  ju: ni:joŋ̩.
太郎は 目が お父さんと よく 似ている。

量

ハダカ格の数量名詞や量をあらわす疑問詞が連用修飾語としてはたらき、〈量〉をあらわす。

14. kin̩nu: mi:bai mi:ʧi        kwa:hon̩do:.
昨日 めばるを 三つ（匹） 釣っているよ。

15. naɡo=kara naɸa=madinu unʧin=ja iʧa: kakaiɡaja.
名護から  那覇までの  運賃は いくら かかるかね。

動作や状態がなりたつ時

ハダカ格の時間名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ時〉をあらわす。

16. wan=ja ʧu: iʧunahaŋ̩.
おれは 今日  忙しい。

17. amma:=ja aʧa: to:kjo:=ke: nʤe: musuko=ke: iʧantero:ja:.
母さんは 明日 東京へ  行って 息子に 会うんだよね。

18. uttu:=ja ɸuʤu ʧu:ɡaku=nu ʃin̩ʃin̩=ke nataŋ̩.
妹は  去年 中学の 先生に  なった。

うつりうごく空間

ハダカ格の空間名詞が状況語としてはたらき、述語の移動動詞の動作がおこなわれる〈うつり

うごく空間〉をあらわす。

19. miʧi=nu mannaka atʧe: naranro:ja:.
道の まんなかを 歩いて いけないよ。

20. aʧa:=nu namaʤibun wata: ware:=ja jama=nu naka atʧo:saja:.
明日の  今頃 うちの 子は  山の 中を 歩いているね。
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〈能力の対象〉

8. ?ja:=ja unu ju:=nu na: wakaimi.
おまえは この 魚の 名前が 分かるか。

次の例も補語としてはたらくハダカ格の〈対象〉の例だが、上記のハダカ格の〈対象〉とは少

し異なり、現代日本語のを格ではなく、に格に相当する例だと思われる。

9. aʧa:  musuko iʧai=ɡa nʤunro:ja.
明日 息子に 会いに 行くよね。

10. uttu:=ja ɸuʤu ʧu:ɡaku=nu ʃin̩ʃin̩ nataŋ̩.
妹は 去年 中学の 先生に  なった。

11. hanako=ja kin̩nuː=kara     jam̩meː  kakajeː  nuːjoːŋ̩.
花子は  昨日から   病気に かかり 寝ている。

属性

ハダカ格の人代名詞や物名詞が連体修飾語としてはたらき、あとに続く名詞の〈属性〉をあら

わす。

12. wan  kutsu ma:=ni ajo.
おれの 靴 どこに ある。

側面

ハダカ格の名詞が主語にあらわされる人の部分などの〈側面〉をあらわす。

13. taro:=ja mi: su:=tu  ju: ni:joŋ̩.
太郎は 目が お父さんと よく 似ている。

量

ハダカ格の数量名詞や量をあらわす疑問詞が連用修飾語としてはたらき、〈量〉をあらわす。

14. kin̩nu: mi:bai mi:ʧi        kwa:hon̩do:.
昨日 めばるを 三つ（匹） 釣っているよ。

15. naɡo=kara naɸa=madinu unʧin=ja iʧa: kakaiɡaja.
名護から  那覇までの  運賃は いくら かかるかね。

動作や状態がなりたつ時

ハダカ格の時間名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ時〉をあらわす。

16. wan=ja ʧu: iʧunahaŋ̩.
おれは 今日  忙しい。

17. amma:=ja aʧa: to:kjo:=ke: nʤe: musuko=ke: iʧantero:ja:.
母さんは 明日 東京へ  行って 息子に 会うんだよね。

18. uttu:=ja ɸuʤu ʧu:ɡaku=nu ʃin̩ʃin̩=ke nataŋ̩.
妹は  去年 中学の 先生に  なった。

うつりうごく空間

ハダカ格の空間名詞が状況語としてはたらき、述語の移動動詞の動作がおこなわれる〈うつり

うごく空間〉をあらわす。

19. miʧi=nu mannaka atʧe: naranro:ja:.
道の まんなかを 歩いて いけないよ。

20. aʧa:=nu namaʤibun wata: ware:=ja jama=nu naka atʧo:saja:.
明日の  今頃 うちの 子は  山の 中を 歩いているね。

－ 185 －

沖縄県伊平屋方言の名詞の格体系
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（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

呼びかけ

ハダカ格の人名詞（固有名詞）が独立語としてはたらき、きき手への〈呼びかけ〉をあらわす。

21. ʤiro: unu ni: basutei=madi muʧe nʤe: turaçi:.
次郎、この 荷物 バス停まで 持って いって くれ。

22. hariro: u:mi mi:=ɡa ikani: hamaro:.
晴れたら 海を 見に 行こうか ハマロー（人名）。

・述語の要素

ハダカ格の名詞と huŋ̩（する）などの単語とがくみあわさって述語としてはたらくとき、ハダカ

格の名詞は連語述語の要素となる。

23. to:kaʧi=ja ja:ɡuna mu:ru=ne ju:bei ɸundo:ja:. 
米寿は 家族 みんなで お祝い するんだよね。

．ɡ 格

我喜屋方言の ɡa 格の名詞は、主語や修飾語や状況語としてはたらき、〈動作や状態の持ち主〉、

〈対象〉、〈属性〉、〈側面〉、〈目的〉をあらわす。

動作や状態の持ち主

ɡa 格の名詞が主語としてはたらく場合は、〈動作や状態の持ち主〉をあらわす。主語になれる名

詞は、人名詞や物名詞や現象名詞など様々である。

24. ?tamme:=ɡa wara=he:  ʤo:ri  anaŋ̩.
おじいさんが 藁で 草履を 編んだ。

25. i: jakuba=ke waŋ=ɡa iʧusa.
うん、 役場へ  おれが  行く。

26. ko:ʧo:ʃinʃiŋ=ɡa  basu=kara urie  ʧaŋ̩.
校長先生が  バスから 降りて きた。

27. ʤikaŋ=ɡa aitu ɡoʤi=madi terebi na:ni.
時間が あるから ５時まで テレビを 見ないか。

28. a: ami=ɡa ɸue  ʧaŋ̩.
あ、 雨が 降り きた。

29. wan=ja  saki=ɡa airo:ja  nu:=n ʃimuŋ̩.
俺は 酒が あれば なにも いらない。

対象

ɡa 格の物名詞などが補語としてはたらき、述語になる動詞の〈対象〉をあらわす。

（心が向かっていく対象）

30. taro:=ja sa:ta:andaɡi:=ɡa ʤo:ɡu: jatando:.
太郎は サーターアンダギーが 好きだったよ。

31. wan=ja irabuʧa:=nu saʃimi=ɡa:=du kamiʧahaŋ̩.
俺は イラブチャーの 刺身が 食いたい。

（能力の対象）

32. hanako=ja iŋ̩kaʃi=kara san̩ʃiŋ̩=ɡa çiʧiɸuŋ.
花子は 昔から 三線が 弾ける。

33. taro:=ja  je:ɡo=nu ʃimuʧi=ɡa jumiɸuŋ̩.
太郎は 英語の 本が 読める。

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

属性

ɡa 格の人名詞や人代名詞が連体修飾語としてはたらき、あとに続く名詞の〈属性〉をあらわす。

34. kaʣuko=ɡa ja:=nu inʤa=ne:  u:ru=ɡa ɸusarijo:ndo:.
かずこの   家の 上に 布団が 干されているよ。

35. unu kasa=ja waŋ=ɡa mun jasa.
その 傘は おれの  ものだよ。

36. ja:=ɡa bo:ʃi=ja di:ruɡa.
お前の  帽子は  どれだ。

側面

ɡa 格の名詞は動詞とくみあわさって連語述語をつくる。このばあい、ɡa 格の名詞は主語のあら

わすものの部分やもちものなどの〈側面〉をあらわす。

37. hanako=ja ʧira=ɡa amma:ke ju: ni:joŋ̩.
花子は 顔が 母さんに よく 似ている。

目的

ɡa 格の動作性名詞が状況語としてはたらき、述語のあらわす移動動作の〈目的〉をあらわす。

38. amma:=ja iʧiba=ke koimuʃi=ɡa iʤaŋ̩.
母さんは 市場へ 買物に 出かけた。

39. tam̩me:=ja ʃikama:=kara jama=ke kinoko: tui=ɡa n̩ʤaŋ̩.
じいさんは 早朝から 山へ きのこを 取りに 行った。

40. hariro: u:mi mi:=ɡa ikani: hamaro.
晴れたら 海を 見に 行こうよ ハマロー（名前）。

． 格

我喜屋方言の nu 格の名詞は、修飾語や主語としてはたらき、〈属性〉、〈動作や状態の持ち主〉

をあらわす。

属性

nu 格の名詞が連体修飾語としてはたらき、あとに続く名詞の〈属性〉をあらわす。

41. wan=ja irabuʧa:=nu saʃimi=ɡa=du maʃi jadu.
俺は  ぶだいの 刺身が    良い。

42. teruʃima=ja  i:nuka:=nu      miʤi=kara  ʦukurarin̩do:.
照島（酒）は   イーヌカー（河川名）の 水から   作られる。

43. ʤiro:=ja uttu=nu saburo:=tu o:taŋ̩.
次郎は  弟の 三郎と 喧嘩した。

44. ʤiro:=ke niwa=nu kusatui ʃimirani.
次郎に 庭の 草取り させよう。

45. unu ʃim̩bun̩=ja kin̩nu=nu ʃim̩bun̩ jaʃiɡa ʧu:numun̩=ja uriru jan̩do:.
その 新聞は 昨日の 新聞だが 今日のものは これだよ。

46. ho:nen̩sai=nu tuʧi=ne: han̩ʃi=madi=n mo:taŋ̩.
豊年祭の 時に ばあさんまでも 踊った。

動作や状態の持ち主

nu 格の名詞が主語としてはたらき〈動作や状態の持ち主〉をあらわす。現段階では主語になれ

る名詞は、現象名詞の例だけが確認できた。
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文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

属性

ɡa 格の人名詞や人代名詞が連体修飾語としてはたらき、あとに続く名詞の〈属性〉をあらわす。

34. kaʣuko=ɡa ja:=nu inʤa=ne:  u:ru=ɡa ɸusarijo:ndo:.
かずこの   家の 上に 布団が 干されているよ。

35. unu kasa=ja waŋ=ɡa mun jasa.
その 傘は おれの  ものだよ。

36. ja:=ɡa bo:ʃi=ja di:ruɡa.
お前の  帽子は  どれだ。

側面

ɡa 格の名詞は動詞とくみあわさって連語述語をつくる。このばあい、ɡa 格の名詞は主語のあら

わすものの部分やもちものなどの〈側面〉をあらわす。

37. hanako=ja ʧira=ɡa amma:ke ju: ni:joŋ̩.
花子は 顔が 母さんに よく 似ている。

目的

ɡa 格の動作性名詞が状況語としてはたらき、述語のあらわす移動動作の〈目的〉をあらわす。

38. amma:=ja iʧiba=ke koimuʃi=ɡa iʤaŋ̩.
母さんは 市場へ 買物に 出かけた。

39. tam̩me:=ja ʃikama:=kara jama=ke kinoko: tui=ɡa n̩ʤaŋ̩.
じいさんは 早朝から 山へ きのこを 取りに 行った。

40. hariro: u:mi mi:=ɡa ikani: hamaro.
晴れたら 海を 見に 行こうよ ハマロー（名前）。

． 格

我喜屋方言の nu 格の名詞は、修飾語や主語としてはたらき、〈属性〉、〈動作や状態の持ち主〉

をあらわす。

属性

nu 格の名詞が連体修飾語としてはたらき、あとに続く名詞の〈属性〉をあらわす。

41. wan=ja irabuʧa:=nu saʃimi=ɡa=du maʃi jadu.
俺は  ぶだいの 刺身が    良い。

42. teruʃima=ja  i:nuka:=nu      miʤi=kara  ʦukurarin̩do:.
照島（酒）は   イーヌカー（河川名）の 水から   作られる。

43. ʤiro:=ja uttu=nu saburo:=tu o:taŋ̩.
次郎は  弟の 三郎と 喧嘩した。

44. ʤiro:=ke niwa=nu kusatui ʃimirani.
次郎に 庭の 草取り させよう。

45. unu ʃim̩bun̩=ja kin̩nu=nu ʃim̩bun̩ jaʃiɡa ʧu:numun̩=ja uriru jan̩do:.
その 新聞は 昨日の 新聞だが 今日のものは これだよ。

46. ho:nen̩sai=nu tuʧi=ne: han̩ʃi=madi=n mo:taŋ̩.
豊年祭の 時に ばあさんまでも 踊った。

動作や状態の持ち主

nu 格の名詞が主語としてはたらき〈動作や状態の持ち主〉をあらわす。現段階では主語になれ

る名詞は、現象名詞の例だけが確認できた。
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（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

47. ami=nu ɸuinu ba:=ja saburo:=ja ja:=ne maŋ̩ɡa=bike: juno:ŋ̩.
雨が 降る 時は 三郎は 家で 漫画ばかり 読んでいる。

． 格

我喜屋方言の ke 格の名詞は、間接対象の補語と状況語としてはたらき、〈ゆくさき〉、〈あい手〉、

〈くっつくところ〉、〈対象〉、〈原因〉をあらわす。

ゆくさき

ke 格の場所名詞が間接対象の補語としてはたらき、移動動作の〈ゆくさき〉をあらわす。

48. amma:=ja  iʧiba=ke koi=ɡa   iʤaŋ̩.
母さんは 市場へ 買物に 行った。

49. ʤiro:=ja ami=ke nrije: ja:=ke ke:ʧaŋ̩.
次郎は 雨に    濡れて 家へ 帰ってきた。

あい手

ke 格の人名詞が間接対象の補語としてはたらき、動作の〈あい手〉をあらわす。

50. taro:=ja uttu=ke kwa:ʃi wakije: turuʧaŋ̩.
太郎は 弟に お菓子を 分けて あげた。

51. hanako=ja am̩ma:=ke me: kamaharitaŋ̩.
花子は 母さんに ごはんを 食べさせてもらった。

52. ʤiro:=ja ɡam̩barihe: tam̩me:=ke muɡeraritaŋ̩.
次郎は いたずらして じいさんに 叱られた。

53. ʤiro:=ke niwa=nu kusatui ʃimirani.
次郎に 庭の 草とりを させよう。

くっつくところ

ke 格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、くっつき動詞とくみあわさり、〈くっつくとこ

ろ〉をあらわす。

54. matsuri=nu hariɡami ko:minkan=nu kabi=ke hajo:taŋ̩.
祭の 貼り紙が 公民館の 壁に  貼ってあった。

55. ʤiro:=ɡa ke:bije:  ɸa:ja=ke ʧiburu uʦukitaŋ̩.
次郎が ころんで 柱に 頭を ぶつけた。

56. tamme:=ɡa ʧiburu=ke:  sa:ʤi maʧo:taŋ̩.
おじいさんが 頭に タオルを 巻いていた。

対象

ke 格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、心理的な態度をあらわす動詞とくみあわさり、

〈対象〉をあらわす。

〈態度の対象〉

57. jurumiʧi=ja atʧi:ne habu=ke ʧu:i haŋko: narando.
夜道は 歩くなら ハブに 注意しなさいよ。

58. bjo:in=ne: ware:=ɡa ʧu:ʃa=ke: ururuʧo:ŋ̩.
病院で こどもが 注射に 驚いている。

〈状態が現れるために必要な対象〉

59. hanako=ja ʧira=ɡa  amma:=ke mattaʧi ni:joŋ̩.
花子は  顔が 母さんに    よく 似ている。

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

原因

ke 格の現象名詞が状況語としてはたらき、動作や状態の〈原因〉をあらわす。

60. ʤiro:=ja ami=ke nrije: ja:=ke ke:ʧaŋ̩.
次郎は  雨に   濡れて 家へ 帰ってきた。

・述語の要素

ke 格の名詞が naŋ（なる）とくみあわさって、述語としてはたらくとき、連語述語の要素となる

例も確認できた。

61. uttu:=ja ɸuʤu ʧu:ɡaku=nu ʃin̩ʃin̩=ke nataŋ̩.
妹は 去年 中学の 先生に  なった。

62. tabaku=nu çi:=kara kaʤi=ke: najo:nro:.
煙草の 火から 火事に    なっている。

． 格

我喜屋方言の ni 格の名詞は、状況語や間接対象の補語としてはたらき、〈動作や状態がなりた

つ時〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈ありか〉をあらわす。

動作や状態がなりたつ時

ni 格の時間名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ時〉をあらわす。

63. haʧiɡwaʧi:=ni ke:ʦuntedo:ja.
八月に 帰ってくるようだ。

64. iʧiniʧi=ni  mike:=ʃika harantedo:ja:.
（バスは）一日に 三本しか 走らないよね。

動作や状態がなりたつ場所

ni 格の場所名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ場所〉をあらわす。

65. joʤi=madi basutei=ni maʧo:kido:ja.
四時まで バス停で 待っておけよ。

ありか

ni 格の場所名詞が間接対象の補語としてはたらき、物の〈ありか〉をあらわす。現段階では、

疑問詞の例しか確認できていない。また、この用例は現代日本語の影響があるとも考えることが

できる。

66. wan kutsu ma:=ni ajo.
おれの 靴 どこに ある。

． 格

我喜屋方言の ne:格の名詞は、間接対象の補語や状況語や連用修飾語としてはたらき、〈ありか〉、

〈道具〉、〈手段〉、〈材料〉、〈量〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈原因〉、〈動作や状態がなりた

つ時〉をあらわす。

〈材料〉、〈量〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈原因〉の意味は、後述する he:格でもあらわす

ことができるが、ne:格は 60 代の話者がこれらの意味をあらわすときに使用する傾向がある。

ありか

ne:格の場所名詞が間接対象の補語としてはたらき、人や物の〈ありか〉をあらわす。

67. anu  jama=ne: inoʃiʃi=ɡa unro:ja.
あの 山に いのししが いるそうだ。

68. waŋ=ɡa kutsu=ja da:=ne ajo.
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原因

ke 格の現象名詞が状況語としてはたらき、動作や状態の〈原因〉をあらわす。

60. ʤiro:=ja ami=ke nrije: ja:=ke ke:ʧaŋ̩.
次郎は  雨に   濡れて 家へ 帰ってきた。

・述語の要素

ke 格の名詞が naŋ（なる）とくみあわさって、述語としてはたらくとき、連語述語の要素となる

例も確認できた。

61. uttu:=ja ɸuʤu ʧu:ɡaku=nu ʃin̩ʃin̩=ke nataŋ̩.
妹は 去年 中学の 先生に  なった。

62. tabaku=nu çi:=kara kaʤi=ke: najo:nro:.
煙草の 火から 火事に    なっている。

． 格

我喜屋方言の ni 格の名詞は、状況語や間接対象の補語としてはたらき、〈動作や状態がなりた

つ時〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈ありか〉をあらわす。

動作や状態がなりたつ時

ni 格の時間名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ時〉をあらわす。

63. haʧiɡwaʧi:=ni ke:ʦuntedo:ja.
八月に 帰ってくるようだ。

64. iʧiniʧi=ni  mike:=ʃika harantedo:ja:.
（バスは）一日に 三本しか 走らないよね。

動作や状態がなりたつ場所

ni 格の場所名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ場所〉をあらわす。

65. joʤi=madi basutei=ni maʧo:kido:ja.
四時まで バス停で 待っておけよ。

ありか

ni 格の場所名詞が間接対象の補語としてはたらき、物の〈ありか〉をあらわす。現段階では、

疑問詞の例しか確認できていない。また、この用例は現代日本語の影響があるとも考えることが

できる。

66. wan kutsu ma:=ni ajo.
おれの 靴 どこに ある。

． 格

我喜屋方言の ne:格の名詞は、間接対象の補語や状況語や連用修飾語としてはたらき、〈ありか〉、

〈道具〉、〈手段〉、〈材料〉、〈量〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈原因〉、〈動作や状態がなりた

つ時〉をあらわす。

〈材料〉、〈量〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈原因〉の意味は、後述する he:格でもあらわす

ことができるが、ne:格は 60 代の話者がこれらの意味をあらわすときに使用する傾向がある。

ありか

ne:格の場所名詞が間接対象の補語としてはたらき、人や物の〈ありか〉をあらわす。

67. anu  jama=ne: inoʃiʃi=ɡa unro:ja.
あの 山に いのししが いるそうだ。

68. waŋ=ɡa kutsu=ja da:=ne ajo.
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（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

おれの 靴は どこに ある。

69. tara:=ja ɸuʤu:=kara jamatu:=ne=ru unro:ja:.
太郎は 去年から 東京に いるそうだ。

道具

ne:格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、動作にもちいる〈道具〉をあらわす。

70. ʤiro:=ɡa monosaʃi=ne saburo:  kuruʧaŋ̩.
次郎が ものさしで 三郎を 殴った。

手段

ne:格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、移動のための〈手段〉をあらわす。

71. maʧi=ke=ja takuʃi:=ne inʤuʃi=ŋkan basu=ne inʤuʃiɡa  maʃi arani.
町には タクシーで 行くより バスで 行くのが 良いんじゃないか。

材料

ne:格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、生産活動の〈材料〉をあらわす 。
72. ʤiro:=ja kabi=ne koinobori ʦukutaŋ̩.

次郎は 紙で こいのぼりを 作った。

73. su:=ɡa ki:=ne: ʦukue ʦukuje: turaʧaŋ̩.
お父さんが 木で 机を 作って くれた。

74. ?tamme:=ɡa  wara=ne: ʤo:ri ano:ŋ̩.
おじいさんが 藁で  草履を 編んでいる。

量

ne:格の名詞が連用修飾語としてはたらき、〈量〉をあらわす。

75. to:kaʧi=ja ja:ɡuna mu:ru=ne ju:bei ɸundo:ja:.
米寿は 家族 みんなで お祝いを するんだよね。

動作や状態がなりたつ場所

ne:格の場所名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ場所〉をあらわす。

76. ami=nu ɸui=nu çi:=ja saburo:=ja  ja:=ne maŋ̩ɡa=bike: juno:ŋ̩.
雨が 降る 日には 三郎は 家で 漫画ばかり 読んでいる。

77. harita:=nu çi:=ja saburo:=ja u:mi=ne ju: kwa:hoŋ̩.
晴れた 日には 三郎は 海で 釣りをするよ。

78. han̩ʃi:=ja niban̩ʤa:=ne terebi nooŋ̩.
ばあさんは 二番座で テレビを 見ている。

79. miʧi=ne ʃo:ɡakko:=nu ko:ʧoʃinʃiŋ=ke iʧataŋ̩.
道で 小学校の 校長先生に 会った。

原因

ne:格の現象名詞が状況語としてはたらき、動作や状態の〈原因〉をあらわす。

80. ma:ɡa=ɡa hanaʃiʧi=ne: nu:jo:ŋ̩.
孫が 風邪で 寝ている。

81. me:=nu ʃu: mijaɡi=nu tamme:=ja bjo:ki=ne: ma:ʧando:.
先週  宮城の おじいさんは 病気で 死んだよ。

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

動作や状態がなりたつ時

ne:格の時間名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ時〉をあらわす。

82. ho:nen̩sai=nu tuʧi=ne: han̩ʃi=madi=n mo:taŋ̩.
豊年祭の 時に   ばあさんまでも 踊った。

． 格

我喜屋方言の he:格の名詞は、間接対象の補語や状況語や連用修飾語としてはたらき、〈材料〉、

〈量〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈原因〉をあらわす。he:格は動詞 huŋ（する）の中止形か

ら格助辞に移行した形式であると考えられ、現代日本語ので格のようなはたらきをする。

he:格のこれらの意味は前述した ne:格でもあらわすことができるが、80 代の話者は he:格を使用

する傾向がある。

材料

he:格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、生産活動の〈材料〉をあらわす 。
83. ʤiro:=ja kabi=he koinobori ʦukutaŋ̩.

次郎は 紙で こいのぼりを 作った。

84. ?tamme:=ɡa wara=he:  ʤo:ri  anaŋ̩.
おじいさんが   藁で   草履を  編んだ。

量

he:格の名詞が連用修飾語としてはたらき、〈量〉をあらわす。

85. unu te:buru=ja m̩buhanu ju:tte=he: muʧe ikaja:. 
この テーブルは 重いから 四人で  持って 行こう。

86. ni:=ɡa mbuhan tei=he: muʧe: ikaja.
荷物が 重いから 二人で  持って 行こう。

87. to:kaʧi=ja ja:ɡuna mu:ru=he ju:bei ɸundo:ja:.
米寿は 家族 みんなで お祝いを するんだよね。

動作や状態がなりたつ場所

he:格の場所名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ場所〉をあらわす。

88. unu uwaɡi=ja jamatu:=he: nisenen=he: ko:tando:ja.
この 上着は   東京で 二千円で 買ったよね。

原因

he:格の現象名詞が状況語としてはたらき、動作や状態の〈原因〉をあらわす。

89. me:=nu ʃu:  mijaɡi=nu tamme:=ja bjo:ki=he: ma:ʧando:.
先週 宮城の おじいさんは 病気で 死んだよ。

． 格

我喜屋方言の kara 格の名詞は、間接対象の補語や状況語としてはたらき、〈とりはずすところ〉、

〈あい手〉、〈材料〉、〈出発点〉、〈うつりうごく場所〉、〈動作や状態がはじまる時〉、〈原因〉をあ

らわす。

とりはずすところ

kara 格の場所名詞が間接対象の補語としてはたらき、〈とりはずすところ〉をあらわす。

90. ni:ke:=kara ɸuton mutʧe: ɸu:ja:.
二階から 布団を 持って こい。

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」
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原因

ke 格の現象名詞が状況語としてはたらき、動作や状態の〈原因〉をあらわす。

60. ʤiro:=ja ami=ke nrije: ja:=ke ke:ʧaŋ̩.
次郎は  雨に   濡れて 家へ 帰ってきた。

・述語の要素

ke 格の名詞が naŋ（なる）とくみあわさって、述語としてはたらくとき、連語述語の要素となる

例も確認できた。

61. uttu:=ja ɸuʤu ʧu:ɡaku=nu ʃin̩ʃin̩=ke nataŋ̩.
妹は 去年 中学の 先生に  なった。

62. tabaku=nu çi:=kara kaʤi=ke: najo:nro:.
煙草の 火から 火事に    なっている。

． 格

我喜屋方言の ni 格の名詞は、状況語や間接対象の補語としてはたらき、〈動作や状態がなりた

つ時〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈ありか〉をあらわす。

動作や状態がなりたつ時

ni 格の時間名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ時〉をあらわす。

63. haʧiɡwaʧi:=ni ke:ʦuntedo:ja.
八月に 帰ってくるようだ。

64. iʧiniʧi=ni  mike:=ʃika harantedo:ja:.
（バスは）一日に 三本しか 走らないよね。

動作や状態がなりたつ場所

ni 格の場所名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ場所〉をあらわす。

65. joʤi=madi basutei=ni maʧo:kido:ja.
四時まで バス停で 待っておけよ。

ありか

ni 格の場所名詞が間接対象の補語としてはたらき、物の〈ありか〉をあらわす。現段階では、

疑問詞の例しか確認できていない。また、この用例は現代日本語の影響があるとも考えることが

できる。

66. wan kutsu ma:=ni ajo.
おれの 靴 どこに ある。

． 格

我喜屋方言の ne:格の名詞は、間接対象の補語や状況語や連用修飾語としてはたらき、〈ありか〉、

〈道具〉、〈手段〉、〈材料〉、〈量〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈原因〉、〈動作や状態がなりた

つ時〉をあらわす。

〈材料〉、〈量〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈原因〉の意味は、後述する he:格でもあらわす

ことができるが、ne:格は 60 代の話者がこれらの意味をあらわすときに使用する傾向がある。

ありか

ne:格の場所名詞が間接対象の補語としてはたらき、人や物の〈ありか〉をあらわす。

67. anu  jama=ne: inoʃiʃi=ɡa unro:ja.
あの 山に いのししが いるそうだ。

68. waŋ=ɡa kutsu=ja da:=ne ajo.
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おれの 靴は どこに ある。

69. tara:=ja ɸuʤu:=kara jamatu:=ne=ru unro:ja:.
太郎は 去年から 東京に いるそうだ。

道具

ne:格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、動作にもちいる〈道具〉をあらわす。

70. ʤiro:=ɡa monosaʃi=ne saburo:  kuruʧaŋ̩.
次郎が ものさしで 三郎を 殴った。

手段

ne:格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、移動のための〈手段〉をあらわす。

71. maʧi=ke=ja takuʃi:=ne inʤuʃi=ŋkan basu=ne inʤuʃiɡa  maʃi arani.
町には タクシーで 行くより バスで 行くのが 良いんじゃないか。

材料

ne:格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、生産活動の〈材料〉をあらわす 。
72. ʤiro:=ja kabi=ne koinobori ʦukutaŋ̩.

次郎は 紙で こいのぼりを 作った。

73. su:=ɡa ki:=ne: ʦukue ʦukuje: turaʧaŋ̩.
お父さんが 木で 机を 作って くれた。

74. ?tamme:=ɡa  wara=ne: ʤo:ri ano:ŋ̩.
おじいさんが 藁で  草履を 編んでいる。

量

ne:格の名詞が連用修飾語としてはたらき、〈量〉をあらわす。

75. to:kaʧi=ja ja:ɡuna mu:ru=ne ju:bei ɸundo:ja:.
米寿は 家族 みんなで お祝いを するんだよね。

動作や状態がなりたつ場所

ne:格の場所名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ場所〉をあらわす。

76. ami=nu ɸui=nu çi:=ja saburo:=ja  ja:=ne maŋ̩ɡa=bike: juno:ŋ̩.
雨が 降る 日には 三郎は 家で 漫画ばかり 読んでいる。

77. harita:=nu çi:=ja saburo:=ja u:mi=ne ju: kwa:hoŋ̩.
晴れた 日には 三郎は 海で 釣りをするよ。

78. han̩ʃi:=ja niban̩ʤa:=ne terebi nooŋ̩.
ばあさんは 二番座で テレビを 見ている。

79. miʧi=ne ʃo:ɡakko:=nu ko:ʧoʃinʃiŋ=ke iʧataŋ̩.
道で 小学校の 校長先生に 会った。

原因

ne:格の現象名詞が状況語としてはたらき、動作や状態の〈原因〉をあらわす。

80. ma:ɡa=ɡa hanaʃiʧi=ne: nu:jo:ŋ̩.
孫が 風邪で 寝ている。

81. me:=nu ʃu: mijaɡi=nu tamme:=ja bjo:ki=ne: ma:ʧando:.
先週  宮城の おじいさんは 病気で 死んだよ。

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

動作や状態がなりたつ時

ne:格の時間名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ時〉をあらわす。

82. ho:nen̩sai=nu tuʧi=ne: han̩ʃi=madi=n mo:taŋ̩.
豊年祭の 時に   ばあさんまでも 踊った。

． 格

我喜屋方言の he:格の名詞は、間接対象の補語や状況語や連用修飾語としてはたらき、〈材料〉、

〈量〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉、〈原因〉をあらわす。he:格は動詞 huŋ（する）の中止形か

ら格助辞に移行した形式であると考えられ、現代日本語ので格のようなはたらきをする。

he:格のこれらの意味は前述した ne:格でもあらわすことができるが、80 代の話者は he:格を使用

する傾向がある。

材料

he:格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、生産活動の〈材料〉をあらわす 。
83. ʤiro:=ja kabi=he koinobori ʦukutaŋ̩.

次郎は 紙で こいのぼりを 作った。

84. ?tamme:=ɡa wara=he:  ʤo:ri  anaŋ̩.
おじいさんが   藁で   草履を  編んだ。

量

he:格の名詞が連用修飾語としてはたらき、〈量〉をあらわす。

85. unu te:buru=ja m̩buhanu ju:tte=he: muʧe ikaja:. 
この テーブルは 重いから 四人で  持って 行こう。

86. ni:=ɡa mbuhan tei=he: muʧe: ikaja.
荷物が 重いから 二人で  持って 行こう。

87. to:kaʧi=ja ja:ɡuna mu:ru=he ju:bei ɸundo:ja:.
米寿は 家族 みんなで お祝いを するんだよね。

動作や状態がなりたつ場所

he:格の場所名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がなりたつ場所〉をあらわす。

88. unu uwaɡi=ja jamatu:=he: nisenen=he: ko:tando:ja.
この 上着は   東京で 二千円で 買ったよね。

原因

he:格の現象名詞が状況語としてはたらき、動作や状態の〈原因〉をあらわす。

89. me:=nu ʃu:  mijaɡi=nu tamme:=ja bjo:ki=he: ma:ʧando:.
先週 宮城の おじいさんは 病気で 死んだよ。

． 格

我喜屋方言の kara 格の名詞は、間接対象の補語や状況語としてはたらき、〈とりはずすところ〉、

〈あい手〉、〈材料〉、〈出発点〉、〈うつりうごく場所〉、〈動作や状態がはじまる時〉、〈原因〉をあ

らわす。

とりはずすところ

kara 格の場所名詞が間接対象の補語としてはたらき、〈とりはずすところ〉をあらわす。

90. ni:ke:=kara ɸuton mutʧe: ɸu:ja:.
二階から 布団を 持って こい。
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（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

あい手

kara 格の人名詞が間接対象の補語としてはたらき、動作の〈あい手〉をあらわす。

91. amma:=kara sa:ʤi ji:je: du: su:taŋ̩.
母さんから タオルを もらって 体を 拭いた。

92. ne:ne:=kara ʤiŋ̩ i:taŋ̩.
姉から  金を もらった。

93. ʤiro:=ja tam̩me:=kara jaɡamahan̩te muɡeraretaŋ̩.
次郎は   じいさんから   うるさいと 怒られた。

材料

kara 格の物名詞が間接対象の補語としてはたらき、生産活動の〈材料〉をあらわす 。
94. saki=ja ɸumi=kara ʦukun̩do:.

酒は  米から   作るよ。

95. to:ɸu=ja to:ɸuma:mi=kara ʦukun̩do:.
豆腐は  大豆から 作るよ。

出発点

kara 格の場所名詞が状況語としてはたらき、〈出発点〉をあらわす。

96. taro:=ja iʧi jamatu=kara ke:ʦunteɡa.
太郎は いつ 東京から 帰ってくるか。

97. naɡo=kara naɸa=ke:=nu basuunʧin=ja iʧaha jaɡaja:.
名護から 那覇への バス運賃は いくら だろう。

98. ko:ʧo:ʃinʃiŋ=ɡa  basu=kara urie  ʧaŋ̩.
校長先生が バスから 降りて きた。

うつりうごく場所

kara 格の場所名詞が状況語としてはたらき、移動動作の〈うつりうごく場所〉をあらわす。

99. tin=kara  maʃʃira: tui=ɡa tuno:ndo:.
空を 真っ白な 鳥が 飛んでいるよ。

100. unu ware:=ja mata haru=nu naka=kara atʧo:saja:.
この 子供は  また 畑の 中を 歩いているね。

動作や状態がはじまる時

kara 格の時間名詞が状況語としてはたらき、〈動作や状態がはじまる時〉をあらわす。

101. hanako=ja kin̩nu:=kara jam̩me: kakaje: nu:jo:ŋ̩.
花子は 昨日から  病気に かかり 寝ている。

102. tara:=ja  ɸuʤu:=kara  to:kjo:=ne=ru unro:ja:.
太郎は 去年から   東京に いるよね。

103. tam̩me:=ja ʃikama:=kara jama=ke kinoko: tui=ɡa n̩ʤaŋ̩.
じいさんは 朝から 山へ きのこを 取りに 行った。

原因

kara 格の現象名詞が状況語としてはたらき、動作や状態の〈原因〉をあらわす。

104. tabaku=nu çi:=kara kaʤi=ke: najo:nro:.
煙草の  火から  火事に なっているよ。

105. tabaku:=kara kaʤi=ke: najo:nro.
煙草から   火事に なっているよ。

文化庁委託事業「危機的な状況にある言語・方言のアーカイブ化を想定した実地調査研究」

（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

． 格

我喜屋方言の madi 格の場所名詞や時間名詞は、間接対象の補語と状況語としてはたらき、〈到

達点〉と〈動作や状態がおわる時〉をあらわす。

到達点

madi 格の場所名詞は間接対象の補語としてはたらき、移動動作の〈到達点〉をあらわす。

106. ʤiro: unu ni: basutei=madi muʧe nʤe: turaçi:.
次郎 この 荷を バス停まで 持って 行って くれ。

動作や状態がおわる時

madi 格の時間名詞は状況語としてはたらき、〈動作や状態がおわる時〉をあらわす。

107. ʤikaŋ=ɡa aitu ɡoʤi=madi terebi na:ni.
時間が あるから 五時まで テレビを 見ないか。

108. kuʤi=madi taro:=tu ko:miŋkan=ne utando:.
九時まで  太郎と 公民館に いたよ。

． 格

我喜屋方言の tu 格の名詞は、修飾語と間接対象の補語としてはたらき、〈仲間〉〈状態があらわ

れるために必要な対象〉をあらわす。

仲間

tu 格の人名詞は相互的な動作をあらわす動詞とくみあわさると、文の部分として間接対象の補

語としてはたらき、〈仲間〉をあらわす。

（相互的な動作のあい手）

109. ʤiro:=ja uttu=nu saburo:=tu o:taŋ̩.
次郎は 弟の    三郎と 喧嘩した。

また、tu 格の人名詞は、相互的な動作ではない動詞とくみあわさると、文の部分として修飾語

としてはたらき、〈一緒におこなう仲間〉をあらわす。

（一緒におこなう仲間）

110. kuʤi=madi taro:=tu ko:miŋkan=ne utando:.
九時まで  太郎と 公民館に いたよ。

111. duʃinʧa:=tu jamatu:=he:  do:buʦuen=ke: nʤatu    ironna    do:buʦu=ɡa u:tando:ja.
友達と 本土で   動物園へ     行ったら いろんな 動物が   いたよね。

状態があらわれるために必要な対象

tu 格の人名詞は間接対象の補語としてはたらき、述語のあらわす〈状態があらわれるために必

要な対象〉をあらわす。

112. taro:=ja mi: su:=tu  ju: ni:joŋ̩.
太郎は 目が お父さんと   よく 似ている。

また、tu の形式は以下のように同じ要素をもつ他の名詞と並べる〈並べ〉の例も確認できた。

113. kaʣuko=tu hanako=tu duʃiɡwa:jasa.
かず子と 花子と 友達だ。

． 格

我喜屋方言の jakane 格の名詞は、間接対象の補語としてはたらき、〈比較〉をあらわす。
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（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

． 格

我喜屋方言の madi 格の場所名詞や時間名詞は、間接対象の補語と状況語としてはたらき、〈到

達点〉と〈動作や状態がおわる時〉をあらわす。

到達点

madi 格の場所名詞は間接対象の補語としてはたらき、移動動作の〈到達点〉をあらわす。

106. ʤiro: unu ni: basutei=madi muʧe nʤe: turaçi:.
次郎 この 荷を バス停まで 持って 行って くれ。

動作や状態がおわる時

madi 格の時間名詞は状況語としてはたらき、〈動作や状態がおわる時〉をあらわす。

107. ʤikaŋ=ɡa aitu ɡoʤi=madi terebi na:ni.
時間が あるから 五時まで テレビを 見ないか。

108. kuʤi=madi taro:=tu ko:miŋkan=ne utando:.
九時まで  太郎と 公民館に いたよ。

． 格

我喜屋方言の tu 格の名詞は、修飾語と間接対象の補語としてはたらき、〈仲間〉〈状態があらわ

れるために必要な対象〉をあらわす。

仲間

tu 格の人名詞は相互的な動作をあらわす動詞とくみあわさると、文の部分として間接対象の補

語としてはたらき、〈仲間〉をあらわす。

（相互的な動作のあい手）

109. ʤiro:=ja uttu=nu saburo:=tu o:taŋ̩.
次郎は 弟の    三郎と 喧嘩した。

また、tu 格の人名詞は、相互的な動作ではない動詞とくみあわさると、文の部分として修飾語

としてはたらき、〈一緒におこなう仲間〉をあらわす。

（一緒におこなう仲間）

110. kuʤi=madi taro:=tu ko:miŋkan=ne utando:.
九時まで  太郎と 公民館に いたよ。

111. duʃinʧa:=tu jamatu:=he:  do:buʦuen=ke: nʤatu    ironna    do:buʦu=ɡa u:tando:ja.
友達と 本土で   動物園へ     行ったら いろんな 動物が   いたよね。

状態があらわれるために必要な対象

tu 格の人名詞は間接対象の補語としてはたらき、述語のあらわす〈状態があらわれるために必

要な対象〉をあらわす。

112. taro:=ja mi: su:=tu  ju: ni:joŋ̩.
太郎は 目が お父さんと   よく 似ている。

また、tu の形式は以下のように同じ要素をもつ他の名詞と並べる〈並べ〉の例も確認できた。

113. kaʣuko=tu hanako=tu duʃiɡwa:jasa.
かず子と 花子と 友達だ。

． 格

我喜屋方言の jakane 格の名詞は、間接対象の補語としてはたらき、〈比較〉をあらわす。
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（奄美方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書 2017 年 3 月

比較

jakane 格の名詞は、主語でしめされるものと〈比較〉されるものをあらわす。

114. kinnu:=jakane ʧu:=ja haʤi ʦu:sanja.
昨日より  今日は 風 強かったね。

115. jasaiandaɡi:=jakane saʃimi=ɡa=ru ma:hassa:.
野菜天ぷらより 刺身が 旨いよ。

動詞を名詞化させ「行くより」をあらわすときは、jakane ではない形式があらわれた。

116. maʧi=ke=ja takuʃi:=ne inʤuʃi=ŋkan basu=ne inʤuʃiɡa maʃi   arani.
町には タクシーで 行くより バスで 行くのが 良いんじゃないか。

おわりに

本報告では伊平屋島我喜屋方言の名詞の格形式と意味について、分析・記述をおこなった。各々

の格形式の意味ごとに用例数に偏りがあるため明確なことは述べられないが、いくつかの形式と

意味についてすこし述べる。

〈動作や状態の持ち主〉は、主語としてはたらくハダカ格、ɡa 格、nu 格の名詞があらわす。ハ

ダカ格は人名詞や現象名詞が確認でき、ɡa 格は人名詞や現象名詞や物名詞などが確認でき、nu 格

は現象名詞の用例しか確認できない。このことから、〈動作や状態の持ち主〉をあらわすときは、

ɡa 格が主となる用法であり、ハダカ格や nu 格は少し限られる用法だと考えることができる。

〈属性〉は、連体修飾語としてはたらくハダカ格、ɡa 格、nu 格の名詞があらわす。nu 格は様々

な名詞が確認できるが、ハダカ格と ɡa 格は人名詞や人代名詞の用例しか確認できない。このこと

から、〈属性〉をあらわすときは、nu 格が主となる用法であり、ハダカ格と ɡa 格が人名詞や人代

名詞に限られる用法であると考えることができる。

〈量〉、〈原因〉、〈材料〉、〈動作や状態がなりたつ場所〉は、間接対象の補語や状況語としては

たらく he:格、ne:格の名詞であらわす例が確認できる。話者の年齢が 80 代なら he:格、60 代なら

ne:格を使用するようである。このふたつの格は、he:格は動詞 huŋ（する）の中止形から格助辞に

移行した形式であり、ne:格は古い日本語のに格からきた形式であると考えられ、発生が異なるも

のだろう。he:格と ne:格は同じ意味をあらわすが、〈ありか〉や〈動作や状態がなりたつ時〉は ne:
格でしか確認できていないため、詳しい調査が必要である。
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伊平屋島田名方言の動詞の活用 
崎山拓真 上門梨緒 

 
1. はじめに 
 動詞は、人やものの動きや変化、状態を語彙的な意味としてあらわす述語になることか

ら、文法的なカテゴリーとしてのテンスとアスペクトをもつ。また、人の意志的な動作を

あらわすため、ムード形式をもっていて、命令形、勧誘形、禁止形などがある。 
今回は 2016 年 9 月 4 日、5 日に伊平屋島田名集落で調査した、38 個の動詞の活用につ

いて報告する。なお調査した形式は、非過去形、否定形、過去形、継続相、中止形である。

調査した動詞は以下のとおりである。 
飛ぶ、遊ぶ、持つ、行く、縛る、漕ぐ、出す、くれる、落とす、飲む、食べる、降る、

蹴る、起きる、降りる、落ちる、捨てる、洗う、買う、言う、掘る、売る、被る、閉

じる、寝る、降りる、酔う、着る、切る、する、ない、ある、いる、来る、見る、食

う 
 
2.動詞活用のタイプ 

伊平屋島田名方言（以下、田名方言）の動詞の個々の形態論的な形は、標準語と同様に

語幹、語尾、助辞などの形つくりの要素に分化している。語幹は「原則として、それぞれ

の活用形に共通な要素であって、それらが特定の動詞の（活用以外の）特定のカテゴリー

に属することを表現する役割をもっている要素」であり、語尾は、「同一の（活用以外の）

カテゴリーに属する個々の活用形を特徴づける役割をもった要素のうち、基本的なもの」

である。語尾は文法的な意味に応じて変化する部分で、のこりの変化しない部分が語幹で

ある1。 
 田名方言の動詞の語幹には、基本語幹、音便語幹、連用語幹のみっつの変種が存在する。

基本語幹と音便語幹は現代日本語にもみられるが、連用語幹は、奄美沖縄諸方言に特徴的

にみられる。動詞の語幹（基本語幹、連用語幹、音便語幹）と語尾のつくり方から、田名

方言の動詞は規則変化動詞と特殊変化動詞にわけることができる。規則変化動詞はさらに、

強変化動詞と混合変化動詞にわかれる。強変化動詞は、基本語幹の末尾に子音があらわれ、

音便語幹をもつ。 
 混合変化動詞は、音便語幹をもたず、基本語幹末に子音があらわれ、連用語幹末に母音

があらわれる、子音語幹と母音語幹の混合した動詞である。 
 強変化動詞も、混合変化動詞も語幹のつくりかたによって、それぞれに下位の変種があ

る。強変化動詞は、基本語幹末にあらわれる子音のちがいに応じて語幹の変種のあらわれ

方や語尾の変種のあらわれ方が異なるため、m 語幹動詞、b 語幹動詞のように名付けて呼び

                                                  
1語幹、語尾の定義は、鈴木重幸（1972）、同（1983a）、同（1983b）にしたがう。 
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伊平屋島田名方言の動詞の活用 
崎山拓真 上門梨緒 

 
1. はじめに 
 動詞は、人やものの動きや変化、状態を語彙的な意味としてあらわす述語になることか

ら、文法的なカテゴリーとしてのテンスとアスペクトをもつ。また、人の意志的な動作を

あらわすため、ムード形式をもっていて、命令形、勧誘形、禁止形などがある。 
今回は 2016 年 9 月 4 日、5 日に伊平屋島田名集落で調査した、38 個の動詞の活用につ

いて報告する。なお調査した形式は、非過去形、否定形、過去形、継続相、中止形である。

調査した動詞は以下のとおりである。 
飛ぶ、遊ぶ、持つ、行く、縛る、漕ぐ、出す、くれる、落とす、飲む、食べる、降る、

蹴る、起きる、降りる、落ちる、捨てる、洗う、買う、言う、掘る、売る、被る、閉

じる、寝る、降りる、酔う、着る、切る、する、ない、ある、いる、来る、見る、食

う 
 
2.動詞活用のタイプ 

伊平屋島田名方言（以下、田名方言）の動詞の個々の形態論的な形は、標準語と同様に

語幹、語尾、助辞などの形つくりの要素に分化している。語幹は「原則として、それぞれ

の活用形に共通な要素であって、それらが特定の動詞の（活用以外の）特定のカテゴリー

に属することを表現する役割をもっている要素」であり、語尾は、「同一の（活用以外の）

カテゴリーに属する個々の活用形を特徴づける役割をもった要素のうち、基本的なもの」

である。語尾は文法的な意味に応じて変化する部分で、のこりの変化しない部分が語幹で

ある1。 
 田名方言の動詞の語幹には、基本語幹、音便語幹、連用語幹のみっつの変種が存在する。

基本語幹と音便語幹は現代日本語にもみられるが、連用語幹は、奄美沖縄諸方言に特徴的

にみられる。動詞の語幹（基本語幹、連用語幹、音便語幹）と語尾のつくり方から、田名

方言の動詞は規則変化動詞と特殊変化動詞にわけることができる。規則変化動詞はさらに、

強変化動詞と混合変化動詞にわかれる。強変化動詞は、基本語幹の末尾に子音があらわれ、

音便語幹をもつ。 
 混合変化動詞は、音便語幹をもたず、基本語幹末に子音があらわれ、連用語幹末に母音

があらわれる、子音語幹と母音語幹の混合した動詞である。 
 強変化動詞も、混合変化動詞も語幹のつくりかたによって、それぞれに下位の変種があ

る。強変化動詞は、基本語幹末にあらわれる子音のちがいに応じて語幹の変種のあらわれ

方や語尾の変種のあらわれ方が異なるため、m 語幹動詞、b 語幹動詞のように名付けて呼び

                                                  
1語幹、語尾の定義は、鈴木重幸（1972）、同（1983a）、同（1983b）にしたがう。 
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分ける。混合変化動詞は、中止形の語幹が 1 音節か、1 音節以上かで分かれる。それぞれ 1
音節動詞、2 音節動詞と呼び分ける。なお、基本語幹は否定形の語幹を代表させて、それぞ

れ分類していく。語幹と語尾の境界には「-」を挿入する。 
・語幹について 
基本語幹とは命令形、勧誘形のような動詞の屈折の語幹である。基本語幹を構成要素に

もつ動詞の形式は、否定形、命令形、勧誘形などがある。今回は調査のデータから否定形

を代表させている。音便語幹とは音便によって生じた語幹で、基本語幹から派生したかわ

り語幹である。音便語幹を構成要素にもつ形式は過去形である。連用語幹は奄美沖縄諸方

言に特徴的にみられる語幹で、構成要素にもつ形式は中止形、非過去形、継続相である。 
 
2.1 強変化動詞 
 強変化動詞は、現代日本語の強変化動詞（鈴木重幸 1972 の第一変化）に対応するもので、

混合変化動詞と活用のタイプが異なっている。現代日本語の強変化動詞のように田名方言

の強変化動詞も音便語幹を有する。基本語幹は否定形、音便語幹は過去形、連用語幹は中

止形、非過去形、継続相にみられる。 
 
（１）k 語幹動詞 

k 語幹動詞は、mucuɴ (持つ)、kuncuɴ（縛る）、ntsuɴ/ɴcuɴ（見る）、icuɴ（行く）などがあ

る。この動詞は、基本語幹の末尾が k で、連用語幹末の子音は c である。なお、icuN（行く）

は、過去形と中止形のとき有声子音 zj であらわれる k 語幹動詞のバリエーションである。 

今回の調査では得られなかったが、過去に調査された全集落調査票の調査結果では、「見

る」の活用は、nu:ɴ（見る）na:ɴ（見ない）nca（見た）ne:ɴ（見て）という形式になってい

る。今後「見る」には２つの形式がある可能性も考慮しながら調査する必要がある。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

k 持つ muk-aɴ mu-caɴ muc-uɴ muc-eː muc-oːɴ 

k 縛る kunk-aɴ kun-caɴ kunc-uɴ kunc-eː kunc-oːɴ 

k 見る ink-aɴ n-caɴ nts-uɴ/ɴc-uɴ nc-eː   

k 行く ik-aɴ n-zjaɴ ic-uɴ nzj-i2  

 
（２）g 語幹動詞 
 g語幹動詞には huzjuɴ (漕ぐ)がある。基本語幹末子音は gで、連用語幹末子音は zjである。 

 

                                                  
2 田名方言の中止形は muc-eː（持って）、kunc-eː（縛って）のように―eːであらわれるが、今回の調査で、

他の琉球諸方言にみられる-i で終わる形式がいくつかあらわれた。これは首里方言や他の地域の方言との

接触による可能性がある。これらの形式については要検討である。 
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   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

g 漕ぐ hug-aɴ hu-zjaɴ huzj-uɴ huzj-i3 huzj-oɴ 

 
（３）h 語幹動詞 

h 語幹動詞は nzjahuɴ（出す）、turahuɴ（くれる）、utusuɴ（落とす）、huɴ（する）がある。

基本語幹末子音と連用語幹末子音は h である。「落とす」は、s 語幹動詞のような形式であ

らわれたが、田名方言では、＊s＞h の変化がみられることから、この「落とす」も h 語幹動

詞である可能性が高い。これは首里方言や他の方言との接触によって s 語幹動詞のような活

用になっていると考えられる。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

h 出す nzjah-aɴ nzja-caɴ nzjah-uɴ nzjah-eː nzjah-oɴ 

h くれる turah-aɴ tura-caɴ turah-uɴ   

h 落とす utus-aɴ utu-caɴ utus-uɴ utusj-eː  

h する h-aɴ  h-uɴ h-eː   

（４）m 語幹動詞 
 m 語幹動詞には、numuɴ(飲む)、kamuɴ(食べる)などがある。この動詞は基本語幹末子音、

連用語幹末子音が m である。なお、過去形の語尾の子音は nu-naɴ（飲んだ）のように n に

なる単語と、ka-daɴ（食べた）のように d になる単語がある。これは他の m 語幹動詞（つ

かむ、頼む、縮むなど）の過去形を調査し、検討しなければならない。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

m 飲む num-aɴ nu-naɴ num-uɴ num-eː num-oːɴ 

m 食べる kam-aɴ ka-daɴ kam-uɴ kam-eː   

 

（５）b 語幹動詞 
 b 語幹動詞には、tubuɴ （飛ぶ）asibuɴ（遊ぶ）などがある。基本語幹末子音、連用語

幹末子音は b である。遊ぶについては、asibuɴとは別に asuwuɴという形式が確認できた。 

伊平屋方言では、waːki(ざる)や、waːpeː(まちがい)のように、他の琉球諸方言で ba であらわ

れるものが wa になる音韻変化がみられる（＊ba＞wa）。否定形などでも tuw-aɴ（飛ばない）、

asuw-aɴ（遊ばない）の形式になることが予想されるが、今回そのような語形は確認できな

かった。他の方言との接触によって、b 語幹動詞は全体的にゆれている可能性があるため、

                                                  
3 この形式も述べたシ中止形であらわれる例 
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分ける。混合変化動詞は、中止形の語幹が 1 音節か、1 音節以上かで分かれる。それぞれ 1
音節動詞、2 音節動詞と呼び分ける。なお、基本語幹は否定形の語幹を代表させて、それぞ

れ分類していく。語幹と語尾の境界には「-」を挿入する。 
・語幹について 

基本語幹とは命令形、勧誘形のような動詞の屈折の語幹である。基本語幹を構成要素に

もつ動詞の形式は、否定形、命令形、勧誘形などがある。今回は調査のデータから否定形

を代表させている。音便語幹とは音便によって生じた語幹で、基本語幹から派生したかわ

り語幹である。音便語幹を構成要素にもつ形式は過去形である。連用語幹は奄美沖縄諸方

言に特徴的にみられる語幹で、構成要素にもつ形式は中止形、非過去形、継続相である。 
 
2.1 強変化動詞 
 強変化動詞は、現代日本語の強変化動詞（鈴木重幸 1972 の第一変化）に対応するもので、

混合変化動詞と活用のタイプが異なっている。現代日本語の強変化動詞のように田名方言

の強変化動詞も音便語幹を有する。基本語幹は否定形、音便語幹は過去形、連用語幹は中

止形、非過去形、継続相にみられる。 
 
（１）k 語幹動詞 

k 語幹動詞は、mucuɴ (持つ)、kuncuɴ（縛る）、ntsuɴ/ɴcuɴ（見る）、icuɴ（行く）などがあ

る。この動詞は、基本語幹の末尾が k で、連用語幹末の子音は c である。なお、icuN（行く）

は、過去形と中止形のとき有声子音 zj であらわれる k 語幹動詞のバリエーションである。 

今回の調査では得られなかったが、過去に調査された全集落調査票の調査結果では、「見

る」の活用は、nu:ɴ（見る）na:ɴ（見ない）nca（見た）ne:ɴ（見て）という形式になってい

る。今後「見る」には２つの形式がある可能性も考慮しながら調査する必要がある。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

k 持つ muk-aɴ mu-caɴ muc-uɴ muc-eː muc-oːɴ 

k 縛る kunk-aɴ kun-caɴ kunc-uɴ kunc-eː kunc-oːɴ 

k 見る ink-aɴ n-caɴ nts-uɴ/ɴc-uɴ nc-eː   

k 行く ik-aɴ n-zjaɴ ic-uɴ nzj-i2  

 
（２）g 語幹動詞 
 g語幹動詞には huzjuɴ (漕ぐ)がある。基本語幹末子音は gで、連用語幹末子音は zjである。 

 

                                                  
2 田名方言の中止形は muc-eː（持って）、kunc-eː（縛って）のように―eːであらわれるが、今回の調査で、

他の琉球諸方言にみられる-i で終わる形式がいくつかあらわれた。これは首里方言や他の地域の方言との

接触による可能性がある。これらの形式については要検討である。 
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   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

g 漕ぐ hug-aɴ hu-zjaɴ huzj-uɴ huzj-i3 huzj-oɴ 

 
（３）h 語幹動詞 

h 語幹動詞は nzjahuɴ（出す）、turahuɴ（くれる）、utusuɴ（落とす）、huɴ（する）がある。

基本語幹末子音と連用語幹末子音は h である。「落とす」は、s 語幹動詞のような形式であ

らわれたが、田名方言では、＊s＞h の変化がみられることから、この「落とす」も h 語幹動

詞である可能性が高い。これは首里方言や他の方言との接触によって s 語幹動詞のような活

用になっていると考えられる。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

h 出す nzjah-aɴ nzja-caɴ nzjah-uɴ nzjah-eː nzjah-oɴ 

h くれる turah-aɴ tura-caɴ turah-uɴ   

h 落とす utus-aɴ utu-caɴ utus-uɴ utusj-eː  

h する h-aɴ  h-uɴ h-eː   

（４）m 語幹動詞 
 m 語幹動詞には、numuɴ(飲む)、kamuɴ(食べる)などがある。この動詞は基本語幹末子音、

連用語幹末子音が m である。なお、過去形の語尾の子音は nu-naɴ（飲んだ）のように n に

なる単語と、ka-daɴ（食べた）のように d になる単語がある。これは他の m 語幹動詞（つ

かむ、頼む、縮むなど）の過去形を調査し、検討しなければならない。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

m 飲む num-aɴ nu-naɴ num-uɴ num-eː num-oːɴ 

m 食べる kam-aɴ ka-daɴ kam-uɴ kam-eː   

 

（５）b 語幹動詞 
 b 語幹動詞には、tubuɴ （飛ぶ）asibuɴ（遊ぶ）などがある。基本語幹末子音、連用語

幹末子音は b である。遊ぶについては、asibuɴとは別に asuwuɴという形式が確認できた。 

伊平屋方言では、waːki(ざる)や、waːpeː(まちがい)のように、他の琉球諸方言で ba であらわ

れるものが wa になる音韻変化がみられる（＊ba＞wa）。否定形などでも tuw-aɴ（飛ばない）、

asuw-aɴ（遊ばない）の形式になることが予想されるが、今回そのような語形は確認できな

かった。他の方言との接触によって、b 語幹動詞は全体的にゆれている可能性があるため、

                                                  
3 この形式も述べたシ中止形であらわれる例 

－ 197 －

伊平屋島田名方言の動詞の活用



 

4 
 

他の b 語幹動詞でも調査する必要がある。 
   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

b 飛ぶ tub-aɴ  tub-uɴ tub-eː tub-oɴ 

b 遊ぶ   asib-uɴ   

b 遊ぶ  asu-daɴ asuw-uɴ asub-eː  

 
（６）r 語幹動詞 
 r 語幹動詞には、hujuɴ（降る）、kiːjuɴ（蹴る）、koː-iɴ（買う）、ara-iɴ（洗う）などがあ

る。基本語幹末子音は r で、連用語幹末は母音になっている。「洗う」、「買う」は現代日

本語では語幹末が母音になるが、田名方言のばあい語幹末に r があらわれていて両者の語幹

末が対応しない。同様に現代日本語の弱変化動詞に対応する田名方言の動詞の基本語幹末

子音も r になっている。この現象をかりまた（2006）にならい、「r 語幹化」とよぶ。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

r 降る hur-aɴ hu-taɴ hu-juɴ hu-eː hu-joːɴ 

r 被る haur-aɴ hau-taɴ hau-iɴ hau-eː hau-joːɴ 

r 掘る hur-aɴ hu-taɴ hu-iɴ huj-eː 

(hui-eː) 

hu-joːɴ 

r 売る ur-aɴ u-taɴ u-iɴ u-eː u-joːɴ 

r 閉じる kuːr-aɴ kuː-taɴ kuː-iɴ kuː-eː   

r 寝る nuːr-aɴ nuː-taɴ nu-iɴ nuː-eː nuː-joːɴ 

r いる ur-aɴ uː-taɴ u-ɴ    

r 買う koːr-aɴ koː-taɴ koː-iɴ koː-eː   

r 洗う arar-aɴ ara-taɴ ara-iɴ ara-eː ara-joːɴ 

 
2.2 混合変化動詞 

混合変化動詞は、現代日本語の弱変化動詞（鈴木 1972 の第二変化、いわゆる一段動詞）

に対応し、音便語幹をもたない。現代日本語の弱変化動詞の基本語幹が母音でおわり、強

変化動詞の基本語幹が子音でおわっているのに対して、田名方言の混合変化動詞の基本語

幹の末尾は子音になっていて、その点は現代日本語とはことなっている。これは前述した

ように田名方言のばあい、弱変化動詞の基本語幹が r 語幹化したためである。混合変化動

詞は、音便語幹をとりたてて設定する必要がなく、連用語幹の末尾が母音でおわるなど、

現代日本語の弱変化動詞とおなじ特徴も有していて、田名方言のばあい、弱変化動詞と強

変化動詞の混合の活用をするようになっている。 
現代日本語の弱変化動詞に対応する伊平屋方言の混合変化動詞は、基本語幹の末尾が -r 
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になっていて、ここでもｒ語幹化がみられる。現代日本語の弱変化動詞に対応する伊平屋

方言の動詞を混合変化動詞とする要因になっている。 

現代日本語のばあい、弱変化動詞には基本語幹末の母音が～e（下二段活用）になる動詞

と、～i （上二段活用）になる動詞とがあるが、伊平屋方言のばあい、前者の～e に統一さ

れている。琉球語全体におきたせま母音化のため、いずれも i になっていて、わかりにくい

のであるが、i に先行する子音が口蓋音化していないことから、いずれも＊e（下二段活用）

に対応する。過去形、中止形の語幹末母音が i であれば混合変化動詞である。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

1 着る cir-aɴ ciː-taɴ ciː-ɴ   ci-eː 

1 蹴る kiːr-aɴ kiː-taɴ kiːj-uɴ   kiː-eː 

1 酔う wiːr-aɴ wiː-taɴ 

(biːtaɴ) 

(w)iː-ɴ wiː-joːɴ wiː-eː 

1 言う ir-aɴ is-saɴ iːr-uɴ   j-eː 

2 起きる ukir-aɴ uki-taɴ uki-uɴ 

（uki-ɴ） 

uki-joːɴ uki-eː 

2 落ちる utir-aɴ uti-taɴ uti-ɴ   uti-ti 

2 捨てる sitir-aɴ siti-taɴ siti-ɴ siti-joːɴ siti-eː 

 

2.3 特殊変化動詞 

「ある」は基本語幹がわからなったため、今回は特殊変化動詞に分類した。だが、「いる」と

同様に r 語幹動詞である可能性がある。「食う」については、不規則な活用をしているため特殊

変化動詞に分類したが、その他の形式も調査し、分類する必要がある。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

Ⅰ ある  aː-taɴ a-ɴ   a-eː 

Ⅱ ない  neːn-taɴ neː-ɴ   neːna 

Ⅲ 来る k-uːɴ c-aːɴ c-uɴ c-oːɴ c-iː4 

Ⅳ 食う kwa-ːɴ kwaː-taɴ kweː-ɴ(hweː-ɴ)   kwaː-eː 

 

活用のタイプ

 田名方言の強変化動詞は、現代日本語の強変化動詞に対応し、混合変化動詞とことなり、音便

語幹を有する。混合変化動詞は、現代日本語の弱変化動詞に対応し、音便語幹をもたない。現代

日本語の弱変化動詞の基本語幹が母音でおわり、強変化動詞の基本語幹が子音でおわっているの

                                                  
4 シ中止形であらわれている例 
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他の b 語幹動詞でも調査する必要がある。 
   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

b 飛ぶ tub-aɴ  tub-uɴ tub-eː tub-oɴ 

b 遊ぶ   asib-uɴ   

b 遊ぶ  asu-daɴ asuw-uɴ asub-eː  

 
（６）r 語幹動詞 
 r 語幹動詞には、hujuɴ（降る）、kiːjuɴ（蹴る）、koː-iɴ（買う）、ara-iɴ（洗う）などがあ

る。基本語幹末子音は r で、連用語幹末は母音になっている。「洗う」、「買う」は現代日

本語では語幹末が母音になるが、田名方言のばあい語幹末に r があらわれていて両者の語幹

末が対応しない。同様に現代日本語の弱変化動詞に対応する田名方言の動詞の基本語幹末

子音も r になっている。この現象をかりまた（2006）にならい、「r 語幹化」とよぶ。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

r 降る hur-aɴ hu-taɴ hu-juɴ hu-eː hu-joːɴ 

r 被る haur-aɴ hau-taɴ hau-iɴ hau-eː hau-joːɴ 

r 掘る hur-aɴ hu-taɴ hu-iɴ huj-eː 

(hui-eː) 

hu-joːɴ 

r 売る ur-aɴ u-taɴ u-iɴ u-eː u-joːɴ 

r 閉じる kuːr-aɴ kuː-taɴ kuː-iɴ kuː-eː   

r 寝る nuːr-aɴ nuː-taɴ nu-iɴ nuː-eː nuː-joːɴ 

r いる ur-aɴ uː-taɴ u-ɴ    

r 買う koːr-aɴ koː-taɴ koː-iɴ koː-eː   

r 洗う arar-aɴ ara-taɴ ara-iɴ ara-eː ara-joːɴ 

 
2.2 混合変化動詞 

混合変化動詞は、現代日本語の弱変化動詞（鈴木 1972 の第二変化、いわゆる一段動詞）

に対応し、音便語幹をもたない。現代日本語の弱変化動詞の基本語幹が母音でおわり、強

変化動詞の基本語幹が子音でおわっているのに対して、田名方言の混合変化動詞の基本語

幹の末尾は子音になっていて、その点は現代日本語とはことなっている。これは前述した

ように田名方言のばあい、弱変化動詞の基本語幹が r 語幹化したためである。混合変化動

詞は、音便語幹をとりたてて設定する必要がなく、連用語幹の末尾が母音でおわるなど、

現代日本語の弱変化動詞とおなじ特徴も有していて、田名方言のばあい、弱変化動詞と強

変化動詞の混合の活用をするようになっている。 
現代日本語の弱変化動詞に対応する伊平屋方言の混合変化動詞は、基本語幹の末尾が -r 
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になっていて、ここでもｒ語幹化がみられる。現代日本語の弱変化動詞に対応する伊平屋

方言の動詞を混合変化動詞とする要因になっている。 

現代日本語のばあい、弱変化動詞には基本語幹末の母音が～e（下二段活用）になる動詞

と、～i （上二段活用）になる動詞とがあるが、伊平屋方言のばあい、前者の～e に統一さ

れている。琉球語全体におきたせま母音化のため、いずれも i になっていて、わかりにくい

のであるが、i に先行する子音が口蓋音化していないことから、いずれも＊e（下二段活用）

に対応する。過去形、中止形の語幹末母音が i であれば混合変化動詞である。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

1 着る cir-aɴ ciː-taɴ ciː-ɴ   ci-eː 

1 蹴る kiːr-aɴ kiː-taɴ kiːj-uɴ   kiː-eː 

1 酔う wiːr-aɴ wiː-taɴ 

(biːtaɴ) 

(w)iː-ɴ wiː-joːɴ wiː-eː 

1 言う ir-aɴ is-saɴ iːr-uɴ   j-eː 

2 起きる ukir-aɴ uki-taɴ uki-uɴ 

（uki-ɴ） 

uki-joːɴ uki-eː 

2 落ちる utir-aɴ uti-taɴ uti-ɴ   uti-ti 

2 捨てる sitir-aɴ siti-taɴ siti-ɴ siti-joːɴ siti-eː 

 

2.3 特殊変化動詞 

「ある」は基本語幹がわからなったため、今回は特殊変化動詞に分類した。だが、「いる」と

同様に r 語幹動詞である可能性がある。「食う」については、不規則な活用をしているため特殊

変化動詞に分類したが、その他の形式も調査し、分類する必要がある。 

   基本語幹 音便語幹 連用語幹 

   否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

Ⅰ ある  aː-taɴ a-ɴ   a-eː 

Ⅱ ない  neːn-taɴ neː-ɴ   neːna 

Ⅲ 来る k-uːɴ c-aːɴ c-uɴ c-oːɴ c-iː4 

Ⅳ 食う kwa-ːɴ kwaː-taɴ kweː-ɴ(hweː-ɴ)   kwaː-eː 

 

活用のタイプ

 田名方言の強変化動詞は、現代日本語の強変化動詞に対応し、混合変化動詞とことなり、音便

語幹を有する。混合変化動詞は、現代日本語の弱変化動詞に対応し、音便語幹をもたない。現代

日本語の弱変化動詞の基本語幹が母音でおわり、強変化動詞の基本語幹が子音でおわっているの

                                                  
4 シ中止形であらわれている例 
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に対して、田名方言の混合変化動詞の基本語幹の末尾は、子音になっていて、その点は現代日本

語とはことなっている。これは田名方言のばあい、弱変化動詞の基本語幹が r 語幹化したため

である。混合変化動詞は、音便語幹をとりたてて設定する必要がなく、連用語幹の末尾が母音で

おわるなど、現代日本語の弱変化動詞とおなじ特徴も有している。田名方言のばあい、弱変化動

詞と強変化動詞の混合の活用をするようになっているためである。以下に活用のタイプをまとめ

る。非過去形の語尾のタイプは、－N、－uN、－iN の３つのタイプに分かれる。 

 

表 1

  基本語幹  連用語幹  音便語幹 

k1 持つ muk-aɴ  muc-uɴ  mu-caɴ 

k2 行く ik-aɴ  ic-uɴ  n-zjaɴ 

g 漕ぐ hug-aɴ  huzj-uɴ  hu-zjaɴ 

h 出す nzjah-aɴ  nzjah-uɴ  nzja-caɴ 

m1 飲む num-aɴ  num-uɴ  nu-naɴ 

m2 食べる kam-aɴ  kam-uɴ  ka-daɴ 

b 遊ぶ asib-aɴ  asib-uɴ  asu-daɴ 

r1 降る hur-aɴ  huj-uɴ  hu-taɴ 

r2 被る haur-aɴ  hau-iɴ  hau-taɴ 

r3 買う koːr-aɴ  koː-iɴ  koː-taɴ 

r4 洗う arar-aɴ  ara-iɴ  ara-taɴ 

混合変化動詞（弱変化） 

1 着る cir-aɴ  ciː-ɴ  ciː-taɴ 

1 蹴る kiːr-aɴ  kiːj-uɴ  kiː-taɴ 

1 酔う wiːr-aɴ  (w)iː-ɴ  wiː-taɴ(biːtaɴ) 

2 起きる ukir-aɴ  uki-uɴ（uki-ɴ） uki-taɴ 

2 降りる urir-aɴ  uri-ɴ   uri-eː 

2 落ちる utir-aɴ  uti-ɴ  uti-taɴ 

2 捨てる sitir-aɴ  siti-ɴ  siti-taɴ 

特殊変化動詞 

Ⅰ ある   a-ɴ  aː-taɴ 

Ⅱ ない   neː-ɴ  neːn-taɴ 

Ⅲ 来る kuː-ɴ  cu-ɴ  caː-ɴ 

Ⅳ 食う kwa-ːɴ  kweː-ɴ(hw-eːɴ) kwaː-taɴ 
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まとめ

今回調査した結果をまとめると、田名方言の動詞には、強変化動詞、混合変化動詞、特

殊変化動詞のみっつのタイプがある。また、語幹のタイプとして、基本語幹、連用語幹、

音便語幹の３つのバリアントが存在する。前述したように、田名方言の中止形の語幹は、

連用語幹とおなじ形式になっている。音便語幹は現代日本語で、過去形と強変化動詞の中

止形のときにあらわれるが、田名方言は、第二中止形（シテ形式）がなく、第一中止形は

シアリ相当形式で中止形をつくるため、語幹末が子音となり、連用語幹と同じ形式になる。 

今後の課題としては、動詞の語数を増やして、伊平屋方言の動詞活用の体系を記述する

必要があることである。また、nzj-i（漕いで）、uti-ti（落ちて）などのように、中止形の形

式が他の地域の語形であるシ形、シテ形であらわれているものがある。またその他の活用

形でも、他の地域の方言の影響によるものと考えられる特徴がみられたものもあった。そ

のような点をふまえて、今後また調査が必要である。 

 

【資料】動詞活用表

強変化動詞 

   否定形 過去形 非過去形 継続相 中止形 

k 持つ muk-aɴ mu-caɴ muc-uɴ muc-oːɴ muc-eː 

k 縛る kunk-aɴ kun-caɴ kunc-uɴ kunc-oːɴ kunc-eː 

k 見る ink-aɴ n-caɴ nts-uɴ/nc-uɴ   nc-eː 

k 行く ik-aɴ n-zjaɴ ic-uɴ  nzj-i 

g 漕ぐ hug-aɴ hu-zjaɴ huzj-uɴ huzj-oɴ huzj-i 

h 出す nzjah-aɴ nzja-caɴ nzjah-uɴ nzjah-oɴ nzjah-eː 

h くれる turah-aɴ tura-caɴ turah-uɴ   

h 落とす utus-aɴ utu-caɴ utus-uɴ  utusj-eː 

h する h-aɴ  hw-uɴ   h-eː 

m 飲む num-aɴ nu-naɴ num-uɴ num-oːɴ num-eː 

m 食べる kam-aɴ ka-daɴ kam-uɴ   kam-eː 

b 飛ぶ tub-aɴ  tub-uɴ tub-oɴ tub-eː 

b 遊ぶ asib-aɴ asu-daɴ asib-uɴ asir-oːɴ asub-eː 

r 降る hur-aɴ hu-taɴ huj-uɴ hu-joːɴ hu-eː 

r 被る haur-aɴ hau-taɴ hau-iɴ hau-joːɴ hau-eː 

r 掘る hur-aɴ hu-taɴ hu-iɴ hu-joːɴ huj-eː 

(hui-eː) 

r 売る ur-aɴ u-taɴ u-iɴ u-joːɴ u-eː 

r 閉じる kuːr-aɴ kuː-taɴ kuː-iɴ   kuː-eː 
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r 寝る nuːr-aɴ nuː-taɴ nu-iɴ nuː-joːɴ nuː-eː 

r いる wur-aɴ wuː-taɴ wu-ɴ    

r 洗う arar-aɴ ara-taɴ ara-iɴ ara-joːɴ ara-eː 

r 買う koːr-aɴ koː-taɴ koː-iɴ   koː-eː 

混合変化動詞（弱変化） 

1 着る cir-aɴ ciː-taɴ ciː-ɴ   ci-eː 

1 蹴る kiːr-aɴ kiː-taɴ kiːj-uɴ   kiː-eː 

1 酔う wiːr-aɴ wiː-taɴ(biːtaɴ) (w)iː-ɴ wiː-joːɴ wiː-eː 

1 言う ir-aɴ is-saɴ iːr-uɴ   j-eː 

2 起きる ukir-aɴ uki-taɴ uki-uɴ 

（uki-ɴ） 

uki-joːɴ uki-eː 

2 降りる urir-aɴ   uri-ɴ   uri-eː 

2 落ちる utir-aɴ uti-taɴ uti-ɴ   uti-ti 

2 捨てる sitir-aɴ siti-taɴ siti-ɴ siti-joːɴ siti-eː 

特殊変化動詞 

Ⅰ ある  aː-taɴ a-ɴ   a-eː 

Ⅱ ない  neːn-taɴ neː-ɴ   neːna 

Ⅲ 来る k-uːɴ c-aːɴ c-uɴ c-oːɴ c-iː 

Ⅳ 食う kwa-ːɴ kwaː-taɴ kweː-ɴ(hweː-ɴ)   kwa-ːeː 
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沖縄県西表船浮方言 

荻野千砂子 

 

 

１ 沖縄県八重山郡竹富町西表島の船浮（ふなうき）集落 

竹富町地区人口動態票（平成 29〈2017〉年 1 月）によると，舟浮集落の人口は 51 名で

ある１。役場の書類上の表記は「舟浮」とあるが，話者によると，元来「船浮」が正しく，

役場に間違って届けたため，現在のような表記になったのだという。調査に協力してくだ

さっている船浮方言の話者は，清水光江氏（昭和 3 年生まれ女性）と戸眞伊廣氏（昭和 15
年生まれ男性）のお二人である。お二人とも，現在，石垣市に在住している。話者の見解

を尊重するため，今後「船浮」と表記することにする。船浮方言を話せる話者数を尋ねた

ところ，石垣市在住者と船浮在住者を含めた話者の数は 10 名にも満たないことが分かった。

早急な記述が望まれる言語の一つである。 

話者の話を聞いていると，西表島の西側の，祖納（そない），干立（ほしたて），白浜（し

らはま），船浮，網取（あみとり，1971 年廃村）で一つの文化圏を作っていた様子が分か

る。西表島の東側の古見（こみ）や大原（おおはら）とは異なる文化圏である。この中で

船浮は，天然の港に恵まれており，沖縄の本土復帰の頃まで台風の前後など国際的な避難

港として賑わっていたという。そのため，来港する船からもたらされる本土の音楽や文化

に直に接する機会が多く，「船浮は，内地なみ（の文化環境）だった」と語る。生活につい

て聞いてみると，確かに一般的な八重山の文化とは異なるところがある。一点目は「山羊

を食べない」ことである。山羊を飼育はしていたが，糞を肥料とするのが目的であり，食

べることはなかったという。二点目は「イノシシを刺身で食べない」ことである。西表島

ではイノシシを捕獲して食べるが，祖納では新鮮なイノシシの肉を刺身で食べる習慣があ

った。それに対し船浮では「決して刺身で食べない。必ず火を通す。」と言う。同じ西表島

でも異なる生活様式が伺われて興味深い。  
（図）西表島船浮の位置２                                              

 

 
 
 

 

 

 

 

 

                             
１ 竹富町 HP による。 
２  国土地理院発行の地図データをもとに Thomas Pellard 氏が作成した地図に加筆をしている。  

船浮
祖納 
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１ 沖縄県八重山郡竹富町西表島の船浮（ふなうき）集落 

竹富町地区人口動態票（平成 29〈2017〉年 1 月）によると，舟浮集落の人口は 51 名で

ある１。役場の書類上の表記は「舟浮」とあるが，話者によると，元来「船浮」が正しく，

役場に間違って届けたため，現在のような表記になったのだという。調査に協力してくだ

さっている船浮方言の話者は，清水光江氏（昭和 3 年生まれ女性）と戸眞伊廣氏（昭和 15
年生まれ男性）のお二人である。お二人とも，現在，石垣市に在住している。話者の見解

を尊重するため，今後「船浮」と表記することにする。船浮方言を話せる話者数を尋ねた

ところ，石垣市在住者と船浮在住者を含めた話者の数は 10 名にも満たないことが分かった。

早急な記述が望まれる言語の一つである。 

話者の話を聞いていると，西表島の西側の，祖納（そない），干立（ほしたて），白浜（し

らはま），船浮，網取（あみとり，1971 年廃村）で一つの文化圏を作っていた様子が分か

る。西表島の東側の古見（こみ）や大原（おおはら）とは異なる文化圏である。この中で

船浮は，天然の港に恵まれており，沖縄の本土復帰の頃まで台風の前後など国際的な避難

港として賑わっていたという。そのため，来港する船からもたらされる本土の音楽や文化

に直に接する機会が多く，「船浮は，内地なみ（の文化環境）だった」と語る。生活につい

て聞いてみると，確かに一般的な八重山の文化とは異なるところがある。一点目は「山羊

を食べない」ことである。山羊を飼育はしていたが，糞を肥料とするのが目的であり，食

べることはなかったという。二点目は「イノシシを刺身で食べない」ことである。西表島

ではイノシシを捕獲して食べるが，祖納では新鮮なイノシシの肉を刺身で食べる習慣があ

った。それに対し船浮では「決して刺身で食べない。必ず火を通す。」と言う。同じ西表島

でも異なる生活様式が伺われて興味深い。  
（図）西表島船浮の位置２                                              

 

 
 
 

 

 

 

 

 

                             
１ 竹富町 HP による。 
２  国土地理院発行の地図データをもとに Thomas Pellard 氏が作成した地図に加筆をしている。  
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２ 先行研究 

西表島方言に関しては祖納方言の報告がある。まず，久野眞（1988）による音韻体系の

分析があり３，金田章宏（2009）４（2010）５（2011）６では，格助詞や動詞の活用等の分

析がなされている。船浮方言に関しては，町博光（1984）があるが７，これ以外に詳しい

記述が無い。そこで，金田章宏（2009）で述べられている祖納方言の格助詞・とりたて助

詞を参考にしながら，荻野千砂子（2017）では、助詞に関して意味用法の記述を深めるこ

とを試みた８。その結果，格助詞やとりたて助詞の形態は，祖納方言とよく似ていること

が明らかになった。しかし，形態は同じでも，異なる用法があることも明らかとなった。

祖納方言をさらに調査をすると、同様の現象が確認できるかもしれない。今後，両方の方

言を比較考察することで，記述を深めることができると考えている。  
 

 

３ 音素に関して 

今回の予備調査では，音素について主に調べた。久野（1988）では祖納方言の音素を次

のように分析している。 

母音音素：/a，i，u，e，o，ã/ 
 半母音要素：/j，w/	
 子音要素：/’，h，g，k，d，t，z，c９，s，r，n，b，p，m/	
 拍音素：/N，Q，R/	
船浮方言話者の感覚では船浮方言は祖納方言と似ているという話ではあるが，荻野（2017）
では次のように音素を考えた。  

母音：/a，i，u，e，o，ã，ḁ，u̥，�i̥�/	
半母音：/j，w/  
子音：/k，s，t，ʦ，ʨ，ɸ，h，m，n，r，kʷ，gʷ，z，p，b，g，d/	

これに拍音素として，撥音 N，促音 Q，長音 R が加わる。祖納方言との相違として，無声

化した母音を音素として立てることができるのではないかと考える。/ḁ/が，�p�の前でミ

ニマルペアができるためである１０。  
/a/：pari（針） 	
/ḁ/：pḁri（走って） 	
話者は「走って（「走る」の連用形）」の[pḁ�を�pa�とは違う音であると判断する。そこで，

                             
３ 久野眞（1988）「西表島租納方言の音韻体系」『琉球の方言』13 
４ 金田章宏（2009）「沖縄西表島（祖納）方言の格ととりたての意味用法」『琉球の方言』33 
５ 金田章宏（2010）「沖縄西表島祖納方言－アスペクト・テンス・ムード体系の素描」

『日本語形態の諸問題－鈴木泰教授東京大学退職記念論文集』ひつじ書房 
６ 金田章宏（2011）「八重山西表島（祖納）方言動詞の活用タイプ」『琉球の方言』35 
７ 町博光（1984）「西表島舟浮集落の方言敬語法」『広島女子大学文学部紀要』19 
８ 荻野千砂子（2017）「西表島船浮方言の格助詞ととりたて助詞」『福岡教育大学国語科研

究論集』58 
９ 久野眞（1988）の p73 の表より，音声は[ts]である。 
10 この例については白田理人氏よりご教示を頂いた。 
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他の子音の後でも無声音と有声音との対立があるかを調べることとした。音節は CV 構造

で揃えた。  
 
（１）/ḁ/について  

① /p/の後で対立がある。 	
/pa/：pabu（はぶ），pada（肌），padanaga（なまけもの） 	
/pḁ/：pḁri（走って），pḁni（羽），pḁna（花） 	
② /k/の後で対立がある。 	
/ka/：kagaN（鏡），kazera（背中の肩の下あたり），kabuʨa（かぼちゃ） 	
/kḁ/：kḁmi（亀），kḁnapai（鍬），kḁmai（イノシシ） 	
③ /t/の後で対立がある。 	
/ta/：tabi（旅），ta（taa）（田んぼ），tadema（今） 	
/tḁ/：tḁki（竹），tḁni（種），tḁrai（桶） 	
④ /s/の後で対立がある。 	
/sa/：saba（草履），saja（サヤ） 	
/sḁ/：sḁta（砂糖），sḁmi（月桃），sḁki（酒） 	

	
用例をみると/ḁ/は，後続子音が無声子音でも有声子音でも出現していることが分かる。よ

って，音声的な環境による母音の無声化ではないと考える。/ḁ/を音素として認めてよいの

ではないかと考える。 	
	
（２）/u̥/について 	
 次に，/u/について調査を行った。以下のように/u̥/も，後続子音の無声・有声に関わら

ず出現しているため，/u̥/も音素として認めてよいのではないかと考える。 	
	

⑤ /p/の後で対立がある。 	
/pu/：puri	jui（豊年祭） 	
/pu̥/：pu̥ni（骨），pu̥si（星） 	
	
⑥ /k/の後で対立がある。 	
/ku/：kukuru（心）， 	 kutusi（今年） 	
/ku̥/：ku̥mu（蜘蛛），ku̥sine（腰）， 	 	

	
⑦ /t/の後で対立ある。 	
/tu/：tubu（飛ぶ），kutusi（今年） 	
/tu̥/：tu̥no（卵），tu̥ʨi（妻） 	

	
⑧ /s/の後で対立ある。 	
/su/：sunupa（藻） 	
/su̥/：su̥nee（祖納），su̥nuru（もずく） 	
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⑨ /hu/では対立がある。 	
/hu/：huna（魚の名。本土の鮒より小さい），huruja（便所），huku（肺） 	
/hu̥/：hu̥ta（ふた），maihu̥na（お利口さん），hu̥ʨimu（挟む） 	

	
（３）/i̥/について 	

荻野（2017）では，/i/について無声と有声の対立があるか不明としていた。/u̥/に関し

ては，/hu/と/hu̥/の対立があることがわかっていたので音素と考えていたが，/i/に関して

は/ki̥missai/（すばらしい）で音声が揺れることがあった。しかし，その後の調査で，/ki̥mu/
（肝臓）の/ki̥/は無声化し，/kizari/（法事）の/ki/は無声化しないことが明らかとなった。

/ki̥/も音素として考えてよいのではないかと考える。ただし，用例は少ない。語頭の�ʨi�
は今のところすべて無声化する。⑫はどちらも「道」の意味だが，‐na が下接したときの

み無声化する。 	
	

⑩ /k/の後で対立がある。 	
/ki/：kizari（法事），kibusi（煙） 	
/ki̥/：ki̥mu（肝臓），ki̥missai（すばらしい） 	

	
⑪ /s/の後で対立がある。 	
/si/：siba（心配），sikja（小バエ） 	
/si̥/：si̥ma（島），si̥na（するな），si̥daʨi（醤油） 	

	
⑫ /ʨ/の後で対立がある。 	
/ʨi/：miʨi（道） 	
/ʨi̥/：miʨi ̥na（道） 	

	
	
４ まとめ 

 以上，本報告では，無声化した母音の/ḁ/，/u̥/，/i̥/が音素として考えられる可能性を示

した。ただ，無声化が起こるのは，無声子音（/p//k//s/等）の後で，かつ音節構造がCV
のときであり，音節構造がCVVの場合や，CVNのときには，母音の無声化が起こった例が

見られない。/paisa/（早く），/taaboo/（たばこ），/huNda/（廊下）のような例では無声

化が起こらない。よって今後，無声化する条件が明らかになれば，音素ではなく母音の無

声化と分析する可能性もある。さらに，無声化とアクセントとの関連も考える必要がある

だろう。

そのほか，無声化した母音の後に鼻音の子音が来ると，音声的に鼻母音のように聞こえ

ることがある。例えば，/maihu̥na/（お利口さん）は，�hu̥�の母音は���のように聞こえる。

また，無声母音の後の子音は無声化して聞こえる。例えば，/maihu̥n̥a/（お利口さん），/tu̥n̥o/
（卵）のように聞こえる。これらは今のところ，音声的な現象ではないかと考えている。 	
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化が起こらない。よって今後，無声化する条件が明らかになれば，音素ではなく母音の無

声化と分析する可能性もある。さらに，無声化とアクセントとの関連も考える必要がある

だろう。

そのほか，無声化した母音の後に鼻音の子音が来ると，音声的に鼻母音のように聞こえ

ることがある。例えば，/maihu̥na/（お利口さん）は，�hu̥�の母音は���のように聞こえる。

また，無声母音の後の子音は無声化して聞こえる。例えば，/maihu̥n̥a/（お利口さん），/tu̥n̥o/
（卵）のように聞こえる。これらは今のところ，音声的な現象ではないかと考えている。 	
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